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　今夜も雷らい鳴めいが聞こえる。あの雷かみなりはまた、雪と禍わざわいを喚よぶのだろうか。

　寝しん台だいに横たわるリシュリーは口元までを毛布で覆おおい、遠雷に耳を傾かたむけていた。濃のう褐かつ色しよくの瞳ひとみには古ぼけた天てん蓋がいが映る。広い部屋を漂ただよう冷気が、白金色のまつげを掠かすめていく。

　アルカナ・グランデ帝てい国こくは例年と違ちがう冬を迎むかえていた。

　異常なほどに雷が鳴る。それは意思を持っているかのように深夜になると轟とどろき、帝都や周辺の都市へ落雷し、人々を傷つけ火災を起こした。遠方で鳴ることも稀まれにあった。そうして雪を連れてくる。

　夜空に稲いな妻ずまが走るたび、冬の寒さが厳しくなるようだった。

　天鵞絨ビロードのカーテンが二重におろされた窓の外へ意識を向ける。今夜の雷は一昨夜や昨夜に比べればかなり弱い。途と切ぎれ途切れの雷鳴は、じきに止やみそうだった。帝都の民たみは数日ぶりの安あん眠みんを得ているだろう。

　リシュリーだけがいつまでも眠ねむれずに、こうして徒いたずらに天蓋を眺ながめている。声を発しないまま溜ため息をついた。

「………」

　アルカナ・グランデ帝国の第四王子であるリシュリーの寝台は無む駄だに大きく、美しい房ふさ飾かざりと刺し繡しゆうが施ほどこされた豪ごう奢しやな天蓋が付いている。しかしそれは故人がかつて使用していた〝お下がり〟だった。

　色いろ褪あせた天蓋を見るのは好きではない。臥ふしてばかりだったころを思い出してしまう。

　幼少のリシュリーは身体からだが弱く、貧血や発熱を繰くり返していた。その原因は判明せず、王家付きの医師団も匙さじを投げるほどだった。

　命の危機を感じるまでの高熱が出ても、継けい母ぼである王おう妃ひを始め、異母兄たちや王家の者は誰だれ一人ひとりとして心配せず、見み舞まうこともしない。アルカナ大帝には病状の報告すらされていなかっただろう。

　日に三度ほどしか様子を見にこない執しつ事じたちが、嫌いや々いや世話をしていることは幼心にも察知できた。広い部屋の広い寝台に一人残されたリシュリーは、四角い天蓋を見つめながら熱と苦痛を耐たえるしかなかった。

　幸いなことに、成長するにつれて体調は改善され、遠出が叶かなうまでに体力がつく。

　二十一歳になった今は寝ね込こむこともない。それでも色褪せた天蓋を無意識に見つめてしまうのは、リシュリーの虚むなしい習慣だった。

「……止んだ？」

　遠くで鳴っていた雷が完全に聞こえなくなり、身を起こす。人並みの体力を得ても細いままの肩かたを、冷えた夜気が撫なでていく。

　サイドテーブルの置き時計は午前三時四十分をさしていた。

　また、眠れない──リシュリーは先ほどよりも深い溜め息をつく。眠れないのは連夜の落雷のせいではなかった。

　どこか、身体がおかしい。

　それは幼少のときに悩なやまされた不調とは明らかに種類が違っていた。

　血がざわめくと言えばいいのだろうか──深夜になると血脈の動きが盛んになって目が冴さえる。視覚に変化があり、嗅きゆう覚かくも鋭するどくなった。そのせいか無む性しように屋外の空気が吸いたくなる。

　不調と言うより異変に近いこの感覚は、二十歳はたちを迎えたころから生じはじめ、徐じよ々じよに強くなっていた。

　最近では毎夜のように外へ出たくなるが、控ひかえる日のほうが多い。

　王家の中で一人だけ立場の異なるリシュリーは嫌でも目立つ。第四王子が夜ごと宮きゆう殿でん内を徘はい徊かいしているなどという噂うわさが流れでもすればアルカナ大帝に申し訳が立たない。そう思うと安易に動けなかった。

　しかし我が慢まんも五日目になると少々つらくなってくる。一昨夜と昨夜は激しい落雷のせいで夜間も多くの者が宮殿内を行き来していたが、反対に今夜は皆みなが寝入っているはずだ。

　リシュリーは意を決して寝台からおりた。靴くつを履はき、厚手のガウンを着ながら机へ向かう。

　机の上は読みたい書しよ籍せきや資料が常に山積みになっていた。そこから新聞を抜ぬき、小型のオイルランプを手に取る。ガウンのポケットにマッチ箱を入れ、防寒のためにブランケットを纏まとうと、オイルランプと新聞を持って部屋を出た。

「は、……」

　リシュリーの私室は、広大なアルカナ大帝の宮殿群の片かた隅すみにひっそりと存在する。

　天てん井じようの高い石造りの廊ろう下かは殊こと更さらに冷えていて、屋内なのに白い息が見えた。思った通り人ひと影かげはどこにもない。自分の小さな声が響ひびいて聞こえるほど静まり返っている。

　リシュリーは長い廊下を足早に駆かけていく。階段をおり、幾いくつも連なる広間を抜け、大回廊へつながる扉とびらを開けた。

「あっ……。やはり降って──」

　美しい曲線を描えがくアーチがどこまでもつづく大回廊。ここにも人の気配はない。先ほどの遠雷が喚んだのだろう、等とう間かん隔かくに立つ柱の向こうに粉雪が舞っていた。

　今は最も気温が下がる時間だが、少しもつらくない。血のざわめく身体にはこの冷たさがちょうどよかった。ずっと欲ほつしている澄すんだ空気を思いきり吸い込みながら、リシュリーは大回廊に囲われた中央庭園へ足を踏ふみ入れる。

　アルカナ大帝の宮殿群に古くから存在する中央庭園は、大陸諸国が有する庭園の中で最も格調が高いと称しようされていた。その美しく荘そう厳ごんな景観から〝神と英えい雄ゆうの庭〟とも謳うたわれる。

　巧たくみに配置された常緑樹と落葉樹。冬でも豊かに咲さくダフォ水ディル仙やビオラの花々。緻ち密みつな浮き彫りレリーフが施された壮そう麗れいな噴ふん水すいは、数百年のあいだ一度も涸かれたことがないという。

　樹木や草花、水を湛たたえる噴水、そして立ち並ぶ歴代の英雄像や肇ちよう国こくの三美神像にも、一様に粉雪が舞い降りる。

「……っ？」

　ふいに、美神像の瞳が動いた気がした。三人の女め神がみが、肩をびくりと揺ゆらすリシュリーを見おろしてくる。英雄たちの大理石像までもが動きだしたように見えたのは、視覚に変化が生じたせいだろうか。少し恐おそろしくなったリシュリーは大急ぎで中央庭園を抜け、いつもの隠かくれ場所を目指して走っていく。

　耳の下まで伸のばした白金髪プラチナブロンドが、銀色に煌きらめく雪を纏って揺れる。

　リシュリーの濃褐色の瞳いっぱいに宮殿の群れが映った。

「美しい、な」

　中世特有の重じゆう厚こうで美び麗れいなゴシック様式を保持した、アルカナ大帝の宮殿群。ここには三十二の尖せん塔とうが宮殿の群れを守るように建っている。大小さまざまの塔の天てつ辺ぺんには、アルカナ神話に登場する神々の像が翼つばさを広げていた。

　聖せい剣けんをかざす軍神、旗や杖つえを掲かかげる神、聖せい杯はいや帝てい冠かんを抱いだく女神たち──しかし、美しい神々の黄金像を戴いただく尖塔の中で、ひとつだけなにもない塔がある。

　二十八番目のそれは〝異い端たんと罪〟の塔だ。

　中世においては異端者や罪人を収容する牢ろう獄ごくであったという。現在は誰一人として近づかず手入れもされない。皆から忌き諱いされ、寂さびれてしまったその尖塔が、リシュリーの馴な染じみの隠れ場所だった。

　そこが自身によく当て嵌はまっていると思う。白い息を吐はきながら、異端と罪の塔へ向かって駆けていく。

「………」

　リシュリー・エイグリース・オル・アルカナ──もう二十一年も経たつというのに、この仰ぎよう々ぎようしい王家の正式名には一向に慣れない。己おのれは異端の存在だという思いが、常に付き纏って離はなれなかった。

　アルカナ王家は王位継けい承しよう権を持つ四人の王子と二人の王女のうち、第四王子のみ庶しよ子しであると公式に発表している。しかし、たとえ公表していなくても、誰もがリシュリーの出自を疑うだろう。

　──陛下と兄上たちは似ているのに。私だけ……。

　がっしりした体たい軀くと男らしい顔つきをしている彼らは、揃そろいもののような赤茶の髪かみと碧へき眼がんを持つ。それに比べてリシュリーの身体は細く、髪と瞳の色もまるで違っていた。

　男にも女にも見える顔立ちは幼少のころから変わらない。『不気味で魔ま物もののようだ』と兄たちにからかわれるたび、塔に逃にげ隠れたことを思い出す。現在も、宮殿群を出入りする人間が陰かげで自分を揶や揄ゆしていることをリシュリーは知っていた。

　──母上に似すぎたのだろうか。……いや、私は……本当に陛下の血を、引いて……？

　十数年ものあいだ、不安に苛さいなまれながら憶おく測そくばかりを繰り返している。

　リシュリーの手元には写真や装そう飾しよく品など、実母の存在を示すものはなにひとつ残されていない。それどころか名すら教えてもらえなかった。

　アルカナ大たい帝ていはやむなく実子と認めただけでリシュリーには見向きもせず、その出生に関しては断固として言げん及きゆうしない。過去には余計な進言をした重臣や下げ劣れつな噂を口にした者に厳げん酷こくな処分を行ったこともあるという。王妃は長年にわたり神経を尖とがらせている。実母の話題は極きわめて慎しん重ちようを要するものであり、もはや禁句タブーと変わらなかった。

『おまえを生んだ者は大おお噓うそつきだ。陛下を脅おどした罪人だ。絶対に許さないぞ』──誰も教えてくれない実母については、三人の兄たちに聞かされた。彼らから酷ひどい仕打ちを受けてばかりいた少年のころのことだった。

「ふ、……」

　異端と罪の塔へ入り、勢いをつけて螺ら旋せん階段を上る。白い息が濃こくなっていく。リシュリーは黙もく々もくと階段を上りながら、兄たちに教えられた母親の話を思い出す。

　今夜のような寒い日に、その女性は乳児を連れて宮殿群にあらわれた。

『一度の夜よ伽とぎで身み籠ごもったアルカナ大帝の子だ』と騒さわぎ立てる彼女のことを、最初は誰だれも相手にしなかった。しかし乳児を包くるむ絹布シルクが、大帝の個人紋もん章しようが施ほどこされた部屋着バスローブと判明したことから話は一変する。それは夜伽を終えた大帝が不用意に置いて去った、私物であった。

　アルカナ大帝は、乳児を実子と公表し女性を第二妃に据すえることを要求される。だが王おう妃ひが強く拒きよ否ひし、当時は深刻な問題になったという。騒そう動どうの末、乳児は第四王子と認められたが、女性が王家に名を連ねることは許されなかった。

　大金を手に宮殿群を追われた彼女の、そのあとの行方ゆくえは誰も知らない──。

「母上」

　リシュリーは顔も名も知らぬ女性へ呼びかける。螺旋階段をどんどん上っていく。

　母親は今どこにいるのだろう。幸せに暮らしていることを願ってやまない。

　でも、叶かなうなら、ともに暮らしたかった。

　もし別れずに暮らしていたら、幼いときは体調を崩くずしてばかりで苦労をかけてしまっていただろう。しかし今のリシュリーなら母親のために働ける。父親のことは、分別がつく歳としを迎むかえたときに教えてくれたらそれで充じゆう分ぶんだったのに。

「おまえの父親はアルカナ大帝陛下なんだよ」と言われても、最初はひどく驚おどろいて、すぐには受け入れられないかもしれない。でも、リシュリーは母親の言葉を信じると思う。話を聞き、よく考えて、「そうだったんだね。教えてくれてありがとう」と伝えたはずだ。そうできたら、どれほどよかっただろう。

　母親は本当に地位を欲していたのだろうか。リシュリーは自分を生んでくれた女性をそのように見ることができなかった。しかし、誰も口にしなくても、多くの者が疑念を抱いている。王家の名を我がものとするために、余所よその男とのあいだにできた子を大帝のローブで包んだのではないかと──。

　真実を知る術すべがない。だからいつも不安だった。人を寄せつけない冷れい淡たんなアルカナ大帝に、血のつながりを見み出いだせなかった。それがなにより己の存在を異端で不安定なものにする。

　美しく広大なこの宮きゆう殿でん群にリシュリーの居場所はない。

「は、……っ」

　螺旋階段は長く、いつも息が弾はずんでしまう。天辺に辿たどり着いたリシュリーは追つい憶おくと思し惟いをやめた。

　かつて存在していた頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しの扉は、今は朽くち果てて完全になくなっている。血の臭においや死し臭しゆうも消えきっていて、嗅きゆう覚かくが鋭するどくなったリシュリーですらなにも感じない。ここで亡なくなった囚とらわれ人の悲ひ嘆たんも昇しよう華かされているように。塔に来るたびそう願う。

　異端と罪の塔に上ると、いつも最初に北の空を瞳ひとみに映す。そうすると不安が少しだけ抑おさえられるから不思議だった。そしてここにはリシュリーの特別な思い出がある。

　小さな〝魔物〟との思い出が──。

　オイルランプを足元に置き、鉄てつ柵さくもガラスも朽ちて窓まど枠わくだけになったそこに腰こしかけた。澄すんだ夜気を吸いながら眼前に広がる風景を見つめる。

「あ。雪が……」

　粉雪はいつの間にか止やみ、風が強くなっていた。

　午前四時の帝都を照らす灯あかりは疎まばらで、アーイルス川に沿って等とう間かん隔かくに立てられたガス灯も、今はオレンジ色の光を消している。川に架かけられた八本のブリッジや、蜘蛛くもの巣のように張り巡めぐらされた道路に、蒸気自動車や馬車の影かげはほとんどない。

　灯りを絶やさない巨きよ大だいな時計塔だけが、冬の夜空にくっきりと浮かぶ。それは産業革命を興おこしたアルカナ・グランデ帝国の、技術改新と経済発展の象しよう徴ちようだった。

　この宮殿群で生まれた中世の栄えい華がと繁はん栄えいが、産業革命の幕開けを導き出す。そして、国家の資産を莫ばく大だいなものとし、科学力と強大な軍事力を手にした帝国の人間たちは──〝魔物〟との共存共栄の道を完全に棄すてた。

　リシュリーは首にかけている細いチェーンを引っ張り、寝しん衣いの中から白銀のロケットを取り出す。ここには小さな魔物との大切な思い出を入れていた。

　ロケットを握にぎり、第四王子という立場から口にできないそれをまた思い浮かべる。

　──果たして〝魔物狩がり〟は、正しい行いなのだろうか……。

　広大な土地と海洋を保持するアルカナ・グランデ帝国には、人間のほかに〝魔物〟が存在する。海には人魚や魔ま海かい獣じゆうが棲せい息そくし、陸上には名も知らぬ多種多様の魔物たちが最北の寒冷地にまで分布していた。

　そしてそれらの頂点に君臨するのが竜りゆうであり、彼らとほぼ同等の位置に、強い魔力と知ち恵えを持つ魔女がいる。かつて竜と魔女は、魔物たちを統とう率そつし守護する絶対的存在だった──リシュリーはそう学習した。

　王子専属の家庭教師が鼻高々に語ったことを思い出す。

『産業革命の勃ぼつ興こう期に、政府は〝魔物狩り〟を発令しました。人類の進歩を阻はばむ魔物を一いつ掃そうする必要があったからです。帝国軍は多くの犠ぎ牲せいを払はらいながら魔物を討とう伐ばつし、ついに魔女を絶ぜつ滅めつさせ、竜を斃たおすに至るのです。じつに誇ほこらしい！　しかし腹立たしいことに、最後の魔女・ジゼルによって竜を守る組織が作られてしまいました。憎にくき魔女が設立したその結社は──』

「──ドラゴンギルド」

　冷たい夜風が強く吹ふいて、白い息があっという間に流されていく。白銀のロケットを手にしているリシュリーは、かさかさと音を立てる新聞をもう片方の手で押さえた。

　魔物狩りによって絶滅寸前へ追いやられた竜の一族。彼らは、魔女ジゼルが命と引き替かえに設立した結社・ドラゴンギルドに所属することで魔物狩りを免まぬかれることとなった。

『ドラゴンギルドの竜を狩かったとき、アルカナ・グランデ帝国は滅めつ亡ぼうする』──ジゼルが死に際ぎわにかけた凄すさまじい呪のろいは、三十年が経った今も帝国を緊きん縛ばくしつづけている。

　ドラゴンギルドは組織形態を結社としたが帝国軍の末まつ端たんに位置づけられた。竜は結社の従業員となり、帝国軍に所属する軍士となる。

　魔物狩りを免れるその代だい償しようは、労働による帝国への貢こう献けんだった。

「世界最強の魔物が、帝国の軍士──」

　それは断じて共存や互ご助じよではない。竜を殺したくても殺せない政府と帝国軍。魔物の統率者でありながら、魔物狩りを行う人間を守護しなければならないドラゴンギルド。そこには決して消えない矛む盾じゆんと軋あつ轢れきが存在していた。

　リシュリーがいる尖せん塔とうの天てつ辺ぺんからは、政府の中ちゆう枢すうである議事堂のドーム屋根と、帝国軍の総司令部が入っている巨大な建物が見える。それらは宮殿群の敷しき地ち内にあり、ドラゴンギルドは宮殿群を支える岩山の裏側にあった。

　距きよ離りの近い三者の関係は、極めて危あやうい均きん衡こうの上に成り立っている。

　一いつ触しよく即そく発はつの状態が常のようだった。政府の要人が隠いん匿とくしていた竜母神ティアマトーの不ふ死し卵らんをギルドが奪だつ還かんした大事件や、人魚の一族を巡って帝国軍とギルドが大規模な海戦を行った事変は記き憶おくに新しい。

　帝国のために働く竜たちの姿は毎日のように見る。彼らは、人間が造った天を衝つくほど高い時計塔を軽々と越こえて飛ぶ。ギルドの経営者である筆頭バトラーは十年ほど前に宮殿内で一度だけ見た。片かた眼鏡めがねをかけた、二十歳はたちくらいの非常に若い男だった。

『ドラゴンギルドに視察団を送る予定はありませんか？　そのときは私も入れてもらうことはできますか？』

　リシュリーは視察を自分の役目として開始した十四歳のときに、そう願い出たことがある。

　しかし家庭教師に激げき怒どされ、兄たちには嘲ちよう笑しようされた。

『ま、魔物の……不ふ浄じようの地ですぞ!?　そのようなこと二度と口になさいますな！』

『気味の悪い顔に相応ふさわしい不気味な発言だ。おもしろい、行かせてやれよ』

『みずから魔物の巣そう窟くつに行くとは……やはりこいつ魔物ではないか？　ははっ』

『視察とは体ていよく言ったものだ。ドラゴンギルドで魔物どもに錬れん金きん術じゆつでも習うつもりだろう。臓物を抜ぬかれるがいい』

　リシュリーは結社を視察したいという純じゆん粋すいな気持ちで願い出ただけなのに、錬金術を欲ほつしていると揶や揄ゆされ、魔物扱あつかいまでされて、ひどく傷ついたことを憶おぼえている。

　錬金術は古代より魔女の一族が継けい承しようしてきた魔の法術だった。金や金剛石ダイヤモンドの精製から始まり、不老の魔薬の抽ちゆう出しゆつ、個体同士の合成、果ては腐ふ乱らんした死体の完全再生まで、術式の内容は忌いまわしさに満ちている。

　しかし中世においてはその蠱こ惑わく的てきな魔術に囚われる人間があとを絶たなかった。人間が錬金術を行うためには魔女や魔物の協力が必要不可欠であり、彼女らは禁きん忌きの術式を与あたえる代償に、人間から臓器や性器を奪うばうという。魔物との交わりによって為なされる忌まわしい錬金術は、魔物狩りの発令と同時に恒こう久きゆう的てき禁術となった。錬金術に関する本は例外なく禁書とされ、政府によって没ぼつ収しゆうされた。

　異母兄たちはリシュリーの発言に「錬金術」という尾お鰭ひれをつけてアルカナ大たい帝ていへ報告したのだろう。翌日には【結社への接近を厳禁とする】という短い書状が届いた。

　だからリシュリーはその場所へ一度も近づいたことがない。

　世界最強の魔物の組織・ドラゴンギルドは帝国で最も有名で、かつ謎なぞに満ちている。

　筆頭バトラーの許可がなければ人間はギルドに入れない。そして彼が許可することはほとんどないという。岩山を挟はさんで背中合わせに建つ結社が、リシュリーには異世界のように感じられた。

『魔物は絶対悪』『魔物は人間に仇あだなす存在』『絶対に近づかないこと』──産業革命以降に生まれた子供たちは同じ教育を受ける。しかしリシュリーはこれらの教えに完全に従うことができなかった。

　確かに魔物は得体が知れない。人肉を主食とする種族が生き残っていると聞けば恐おそろしくなる。完全に廃すたれてもなお、錬金術という言葉には不ふ吉きつで禍まが々まがしいものを感じた。その一方で、魔物狩りが正しい行こう為いなのか疑問に思ってしまう。

「人間と魔物。共存の道は、ないものかな。難しいだろうか……」

　普ふ段だんは絶対に口にできないけれど、いつも考えていた。幼少のときに一度だけ会った小さな魔物が、リシュリーに冷めることのない思いを抱いだかせる。

　変わらず夜風は強いが平気だった。新聞を脇わきに挟み、手にしている白銀のロケットに視線を落とす。

　少し大きめのロケットは、贅ぜい沢たくをしないリシュリーが唯ゆい一いつ、銀の工こう匠しようを呼び寄せて作らせたものだ。欠片かけらの形と大きさに合わせてロケットを作るよう依い頼らいし、蓋ふたには欠片に劣おとらないくらいの美しい細工を施ほどこしてもらった。

　繊せん細さいな模様の浮うかぶ蓋を開けて、中に入れている欠片を丁てい寧ねいに取り出す。

「綺き麗れいだな」

　手にするたび、感かん嘆たんの吐と息いきが自然とこぼれ落ちる。欠片は、この尖塔で半時だけ一いつ緒しよに過ごした、小さな魔物がくれたものだった。

　硬かたくて黒いそれは透すき通っていて、金の砂が含ふくまれている。光がなくてもおのずと煌きらめき、時折稲いな妻ずまのような金色の閃せん光こうが走る。まるで欠片そのものが生きているみたいだった。

　これ以上に美しいものを、リシュリーはまだ見たことがない。古来、宝石よりも希少と謳うたわれる、竜の鱗うろこのようだった。

　欠片は今もまた、リシュリーの掌てのひらで黒と金の輝かがやきを力強く放つ。

　幻げん想そう的てきな様子に見み蕩とれるその一いつ瞬しゆんだけは、王家からの冷れい遇ぐうを受けるつらさも、疑わしい出自による不安も忘れることができた。苦く悩のうに囚とらわれずに、第四王子としてできることを行っていこう。そう思える強さまで齎もたらしてくれる気がした。

　美しい欠片を見つめながら、小さな魔物との出会いを思い起こす。

　リシュリーは七歳だった。宮きゆう殿でん内の茂しげみに魔物がいるとは思いもしなくて、びっくりしすぎて派手に尻しり餅もちをついてしまったことを憶えている。

　茂みに丸まっている魔物は黒の翼つばさを持ち、上半身には黒い鱗みたいなものがあった。でも下半身と尻尾しつぽは黒色の獣毛で覆おおわれていて、獅し子しのようにも見える。

　その後あと脚あしの付け根に、火傷やけどをしていた。魔物は茂みに隠かくれ、身体からだを丸めて痛みに耐たえていた。火傷はなにかを示す模様のようにも見えるが、幼いリシュリーには判別できない。

　それよりも痛みを和やわらげたいと思った。だから魔物を抱だき上げ、この塔に連れてきて、自分の冷たい手で傷を冷やした。冷やしながら、魔物と一緒にまどろむ。目覚めたら魔物は姿を消していて、掌に黒く輝く欠片が残されていた。

　不思議な姿をした小さな魔物とは、それきり会えていない。

　──元気にしてるといいな。魔物狩がりにだけは遭あっていてほしくない……。

　七歳のリシュリーは毎日のように、もらった欠片を握にぎりしめながら宮殿群の中を捜さがした。

　週に二度ほど各地を視察する現在は、行った先でも無意識に捜してしまう。綺麗な欠片を眺ながめながら、彼は今どこにいるだろうか、もう一度会えないだろうかと思うのは、リシュリーの長年の癖くせだった。

　ひとしきり物思いに耽ふけると、欠片を丁寧にロケットに入れ、それを寝しん衣いの中にしまう。

　二時間ほどここで過ごし、夜明け前には私室へ戻もどると決めた。澄すんだ空気を身体に詰つめ込めば、血のざわめきも治まるだろう。そう考えながらオイルランプへ手を伸のばしたとき、持っている新聞の文字が目に飛び込んできた。

「………」

　また見える。気味が悪い──伸ばしていた手を引っ込め、新聞をくしゃりと握る。

　午前四時の宮殿群に灯火はほとんどない。空は雪雲に覆われて、月明かりも星明かりもなかった。まだオイルランプをつけていない尖塔の内部には濃こい暗くら闇やみだけがある。

　それなのに、見えないはずの新聞の小さな文字が、はっきりと見えた。

　夜目が異様に利きくようになっている。おかしいのはそれだけではない。リシュリーが毎夜のように外へ出たくなるのは、宮殿内が人間の臭においで満ちていて息苦しく感じるからだった。

　初めてそう感じたとき、ひどく驚きよう愕がくした。人間の臭いが息苦しいとはどういうことだと自問してもわからない。鋭するどくなった嗅きゆう覚かくが勝手に匂においを嗅かぎ分ける。人間の臭いと、なんの匂いを嗅ぎ分けているのか、リシュリー自身が理解できていないから不気味だった。

　リシュリーは恐る恐る額に触ふれる。

「……っ」

　あの嫌いやな感かん触しよくがあった。額からすぐに手を離はなす。

　得体の知れない感覚は、いったいいつ治まるのだろうか。不安でしかたなかった。

　不調ではなく、明らかな変異を起こす身体。異様なほど鋭えい敏びんになった視覚と嗅覚。夜になると騒さわぐ血。そして、日を追うごとに違い和わ感かんが増す、前頭部にできた瘤こぶのようなもの──。

　もし、一人の人間が持っている特とく徴ちようとして、これらを羅ら列れつされれば、リシュリーはその者のことを魔ま物ものと思うだろう。

「違ちがう。そんなことは絶対に起こり得ない。私は……陛下と、母上の子だ。──陛下、……」

　なんの証しよう拠こもなく頼たよりないばかりのそれに縋すがる。

　気き概がいに乏とぼしい自分が本当に嫌だった。出自に確証がひとつもなくても、第四王子として堂々としていればいいものを、異母兄たちに繰くり返し言われてきた『不気味で魔物のようだ』という言葉にまで翻ほん弄ろうされている。

　ありもしないことで悩なやむなど愚おろかしい。忍しのび寄る暗い不安を追い払はらうために、急いでオイルランプをつけた。

　狭せまい塔とうの内部がオレンジ色に染まる。暖かな色を瞳ひとみに映しながら、澄んだ夜気を胸いっぱい吸い込んだ。そうして気持ちを落ち着かせ、リシュリーは新聞を読みはじめる。

【黒い竜りゆうあらわる。雷かみなりを以もつて都民を殺傷。落らく雷らいによる火災多発】

　第一面の大きな見出しが伝えてくるそれは、今、最も帝都を騒がせている噂うわさだった。

〝黒い竜〟と呼ばれる有ゆう翼よくの巨きよ大だいな魔物が帝都や周辺の都市に姿をあらわすようになったのは、秋の終わりのことだ。この魔物が人間や家屋を狙ねらって雷を落としているという噂──連夜の落雷に怯おびえる人々は、黒い竜が異様な冬を連れてきたと口にする。

　しかし噂に過ぎなかった。巨大な魔物は夜にしか姿を見せず、闇やみ夜よに溶とけ込むその全ぜん貌ぼうをはっきりと確かく認にんできた者は一人もいない。それが雷を操あやつっているかも定さだかではなかった。

　新聞の第一面には、時計塔の天てつ辺ぺんに降り立つ魔物のモノクローム写真がある。新聞社は特集スクープとして大々的に掲けい載さいしているが、真夜中に撮さつ影えいされた写真は非常に不ふ鮮せん明めいで竜かどうかは判別できない。なにより竜母神ティアマトーが産む竜は四種類と決まっていて、その中に黒色の竜はいなかった。

　永生の竜母神ティアマトーとは、すべての竜の母はは御ごのことを指す。

　アルカナ・グランデ帝国が興おこる遥はるか前よりこの地に棲すむ彼女は、永きにわたって息子むすこたちに世界を守護させていた。生と死を永遠に繰り返す不ふ滅めつの身体は虹にじ色いろの鱗で覆われているという伝説があるが、その姿を見た者は誰だれ一人ひとりとしていない。

　世界でたった一いつ匹ぴきの雌めすの竜であるティアマトー。竜母神は雄おすの竜だけを産み落とす。彼らは赤色の火竜サラマンダー、水色の水竜オンデイーヌ、琥こ珀はく色いろの土竜ゲノムス、緑色の風竜シルフイードの四種に分けられた。

　だから黒い竜など絶対に存在しない。そう言いきれる。

　また強い夜風が吹ふいて、新聞がバサバサと大きな音を立てた。ばらつかないよう押さえながらページをめくり、紙面に目を走らせる。

【フェンドール地方の山にて雪崩なだれ発生。村が吞のまれ数十名が死亡。帝てい国こく軍、ドラゴンギルドともに間に合わず】──それは派手に掲載された黒い竜の記事とは正反対の、見落としてしまいそうなほど小さな記事だった。

　深い溜ため息が出る。リシュリーが各地を視察するようになって七年になるが、最さい北ほく端たんの地・フェンドールへは二、三度しか行けていない。この冬こそは視察へ行くと決めていたのに、雪崩の発生を知ったアルカナ大帝から即そく座ざにフェンドール視察禁止の書状が届いた。

　リシュリーはひどく落らく胆たんした。第四王子の身を心配しての禁止命令ではない。王家の者が事故の起こった場所へ行くためには多くの人員を動かす必要がある。リシュリーに充あてられる護衛も世話係もいない、余計な行動を取るな、という理由からだった。

「一人で行けるのに……実際に現場を見なければ意味がない」

　人を寄せつけない冷れい淡たんなアルカナ大帝。まともに会話した記き憶おくはほとんどない。

　幼いころは、父親であるはずの男性を遠い場所から見ることしか許されていなかった。十四歳のときに視察を始めたのは、大帝に少しでも近づきたい一心からだった。

　帝都から離れた土地の様子を確認し、書類にまとめ、アルカナ大帝に謹つつしんで提出する。そのときのリシュリーは誰よりも大帝に近づいている。もしかしたら言葉を交かわしてもらえるかもしれない。そのような期待を抱いだいて書類の提出に臨のぞんだ。

　だが希望はあえなく潰つぶされた。普ふ段だんは鉄面みたいに表情を変えない大帝が、嫌けん悪おに満ちた顔をする。期待していたその分、リシュリーの衝しよう撃げきと落胆は計り知れないものになった。当然ながら、いつまで待っても書類に関しての言げん及きゆうはしてもらえない。

　リシュリーはこれまで二百を超こえる書類や書簡を提出してきた。でもきっと、一度も目を通されないまま処分されているのだろう。

　報むくわれないことが悲しくて、何度も挫くじけそうになった。しかしそれを堪こらえて視察をつづけるうちに、リシュリーの中に変化が訪おとずれる。

　僻へき地ちに足を運んで現状を知り、人々と会話を重ねてともに思い悩む。問題を持ち帰り、書類にまとめながら、なにか策はないかと考えた。考え抜ぬいた対策に必要な資金を試算し、ふたたび僻地を訪れて住民に提案する。それが上手うまく功を奏し、問題が解決した瞬間に、これまで得たことのない大きな喜びがあった。

　アルカナ大帝に近づきたくて始めた視察は、いつしかリシュリーの大切な仕事になっていた。賑にぎやかな街と寂さびれた村、田畑と工場、養護施設──現在は、さまざまな施し設せつや土地へ赴おもむく。

　大帝への書類の提出もやめていない。でも、現状を自分の目で確かめることに重きを置いていた。

　リシュリーは新聞の片かた隅すみに載のった小さな記事をなぞる。

「遠く離れた土地こそ、帝国の大いなる力や恩おん恵けいを受けるべきなのに……」

　帝国軍もドラゴンギルドも間に合わなかった、最北端の地・フェンドール。

　北の果ての暮らしは殊こと更さらに厳しい。それでもリシュリーは、一年の半分近くが雪と氷に覆われている北端の地に惹ひかれていた。特別な縁えんがあるわけでもないのに、なぜだろう。少年のころからずっと抱いている憧どう憬けいに似た思いが、どこから湧わいてくるのか自分でもよくわからなかった。

　リシュリーはいずれ、帝都から最も離れた領地を治めることになる。

『おまえも支配者になれるんだ。片かた田舎いなかのな』と、長ちよう兄けいから繰り返し聞かされていた。

　行き先はまだわからない。東の果ての、隣りん国ごくとの国境に広がる砂さ漠ばくかもしれないし、西の端はしの、人魚や魔ま海かい獣じゆうが多く棲む海に浮うかぶ孤こ島とうかもしれない。

　それは事実上の追放だった。ある日突とつ然ぜん、アルカナ大帝に命じられるか、新王となった長兄に「今すぐ行け」と言われるか──いっそのこと自分から願い出たいと、いつも思っていた。

　また癖くせが出る。リシュリーは衣服越ごしに白銀のロケットを握にぎりしめた。

　つらいことや悲しいことがあったとき、不安になったとき、そしてなにかを願うときも、リシュリーは美しい欠片かけらを入れたロケットを握る。塔の天辺に着いてすぐに、白銀のロケットに触れながら北の空を見るのは、少年のころからの癖だった。

「遠くへ行くなら、フェンドールがいいな……」

　やはりどうしても北端の地に惹かれる。リシュリーはこれまで何度か想像してきた、雪深い村で暮らす自分をまた思い浮かべた。

　雪崩の発生を止めることはできない。でも、対策は立てられるのではないだろうか。

　──複数の観察隊を編制して、二十四時間態勢で観察すれば、早めの避ひ難なんも促うながせる……。

　そのようなことを考えながら、北の夜空を眺ながめた。

　真っ白な連れん峰ぽうの頂は厚い雪雲に覆おおわれている。

「……っ!?」

　ふいに、ドクンッと血脈が弾はずんだ。冷たい空気に包まれて落ち着いていた身体からだが、無理やり高こう揚ようさせられたようになる。今までにない激しさに驚おどろいたリシュリーは新聞を取り落とす。

　同時に下のほうでなにかが動いた。複数の人だとわかる。とっさに座っている窓まど枠わくからおりて身を隠かくし、オイルランプを消す。

　しかしそのあとすぐに、自分の行動が不要のものだったとわかった。

　窓枠から顔だけを出し、見おろして驚きよう愕がくする。数人の男たちとリシュリーのあいだには、普ふ通つうなら互たがいに気づけないほどの距きよ離りがあった。

　たとえオイルランプの光があっても、男たちは絶対に気づかないだろう。それ以前に、尖せん塔とうの天辺にいるリシュリーこそ、暗闇に溶け込む豆まめ粒つぶほどの人ひと影かげを認識できるはずがなかった。

　それなのに、よく見える。また夜目が異様に利きいている。

　こんなにも見えるのはおかしい。その思いとは裏腹に、リシュリーの瞳は男たちが着ている軍服の色までとらえた。

　──カーキ……陸軍だ。なんだろう、なにを運んでる……？

　陸軍は頻ひん繁ぱんに宮きゆう殿でん群を出入りする。ただ、午前四時という時間と運ばれている物体が不ふ審しんを色いろ濃こくした。

　軍人たちは八人編制の小隊を組んでいた。四人が大きな箱を担かつぎ、その前後に付いた二人ずつの軍人が小しよう銃じゆうを構えながら周囲を見張る。

　箱にはカーキ色の布地がかぶせられていて、その中身を知ることはできない。しかし、小隊が非常に疑わしい任務にあたっていることは充じゆう分ぶんにわかる。

　ひどい胸むな騒さわぎがして、リシュリーは白銀のロケットを握りしめた。

　また強い風が吹く。突とつ風ぷうに近い。床ゆかに落としたままの新聞が奥のほうまで飛ばされる。そんなことは少しも気にしないで大箱を凝ぎよう視しした。

　突風を受けたカーキ色の布地が舞まい上がる。変異を起こした視覚のせいだろうか、その一いつ瞬しゆんが、やけにゆっくりとして見えた。

「あっ！」

　リシュリーは大声をあげる。布地が一部だけめくれたそこに見えたのは、鉄てつ格ごう子しだった。

　檻おりだ。陸軍小隊は檻を運んでいる。中には人間が──裸はだかの人間が入れられている！

「なんだっ、あれ！　酷ひどい、なんということを……！」

　もはや声を出すことにも身を乗り出すことにも躊ちゆう躇ちよしなかった。

　どくどくと騒ぐ血がうるさい。心臓が痛むほどの動どう悸きがする。

　リシュリーには檻の中の男が鮮明に見える。

　冬の夜気を撥はね返すような褐かつ色しよくの肌はだ。隆りゆう起きした筋肉と長い脚あし。首筋を伝う黒色の髪かみ。

「噓うそだ、そんなっ」

　男がリシュリーの視線に気づいた。信じがたい。檻の中でおとなしく座っていた男が、にわかに動きだす。鉄格子を握りしめる。その手も美しい褐色をしていて、とても大きかった。

　軍人たちは静かに驚愕し、めくれた布地を懸けん命めいに戻もどそうとする。それを阻はばむように、男が檻を激しく揺ゆらした。限界まで鉄格子に顔を寄せ、見上げてくる。

　リシュリーは息を吞のむ。絶対に見つからないほど遠く離はなれているのに、男にとらえられた。

　縦長の瞳どう孔こうをした、眩まばゆいばかりの金色の瞳ひとみ。その鋭するどい視線が、リシュリーの瞳の奥まで入り込んでくる。

「うぅ、っ……！」

　弾だん丸がんで撃うち抜かれたような錯さつ覚かくに陥おちいった。勢いよく後ずさりをし、尻しり餅もちをつく。

　恐おそろしい、でも断じて見み逃のがすわけにはいかない。彼がどこへ運ばれるのか確かく認にんしなければならなかった。

　震ふるえる脚に力を入れて立ち上がり、リシュリーはふたたび窓枠から身を乗り出す。

「あっ……、どこに──」

　男を運ぶ陸軍小隊は、宮殿の群れの合間に消えて見えなくなっていた。

　あれほど強く吹ふいていた夜風がぴたりと止やむ。

　リシュリーに見えたのは、風もないのに揺れる不自然な木々だけだった。
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　静かな部屋にカトラリーの音が小さく響ひびく。

　時刻は午後八時十分──。帝てい都とは煌こう々こうとした光に包まれ、時計塔の灯あかりが夜空を覆う厚い雲を照らし出していた。アルカナ大帝の宮殿群にも夥おびただしい数の灯火が輝かがやく。その片隅にある食事の間でリシュリーは遅おそめの夕食をとっていた。

〝第四王子専用の食事の間〟と呼ばれる部屋と、十二人ほどが使用できる大きくて細長いテーブル。六歳の誕生日を迎むかえた第四王子にこれらを与あたえたのは王おう妃ひだった。だからリシュリーはアルカナ大帝たちの朝食や晩ばん餐さんに同席したことがほとんどない。不必要に大きなテーブルで一人で食事をとるのが、幼少のときから変わらない日常だった。

　庶しよ子しは護衛する価値もないということだろう。兄や姉、従姉妹いとこにも専属の近衛このえ隊が存在するのに、リシュリーには一人の衛兵すら付いたことがない。まわりにいるのは三人の執しつ事じだけだった。彼らは必要最低限の言葉のみを発し、常に一定の距離を置く。

　幼いころは寂しくて食事どころではなかった。一人でぽろぽろと涙なみだを落とすあいだに、湯気の立つ料理は冷たくなり、その冷えたものを食べる悲しさにまた泣いたことを思い出す。

　しかし今はもう慣れた。魚料理を黙もく々もくと口に運ぶリシュリーの頭の中は深夜の出来事でいっぱいだった。

　すぐに止んだ遠えん雷らいと粉雪。強い夜風が吹く、午前四時。静せい寂じやくに包まれたアルカナ大帝の宮殿群。隠おん密みつに事を運ぶ陸軍小隊。彼らは誰だれかに見られていたなどとは思ってもいないだろう。

　偶ぐう然ぜんが重なりすぎて、少し怖こわくなる。

　いつもと同じ雷かみなりが落ちる夜だったら、リシュリーは部屋を出ていなかった。たとえ尖塔から景色を眺めたとしても、あの距離と暗さでは、普通は絶対に気づかない。気づいてしまったのは変異を起こした視覚のせいだ。強い風によってカーキ色の布地がめくれていなければ、小隊が運ぶ箱の中身を知ることもなかった。

「………」

　冬の真夜中に、裸の男を檻に入れて運ぶ──それは不穏の一言に尽つきる。

　黒髪と褐色の肌を持つ、大おお柄がらの男。彼が檻の中で窮きゆう屈くつそうに脚を曲げ、身体を丸める様子はひどく怪かい異いで痛ましかった。本当に、これまで目にしたことのない衝しよう撃げき的てきな光景で、今思い出しても息が詰つまりそうになる。

　──なぜ抵てい抗こうしなかったのだろう。まるで異様な状じよう況きようを受け入れているような……。

　否いな、おとなしかった男はリシュリーの視線に気づくなり動きだし、檻を揺らした。

　鉄格子をつかむ大きな手。檻を担ぐ屈くつ強きような軍人たちがよろめくほどの強い力。そして、鋭い金色の瞳は、夜の闇を切り裂さいて一直線にリシュリーをとらえてきた。

　──あの瞳の色と形……魔ま物もの、だろうか。いや、それらしいものはなかったはず。

　カーキ色の布地は一部がめくれただけだった。頭頂部や背は見えなかったから、角や尾おや翼つばさがあったとしてもリシュリーは気づけない。それ以前に、もし男が魔物だったら、見つかった場所で帝国軍に狩かられている。

　そこまで思し惟いして、ぞくりと身を震わせた。男の姿がずっと頭から離はなれない。強くてまっすぐな金色の瞳を思い出すと、深夜でもないのに血が騒ぎそうになる。

　男のことを考える今も、身体が落ち着きを失なくしかけていた。ナイフとフォークを置き、テーブルナプキンで口元を拭ふく。ざわざわとした感覚を追いやるために、誰に聞かせるでもなく独り言をつぶやき、頭の中を切り替かえる。

「あの雑木林、人工のものだったとは……」

　今日、リシュリーは紡ぼう績せき工場を視察した。午後からは宮殿群の私室へ戻って書類を作成する予定だったが、それを急きゆう遽きよ変へん更こうする。調べたいことができたため、国立図書館へ向かった。

　それは宮殿群から蒸気自動車で五分ほどの場所にある。急速な近代化が進む帝都の中心部やベルガー商業地区とは異なり、国立図書館はアルカナ大帝の宮殿群と同じゴシック様式を保持していた。

　文学、歴史、算術、医学、占せん星せい術じゆつまで──百四十万冊に及およぶ蔵書は、塔のように高い書しよ架かに整然とおさめられている。天てん井じようを埋うめ尽くす美しいフレスコ画には、学問や叡えい智ちにまつわる神々が描えがかれていた。

　一いつ般ぱんに開放されている広い閲えつ覧らん室には常に静せい謐ひつが漂ただよう。そこを足音を立てずにまっすぐ歩くと、つきあたりに門のような飴あめ色いろの大おお扉とびらが見えてくる。門番は二人の高等司書官だ。彼らはリシュリーの姿を認めると一礼し、白い手て袋ぶくろを嵌はめた手で重じゆう厚こうな扉を開いた。

　古い紙の匂においで満たされたそこは、アルカナ王家の者、政府の高官、将官以上の軍人のみが入室を許される特別閲覧室である。国立図書館には十日に一度ほど来るが、特別閲覧室に入るのは約三か月ぶりだった。それでも利用頻ひん度どは高いほうだと思う。

　行ぎよう儀ぎよく並ぶ大きな書架も艶つややかな飴色をしていて、美しい草花の彫ちよう刻こくが施ほどこされている。

　しかしそれらの先に、ひとつだけ扉の付けられた真っ黒な書架があった。

　そのまま目的の場所へ行けばいいのに、寒気を覚えたリシュリーは立ち止まってしまう。

　隙すき間まなく蓋ふたをされた黒色の書架から、禍まが々まがしいものが漏もれ出ているように見えた。

　──禁書の……、錬れん金きん術じゆつの本ほん棚だなだ。

　魔物狩がりの発令と時を同じくして禁きん忌きの法と定められた、錬金術。当時の政府は錬金術に関する書を根こそぎ没ぼつ収しゆうし、この黒い書架に閉じ込めた。

　扱あつかいは非常に厳重で、常に一人の軍士が番をしている。扉に取り付けられたよっつの南京錠パドロツクは錆さびきっていて、おそらく鍵かぎを差し込んでも開くことはないだろう。ただそこに存在する黒い箱は、さながら書しよ籍せきの棺ひつぎのようだった。

　第四王子と気づいた軍士が、時計仕じ掛かけの人形みたいな敬礼をする。

　ひどく気味の悪いそこを足早に去った。リシュリーは【建築史】のプレートがついた書架へ行き、白い手袋を嵌めて古書を抜ぬき取る。

　調べたいのは宮きゆう殿でん群の敷しき地ち内にある雑木林についてだった。

　檻おりを運ぶ陸軍小隊は雑木林のほうへ向かったように思う。あのときリシュリーは一部の樹木が不自然に揺れるのを見た。それが証しよう拠こになるわけでもなく、褐かつ色しよくの肌はだの男と雑木林の関係性はまったく想像できない。でも、今まで気に留めたこともなかった雑木の塊かたまりが急に気になりだした。

　古書を開き、中世に描かれた宮殿群の見取り図を確認する。

　中世はアルカナ騎き士し団の時世であり、当然ながら帝国軍の建物は記き載さいされていない。

〝神と英えい雄ゆうの庭〟と謳うたわれる中央庭園はこのときからすでに存在する。雑木林も描かれていると思ったが、なぜかそこは空白だった。

　そのあとも分厚い古書を抜き取っては色いろ褪あせた紙をめくっていく。やがて目的のページに辿たどり着いたリシュリーは手を止めた。

　五十年前に記された宮殿群の見取り図に目を走らせる。夥しい建築物のほか、中央庭園、大帝の庭、王妃の花はな園ぞの、礼拝の森などが描かれているのはこれまで見てきた古書と変わらない。しかしその中に馴な染じみのない文字があった。

　──【植樹林】……？　初めて見る。

【植樹林】の文字は、ずっと空白だった場所に書き込まれていた。一本の道を隔へだてて隣りん接せつする建物は、帝国軍の総司令部。描かれている位置からして雑木林に違ちがいない。植樹であったことにリシュリーは驚おどろく。

　アルカナ大帝の宮殿群はその名の通り、広大な敷地に多くの宮殿と三十二の尖せん塔とうが群れを成すように建っている。中央庭園を始めとする大小さまざまの庭や、小さな森や林は、いずれも中世から存在し、中には宮殿群が建築される以前から立っている大樹もある。

　だからリシュリーは気にかけたことがなかった。敷地内にある樹木はすべて自然のものだと当たり前のように思ってきた。

　だが、違う。帝国軍の総司令部が入っている巨きよ大だいな建物。その近くにある雑木林だけは、約五十年前に植樹された、人工のものだった。

　あの男が連行された可能性がある、雑木林──。

「わざわざ木を植えた目的は、なんだ……？」

　国立図書館での出来事を思い出しながら、リシュリーはふたたび独り言をつぶやく。頭の中に宮殿群の見取り図を広げても、ざわめきだした血は治まる気配を見せなかった。

　切り替えたつもりだったが、結局は男に関係することを考えているからだろうか。

　頭を思いきり振ふりたくなる。しかし白ワインのボトルを持った執しつ事じが近づいてくるので諦あきらめた。空いたグラスに注がれる前に片手を軽く上げて制する。

「ワインはもういい。すまないが水を」

「お水は冷たいものしかございませんが……紅茶になさいますか？」

「冷たくてかまわない。よろしく頼たのむ」

　なぜだろう、今日は夜が深くなるよりも早く血脈の動きが盛んになった。日ごと変異していく身体からだに不安が募つのる。これ以上アルコールを入れるのはよくない。夜空には厚い雲があり、今にも雪が降りそうなほど冷えているというのに、リシュリーは額や掌てのひらにうっすらと汗あせをかいていた。

　執事が水差しと新しいグラスを持ってくる。ゆっくりと注がれるそれを見ていたとき、ふいに雷らい鳴めいが轟とどろいた。

　直後、耳を劈つんざくような音を立てて雷かみなりが落ちる。リシュリーと執事は揃そろって肩かたを竦すくませた。

　窓ガラスがびりびりと震ふるえるそのさまが、落雷の強大さを伝えてくる。

「驚いた。ずいぶん近くに落ちたな」

「はい……。まだ深夜でもありませんのに」

　雷は宮殿群の敷地内に落ちたようだった。帝てい国こく軍がすぐに動くだろうが、樹木に落ちたなら火が上がるのも早い。ここは歴史的価値のある建築物ばかりが連なっている。火災だけは絶対に避さけたかった。

　窓から様子を確かく認にんするために立ち上がる。そのとき宮殿が大きく揺ゆれた。

「なんだ……!?」

　ドン……、ドォン……という凄すさまじい音がする。落雷とは違う、建物が破は壊かいされるような音だ。そう思った矢先、カッと稲いな妻ずまが走り、また大きな雷が落ちた。

　激しい落雷と破壊音が同時にリシュリーたちのいる部屋へ近づいてくる。

「どう、なってる、──っ」

　立っていられないほどの衝撃に見み舞まわれた。それでもリシュリーは椅い子すを支えに踏ふみとどまる。執事が床ゆかに座り込んでテーブルに縋すがりついた。水の入ったグラスが落ち、パリンと音を立てて割れる。

　ふいに、揺れがぴたりと止やんだ。直後、リシュリーの眼前にある壁かべに大きな亀き裂れつが走った。

　ドゴォン───、という轟ごう音おんに脳天を殴なぐられたようになる。白い稲妻が大気を震わせる。

「うぅ……っ！」

　雷が厚い壁を裂さいて、この部屋に落ちたと思った。閃せん光こうのせいで目が眩くらむ。リシュリーは懸けん命めいにまばたきをして目を凝こらした。

　ぞっと肌が粟あわ立だつ。煙けむりと、舞い上がった夥おびただしい砂すな埃ぼこりの向こうに、黒くて巨大な塊があった。

「なん、だ、これは」

「ひ、……ひぃ、っ！　黒い竜りゆうだあぁっ……！」

　耳に飛び込んできた執事の悲鳴が信じられなかった。執事は腰こしを抜かし、ほかの二人もしゃがみ込んで、必死で後ずさりをする。

　リシュリーは動けなかった。煙の中から魔ま物ものがあらわれる。パチッ、パチッと小さく弾はじける稲光を纏まとっている。ぎらぎらと光る黒い鱗うろこ、深くまで裂けた口、長く太い二本の角。

　そして、なにかを探すように動く、大きな黄金こがね色いろの瞳ひとみ。

「く、黒い竜……！」

　黒い竜など絶対に存在しない。そう言いきれる──己おのれの考えが根底から覆くつがえされる。その巨大なさまと恐おそろしさは、新聞のモノクローム写真の比ではない。

　黒い竜は翼つばさが閊つかえているせいで今以上は室内に入ってこられないようだった。ただ椅子をつかんで立つことしかできないリシュリーの前に、真っ黒な鉤かぎ爪づめを生やした前まえ脚あしが伸のびてくる。厚みのある立派な絨じゆう毯たんが鋭するどい鉤爪で引っ搔かかれ、一いつ瞬しゆんで襤ぼ褸ろ布きれのようになった。

　縦長の瞳どう孔こうをした金色の瞳を光らせて、魔物は深く裂けた口を動かす。

「第四王子はどこだ。第四王子をよこせ」

「──!!」

　黒い竜の放つ短い言葉に戦せん慄りつが走った。

　信じがたい。これまで深夜にしか姿を見せなかったというのに、このような時間帯に、それも宮殿群にあらわれた目的が、リシュリーだというのか。

　恐れ慄おののき、混乱するリシュリーたちとは対照的に、黒い竜は冷静に要求してくる。

「ここにいないのか。第四王子を連れてこい」

「で、殿でん下か……」

　三人の執事たちが魔物の言葉にあからさまに反応した。彼らの怯おびえた視線が一いつ斉せいに集まってくる。視線の先に立つリシュリー一人だけが、煌きらびやかな王家の衣服を着ていた。

　その様子に、なにかを察知した竜が長い首をゆらりと揺らす。ずっとせわしなく動いていた金色の瞳が、明確な意志を持ってリシュリーをとらえた。

「第四王子は、おまえだな」

「──っ」

「殿下っ……お逃に、げ……」

　執事はそう言うのが精せい一いつ杯ぱいのようだった。壊こわれた玩がん具ぐみたいにカチカチと歯を鳴らす。

　黒い竜の前脚が伸びてくる。リシュリーは鉤爪に向かって椅子を投げ、同時に駆かけだした。

「う、っ！」

　駆けたつもりが、脚が縺もつれて転てん倒とうしてしまう。竜は壁に閊えたままだった。リシュリーを捕とらえようとする鉤爪がガリガリッと床を搔く。届かないところまで必死に這はっていく。

　先に執事たちを部屋から出し、衛兵を連れてこさせるしかない。彼らに命令しかけたとき、黒い竜が一度だけ咆ほう哮こうした。それに重なるようにして、またひとつ大きな雷が落ちてくる。

　かろうじて持ち堪こたえていた壁が、雷に打たれて完全に崩ほう落らくした。

「うあぁっ……！」

　魔物の巨大な上じよう肢しが部屋の奥まで入ってくる。腹に凄まじい圧あつ迫ぱく感かんが生じる。身体にまわってきた鉤爪の硬かたさと強さに戦慄を覚えた。

　リシュリーをつかんだ竜は黒い翼を広げる。両足が浮ういた次の瞬間には、冷たい外気にさらされていた。

「殿下っ、リシュリーさま！」

　執事たちの叫さけび声が搔き消されていく。腰を抜ぬかして座り込む彼らが豆まめ粒つぶのように小さくなった。宮きゆう殿でん群に炎ほのおが上がっている。懸命の消火活動をする帝国軍が瞳に映った。陸軍の一部が黒い竜に気づいたようだが、彼らになす術すべはない。

「くっ……は、放せ!!」

　このままでは殺される、喰くわれる。それなら落下したほうがましだった。

　リシュリーは必死で身を捩よじる。だが鉤爪はびくともしない。本物の魔物とは、こうも強きよう[image: 靭]じんなものなのか──その恐きよう怖ふを初めて知った身体が震えだす。

　アルカナ大帝の宮殿群が、帝都の中心にある巨大な時計塔とうが、あっという間に遠ざかる。

「息、が……」

　黒い竜の飛行速度は恐ろしく速い。呼吸がしづらくなる。頰ほおにぶつかってくる冬の夜風は刃やいばのようで、痛みすら感じた。

　やがて飛行をつづけていた黒い竜が翼を羽ばたかせて降下する。着陸したとき、鉤爪がわずかに緩ゆるんだ。その一瞬を見み逃のがさずに竜の前脚からすり抜ける。

　足が地面につくと同時に駆けだした。どこかの山にある洞どう窟くつらしきそこを奥へ向かって走っていく。本来なら一歩先すら見えない真っ暗くら闇やみのはずなのに、また夜目が利きいた。リシュリーには藍あい色いろの夕闇が広がっているように見えた。

「はっ、……はあっ」

　ここは竜の棲すみ処かだろうか。まわりに枯かれた樹木や、枯れ草が固まったものが多く散乱している。それなら中に入ってくるかもしれない。リシュリーは、巨きよ体たいでは入り込めないような、より奥の狭せまいところへ向かって走った。竜は洞窟を崩くずす勢いで追いかけてくる。

「う……」

　行き止まりになり、振り返って岩がん壁ぺきに背をつける。魔物は思っていたよりも近くまで迫せまっていた。つかもうとしてくる前まえ脚あしを、ぎりぎりのところで避よける。

　黒い竜は怒いかりもせず咆哮もしない。無言で捕らえようとするさまがいっそ恐ろしかった。

　心臓は破は裂れつしそうなほどばくばくと高鳴り、騒さわぎ立つ血は止めようがない。衣服越ごしに白銀のロケットを握にぎり、アルカナの神々に祈いのる。

　そのとき、今まで見えなかった魔物の後脚があらわになった。

　目に飛び込んできたその姿にリシュリーは思わず大声をあげる。

「──あ、っ!?　なに……!?」

　黒い鱗が、胴どうの部分で途と切ぎれている。

　下か肢しと尾おは黒色の獣じゆう毛もうに覆おおわれていて、まるで獅し子しのようだった。夜目が利くリシュリーだから見えたものだ。夜の闇に溶とけ込んでいては普ふ通つうは絶対に気づけない。

　そしてリシュリーは、過去に同じ魔物を見たことがある。

「まさか──」

　肯こう定ていと否定と、己の願望までもが綯ない交ぜになった。ロケットを握る手に力が入る。

　目の前にいる黒い竜は、七歳のときに出会った魔物ではないだろうか──。

　少年のリシュリーが抱だき上げられるほど小さかった彼が、蒸気自動車三台分以上の巨体になっているとは想像したことがなかった。しかし、上半身に鱗を持ち、下肢が獅子のような魔物が多くいるとは思えない。なにより、折々に思い出してきた彼のことを見まちがえるはずがなかった。今のリシュリーがどれほど混乱していたとしても。

　喉のど元もとに届きかけていた魔物の前脚が、すっと下がっていく。捕らえるのを諦あきらめてくれたのだろうか。リシュリーは懸命に恐怖を抑おさえて声を出した。

「聞いて、くれ。もしかしたら、そなたと私は──」

　言いかけて、息を吞のむ。

　魔物の巨体がみるみる小さくなり、形を変えていく。

　黒い竜はリシュリーの捕ほ獲かくを諦めたわけではなかった。狭い洞窟で自由に動ける姿になっただけだった。変容し、近づいてくる魔物の姿に目を瞠みはる。

「うそ、だっ……」

　間近に迫った全ぜん裸らの男は、見上げなくてはならないほどの長ちよう軀くをしていた。十五テナー（約二百センチ）はある。隆りゆう起きした筋肉、ぴんと張る褐かつ色しよくの肌はだも、冬の夜の寒さをまったく感じていない。太い首筋を伝う黒くろ髪かみ。そして、リシュリーを見おろしてくる金色の瞳。

　深夜、目が合った、檻おりの中の男だった。

　男には二本の黒い角があった。あのときは布地に覆われて見えなかったのだろう。

　金色の瞳に射い貫ぬかれた瞬間が蘇よみがえる。ぞくぞくと肌が粟あわ立だつ。

「──っ!?　なにをする！」

　驚きよう愕がくすることばかりが起こって、一瞬、頭の中が白くなった。不覚にもその隙すきに腕うでをつかまれる。

「痛っ……、やめ、ろ……」

　骨の軋きしむ音がする。痛みがさらに増す。男は腕を折るつもりだ。リシュリーは滅め茶ちや苦く茶ちやに腕を振ふり、力の限り抗あらがった。

「放せ、なぜこのようなことを、っ」

　男は、なにも話すことはないとばかりに薄うすい唇くちびるをかたく結んでいる。

　リシュリーに恨うらみがあるなら、もっと怒りや衝しよう動どうを伴ともなっているはずだ。しかしそのような気配はまったくない。

　冷静に腕を折ろうとしてくるのは恐おそろしいが、それ以上に違い和わ感かんがあった。

　情けないなどと気にしている暇ひまはない。男の注意を腕から逸そらすために、リシュリーは駄だ々だっ子のように必死で手足をばたつかせ、大きな手を殴なぐる。

「聞いてくれっ。私を憶おぼえていないか？」

　腕を折られるわけにはいかない。きちんと話がしたい。リシュリーは金色の瞳ひとみを見み据すえた。男は黙だまったまま、しかし不思議そうにまばたきをする。間を置かず、畳たたみかけるように言った。

「昔に会ったことがある。一いつ緒しよに高い塔へ上った！」

「………。一緒に高い塔とは、なんだ」

　リシュリーが叫ぶように言うと、魔ま物ものは人間の姿になって初めて口をきいた。

　骨が軋むほどの強い力が、ふっと緩む。リシュリーは大きな手から逃のがれ、懸けん命めいにチェーンを引っ張って白銀のロケットを出す。

　震ふるえる手で、それでもいつも通り丁てい寧ねいに欠片かけらを手に取り、男に見せた。

　欠片は薄うす暗ぐらい洞窟にあっても金と黒の輝かがやきを力強く放つ。

「これは、そなたがくれたものではないか？」

　今まで無表情を貫つらぬいていた男が、目を瞠る。縦長の瞳どう孔こうを細くした金色の瞳で、リシュリーと欠片を交こう互ごに見てくる。リシュリーは、欠片がこの魔物のものだと確信した。

　思い出したのではなく憶えていたのだろう。薄い唇がすぐに動いた。

「おまえは、あのときの子供か」

「そうだよ。一緒に高い塔へ上って、傷を冷やしただろう。憶えてるか？」　>>>♥

「………」

　にわかには信じることができないようで、魔物はふたたびぱちぱちとまばたきをする。

　リシュリーこそ信じがたかった。黒い竜りゆうと、少年のときに出会った小さな魔物と、檻の中の男が同一の存在などとは──。

「な、なんだ……？」

　魔物が長軀を屈かがめてくる。また腕を取られるわけにはいかない。リシュリーは急いで欠片をロケットにしまい、それを衣服の中に入れて身構える。しかし魔物は腕をつかもうとはしなかった。すん、すん、と頻しきりに鼻を鳴らし、顔をのぞき込んでくる。

「あのときと匂においがぜんぜん違ちがうから、わからなかった」

「匂い？　私の？」

「そうだ。それに、姿も変わった。おまえはあのときよりずっと白くて透とう明めいで輝いている。水すい晶しようの精せい霊れいか、雪の女め神がみか？」

「な……!?」

　匂いが違う、という言葉が気になって訊たずねようとしたが、魔物の奇き妙みよう極きわまりない言葉に阻はばまれた。彼はなにが言いたいのだろう。リシュリーにはまったくわからなかった。しかしその表情に笑えみはない。揶や揄ゆではなく、真しん剣けんに言っているようだった。

　ただでさえ近いのに、全裸の男がまた一歩、歩み寄ってくる。リシュリーは洞窟の壁かべと魔物のあいだに挟はさまれてしまった。さっきも思ったが、彼は恐ろしく背が高い。リシュリーを見おろしながら訊ねてくる。

「名は？　俺はファウスト」

「リシュリーと言う。……ファウストは、竜なのか？」

「俺はキマイラという種の魔物だ。キマイラ・ファウストと呼ばれる」

　聞いたことのない種だった。竜や人魚とは違って、人間にはあまり知られていないのかもしれない。人の姿をしている今は、リシュリーと同じくらいの若さに見える。

「ファウストは何歳だ？」

「何歳……生きている年数を言えばいいのか？　それなら十九年だ」

　リシュリーよりもふたつ若い。ということは二人で塔とうへ上ったとき、ファウストは五歳だったということになる。

　あんなにも小さかった彼が〝黒い竜〟と呼ばれ、人間に恐れられるようになるなんて信じがたい。そんなふうになるとは思いもしなかった。なってほしくなかった。

　驚おどろきが勝まさったのだろうか、ファウストはリシュリーの腕を折ることを完全にやめて、長い両腕を下げている。リシュリーも、ここに連れてこられたときまでの恐きよう怖ふはない。ただ、混乱や衝しよう撃げきは拭ぬぐいきれなかった。

　魔物のファウストはなぜ帝てい国こく軍の檻などに入れられていたのか、どこへ向かったのか、本当に雷かみなりを操あやつっているのなら、なぜ人を殺あやめ火災を起こすのか──再会の喜びよりも、多くの疑問が先行する。リシュリーは長軀の魔物を見上げて訊ねた。

「ファウスト。なぜこんなことをした？　宮きゆう殿でんを壊こわして私を攫さらった理由はなんだ？」

「命令だ」

「命令？　命令とは……誰だれに言われた？」

「男だ」

　それは意思の含ふくまれた返事ではなく、温度のない機械的な回答だった。

　誰かに操られている機械のような──腕を折ろうとしたときのファウストが極めて冷静だったのは、己おのれの意思ではなく命令だったからに違いない。

　ファウストが命令によって行動しているという、思いもよらない事実にリシュリーは衝撃を受ける。彼の背後に誰かがいるということだ。

　──まさか、兄たちが……？

　魔物を放ち、自分を亡なき者にしようとしたのだろうか。異母兄たちにはこれまでさんざん厭いとわれてきた。リシュリーを僻へき地ちへ追いやるだけでは気が済まなくなったのかもしれない。

　だが兄たちが魔物と接せつ触しよくできるはずがなかった。彼らが躍やつ起きになって魔物を蔑べつ視しするのは、どうしても払ふつ拭しよくできない恐怖があるからだとリシュリーは知っている。

　ではいったい誰なのだろう。リシュリーが魔物に襲おそわれることで利を得る者は誰だ──わからないことばかりでまた混乱が募つのってくる。

　気になるのは、ファウストの言う「男」が、彼に命令していることだ。

　人間が魔物を支配し操る──この構図が、リシュリーには非常に歪いびつに見えた。

　魔物とは狩かるものである。生け捕どりにはしないし、使し役えきするなど聞いたこともなかった。

　魔物を使役する唯ゆい一いつの組織としてドラゴンギルドが挙げられるが、あの結社は人間も魔物も守護する。ドラゴンギルドがファウストを操り人間を殺傷させているとは考えられない。

　巨きよ大だいで強きよう[image: 靭]じんな魔物を生け捕りにし、その操作まで成功させた者は誰なのだろう。陸軍がなんらかの関かかわりを持っていることはまちがいないだろうが、人物を特定するのは非常に難しい。組織の規模があまりにも大きすぎる。

　そしてファウストはいつから命令を受けているのだろうか。彼が現状に疑問を持っていないことが最も気にかかった。なにか、避さけようのない理由があるのか──。

「………」

　思し惟いするわずかのあいだにファウストがさらに寄ってくる。なぜか血がぞくりと騒さわいだ。

　危害を加えられる気配はまったくない。恐怖もとうに去った。その恐怖が去った薄暗い空間に、妙みような妖あやしさが漂ただよいはじめていることに気づく。

　今やリシュリーの視界は褐かつ色しよくの肌はだだけで埋うまっていた。近すぎて会話がしにくい。

　なぜか生じた妖しい空気も、鼻先がファウストの胸むな板いたに触ふれそうなのも嫌いやだった。痛みを覚えるほどの動どう悸きは治まったが、変わらず血はざわめいている。ファウストが近づいてくるほどに、血のざわめきが強くなるように感じるのはどうしてだろう。

「話しにくいから、少しだけ、離はなれてくれると助かるよ」

　言葉と行動で示そうと思った。ファウストが気分を害さないよう、できるだけ柔やわらかな口調で言い、しかし脇わき腹ばらを強めに押す。

　押しすぎただろうか。リシュリーの手が褐色の肌の上を滑すべる。その勢いのまま、脇腹から背のほうまで触れてしまった。

「……っ」

「ファウスト？」

　冬の夜気をものともしない強[image: 靭]な体たい軀くが、ぶるっと震える。指先に奇妙な感かん触しよくがあった。

　人間の肌には存在しない、不自然な凹おう凸とつ。

「すまない、大だい丈じよう夫ぶか？」

　ファウストは背に怪け我がをしているようだった。そこに当たったなら痛いに決まっている。

　痛い思いをさせるつもりなどなかった。ひどく焦あせったリシュリーは、裸ら体たいと密着することを少しも気にせずに、腕うでと脇のあいだに顔を突つっ込んで背の怪我を確かめる。

「なんだこれは──」

　怪我は腰こしの部分にあった。だが昨日今日にできた切り傷や刺さし傷ではない。

　腰にある傷を、リシュリーは昔に見たことがある。七歳のときは模様にしか見えなかったそれは、今は文字と認にん識しきできた。

　せっかく落ち着いていたのに、また動悸がしはじめる。うるさいほどに血がざわめく。

　ただの傷ではない。肉体が痛々しく焼け焦こげたそれは、烙らく印いんだ。

　リシュリーは読み取る。ファウストの逞たくましい腰に刻まれた『chimaira014』の文字──。

「なぜ、烙印など……」

　心がきりっと痛む。たまらなく嫌だった。これでは家か畜ちくと変わらない。なぜファウストがこんなものを身体からだに刻まれなくてはならないのだろう。それも、たった五歳のときに。

　リシュリーは今度は痛まないよう、そっと腰に触れる。烙印は熱を持ちはじめていた。

「っ、……」

　ファウストはまた長軀を震ふるわせる。リシュリーは烙印から視線を外して彼を見上げた。

「この傷が痛むのか？」

「いいや」

　ファウストは返事をしながらも「ハ、ッ……」と息を荒あらくして、両手を岩がん壁ぺきにつく。

　密着した状態で囲われると、少しだけぞくりとした。でも気にしてはいられない。それよりも今はファウストを苛さいなむ痛みや熱を消してやりたかった。

「とてもつらそうだ。熱を持ってるよ」

　リシュリーはあのときと同じように、自分の冷たい手を使って烙印を冷やした。

　ゆっくりと撫なでながら、深い溜ため息をつく。再会を強く望んできたが、このような形で果たされるとは思いもしなかった。

　不ふ穏おんなことが多すぎて、奇き跡せき的てきに果たされた再会を素す直なおに喜ぶことができない。

　ファウストに命令する存在、なんの疑問も抱いだかずに命令を聞くファウスト、不ふ吉きつを齎もたらす烙印、『chimaira014』の文字の意味は──ほかにも訊ねたいことが次々と浮うかんできて、リシュリーは混乱を拭いきれなかった。

　一度、状じよう況きようと考えを整理する必要がある。烙印の熱を冷ますあいだにリシュリー自身も落ち着きを取り戻もどして、そのあとひとつずつ話を──しかしその思いは、ファウストが押しあててくる硬かたいものに一いつ瞬しゆんで吹ふき飛ばされた。

「──なにをする！」

　そこでようやく気づく。でも信じられなかった。ファウストの呼吸が荒いのは痛みのせいではなかった。大きな両手で腰をつかまれる。胸元にごりっとこすり当てられて、衣服の中で白銀のロケットが弾はじかれるように揺ゆれた。

「ぅ、わぁっ……は、放せ！　無礼だぞっ」

「リシュリーの匂においを嗅かいだらこうなった。リシュリーが腰を撫でるからだ。これは、勃ぼつ起きというものではないのか？」

「!?」

「もっとおまえの匂いを嗅ぎたい。生せい殖しよく器きが痛くて痒かゆい……発情とは、こんなにも制せい御ぎよできないものなのか」

　ファウストの声には強い困こん惑わくが含まれている。それに気を取られた一瞬に押し倒たおされた。

「あっ……やめ、ろ！」

　ファウストが首筋に顔を埋うずめて匂いを嗅ぎ、そこに舌を這はわせてくる。また「痛い。……痒い」とつぶやいて、戸と惑まどいながら陰いん茎けいを何度もこすり当ててきた。懸命に身体を捩よじっても、筋肉のついた長軀は重くて抜け出すことができない。

　厚い胸板が迫せまる。ファウストの匂いがする。宮きゆう殿でん群を満たす人間の臭においとは違ちがう、濃のう厚こうな魔ま物ものの匂いが──。

「ん、……」

　リシュリーは筋肉の盛り上がったそこに鼻を押しあて、匂いを思いきり吸い込んだ。なぜ自分がそのような行動を取ったのか、わからない。ファウストの困惑が伝染うつったようになる。

　たまらなくいい匂いだと思った瞬間、激しく血がざわめいて茎くきが一気に反応した。

「あぁ、っ……？　どうして、そんな──」

「リシュリーも勃起した。俺と同じ、発情している」

「違う！　私は人間だっ、発情など──、……あぁっ、なに、をっ」

　衣服をすべて剝はぎ取られて脚あしを無理やり広げられた。細い茎が弾はずんで透明の蜜みつを飛ばし、凄すさまじい羞しゆう恥ちに頰ほおが熱くなる。脚のあいだに長軀を入れてきたファウストが、先走りに塗まみれたペニスを震える茎に重ねてくる。

「ひ、……」

　押し潰つぶされそうな感覚にぞくぞくと肌が粟あわ立だつ。血がざわめき、羞恥に駆かられている裸体は寒さを感じないが、ファウストは枯かれ草の塊かたまりに向かって極小の雷かみなりを放った。すぐに火が熾おこり、褐色の肌が赤みを帯びて美しくなる。困惑を捨てたファウストは、明確な意思を持って裸の腰を動かしはじめた。

「あっ、……あっ、やめ……」

　こんなことがしたいのではない。もっと話がしたい。それなのに、身体が言うことを聞かなくなった。密着した下か肢しに濡ぬれた感触と快感が生じる。ファウストの動きに合わせて腰が勝手に揺れてしまう。

「発情したら、交こう尾びをして射精する。そうすれば勃起は治まる。新個体ができる場合がある」

　はっ、はっ、と息を弾はずませ、腰を振りつづけるファウストはひどく興奮しているのに、その言葉はどこか書しよ籍せきを読んでいるみたいだった。

「いつから……発情、を？」

「今だ。俺が人間の姿に変容できるようになったのは昨日からで、それまではずっとキマイラの姿だけだった。人間の姿でいると生殖器に変化が生じると聞いた」

「昨日？　だから檻おりなどに──……あっ！　ファウストっ……」

「……っ。なんだ……変な、感覚が」

　ファウストは短く唸うなると、大きな手で二人の陰茎を握にぎり、ひときわ強く腰を前後に振った。くちゅくちゅと水音がする。激しくて淫みだらな感触に、リシュリーも駆け上がっていく。

「あっ、あっ……ぁ！」

「──っ」

　逞しい腰をぶるぶると震わせて、ファウストは長い射精をした。その質量は、リシュリーが放ったものとは比べものにならない。二人分の熱い体液がリシュリーの腹を濡らし、脇のほうまで伝っていく。

「はっ……はぁ、っ……」

「射精しても治まらない。……治まるまで出す。全部」

「だめだ、もう、よせ……あっ、あ、ファウスト──」

　ファウストはふたたび腰を振りはじめる。もうなにもしたくないのに、また茎が反応する。

　小さな炎ほのおが消えても、互いを慰なぐさめ合う行こう為いは延々とつづけられた。










　ファウストは何度果てたのだろう。

　リシュリーにはわからない。でも、下肢に纏まとわりつく彼の体液の質量が、キマイラという魔物の強きよう[image: 靭]じんさと発情の激しさを伝えてくる。

　外はまだ薄うす暗ぐらい。夜明け前の藍あい色いろにもなっていないが、小鳥たちがさえずりはじめる。

　それを聞いたファウストは、リシュリーに重ねつづけていた褐かつ色しよくの長軀をようやく離はなした。

「リシュリーをここに置いて去る命令がある。でも、暗いうちにおまえを棲すみ処かへ戻す」

「………」

　また『命令』という言葉が出た。しかしファウストは別の行動を取ろうとしている。あれほど冷静に命令を実行しようとしていたのに、なぜだろう。頭がぼうっとしていて、それ以上は考えることができなかった。

　ファウストは胡坐あぐらをかいてリシュリーの腕うでを取る。怠だるくて重い身体を無理やり起こされ、胡坐の上に座らされた。大きな手で、己おのれの精液にまみれたリシュリーの下腹部を拭ぬぐってくる。

「んっ……いい、よせ、自分でするから」

「じっとしていろ」

　再び強きよう烈れつな羞恥が沸わき起こる。ファウストの行為は、勃起の経験すらないとは思えないほど激しくて濃のう厚こうなものだった。己がその快楽に乱れたなんて信じたくない。相手は魔物で、しかもリシュリーは拉ら致ちされた身だというのに。

　ただ純じゆん粋すいに、小さな魔物との再会を切望していた。そのときの自分を思い出せなくなる。

　抵てい抗こうする気力が少しも起きなくて、されるままになった。

「寒い……」

　血のざわめきと熱が治まると、さすがに寒さを覚えた。ファウストはまた小さな雷を放って枯れ草の塊に火をつける。

　そして、今まで見向きもしなかった洞どう窟くつの外を頻しきりに気にしはじめた。

　リシュリーは拭いきれなかった体液を肌はだ着ぎを使って拭ふき取り、立ち上がってのろのろと衣服を身につけていく。リシュリーと洞窟の外を交こう互ごに見ながら、ファウストがつぶやいた。

「黒い竜りゆうにやられたと言え」

「黒い竜……？　なぜだ？　ファウストはキマイラという種の魔物なんだろう？」

「ああ。でも、誰かに訊きかれたら『黒い竜』と言え。リシュリーが言えば、もう危害は及およばない。言わなければ、さらに危あやうくなるかもしれない」

「………」

　やはり言いかたがおかしい。ファウストの意思は含ふくまれていないと感じる。誰かに言わされているような──。

　ファウストは落ち着きを失なくして、外の様子ばかりを気にするようになった。どうしてか褐色の肌にうっすらと汗あせをかいている。

　黒い竜は深夜にしかあらわれない。先ほど『暗いうちにおまえを棲み処へ戻す』と言っていた。キマイラの姿で空を飛べるのは夜のあいだだけなのだろうか。

　もしそうなら、外の様子を気にするのも理解できる。洞窟の奥から見える空は、夜の黒から藍色へ移ろいかけていた。おそらくファウストには時間が迫っている。

「私を攫ったのは、命令だったと言ったね。ここに置いて去るのも命令……もしかして、腕を折ることも命じられていた？」

「そうだ」

「やはり……。でもファウストは私の腕を折ってない。それはファウストにとって、よくないことだよ」

「わからない。どういうことだ」

「どのような組織であれ、命令を実行しなければ疑いをかけられる。このままファウストが戻もどったら、『男』に、なぜ命令通りにしなかったのかと責められてしまう。ファウストの立場が、危うくなりはしないか……？」

　そう伝えると、ファウストは眉み間けんに深い皺しわを寄せる。

　苛いら立だちに似たものを初めて見せた。手で頭を押さえてひとしきり悩なやみ、唸うなるような声を出す。

「……折りたく、ない。……なぜだ。俺は、命令を──」

　ファウストは短い懊おう悩のうの末につぶやいた。

　彼は命令に背そむいたことがないのだろう。背くという概がい念ねんすらないかもしれない。

　機械のように冷静にリシュリーの腕を折ろうとしていた姿や、今の苦悩を帯びた言葉から推おし量ることができた。

「折りたくない……」

　黒い髪かみをがしがしと搔かくファウストは、なぜかとても苦しそうにする。うっすらと浮うかぶ汗が、いつの間にか褐色の肌を流れ落ちるまでになっていた。リシュリーは宥なだめるようにゆっくりと話す。

「うん、そうだね、誰かを傷つけるのはよくないものな。そしたら、折られたふりをしよう。いや、キマイラ・ファウストはまちがいなく第四王子の腕を折った」

　リシュリーはあたりに落ちている小石と太い木の枝を拾い集める。そうして小石で腕を三度ほど引っ搔いた。ファウストが、汗の滲にじむ手でそれを制してくる。

「やめろ、傷つけるな」

「平気だよ、ただのかすり傷だ。痛くないしすぐに治る」

　衣服の裾すそを破り、木の枝と腕を一いつ緒しよに巻く。血が滲めばそれらしく見えた。これでファウストは疑われずに済む。説明しようと顔を上げたリシュリーは目を瞠みはった。

　苦しそうにするファウストは肩かたで大きく息をしている。顎あご先さきから汗が滴したたり落ちた。

「どうした？　ひどい汗だ。どこか痛むのか？」

「──薬が、切れた」

「薬？」

　ファウストの口から薬という言葉が出たことにリシュリーは驚おどろく。

　彼が病に冒おかされているとは思えない。しかし今、耐たえられないほどの苦痛があることはわかる。その薬で抑おさえているのだろうか。鍛きたえ上げられた強[image: 靭]な肉体を苛さいなむものとは、いったいなんなのだろう。

「なんの薬だ？　切れたとは……それはどこで手に入る？」

　なにも答えないファウストはまた洞窟の外を見つめる。落ち着きを失くし、頻りに外を見ていたのは、薬が切れる予感がしていたからに違ちがいない。

　ファウストは汗ばむ手でリシュリーの頰ほおに触ふれてくる。また汗が滴り落ちる。

「おまえを棲み処へ戻せない。リシュリー。俺は、戻そう、と──」

　最後まで言いきれないようだった。立ち上がると一度だけよろめき、ファウストは洞窟の入り口へ向かって駆かける。駆けながらキマイラの姿に戻り、飛ひ翔しようした。

「待ってくれっ、どこへ帰る？　そなたはいつもどこにいるんだ」

　リシュリーは走ってあとを追いかける。せめて飛んで行く方角だけでも知りたい。

　しかし洞窟の入り口に立ったとき、すでに黒い魔ま物ものの姿はどこにもなかった。

「ファウスト……」

　ずっと望んでいた再会が叶かなったというのに、これきりになってしまうのだろうか。

　それは絶対に嫌いやだった。名と魔物の種類を知ることはできたが、ほかは謎なぞや不ふ穏おんばかりが残る。檻おりで運ばれていたこと、「男」のこと、命令、烙らく印いん、薬──これらの真相を知りたくもあるが、ただ純粋に、ファウストともっと話がしたかった。

　次に会うときこそは、発情や性的な衝しよう動どうなどに邪じや魔まされずに語り合いたい。リシュリーは首筋や腕をさすり、そこに残るファウストとの激しい行為の感触を消しながら願う。彼がどのように生きてきたのか、親兄弟や仲間はいるのか、大切にしているものや好きなもの、いろいろなことを訊たずねたかった。

　──また会える、必ず。それまでにキマイラのことも調べよう。

　リシュリーは衣服越ごしに白銀のロケットを握にぎりしめた。そうして見つめる藍色の空が、だんだんと白んでくる。

「………」

　ファウストはリシュリーを宮きゆう殿でん群へ戻そうとしていたが、ここに残されてよかったと思う。第四王子を攫さらい、腕を折り、置き去りにする──これらの命令を実行した彼が、「男」から疑われることはないはずだ。

　骨折に見せかけた腕に視線を落として考える。ファウストではない魔物に攫われ、腕の骨を折られて洞窟に置き去りにされた場合、リシュリーはどう動くだろう。

　──応急処置をして、夜明けとともに洞窟を出る。

　その答え通りに動くと決めた。リシュリーは帝都へ向かう。

　洞窟は、どうにか山道へおりられるくらいの高さにあった。朝あさ陽ひに照らされた獣けもの道みちをしばらく歩いて気づく。

　──ここは、帝てい国こく軍が警固するエリブール連れん峰ぽうではないだろうか。

　頭の中にアルカナ・グランデ帝国の地図を広げる。

　ファウストの飛行は目を開けていられないほど速かった。その速度と、リシュリーが最後に時計塔とうを見た方角を照らし合わせれば、そこにエリブール連峰が浮かんでくる。

　それなら陸軍の駐ちゆう屯とん地ちに行ったほうが早い。ここから相当な距きよ離りがあるが、駐屯地よりもさらに遠い帝都へは、歩いて帰ることは困難だった。

「……？」

　下り道を進んでいると、わずかな地じ響ひびきがする。ドドド……という音は次し第だいに大きくなり、やがて道の向こうから数台の装そう甲こう車と一台の蒸気自動車があらわれた。

　演習へ向かう一個小隊だろうか、いずれにしても好運だった。こちらに気づいてほしくて、思わず怪け我がを装よそおっているほうの手まで振ふってしまう。

『リシュリー殿でん下かを発見しましたっ。リシュリー殿下を発見！　保護いたします！』

「えっ……、私を捜さがしていたのか……？」

　大おお仰ぎような声が装甲車の拡声器スピーカーから聞こえてくる。この陸軍小隊がリシュリーの捜そう索さく部隊だったことに驚いた。いくら王家の者とはいえ、自分の捜索が帝国全土に展開されているとは到とう底てい考えられない。これまでの扱あつかいから容易にわかる。では陸軍はどのようにしてエリブール連峰を割り出したのだろう。

　小しよう銃じゆうを構えた兵士たちが装甲車からぞろぞろとおりてきた。黒い竜りゆうを警けい戒かいしているのだろう、周囲に銃口を向けながら駆けてくる。

「殿下っ、お怪我はございませんかっ？　腕うではどうなさいました？　おい、救護班っ！」

「あ、これは大だい丈じよう夫ぶだ。救護班は必要ない。──捜索ご苦労。手間をかけた」

　王子としての経験が乏とぼしいリシュリーは、このようなときどう振る舞まうのが正しいのか悩む。アルカナ大帝なら、なんと言うだろう。それを想像しながら対応する。

　蒸気自動車へ乗るよう促うながされた。兵士が後部座席のドアを開けたとき、リシュリーはようやく胸を撫なでおろす。

　しかし、安あん堵どできたのは一いつ瞬しゆんだった。そこにはすでに一人の男が座っていた。

「リシュリー殿下、ご無事でなによりです」

「バンベック中ちゆう将じよう？」

　リシュリーは驚いてばかりになる。後部座席に座っていたのは、陸軍中将のバンベックだった。三十代後半の鍛えた身体からだをカーキ色の軍服で包み、飾しよく緒しよや勲章メダルをじゃらじゃらと付けている。バンベックは脚あしを組み、上体を背もたれにゆったりと沈しずめていた。

「なぜそなたがここにいる？」

「殿下拉ら致ちの報告を受けたとき、その場で捜索部隊の指揮官に願い出たのです」

　微笑ほほえむ中将は至し極ごく悠ゆう長ちように言う。彼の態度を見たリシュリーの中で、驚きが疑念に変わっていった。

　仮に願い出たことが事実だったとしても、将校クラスの軍人が捜索の現場に来るのはおかしい。普ふ段だん、リシュリーには一人の護衛もつかないというのに。

　ほかにも違い和わ感かんはあった。陸軍がリシュリーを発見するタイミングもよすぎる。普通ならもっと焦しよう燥そうするだろうに、バンベックは背もたれに身を沈める姿勢を崩くずさない。隣となりに座ったリシュリーに柔やわらかな口調で訊きいてくる。

「ああ、腕を折られましたかな？　──黒い竜に」

　リシュリーは、とっさに怪我を装った腕をもう片方の腕で覆おおい隠かくした。

　バンベックへの不ふ審しんが募つのる。先ほどの兵士のように、まず怪我の有う無むを確かく認にんし、怪我をしているのならその症しよう状じようを訊ねるのが自然だろう。太い木を添そえた応急処置をしているとはいえ、なぜバンベックが骨折と即そく座ざに判断できるのか。リシュリーから状じよう況きよう説明を聞こうともせず、黒い竜にされたと断定するのもおかしい。

　なにより、魔物に攫われた王子を目の前にしながら、冷静を貫つらぬくさまが不気味だった。

　リシュリーは唇くちびるをきゅっと結ぶ。この男とは会話しないほうがいい。直感が働くようだった。リシュリーは魔物に拉致され、保護されたばかりだ。捜索部隊の指揮官に願い出たと言う中将を頼たのもしく思うだろうに、バンベックにはそれをまったく感じない。安あん堵ど感かんも薄うすいままだった。

「気分が悪い。宮殿群に着いたら起こせ」

　精せい一いつ杯ぱい、高こう慢まんに振る舞って見せた。質問にも発言にも応じるつもりはないことを示す。

　座り直し、可能な限りバンベック中将に背を向ける。

　まぶたを閉じたのがいけなかったのだろうか、突とつ如じよ、強い疲ひ労ろう感かんに襲おそわれた。中将の視線が背に突つき刺ささってくることも気にしていられないほどだった。

　身体が怠だるくて重い。また前頭部が激しく痛む。眩暈めまいと寒気がする。

　眠ねむるつもりはなかったが、起きているのが困難になった。

　彼は無事に棲すみ処かへ戻もどれただろうか、汗あせが落ちるほどの苦痛が消えていますように──ファウストのことを考えていたいのに、無理やり眠りの淵ふちに落とされる。

　起きたらすぐに、キマイラについて調べよう。発熱の兆きざしを感じながらもそう決めて、リシュリーは意識を手放した。










　　　　[image: †]




　熱を出して臥ふせると、決まって同じ夢を見た。

　夢の中のリシュリーはずいぶん幼くて、夢なのにまた熱に浮うかされている。

　それは命の危機を感じるほどの高熱だった。誰だれにも知られないまま、己おのれが発する熱に灼やかれて死んでしまう。幼心にそう感じた。涙なみだの溜たまった瞳ひとみに色いろ褪あせた天てん蓋がいが映る。熱すぎて一いつ睡すいもできずに深夜を迎むかえる。

　サイドテーブルに置かれたオイルランプの炎ほのおは弱々しく、広い部屋を満たす暗くら闇やみに吞のみ込まれそうだった。心細くて、恐おそろしかった。顔に纏まとわりつく汗と洟はなのせいで息がしにくい。それを拭ぬぐってくれる者はいなかった。

　ふいに、ギ……、と音を立てて部屋の扉とびらが開く。暗闇の一部が怪あやしく揺ゆれた。

　きっと、魔ま女じよの亡ぼう霊れいが来たのだ。大きな鉞まさかりで魂たましいを狩かり、それを死神に売るのだろう。リシュリーは高熱で身を灼かれ、魂は狩られてしまう。

『うっ……、うぇ……』

　怖こわくて我が慢まんできずに、渇かわききった喉のどから声を出して泣いた。

　しかし寝しん台だいに近づいてきたそれは、魔女の亡霊でも死神でもなかった。

『う、ぇっ……、──あっ。……陛下？』

『要いらぬ声をあげるな。なんという惨みじめな姿だ』

　リシュリーは物もの凄すごくびっくりしてしまった。アルカナ大帝はリシュリーのことが嫌きらいだから、部屋に来るはずがないのに。

　しかし、大帝は忌いま々いましそうにしながらも、綺き麗れいな絹のハンカチを出し、汗と洟だらけの顔を拭ふいてくれた。寝台に座り、手に持っていた黄金の小さな箱を開く。

　大たい帝ていが黄金の箱から取り出したそれは、丸くて美しいものだった。淡たん緑りよく色しよくできらきらと煌きらめいているから、ペリドットという名の宝石かもしれない。白しろ葡ぶ萄どうにも見える。

『口を開けろ』

　アルカナ大帝は短く言い放ち、淡緑色に輝かがやくそれをリシュリーの口に入れてきた。

　氷のように冷たくて驚おどろいてしまう。でもやはりこれは白葡萄だと思った。ゆっくり嚙かむと、ひんやりとした蜂はち蜜みつみたいなものが口いっぱいに広がって、渇ききった喉を潤うるおしてくれる。

『陛下。しろぶどう、つめたくて、とっても甘くて、おいしいです。ありがとうございます』

　たぶん、アルカナ大帝はリシュリーのために、晩ばん餐さんのテーブルにあった白葡萄をこっそり取っておいてくれたのだ。

　リシュリーのために──それがなにより嬉うれしかった。

　温ぬるい水でも、硬かたくなったパンの欠片かけらでも、なんだってよかった。それをこっそり取っている瞬間、大帝はリシュリーのことだけを考えてくれている。

　なんでもよかったのに、淡あわい緑色の葡萄はとびきり綺麗で美味おいしかったから、リシュリーの小さな胸は喜びでいっぱいになった。

　また涙が出てきて、顔がぐしゃぐしゃになる。でもこれは熱で苦しかったり魔女の亡霊が怖かったりして出る涙じゃない。リシュリーは泣きながら、にっこりと笑って言った。

『もうへいきです。陛下が、しろぶどうをくれたから、わたしはすぐ元気になります』

　懸けん命めいにそう伝えると、アルカナ大帝はリシュリーの額に手を重ねてくれた。

　大きな手だった。高熱が出ているリシュリーの身体のほうがずっと熱いはずなのに、なぜかその手はとても温かく感じられた。

　熱が少しずつ下がっていく。暗闇も魔女の亡霊も、もう怖くない。

　まぶたを閉じると、すぐにまどろみがやってきた。大帝がなにかを話している。もしかしたら童話かもしれない。子供が寝ねるときに親が聞かせてくれるという──。

　一言も聞き逃のがしたくないのに、リシュリーは眠っているから、ちゃんと聞こえなかった。

『ひとつの命と引き替かえに得た命だ。意地でも生き抜ぬけ。──人間として。さもなくば』

　わかっている。これは夢だ。

　そしていつもアルカナ大帝の言葉の最後を聞き取れずに夢は終わる。

『余は、おまえを狩る。リシュリー』







「リシュリーさま。お召めし替えを」

　執しつ事じの機械で作ったような声が聞こえて、リシュリーは目を覚ます。目に飛び込んできたのは、いつもの色褪せた天蓋だった。

「………」

　淡緑色に煌めく甘い果実も、アルカナ大帝の大きくて温かな手も、すべて己の強い願望が見せる夢ゆめ幻まぼろしに過ぎない。目を覚ませばすべて消え、身体からだを蝕むしばむ高熱だけが現実に残る。

　バンベックの蒸気自動車に乗せられたときから、発熱の予感はあった。午前の早いうちに宮きゆう殿でん群へ戻ったリシュリーは泥どろのように眠り、目覚めた今は陽ひが傾かたむきかけている。怪け我がを装よそおった腕うでは、添え木が外され、清潔な包帯が巻かれていた。

　こんなにも高い熱を出すのは何年ぶりだろうか。寝しん衣いが纏わりつくほどの夥おびただしい汗をかいている。息がしにくい。ひどい頭痛と、身体の至るところに骨が軋きしむような痛みがあった。

　だが幼少のころの不調とは違ちがう。魔ま物ものに攫さらわれたショックからでもない。リシュリーを悩なやませる、いつもの変異だった。

　一年かけてじわじわと変わってきた身体は、突如、発熱を伴ともなうほどの激変を起こす。

　理由はわからなかった。高熱に負けて考える気力が出せない。深夜にしか騒さわがなかった血脈は、今やドクンドクンと音を立てる勢いでリシュリーを苛さいなんでくる。

　──私は……私の身体は、どうしてしまったのだろう……。

　リシュリーになす術すべはなく、ただ横たわって変異が治まるのを願うしかできない。

　起きたらすぐキマイラのことを調べるつもりだったのに──仰ぎよう臥がしたままのリシュリーはゆっくりと執事に背を向け、顔の半分をクッションに埋うめる。

　一人になりたかった。騒ぎ立つ血が治まるまで、ファウストのことを考えたい。それなのに、執事の溜め息交じりの声が降ってくる。

「速すみやかにお召し替えを。謁えつ見けんの間へゆかれませ。大広間ではなく略式の間でございます」

「熱がある。すまないが──」

「しかしながら皆みなさま揃そろっておいでです。陛下もすでに着席されております」

　皆さまとは誰だ？　そう訊たずねるよりも早く、アルカナ大帝の名を聞いたリシュリーは勢いをつけて身を起こした。

　次の瞬しゆん間かん、前頭部に激痛が走る。

「──っ！」

「殿でん下か？　熱冷ましをお飲みになりますか？」

「いら、ない……水、を」

　きちんと返事をしたいのに、声を出すだけでも痛む。頭ず蓋がい骨こつにひびが入ったかと思うような、恐きよう怖ふさえ覚える激痛だった。

　とっさに前頭部に触ふれて、ぞくりと肌はだを粟あわ立だてる。すぐに手を離はなした。

「……！」

　昨夜まで丸い瘤こぶのようだったそれが、硬い芯しんを持っている。先せん端たんが鋭するどく尖とがっているような感かん触しよくがあり、もはや瘤とは言えなかった。でも、正体不明のそれをなんと呼べばいいのか、わからない。

　いったいどうしてしまったのだろう。なぜ急激に形状が変わったのだろうか。言葉にあらわしようのない大きな不安が押し寄せてくる。

「医師団を呼んでおきます。お戻もどりになりましたら、診しん察さつを」

　診察など意味がない。絶対に前頭部に触れられたくなかった。黙だまったまま着き替がえを始める。

　アルカナ大帝に会うのは三日ぶりだった。ほかに誰が何人いるのか知らないが、もしかしたら大帝はリシュリーとも会話をしてくれるかもしれない。

　混乱と不安の中で、今やその希望だけがリシュリーを動かしていた。高熱と激しい頭痛に耐たえて白いシャツを着る。肉付きの悪い脚あしを強調するような細身のパンツに長ちよう靴かを合わせ、クラバットを結ゆってピンで留めた。

　執事が澄すました顔で立たち襟えりの上着を持つ。丈たけ長ながのそれを纏まとったとき、執事が急に声をあげた。

「殿下っ……？」

「どうした？」

「……い、いえ。その──、瞳の色が変わったように、見えたものですから」

「瞳の色？」

　鏡を見たが、濃のう褐かつ色しよくの瞳に別段変化はなかった。それよりも不気味なまでに充じゆう血けつしているほうが気になる。まぶたも腫はれ、普ふ段だんは白い頰ほおがやけに赤くなっていて、病人であることはごまかしようがない。

　このような姿で人前に出たくなかった。アルカナ大帝にまた『なんという惨めな姿だ』と思われてしまう。やはり後日にすべきでは──しかし、リシュリーがそう言うよりも先に執事が部屋の扉とびらを開いた。

「わたくしの見誤りでございました。大変失礼をいたしました。行ってらっしゃいませ」

　略式の間は、非公式の謁見に多く使用される。そこへつづく長い廊ろう下かが、熱のせいでぐにゃりと曲がって見えた。

　アルカナ大帝付きの近衛このえ兵が第四王子の姿を認め、一礼して略式の間の扉を開く。

　入室したリシュリーは、生なま温ぬるい唾つばを吞のみ込んだ。

　ベルグマン陸軍元げん帥すい、二名の大将、三名の中ちゆう将じようと五名の少将、サージェント法務将校、政府の高官が十二名──その全員が無言で立ち上がり、リシュリーに形式的な礼を行う。

　ザッ……という音だけが広い部屋に響ひびいた。

　鼻につく、人間の臭におい。

　これ以上悪化しようのない身体がまたおかしくなる。せり上がってくる胃液を懸命に抑おさえた。高官ばかりが集まっていることに驚く。今日のアルカナ大帝の予定に謁見はなかったはずだ。リシュリーが魔物に攫われたからといって、この人数が招集されるとは思えない。

　──バンベック中将、また……。

　黙って立つ彼らの中に、あの男がいた。これだけ陸軍将校が揃っているなら、バンベックがいても不思議ではない。でも、会いたくなかった。ただでさえ重苦しい心がさらに滅め入いってしまう。

　バンベックのねっとりとした視線を浴びながら、リシュリーはただ一人着席しているアルカナ大たい帝ていに深く一礼した。

　目の覚めるような美しい碧へき眼がんと、鮮あざやかな赤茶の髪かみ。四十三の歳としを迎むかえるアルカナ大帝は、ほどよい筋肉のついた体たい軀くを緋ひ色いろの軍服で包んでいる。椅い子すに敷しかれたマントは略式用のものだった。

　椅子に深く腰こしかける大帝は、黙って眉み間けんに皺しわを寄せている。それはいつものことだった。

　一度もリシュリーを見ないことも。

　大帝の隣となりの椅子にリシュリーが座ると、元帥たちも着席する。彼らの視線が集まるこの位置はひどく落ち着かない。ただでさえ血が騒ぎ立っているというのに、緊きん張ちようによって動どう悸きが激しくなる。

　並んで座る大帝と第四王子は、血のつながった父子おやこには見えなかった。

　そのまま数分が経たったが、なにも始まる気配がない。やがて軍人や政府の高官たちがそれぞれ口を開く。

「陛下、閣下を待たせるなど、それだけで罪に値あたいする。あやつ逃にげたのではあるまいな」

「なにが〝サタン・オブ・ギルド〟だ、ははっ」

「悪魔か。魔物と同類だな。ならば狩かるのがよろしい」

　揶や揄ゆと恐怖が混在する〝サタン・オブ・ギルド〟の異い称しようは、ドラゴンギルドの筆頭バトラーのことを指していた。

　彼が呼び出しを受けている──この集まりについてなんの説明もなかったが、男たちが嘲ちよう笑しようしながらささやき合う言葉でようやく知ることができた。

　激しい痛みのある頭で考える。筆頭バトラーが呼び出されているのは、リシュリーが〝黒い竜りゆう〟に拉ら致ちされたからだ。それ以外に理由はない。

　召しよう致ちするのが早すぎる。リシュリーが宮殿群に戻ったのは午前九時ごろで、今は午後三時三十分過ぎだ。数時間のうちにこれだけの将校クラスの軍人と政府の高官が集まり、そのうえ元帥、果てはアルカナ大帝まで揃うのは異様だった。

　順序も滅め茶ちや苦く茶ちやだと感じる。リシュリーが自然に目覚めるのを待ち、医師団の診察、風ふ呂ろと食事、専門機関による聞き取りが先で、誰だれかを呼び出すのはそのあとだ。これらのすべてを省き、公務の調整もせずに国家の要人を集めるなど──。

　──おかしい。誰が、急がせている？　急ぐ目的はなんだ……。

　リシュリーは衣服越ごしに白銀のロケットを握にぎる。その胸むな元もとを汗あせが流れていく。高熱と前頭部の強い痛みを堪こらえながら、己おのれの行動を後こう悔かいした。やはり、ここに来るべきではなかった。

　辞退しても許されるくらいの不調を抱かかえているのに、そうしなかったことが悔くやまれる。

　恐おそろしい速さで展開していく事態。刻一刻と変調をきたす身体からだ。

　ひどく不ふ吉きつで不気味な予感がした。

　今からでも遅おそくない。状じよう況きようを正しく説明すれば、アルカナ大帝は難色を示しながらも「退室せよ」と言ってくれるはずだ。

　充血した瞳ひとみを動かす。隣に座っているのに遠く感じる大帝へ、懸けん命めいに声を出した。

「陛下、申し訳ございませんが──」

　しかしリシュリーの退路は断たたれる。

　ドンドンドンッ、という乱暴なノックとともに、若い男が入室した。同時に怒ど号ごうが飛ぶ。

「遅い！　アルカナ大帝陛下を待たせるとはなにごとだっ」

「不敬の輩やからめ！　恥はじを知れ！」

　軍人たちが若い男を怒ど鳴なりつける。厳しい大声にリシュリーは肩かたを震ふるわせてしまったが、男はそれを完全に無視した。コツコツと踵かかとを鳴らして室内の中央へ一気に踏ふみ込んでくる。

　つづいて銀ぎん灰かい色しよくの軍服を纏った二人の男が──否いな、二匹ひきの竜が姿をあらわす。長い金きん髪ぱつを三つ編みにした竜と、腰まであるまっすぐの銀髪を束ねた竜は、どちらも身長が十五テナー（約二百センチ）近くあった。

　ただでさえ身体の大きな彼らには長い角があり、並んで立つだけで強い威い圧あつ感かんを生む。軍人や高官たちから静かなどよめきが起こる。リシュリーもその迫はく力りよくに息を吞んだ。軍服姿の竜をここまで間近で見るのは初めてだった。

　ファウストに、似ている。見上げなくてはならないほどの長軀も、立派な角も、その強きよう烈れつで濃のう厚こうな魔ま物ものの匂においも。

「用件を伺うかがいます」

　ドラゴンギルドの筆頭バトラーは低い声で口早に言った。

　彼の姿を見たリシュリーは、いよいよ視覚に異常をきたしたと知る。

　──なにも、変わってない……。

　仕立ての良いテール・コートにアスコットタイ。後頭部の高い位置で束ねられた髪と、猫ねこのような瞳。片かた眼鏡めがねと煌きらめく緑色のピアス。二十歳過ぎの筆頭バトラー・リーゼ──彼は、リシュリーが十年前に見たときとまったく同じ若さと格好をしていた。

　ドラゴンギルドから来た三人には椅子が用意されていない。立っておけということだ。

　リーゼはその悪意をものともしない。アルカナ大帝の御ご前ぜんにもかかわらず、腕うでを組み、見おろしてくる。室内が威圧感と緊きん張ちよう感かんで一気に満たされる。

　突とつ如じよ、軍人と高官による凄すさまじい糾きゆう弾だんが始まった。

「黒い竜にどれだけ人間を殺害させるつもりだ!?」

「下等な魔物を野放しにしているきさまの責任だぞ！」

　中将や少将が怒鳴り散らし、三人の高官たちが同時に筆頭バトラーへ新聞を投げつけた。

　いくらなんでも無礼だろう──そう思うリシュリーの目の前で、不思議な現象が起こる。

　勢いよく飛んだ新聞が、リーゼに当たる直前でぴたりと止まり、弾はじかれるようにして床ゆかに落ちた。

「なっ……、どうなってる!?」

　高官たちが騒さわぎ立て、アルカナ大帝やベルグマン元帥も驚おどろきの表情をする。リーゼは猫のような瞳をすっと半分にした。リシュリーは彼のうしろに立つ竜に視線を向ける。

　金色の三つ編みを揺ゆらす竜が、風を起こして新聞を弾いたように見えた。

　目を瞠みはるほど美しい竜だ。その眦まなじりに、緑色の鱗うろこみたいなものが浮うかんでいる。緑色だから風竜だろうか。考えながら見ていると、不覚にも目が合ってしまった。緊きん迫ぱくしている最中に、どうしてか竜はにっこりと微笑ほほえんでくる。

　リシュリーは慌あわてて視線を逸そらす。逸らした先に、床に広がる新聞の見出しがあった。

【黒い竜あらわる。雷かみなりを以もつて都民を殺傷。落らく雷らいによる火災多発】

【黒い竜、宮きゆう殿でんを破は壊かい。リシュリー王子を攫さらう】

【帝国軍が決死の救出、第四王子を保護。ドラゴンギルドは動かず】

　ひとつはリシュリーが〝異い端たんと罪〟の塔とうで読んだものだった。時計塔の天てつ辺ぺんに降り立つ黒い竜の──ファウストのモノクローム写真が載のっている。ほかのふたつは刷られたばかりの新聞だった。昨夜から今朝にかけての出来事がすでに記事になっていることに驚く。

　事実の一部が歪わい曲きよくして記き載さいされているが、決死の救出など、どうでもいい。黒い竜の正体がファウストだと突つき止められはしないだろうか。そればかりが気にかかる。

　高熱に耐たえながら思し惟いしているというのに、若い少将たちの怒鳴り声に阻はばまれた。

「人間を守護すると嘯うそぶいて大金をせしめ、黒い竜を使って殺しているのだろうっ。低てい俗ぞくな魔物どもの考えそうなことだ！」

「アルカナ王家に狼ろう藉ぜきを働くとは……正気の沙さ汰たではないな」

「やはり魔物は滅ほろぶべきだ。ギルドも例外ではない。黒い竜もろとも消えてなくなれっ」

　雑言など聞きたくもない。ファウストの意思でしたことではないのに。激痛のある頭に汚きたない言葉が響ひびいて、ひどく不ふ愉ゆ快かいだった。リシュリーは充じゆう血けつした目で少将たちを睨にらみつける。

　政府、帝国軍、ドラゴンギルド──本来なら協調すべき組織が、ばらばらであることは知っていたが、その関係はリシュリーの想像よりも遥はるかに劣れつ悪あくだった。

　室内は緊張感を増していく。それに反応するように体調が悪化する。

　額に汗が浮き出ていた。拭ぬぐいたいが、不気味な塊かたまりのある前頭部には触ふれたくない。呼吸の乱れを懸命に抑おさえ込む。

「そんなくだらんことを言うために雁がん首くびを揃そろえられたのですか。ご苦労なことだ」

　筆頭バトラーがしれっとした顔でつぶやく。緊迫した空気も、聞くに堪たえない雑言も彼には届いていないようだった。

　リーゼは束ねた髪を揺らし、片眼鏡をカチャリと鳴らして、淀よどみない早口で言う。

「黒い竜どうこうよりも、リシュリー殿でん下かが攫われた事実のほうがよっぽど深刻だ。宮殿群にぞろぞろいる帝国軍と政府の人間はなにをしていた？　警備組織セキユリテイはどうなってる？　ずいぶんとゆるゆるだな。まさか、殿下に護衛をつけていないとでも？　それなら黒い竜じゃなくても、猫や鼠ねずみだって王家の者を攫えるだろうよ。なんとも間ま抜ぬけな話だ」

　あれだけ怒鳴っていた軍人たちが、一いつ瞬しゆん黙だまり込む。自分に衛兵が付いていないことに言げん及きゆうされて、リシュリーも身体が強こわ張ばった。すぐ隣となりにいるアルカナ大帝の表情は確かく認にんできない。

　銀髪を束ねた竜は長いまつげを伏ふせて微び動どうだにしないが、金髪の竜は俯うつむき、肩を揺らしている。笑いを堪えていた。

　筆頭バトラーは心底面めん倒どうだとばかりに溜ため息をつく。

「黒い竜など存在しない。夜な夜なあらわれる魔物が竜なら、うちの従業員ドラゴンが兄弟と察知して、とうに保護している。そもそも、なんで俺が黒い竜とやらを使ってリシュリー殿下を攫わねばならない？　その目的は？　身みの代しろ金きんか？　危険リスクが高いだけで、得られる身代金などたかが知れてる。それくらいの金なら竜が一日で稼かせいでくる。無意味で無益な話だ。仮に攫うにしても、もっと上手うまくやる。こんな不細工な方法なんぞ誰が採用するか」

「ふふっ」

　金色の三つ編みを揺らす竜が、堪えきれずに笑う。怒いかりで顔を赤くした少将が、勢いをつけて立ち上がった。

「うるさい！　そこの竜りゆう、静かにしろ！」

「黙だまれ若造。竜への命令および干かん渉しようは厳禁だ。そんなことも知らないで将校を名乗るな。もっと学習してからこの場に臨のぞめ」

　二十歳はたちほどの筆頭バトラーが、壮そう年ねんの男が出すような太い声で恫どう喝かつする。ほかの中ちゆう将じようや少将たちがガタガタと音を鳴らして立ち上がる。部屋の空気がこれ以上ないほど張りつめた。

「黒い竜は存在しないだと!?　ならばその新聞の写真はなんとする!?」

「こんなぼやけた写真一枚で竜だと騒ぎ立てるほうがどうかしている。ただの魔物だろ？　だったらおまえたちの好きな魔物狩がりをすればいい。なぜ狩からない？　おまえたちが愚ぐ図ず愚ぐ図ずしてるから、人間が死に家屋が焼け、王子が攫われる羽目になったんだ」

　──もう、限界だ……。

　ここにいる意味が、わからなくなった。

　なぜ自分は呼ばれたのだろう。大声をあげる男たちは誰も第四王子の存在を気にしていないのに。罵ののしり合うだけなら退室したい。今やリシュリーは、薬が切れて苦しむファウストと同じくらいの汗あせをかき、抑えられないほど呼吸が荒あらくなっていた。

　高熱のせいで朦もう朧ろうとする。荒い呼吸をするたび前頭部に激痛が走る。どくどくと血が暴れだすようで、椅い子すに座っているのもままならなくなった。

　寝しん台だいに入って眠ねむりたい。早く回復して、キマイラのことを調べたかった。

　雑言の応おう酬しゆうは終わらない。中将や少将たちが立っている中で、なぜかバンベック中将は座っていた。また目が合う。リシュリーはすぐに視線を外し、アルカナ大たい帝ていを見る。

　どうか退室の許可を──そう言いかけて、思わず言葉を吞のみ込んだ。

　今まで一度もリシュリーを見なかったアルカナ大帝が、こちらを見ている。サファイアのような真っ青の瞳ひとみを、大きく見開いていた。

「リシュリー。おまえ、──」

「陛下……？」

　なぜ大帝は奇き異いなものを見るような目を寄よ越こしてくるのだろう。でも、リシュリーについてなにか言おうとしてくれている。ほとんどないことだから、どうしても聞きたかった。

　それなのに、男たちの言い合いに邪じや魔まされてしまう。筆頭バトラーの声がまた聞こえてくる。

「弊へい社しやに黒い竜の責任を負わせたいのなら、あれが竜である証しよう拠こを提示すればよろしい」

　その冷ややかな声が室内に響いた途と端たん、立ち上がっていた軍人たちが挙こぞってリシュリーに詰つめ寄ってくる。

「リシュリー殿下！　ご言及を！」

「黒い竜について証言ください！」

「な、に……？」

　アルカナ大帝に気を取られていたリシュリーは肩かたをびくつかせた。

　複数の軍人に囲まれる。筆頭バトラーにさんざん煽あおられた彼らは感情を昂たかぶらせていた。

「御おん身みを傷つけたのは黒い竜でありましたな!?」

「執しつ事じらは黒い竜に見えたと言いましたぞ！　相そう違いございませんな!?」

　この者たちはリシュリーになにを言わせたいのだろう。否いな、言わせたいことはわかるが、言いたくない。

　ファウストにも『黒い竜にやられたと言え』と念を押された。そうしなければさらに危あやうくなるかもしれないとも。でも、彼のことは絶対に口にしたくなかった。

「やめたまえ、無礼だぞっ」

　サージェント法務将校が止めても聞かずに、軍人たちは詰め寄ってくる。人間の臭においに耐えられない。リシュリーは手の甲こうで鼻を覆おおう。

　彼らのあいだから見えたベルグマン元げん帥すいは微動だにしない。バンベック中将がゆっくりと立ち上がり、近づいてくる。リシュリーを囲う男たちを引き剝はがしながら言った。

「皆みな、落ち着け。そのように言い立てては殿下もお答えしにくいだろう」

「しかしっ、黒い竜という証拠を」

「着席しろ。……リシュリー殿下、どうか我々にお教えください。殿下をお守りし、帝国に平安を齎もたらすためです。殿下を攫った魔ま物ものは、黒い竜でまちがいありませんね」

「あれ、は──」

　黒い竜とは言わないと決めている。ではリシュリーは、なんと言えばいいのだろう。

　強きよう烈れつな眩暈めまいがして、わからなくなった。

　広い室内が、ぐにゃりと変形する。間近に立つバンベックたちの顔も不気味に歪ゆがむ。

　言うことを聞かない身体からだが前のめりになる。

　リシュリーは椅子から落ち、その場に倒たおれ込んだ。

「殿下!?」

「うっ──、うぁあ……、頭が……！」

　頭が痛い。前頭部がめりめりと気味の悪い音を立てた。身体じゅうが灼やかれたように熱くなる。夥おびただしい汗が出る。そこにいる男たちが怯ひるむくらいに身体がガタガタと震ふるえた。

「リシュリー！　皆、どけ！　下がれっ！」

　アルカナ大帝が叫さけぶ。こんなにも焦しよう燥そうする姿は見たことがない。

　身体が勝手にビクンッと跳はねる。それを見た皆が恐おそれる中、大帝が床ゆかに片かた膝ひざをつき、リシュリーの身を起こしてくれた。鮮あざやかな青い瞳が間近に迫せまる。

　かつてない苦痛に襲おそわれていても、リシュリーの心は喜びを感じた。大帝だけが焦燥し、心配し、抱だき起こしてくれる。きっと、血のつながった父子おやこだからだ。初めてそう感じることができた。

　でも、なぜだろう。大帝の手が首にまわってくる。

「ぐ、ぅ……！」

　喜びで満ちかけていた心が一瞬で地じ獄ごくの底へ落とされた。凄すさまじい力で首を絞しめてくる大きな手は、リシュリーが夢で見てきたものとはまったく違ちがう。

　少しも温かくない。熱くて、汗ばんでいた。

　幻げん覚かくであってほしい。しかし大帝の指が首に一層食い込んでくる。痛みを覚える眼球に涙なみだが滲にじむ。

「陛……下。へい、か──」

　息が詰まって声が出せない。それでも懸けん命めいに名を呼んだ。

　アルカナ大帝が体たい軀くを揺ゆらし、我に返る。その激しい動どう揺ようが伝わってくる。

「はっ……はあ、っ」

　リシュリーの首から離はなれた大帝の手が、椅子に敷しかれたマントを引っ張った。

　目の前で、ばっ、とマントが広がる。顔にかぶせられて視界が真っ暗になる。布地一枚で作られた暗くら闇やみがひどく恐ろしい。

　直後に発せられたアルカナ大帝の声は、冷れい淡たんを極きわめていた。

「リシュリーをドラゴンギルドに隔かく離りせよ」

　その言葉に、ばくばくと早はや鐘がねを打つ心臓が止まりそうになる。

　前頭部の激痛も高熱も、ぶるぶる震える身体も、どうでもいい。リシュリーは声の限りに叫んだ。

「なぜですか!?　陛下！　退室が許されるのなら自室へ戻ります！」

　しかしその叫び声はマントに阻はばまれて誰だれにも届かない。必死で動かした手は、虚むなしく空を搔かくばかりになる。

「どういうことです!?　なぜ殿でん下かをドラゴンギルドなどに託たくすのですか？」

「魔物の巣そう窟くつでございますぞ、陛下、お考え直しを」

　軍人や政府の高官たちが異論を唱える。アルカナ大帝は冷淡な王に戻っていた。その声は非常に落ち着いている。

「リシュリーの震えかたは異常だ。昨夜の魔物にウィルスの類たぐいを感染うつされた可能性がある。ドラゴンギルドに託すのではない。隔離する」

「やだなあ、とうとう黴ばい菌きん扱あつかいされちゃった」

　強い苛いら立だちを含ふくむ声は、先ほど笑っていた竜のものだ。異論を唱えていた軍人たちはアルカナ大帝の言葉を聞くなり、納なつ得とくと同意の声を漏もらした。

　身体の震えが止められない。リシュリーは混乱と悲しみの渦うずに突つき落とされる。

　大帝に首を絞められ、ウィルスを理由に突き放された。なにがいけなかったのだろう。高熱に耐たえ抜ぬくことができなかった己おのれを恨うらむ。

　喉のどが渇かわききっていて、もう上手うまく声が出せなかった。リシュリーは血を吐はく思いで叫ぶ。

「ウィルスになど侵おかされておりません！　医師団を……診しん察さつを受けさせてください、それですべてわかります！　陛下っ……」

「筆頭バトラー！　速すみやかに行動せよ！　明日、追って命を下す」

　必死に叫んでも、マントで作られた暗闇に吸い込まれていく。アルカナ大帝の怒ど号ごうが響ひびく。

　リーゼの大きな舌打ちが、ひとつ聞こえた。

「フォンティーン。殿下を抱だき上げてやれ。ギルドへ戻る」

「イエス・サー」

「うそでしょリーゼくん。言うこと聞くわけ？　もうっ、信じられない」

　背と膝ひざ裏うらに、誰かの腕うでがぶつかってくる。震えと汗あせの止まらない身体が浮ういた。

　戦せん慄りつを覚えると同時に扉とびらの開く音がする。軍人たちのざわめきが遠のく。廊ろう下かを進む三人分の足音がコツコツと鳴った。

「陛下！　──は、放せっ、おろせ、無礼だぞ！」

　高熱を帯びる身体が、冷たい外気にさらされる。浮ふ遊ゆう感かんが一層強くなった。なにが起こっているのか、どうなっているのかわからない。混乱に恐きよう怖ふが上乗せされる。

「お……おろしてくれっ、助け──」

「フォンティーン、それ取ってやれよ」

　筆頭バトラーの声が聞こえたあと、剝がされたマントが、ばさっと音を立てて飛ばされていく。リシュリーは、長い銀ぎん髪ぱつを束ねた竜りゆうに運ばれていた。金色の三つ編みを揺らす竜がリーゼを抱いて並走している。

　彼らは連なる宮きゆう殿でん群の屋根を駆かけていた。リシュリーはその高さに身を竦すくませ、縋すがるように白銀のロケットを握にぎる。

　冬の落日は早い。すでに夕闇が迫っている。アルカナ大たい帝ていの宮殿群を支える岩山がどんどん近づいてくる。

　二匹ひきの竜は同時に跳ちよう躍やくし、それを軽々と越こえた。










　ドラゴンギルドに運び込まれ、白い部屋にある寝しん台だいに寝ねかされても、身体を苛さいなむ高熱や激痛は治まる気配を見せなかった。

「ひどい汗だ、綺き麗れいな服が台なしになっちゃう。脱ぬがせるね」

「う……」

　脱ぎたくない。このまま宮殿へ戻るつもりなのに、立たち襟えりの上着を脱がされ、クラバットや長ちよう靴かを剝がされる。

　リシュリーから服を奪うばった男は、筆頭バトラーと同じ執事の格好をしていた。歳としは二十代なかばに見える。アプリコットオレンジの髪かみと、女性に見み紛まがうほどの綺麗な貌かおをしているが、眼鏡の奥の瞳ひとみは左右で色が異なっていた。紫むらさきと桃もも色いろの瞳を持つ人間などいない。混乱しているリシュリーは彼が魔ま物ものにしか見えなかった。

　竜までもが一いつ匹ぴき増えている。リシュリーをここに運んできた竜に似て、腰こしまで届く長い銀髪をしていた。

　薬品の臭においがする白い部屋、見知らぬ男たちと、壁かべのように背の高い魔物たち。恐怖が一気に膨ふくらんだ。

「服を返してくれ……宮殿に帰る……！」

　思いきり叫んでも、渇いた喉からは擦かすれた声しか出ない。リシュリーの服をどこかへ置いたバトラーが、水の入ったグラスを持って寝台に腰かけた。

「うんうん、怖こわいよねえ。うちの仔こ、みんなおっきいもんね。でも大だい丈じよう夫ぶ、悪さしないよ。落ち着いて、お水を飲もうね」

　甘ったるい口調で諭さとされる。冷たい水が喉を通っていくと、ガタガタと震えていた身体がわずかに治まった。リシュリーが水を飲むその傍かたわらで、竜たちが文句を言いだす。

「リーゼくんったら、どうしてあっさり言うこと聞いちゃうわけ？　──ねえ、サロメ、聞いてよ、ぼくたち黴菌扱いされたんだよ。魔物のウィルスを持ってるこの子をドラゴンギルドに隔離しろってさ」

「魔物のウィルスですか。聞いたことがありませんね……」

「よりによって王家の人間をギルドに入れるなど、リーゼらしくない判断だ」

「人間なら入れてねえよ。──おい、ジュスト、どうだ」

　リーゼの言葉の意味がよくわからなかった。水を飲ませてくれたジュストという名のバトラーが、リシュリーの前頭部をじっと見つめてくる。

「これ、どう見たって角だよねえ」

「削けずって成分を調べるか？」

「そうしたいけど、生えきってないからやめたほうがいい。割れちゃうよ。今だって激痛があるはず。──リシュリー殿下、どう？　頭すごく痛いよね？」

「痛い……割れそうだ……」

　なにについて話しているのか、推測する余よ裕ゆうなどない。高熱で朦もう朧ろうとして、前頭部の激しい痛みも引いていなかった。先ほど聞いた、肉が裂さけるような気味の悪い音が蘇よみがえる。

　はぁはぁという荒あらい呼吸も治まらない。ジュストが首筋に浮く汗を拭ふいてくれた。リーゼたちはなおも奇き妙みような会話をする。

「これが長くつづくのはつらいだろう。サリバン。涙を出してやれ」

「いいけど、どこに？　角の生え際ぎわに落とす？」

「熱もすごく高いし痙けい攣れんもあるから飲ませてあげたほうがいいかな」

　そう言ってジュストが立ち上がる。代わりに寝台に座ったのは、サリバンと呼ばれた竜だった。座るだけではなく、なぜか覆おおいかぶさってくる。長い三つ編みが震ふるえの止まらない身体からだに落ちてきた。魔物の顔が間近に迫せまり、リシュリーは目を逸そらす。

「う、……」

「ふぅん……。さっきの部屋にいたときから思ってたけど、きみ、すっごくかわいいよね。生えてる途と中ちゆうの角、久しぶりに見るよ。まだ半はん透とう明めいで綺麗だ」

　先ほどからやけに「角」ばかりを聞く。サリバンがささやきながら手を伸のばしてくる。額に触ふれられそうになったとき、突とつ然ぜん、強きよう烈れつな拒きよ絶ぜつ感かんを覚えた。リシュリーの意思を無視して身体が勝手に反応し、竜の大きな手を思いきり叩たたく。

「さっ、さわるな！」

「あらら」

「あ……っ。す、すまない。そんなつもりは──」

　叩くつもりなど少しもなかったのに、なぜ勝手に動いたのだろう。

　それに、額に触れられたくないのは激痛があるからではなく、もっと別の、言葉にしがたい思いからだった。自分の行動が理解できなくて戸と惑まどう。残念そうにするサリバンのことを、ジュストが笑いながら諭した。

「あはは、サリバンもう振ふられちゃってる。やめてあげな。簡単に触さわらせるものじゃないってこと、立派な角を持ってるおまえたちが一番よくわかってるでしょ」

「そうだった。ごめんね、リシュリー。もうしないから、ぼくのこときらいにならないで」

「あっ？　なにをする……！」

　サリバンに顎あごをつかまれ、無理やり口を開かれる。その力は非常に強く、抗あらがいようがなかった。先ほどサリバンの手を撥はね除のけられたのは、彼がリシュリーに合わせていただけに過ぎない。竜の力を見せつけられる。鼻先が触れそうなほど近くに迫ってくる。リシュリーは汗で濡ぬれたシャツ越ごしに白銀のロケットを握りしめた。

「大丈夫、怖くないよ」

「ぅ、あ……？」

　サリバンの長く豊かな金色のまつげから、橄欖石ペリドツトと緑玉石エメラルドを混ぜ合わせたような美しい緑色の雫しずくがあらわれる。口の中に落とされたそれを吞のみ込んだ途と端たん、激しい頭痛や痙攣が一気に引いた。荒い呼吸や動どう悸きも治まり、今までの苦痛が噓うそのように消え去った。

　涙なみだを落とし終えたサリバンが立ち上がる。それに合わせてリシュリーは上体を起こした。

「こ、これは、いったい、どうなってる……」

「知ってるでしょう？　竜の血は猛もう毒どく、涙は薬、精液は永遠の若さの源──」

　ジュストが言うそれは、アルカナ・グランデ帝国に生きる者なら誰だれもが知っている伝承だった。竜りゆうの精液については入手不可能なため、伝承や噂うわさの範はん疇ちゆうを抜ぬけない。しかし血と涙に関しては、わずか複数ではあるが実例が認められている。

「竜ってね、自分で泣くことができないんだ。人間に頼たのまれても出ない。魔物に頼まれて初めて涙を落とせるんだよ。その涙は万ばん能のう薬やくなの」

　ジュストの説明はゆっくりとして丁てい寧ねいなのに、吞み込むのが難しい。伝説と同等の、極きわめて稀まれな現象をなんの前触れもなく経験させられて、脳が処理しきれなかった。

　でも現実に身体は回復している。今なら自分で歩いて宮殿へ帰れるはずだ。

　一刻も早く、アルカナ大たい帝ていにこの完全に回復した姿を見せたい。魔物のウィルスに侵おかされていないことを証明し、隔かく離りを解除してもらいたかった。

「………。ありがとう。楽に、なれた……」

　戸惑いながらも礼を伝えて、ふと不思議に思う。先ほどサリバンに『涙を出してやれ』と言っていたのは筆頭バトラーだった。それは、どういうことだろう。

　彼も魔物ということになりはしないだろうか。しかしそれ以上は思し惟いできない。身体は落ち着きを取り戻もどせても、頭と心には混乱が多くあった。

　ジュストが首筋に手をあててくる。脈を確かく認にんするように指先を動かしながら言った。

「僕、魔物専門の医師をしてるの。まあ、メインの仕事はバトラーだから、医師のほうは〝ごっこ〟みたいなものだけどね。ちょっと聞かせてほしいんだ。殿でん下かが今みたいになるのは初めて？　発熱とか、痙攣とか。ほかに気になる症しよう状じようはなかった？」

　初めて耳にする言葉に驚おどろく。魔物狩がりが継けい続ぞくされているこの時世に、魔物専門の医師がいるとは思いもしなかった。

　自分の身に起きた変異については誰にも言ったことがない。できれば口にしたくないが、宮殿に戻れば医師団の診察が待っている。どちらにせよ黙だまってはいられなくなった。

「……痙攣と、倒たおれるほどの激しい頭痛は初めて経験する。発熱は昔からあった。ほかには、視覚や嗅きゆう覚かくがやけに鋭するどくなったり……、深夜になると、血が騒さわぐような、感覚が──」

「それはいつごろから？」

「一年ほど前だ。二十歳はたちを過ぎたころから始まった」

「なるほどね。ちょっと、血をちょうだいね。一いつ瞬しゆんだけチクッとするよ」

　前頭部の異物のことはどうしても言えなかった。ジュストは手の甲こうに針を刺さし、「フォンティーン、サロメ、サリバン」と竜たちを呼ぶ。近づいてきた彼らが、手の甲に滲にじんだ血を指で掬すくう。リシュリーの血を舐なめた三匹びきの竜は口を揃そろえて言った。

「一角獣ユニコーン」

　ユニコーンとは角を持った白馬のことだろうか。幻げん想そう的てきで美しいが魔物に分類される──。

　リーゼとジュストは意味深げに視線を交かわす。一連のやりとりにどのような意味があるのか、リシュリーにはわからなかった。それよりも宮きゆう殿でんへ帰る準備がしたい。しかし、どうしてか上着や長ちよう靴かを返してくれと言いにくい雰ふん囲い気きになっている。

　やがて筆頭バトラーが猫ねこのような瞳ひとみを向けてくる。その表情はやや硬かたいが、言葉に躊ちゆう躇ちよはなかった。

「リシュリー殿下は、一角獣の血を持っている魔物です」

「え……。どういう、ことだろう？　すまない、話が吞み込めていなくて」

　リーゼの言葉があまりにも理解できず、魔物呼ばわりするという極めて無礼なことにも怒る気が起きなかった。一角獣など見たこともない。まるで無関係のものだ。戸惑っていると、これ以上ないほど甘い声を出すジュストが、優やさしく手を取ってくる。

「殿下。──リシュリーちゃん。驚かないで……まだ生えかけだから、そっとね」

「な、に？」

　急に、たとえようのない不安に襲おそわれた。生えかけとは、なんだ。治まっていた血がふたたび騒ぎはじめる。

　ジュストはリシュリーの手を額のほうへ持っていく。やめてほしかった。そこには瘤こぶのようなものが、否いな、硬い芯しんを持った異物がある。今は触りたくない。

　ジュストに取られた手が震えだす。魔物専門の医師という彼は、困ったように笑う。

　そうして前頭部に触れさせられた瞬間、ぞくぞくと悪寒が走った。

「──!!　な……なんだこれはっ」

　指先にあたるそれは硬く、鋭く尖とがっていて、明らかに前頭部から突出している。

　生なま温ぬるい熱を持ち、ぬるぬるとした粘ねん液えきのようなものを纏まとっていた。

「手を放せ、放してくれっ……！」

　ばっ、と腕うでを振ってジュストの手から逃のがれる。指先に残る不気味な感触を消したくて、寝しん台だいのシーツに手をこすりつけた。でも、消えてくれない。拭ぬぐっても拭っても指先にこびりついたままの、「角」の感触──。

「なぜだっ、なぜこんなものがある!?」

「落ち着いて。角が生えたのはリシュリーちゃんの身体に流れてる一角獣の血が濃こくなってるからだよ。詳くわしい事情はわからないけど、お父さんかお母さんのどちらかが──」

「違ちがう！　私は人間だっ。これは魔物のウィルスのせいではないのか！」

「魔物のウィルスなど存在しない。ウィルスには侵されていないと、ご自身も言っていたではありませんか。症状は一年前からあらわれていたのでしょう」

　ジュストは落ち着かせようとしてくれたが、リーゼは冷れい徹てつだった。その低い声に、とどめを刺されたようになる。

「人間と魔物のあいだに生まれた新個体にあらわれる魔力や魔物の特とく徴ちようは千差万別です。母親の胎たい内ないにいるときから強い魔力を持つ者もいれば、壮そう年ねん期になってようやく特徴が出る者もいる。殿下のように成人して数年以内に変異するのは、さして珍めずらしいケースではない」

「そんな、……そんなはずないっ。なぜだ……！」

　信じられるはずがなかった。それでも角の存在は克こく明めいに感じ、血は作り替かえられるみたいにざわめいている。取り乱すリシュリーを宥なだめるように、サリバンやジュストが口々に言う。

「ユニコーンならいいじゃない。あの一族は昔から綺き麗れいどころが揃ってるしさ、かわいいリシュリーにぴったりだよ」

「一角獣の角にはいろいろなものを浄化する魔力があるの。棲せい息そく数が減ってるし、本当に貴重なものなんだよ。だから大切にしなきゃ。──って、今はまだわかんないよね……」

　そのようなこと、わかるはずがない。一角獣のことなど知りたくもなかった。リシュリーを魔物扱いする彼らの言葉に一層心を乱される。

「噓うそだっ……！　頼むっ、噓だと、誰か──」

　リシュリーは人目も憚はばからず激しく狼ろう狽ばいする。ジュストや竜たちはなにも言わなくなった。

　角が生えた怪かい異いな姿を見られたくない、ここを逃にげ出したい。でも行くあてがどこにもなかった。すぐにでも帰るはずだったアルカナ大帝の宮殿群が果てしなく遠くなる。

「楽にしてもらったのに、申し訳ないが……、一人にしてもらうことは可能だろうか……」

　そう言うのが精せい一いつ杯ぱいだった。また眩暈がする。リシュリーは両手で顔を覆う。

　どうあっても受け入れられない。こんなことは絶対に起こり得ない。

　顔を覆ったまま、首が折れそうなほどうなだれた。リーゼの溜ため息が落ちてくる。

「明日、再度陛下にお会いしますので、そのとき確認を取ります。──おい、空いてる竜の巣、準備しろ」

　そこから一人になるまでは、あまり記き憶おくがない。

　ジュストの手を借りて汗あせまみれの服をすべて脱ぬぎ、スモックのような寝しん衣いを着た。

「竜の涙の効果は長いと思うけど、また苦しくなったらちゃんと言ってね。僕、今夜はずっとさっきの部屋に──医務室にいるから、真夜中でも明け方でも来てくれて大だい丈じよう夫ぶだよ」

　ジュストの言葉に、ちゃんと返事をしただろうか。それさえ曖あい昧まいだった。

　竜が使うという部屋は、ばかみたいに広くて、手鏡がどこにあるのか見つけられない。

　手鏡を探しつづけて身体からだが冷えきったころ、部屋の奥に風ふ呂ろや洗面台があることにようやく気づく。躍やつ起きになって鏡をのぞき込む。

　鏡に映ったその姿はリシュリーの世界を終わらせるのに充じゆう分ぶんだった。

「あ……ぁ、そんな──」

　生えかけとはいえ、はっきりとわかる角。それだけではなかった。耳じ殻かくが不気味に尖っている。これでは小説の挿さし絵えで見た悪魔と変わらない。そして、奇き異いな光を帯びる淡たん緑りよく色しよくの瞳。

　鏡に映っているのは人間ではない、どこからどう見ても魔物だ──。

　鏡を割りたくなる衝しよう動どうを堪こらえ、洗面台を離れる。這はうように歩いて寝台に突っ伏したとき、額に痛みを覚えた。

「く、っ」

　角が寝台にぶつかったのだ。忌いまわしいこれを無視しようと思うほどに、存在を主張してくる。腹が立ってしかたない。角が当たらないよう横おう臥がし、頭まで毛布をかぶった。

「う……ぅっ……」

　なぜ、どうして、この身に一角獣の血が存在しているのだろう。

　魔ま物もの狩りを行う帝てい国こくの王と一角獣が交わるなんて絶対に起こり得ない。それは魔物の血が流れているリシュリーの身体からだに、アルカナ大帝の血が一いつ滴てきも入っていないことを意味する。

　自分だけ王家の血を引いていないかもしれない──今まで浮うかんでは必死に抑おさえつけてきた不安が、想像したこともないような残ざん酷こくな形で現実となる。

　アルカナ大帝の冷れい淡たんな態度も、リシュリーに見向きもしないことも、首を絞しめてきたのも、魔物の血を持つリシュリーが憎にくいからに違いない。

　不安に潰つぶされそうになるたび己おのれを奮い立たせ、真しん摯しに堅けん実じつに生きてきた。それなのに、なぜこれほど酷ひどい仕打ちを受けなければならないのだろう。

『ドラゴンギルドに隔かく離りせよ』──実の父と子ではないと、王家の者ではないと宣告されたようだった。否、リシュリーはもう人間でもない。

「私は、何者なんだ……誰の子なんだっ……」

　陽ひが完全に落ちて、広い部屋は闇やみの一色になる。

　冷えきった心と身体が、膨張する絶望と悲しみに押し潰されていく。

　どれほど異母兄たちに疎うとまれても、底の見えない不安に苛さいなまれても、逃げずにここまでやってきた。しかし今、リシュリーは明確な意志を持って逃げる。そうしなければ心が壊こわれてしまう。縋るように白銀のロケットを握りしめ、まぶたをかたく閉じた。










　残酷な現実から逃げてきたリシュリーは最も大切にしている夢を見る。

　七歳のリシュリーは、その日も異母兄たちにからかわれて泣いていた。

　また実母のことを悪く言われたのだ。自分のことなら幾いくら悪く言われても耐たえられる。でも母親のことだけは言われたくない。悪く言う兄たちを止められない自分が情けなくて、リシュリーは茂しげみに隠かくれて泣いていた。

　すると近くから『キーィ』という奇き妙みような啼なき声がした。しゃがみ込むリシュリーの脚あしにふわふわとしたものが当たる。いつの間にかすぐ横に、丸くて黒いモコモコの塊かたまりがあった。

『わっ……。び、びっくりした。なんだろ……犬？』

　それは犬と呼ぶには大きくて、仔こ馬うまと呼ぶには小さすぎた。上半身は真っ黒の鱗うろこみたいなもので覆おおわれていて、前まえ脚あしには小さな鉤かぎ爪づめがある。でも下半身や後脚には黒い獣じゆう毛もうが生え、獅し子しのような尻尾しつぽも黒色だった。

　よく見れば、角と翼つばさがある。その不思議な生き物の正体に気づいたリシュリーは驚きすぎて思いきり尻しり餅もちをついてしまった。

　──ど、どうしよう！　まっ、魔物だっ……！

　魔物に近づいてはならない、魔物を見つけたらすぐ大人に報告しなければならない──家庭教師からきつく言われていた。でも小さな魔物は丸くなったままで、リシュリーを襲う気配はまったくない。

　よく見れば後脚の付け根の部分だけ、ふわふわの獣毛がなくなっている。そこには火傷やけどのような傷があった。魔物が動かないのは怪け我がのせいかもしれない。

『けがしてるの？　ねえ、大丈夫？』

　恐おそる恐る話しかけると、魔物がこちらを見た。夢のように美しい金色の瞳だった。

　動物は傷を舐めて治すと図ず鑑かんで読んだことがあるけれど、この魔物は舌が届かないのかもしれない。もしそうなら治るのが遅おそくなる。どうにかしてあげたかった。

『ここにいると見つかっちゃうよ。──あっ、そうだ、わたしのひみつの塔とうへ行こうよ』

　魔物をのぞき込むと、『キゥー』と言った。もしかしたら『ほっといて』という意味だったかもしれない。でもリシュリーには『行きたいな』に聞こえた。

　リシュリーはうんと力を込めて魔物を抱だき上げ、〝異い端たんと罪〟の塔へ駆かけていく。

『ふー。重たいなあ。ちょっと休きゆう憩けい』

　リシュリーは途と中ちゆうで階段に腰こしかけ、息を整えた。すると小さな魔物は自分で飛べるぞと翼を動かし、『ンー、ンー、キァー』と啼きながらじたばたする。

『あっ。こら、じっとしてなさいっ。あともう少しだから大丈夫だよ』

　尖せん塔とうの天てつ辺ぺんに着くと、心地ここちいい風が吹ふいていた。

　リシュリーは魔物を抱いたまま座り、ひんやりした石の壁かべに掌てのひらをあてる。そうして冷たくした掌を、熱を持っている傷口にそっと当てた。

　魔物が驚おどろいたのは最初だけだった。小さな前脚でリシュリーの衣服をぎゅっと握にぎり、金色の瞳ひとみをきょろきょろさせる。傷口は本当に熱くて、掌がすぐに温ぬるくなってしまう。リシュリーは冷たい石の壁と、魔物の火傷を何度も往復した。

『痛いのに泣かないなんて、えらいなあ。わたしもそなたのように強くなりたいな……』

　もう片方の手で黒色のふわふわを撫なでると、尻尾がくるんと腕うでに巻きついてくる。まぶたを閉じて、じっとしている彼は、なんという種類の魔物だろう。

　黒い鱗みたいなものは美しくて、きらきらと煌きらめく金色の砂が入っていた。

　少しだけ竜りゆうに似ているけれど、きっと違ちがう。強いから、絵本に出てきたグリフィンという名の魔物かもしれない。絵本の中でグリフィンは勇者に退治される悪者のように描えがかれていたけれど、リシュリーは格好いいと思った。まぶたを閉じている彼にも訊たずねてみたくなる。

『ねえ、名前はある？　わたしはリシュ……、──あ。寝ちゃった』

　小さな魔物はリシュリーの衣服を握ったまま、鼻をスピスピと鳴らして眠ねむっていた。痛みに耐えている姿より、心地よさそうに眠っている姿のほうがずっと嬉うれしい。

　リシュリーは魔物が眠ったあとも繰くり返し傷口を冷やす。そうしているうちに眠気がやってきた。両腕で魔物を優やさしく抱き、まぶたを閉じる。

　魔物は怖こわくない。とても綺麗で格好がよくて、ふわふわだ。起きたら名前を教え合って友達になろう──そう決めて、リシュリーはまどろんでいった。







　誰だれかが白金髪を撫でてくる。その感かん触しよくに誘さそわれて、リシュリーは少しずつ覚かく醒せいした。

　髪かみに触ふれてくる拙つたない指先の動きは、嫌いやなものではない。

　夢と現実のはざまをたゆたいながら考える。長く眠ってしまったようだ。今が深夜であることは、周囲に漂ただよう静せい寂じやくと夜気の冷たさで充分にわかった。

　毛布に包まれた身体がうっすらと汗を滲にじませている。微熱もあるようだった。

　目を閉じたまま白銀のロケットを捜さがす。夢の中で小さなファウストに会えたことは嬉しかったけれど、リシュリーが本当に会いたいのは現在の彼だった。

　雷らい鳴めいは聞こえてこない。ファウストはどこでなにをしているのだろう──。

　ふいに、拙い動きで髪を撫でていた指先が前頭部に触れてくる。リシュリーは、はっとまぶたを開いた。

「……！」

　暗い部屋でも夜目が利きくリシュリーには見える。寝しん台だいの脇わきに立って長ちよう軀くを屈かがめてくるのは、褐かつ色しよくの肌はだの男──否いな、黒髪から立派な角を伸ばした、魔ま物ものだった。

「ファウスト……!?」

　まだ夢を見ているかと思った。ファウストが前頭部に触れてきている。でも不思議と抵てい抗こうする気は起きず、手を撥はね除のけたいとも思わなかった。サリバンに触れられそうになったときは身体からだが勝手に動くほどの拒きよ絶ぜつ反応があったのに、なぜこんなにも違ちがうのだろう。

　驚いた勢いのまま上体を起こすと一いつ瞬しゆんの眩暈めまいを覚えた。

「どうやって……どこから入った？　誰かに見られはしなかったのか？」

「そこの大きな窓から入った。確かく認にんしながら岩の壁を登った。誰にも見られてない」

「岩の壁とは？　……あ。そう……か、ここは──」

　訊ねた直後、今いる場所がアルカナ大たい帝ていの宮きゆう殿でん群ではなくドラゴンギルドであることに気づく。なぜ自分がここにいるのかも思い出した。ファウストとまた会えたのは嬉しいことのはずなのに、落らく胆たんのほうが勝まさってしまう。

　ファウストは、黒のニットと黒いスラックスを身につけていた。今夜は最初から人型で行動しているようだった。どのようにしてリシュリーがここにいると知ったのだろう。ドラゴンギルドが余所よそ者ものの侵しん入にゆうを許したことも不思議だった。

　見つめたファウストは、やはり表情をあまり変えない。しかし金色の瞳には驚きよう愕がくがあった。

「リシュリーは人間ではなかったのか」

「………。私もそう思っていたが、違ったよう、だ……」

「子供のときと匂においが変わったのはそのせいか」

　夢の中では忘れられていたのに、現実に戻もどった途と端たんに自分が魔物であることを思い知らされる。この事実をどのようにして受け止めたらいいのか、本当にわからない。

　いっそのこと消えてしまおうか──自棄やけを起こしたリシュリーは自じ嘲ちよう気味につぶやいた。

「こんなところまでなにをしに来た？　私を殺すためか。それでもかまわない──」

「命令があって来た。おまえに角があるか確かめろと」

「……っ！　誰に言われた!?」

　極きわめて冷静なファウストが放つ淡たん々たんとした言葉に衝しよう撃げきを受け、寝台から飛び降りるようにして長軀の魔物に詰つめ寄った。

「昨日そなたに命令した者か？」

「そうだ」

「誰なんだっ？　教えてくれ！」

　見られた、見られてしまった──リシュリーはかつてない焦しよう燥そうに陥おちいる。倒たおれたときにこの怪かい異いな姿を見た者がいる。それ以外は考えられない。

「誰だ？　陸軍将校か、政府の高官かっ？　ファウストに命令したのは誰だ!?」

「知らない。男と言っただろうっ……なぜ同じことを何度も訊きく？」

「あ、っ……」

　必死で問い質ただすリシュリーの形相は酷ひどいものだったに違いない。距きよ離りを取ろうとしたファウストが肩かたを押してくる。頼たよりない細身は、加減を知らない大きな手に容易に突つき飛ばされた。

「痛……」

　絨じゆう毯たんが敷しかれている床ゆかに倒れ込み、肘ひじを強く打ってしまった。ごつ、という鈍にぶい音を聞いても、どうすればいいのかわからないようで、ファウストは立ち尽つくす。彼の困こん惑わくと肘に響ひびく痛みがリシュリーの興奮を冷ましていく。

「男」が誰なのか、まったくわからない。しかしファウストが自分の意思ではなく、常に命令で動いていることだけは確実にわかった。

　隠かくしたり庇かばったりする様子は見られないから、ファウストにとっては本当にただの「男」なのだろう。名も知らされていないかもしれない。もしそうだとすれば、普通は疑問も抱いだくし抵抗する気持ちも生じる。でもファウストは「男」への疑心を持っていないようだった。

　本当に機械のようで悲しくなる。幼いころに捕ほ獲かくされ、教育や洗脳を受けたからだろうか──今のリシュリーでは、そう考えることしかできなかった。

「ごめん。そうだ、男だったね。もう訊かないようにするよ」

　角を見られたことの焦燥と興奮を抑おさえて、ゆっくりと言った。ファウストも困惑を消し、静かな声で訊ねてくる。

「なぜ誰も呼ぼうとしない」

「そんなことをしたらファウストが捕つかまってしまう。私は、そなたのことを誰にも教えたくない。二人でいろんな話がしたいんだ……」

　心からの言葉を伝えると、ファウストが絨毯に膝ひざをつき、抱き起こしてくれた。腕うでをつかまれても痛くない。強すぎる力を抑えようとしているのがよくわかる。

「俺は角があるか確かめろという命令でここに来た。でも、今はそれはいい。俺にはもっと確かめたいことがある」

「ファウストの確かめたいこと？　それはなんだ？　私に手伝えることはある？」

　機械のような言いかたしかしない彼の口から、「確かめたい」という意志の籠こもった言葉が出てきた。リシュリーはそれに喜びを感じる。もう絶望と混乱しかないと思っていたから、余計に嬉しかった。ほんの少し笑うと、ファウストが抱だきしめてくる。

「ファウスト……？」

　絨毯に座ったままのリシュリーは、膝をつく魔物の脚あしのあいだにおさまってしまった。大きな手がうなじにあてられる。すん、と匂いを嗅かぐ音と、深い吐と息いきがひとつ聞こえた。

「──俺は、リシュリーを俺だけのものにしたい」

「え、っ……？」

「洞どう窟くつで離はなれてからここに来るまで、リシュリーのことばかり頭にあった。こんなのは初めてだ。なぜこうなるのか、わからない。だからおまえに会って確かめたかった」

　思いもよらないことを伝えられて、ひどく戸と惑まどってしまう。でも、戸惑っているのはファウストも同じのようだった。その言葉は拙いけれど、どうにか伝えようとしているのがわかる。身体が熱いのは目覚めたときからある微熱のせいだと思いたい。リシュリーを包む長い腕に力が込められる。鼻先に触れている胸むな板いたが、ぐっと膨ふくらんだ。

「リシュリーを俺のものにしたい。でも俺には、なにも持ってはいけないという決まりがある。欲しいと思ってはならない。思ったことなかった。それなのに、どうすればいいっ……」

　ファウストは、これまでの彼からは想像できないほどの強い苛いら立だちを見せる。びくりと身体が震ふるえてしまったが恐おそろしくはなかった。

　誰だれがそのようなことを決めたのか訊たずねようとして、それを吞のみ込む。きっと同じ「男」だ。

　──本当に、いったい誰なんだ……。

　ファウストを感情のない機械のように操あやつり、自由を奪うばい、命を奪わせる──姿の見えない男に憤いきどおりを覚えた。

　悔くやしいが今のリシュリーは殊こと更さらに非力で、男にはなにもできない。でも、ファウストが人間を殺害することは止められる。止めなくてはいけない。これ以上は殺あやめてほしくなかった。

「ファウスト」

　彼の苛立ちを消したくて、ゆっくりと名を呼びながら背に手を添そえる。ファウストは抱きしめてくる腕の力を一層強くした。

「どうしたらリシュリーは俺だけのものになる」

「………。私の頼たのみを聞いてくれたら……、──人間を殺すことは、やめられるか？」

「人間を殺し建物を燃やせという命令がある」

「でもファウストは私を傷つけろという命令があったのに、助けてくれただろう？　同じように──」

「それ、は……おまえ、だから、だっ」

　苦しそうにしてまた声を荒あららげる。命令と、上手うまく制せい御ぎよできない自分の感情のあいだで揺ゆれているようだった。ファウストの感情が動くことには喜びがあるけれど、つらい思いはさせたくない。リシュリーは広い背を撫なでて言う。

「ごめん。悩なやませてしまったね。そしたら私のときのように攫さらって、どこかに置き去りにするんだ。それで人間は充じゆう分ぶんに傷つくし、弱ければ死ぬ。ファウストは雷かみなりを使わなくても命令を実行できるんだよ。だから雷で人を打たないと約束してほしい……」

　本当は火災も起こさせたくないが、すべてを一度にやめてしまったら「男」に疑われてしまう。人間へ向けて雷を打たせないことが最優先だった。

　ファウストはしばらく黙だまり込む。苛立ちながらも考えてくれているのがよくわかるから、そのあいだ背を撫でつづけた。

　やがて腕の力をゆるめ、リシュリーの瞳ひとみを見つめて、薄うすい唇くちびるを開く。

「……雷で打たない。置き去りにする」

「ありがとう……！　あとひとつだけ、頼みがあって……ファウストと私のことは、誰にも言わないでほしい。私も絶対に言わないから。二人だけの秘密にしよう」

　ファウストを操る男に知られたくない思いもあるが、それ以上に、純じゆん粋すいに二人だけの秘密にしておきたかった。幼いころ一いつ緒しよに過ごしたことも奇き跡せき的てきな再会を果たせたことも、今こうして言葉を交かわせていることも、とても大切だから、誰にも知られたくない。

　ファウストも同じ思いでいてくれたのだろうか、躊ちゆう躇ちよなくうなずいた。

「二人だけの秘密にする。雷で人間を打たない」

「うん。約束だよ」

「ふたつの約束を果たせば、リシュリーは俺だけのものになる」

「それ、は──、あっ」

　なにも言えないうちに絨毯に寝ねかされ、ファウストの長ちよう軀くが重なってくる。身体からだが強こわ張ばったのは一いつ瞬しゆんだけで、どうしてか抵てい抗こう感かんはなかった。

　自分が魔ま物ものであることは絶対に受け入れられない。アルカナ大たい帝ていとのつながりが断たたれたことを思うと、今もまた心が乱れそうだった。でも身体はリシュリーの心と頭を置き去りにして、魔物であるファウストの肌はだに馴な染じみはじめる。

「ん、……」

　すでに形を変えているそれを強く押しあてられても嫌いやではなかった。昨夜と同じように厚い胸板に鼻先を埋うずめ、濃のう厚こうな魔物の匂においを吸い込めば、眠ねむる前の途と方ほうもない悲しさや寂さびしさが薄くなっていく。

　ファウストの顔が間近に迫せまる。その眦まなじりには、昨夜はなかったはずの鱗うろこのようなものが浮うかんでいた。褐かつ色しよくの肌に馴染む、黒い鱗。見み惚とれていたら、薄い唇が重なってきた。

　深く口づけながら互たがいの服を脱ぬがしていく。床には厚くて柔やわらかな絨毯が敷かれているので痛くない。発熱と、ファウストに呼び起こされた熱とが綯ない交ぜになる。

「あっ……、あっ……」

　褐色の長軀と白い裸ら体たいをぴったり密着させる。ファウストが腰こしを揺らせば、濡ぬれた二本の茎くきがこりこりと互いを撫で合った。たまらなく気持ちいいけれど、少し気がかりなことがある。

「ファウスト。昨夜みたいに……、こぼせない」

「どういうことだ？」

　ファウストが頭を下げ、胸の尖とがりを吸いながら訊ねてくる。もう片方の乳ち首くびを指で挟はさまれて、勝手に背が反ってしまった。

「んんっ……ぁ、──絨じゆう毯たんを、汚よごしては、いけないから」

「わかった。汚さない」

「あ！　ファウスト、ちが、ぅ……」

　リシュリーは体液を放出しなくてかまわない。普ふ段だんから性的な衝動は少なくて、抑えることもできるから──そう言おうとしたのに、ファウストがさらに下がっていく。

「ひ、……ぁ、……あっ、あぅ」

　茎を吞み込まれ、長い舌であやされると、信じられないほどの蜜みつ液えきが漏もれてくる。受け止めきれない快感と淫みだらな感かん触しよくに悩まされて、リシュリーは身を捩よじらせた。

　ファウストの唾だ液えきとリシュリーの蜜液の混ざったものが、とろとろと尻しりの割れ目を伝っていく。後こう孔こうに触ふれられた瞬間、びくんっと腰が跳ねた。粘ねん液えきを纏まとうファウストの指がそこを何度も撫でてくる。茎を強く吸われたまま、長い指を挿そう入にゆうされた。

「ああぁ、っ──」

　異物を入れられた恐きよう怖ふは確かにあるのに、淡たん白ぱくな身体が、あっという間に絶頂へ連れて行かれる。ファウストはリシュリーの体液をごくりと喉のどを鳴らして飲んだ。多量に分ぶん泌ぴつされる己おのれの先走りをこぼさないように掬すくい取り、それを後孔に塗ぬりつけてくる。

「リシュリーを俺だけのものにする。その証あかしをおまえの中に出す」

「──あ、……あっ、ファウスト、っ……」

　発情したファウストはひどく急いていて、亀き頭とうをあてると同時に腰を進めてくる。痛みと未知の感触と、強い圧あつ迫ぱく感かんに涙なみだが出そうになった。　>>>♥

「気持ちいい。リシュリー。おまえと、つながっているところが、いい……」

「ん……ぁ、あ」

　ファウストが逞たくましい腰を打ちつけるたび、白銀のロケットが激しく揺れる。痛みがあってもかまわない。頭はまだ信じがたいと考えていても、心と身体は再会できた喜びをようやく感じていた。リシュリーは手を伸ばし、褐色の肌に残る刻印を優やさしく撫でた。

「あっ、あっ」

「──っ！」

　尻を何度も叩たたくようにしてファウストが精液を漏らす。リシュリーの中に流れ込んでくるファウストの魔力は強くて濃厚で心地ここちいいとさえ感じてしまう。

「リシュリー。このまま、あと一度」

「うん……」

　強きよう[image: 靭]じんで美しい黒の魔物、キマイラ・ファウスト。彼が、人間と魔物のはざまで迷子のようになってしまったリシュリーを、この世界につなぎ止めてくれる──。

　それから二度果てたファウストが発情を終え、体内から陰いん茎けいを抜ぬいても、リシュリーの熱は冷めないままだった。熱くなるばかりのこれは、竜の涙の効力が消えたことによる発熱だとわかる。身支度を終えたファウストが寝しん台だいに寝かせてくれた。毛布をかけ、屈かがんで目の高さを合わせてくる。

「なぜそんなに苦しそうにしている？」

「高い熱が出てる……頭が痛い。角が生えたせいだ」

「どうすれば治まる？　リシュリーの熱と苦痛が治まるなら、なんでもしてやる」

「………」

　眦に浮かぶ鱗を見つめながら考える。姿形が少し異なっているだけで、ファウストは本当は竜りゆうかもしれない。

　容易にギルド内へ侵入したこと、そして誰もこの部屋へ来ないのは、竜たちが異質なものが侵入したと感じていないからでは──彼が竜に近い存在だからではないだろうか。

　竜の涙は薬。竜は、魔物に頼まれて初めて泣くと教えられた。

「ファウストの涙が欲しい」

「涙は、どうやって出せばいい」

「私に涙を与あたえたいと思ってくれたら、きっと出るよ。私も願うから……」

　リシュリーは白銀のロケットを握にぎりしめる代わりに、ファウストと手をつないで願った。

「なんだ、これは。目から──」

　ファウストの黒いまつげから、満月を溶かしたような金色の雫しずくが生まれてくる。それがあまりにも美しくて、リシュリーは舐なめとることを忘れてしまいそうになった。

　自分の瞳から涙が出たことにファウストは驚おどろいていた。その瞳に口づけて金色の涙を舐めとると、熱が下がり、角の生え際ぎわの痛みも薄くなって、リシュリーは心の中で静かに驚きよう愕がくする。

「………。ありがとう。ファウストのおかげで楽になれた」

　サリバンの涙を飲んだときのように完全な回復はしない。でも、やはりファウストは竜だと思う。少なくとも、竜の血を持っている──そう考えて、背に冷たいものが走った。

　上半身は竜、下半身は獅し子し。キマイラという魔物。

　交雑種が多くいる魔物の中で、竜だけは交配が不可能と聞く。

　純血を守りつづける、絶対的存在の竜。その竜の血を、ファウストは〝半分〟持っているかもしれない。

　では、もう半分は？　それ以前に、決して混ざることのない竜の血が半分になる理由は──。考えるのが怖こわくなる。このままでは恐おそろしいところへ至ってしまう。でも、その恐ろしい場所にファウストは囚とらわれているということだ。本人は囚われているという認にん識しきもないまま……。

「楽になったなら、ちゃんと眠れるか」

「うん。大だい丈じよう夫ぶだよ、ありがとう」

　ファウストは自分のことをキマイラという魔物だと信じ込んでいる。それが真実なのか、または竜なのか、ここで答えが出るはずもない。妄もう信しんに近い彼の考えも少しずつしか変えられないだろうし、リシュリー自身のことも含ふくめて、落ち着いて思考する必要がある。

　リシュリーには信しん頼らいできる者がいなかった。ファウストを捕らえて放さないものがなんなのか、その正体を調べ、自分の目で確かめたい。

「ファウスト、私は──」

　激しい交合のあとにファウストの涙を飲んだせいだろうか、抗あらがえない眠気に襲おそわれる。

　見送りたいのに、それもままならない。ファウストの姿がぼんやりと霞かすんでいく。

　なぜか少しだけ、苦しそうな声が聞こえた。

「薬が切れる。また会いにくる」

「くすり、というの、は──」

　また「薬」と聞こえたような気がした。リシュリーは意識を手放す。その瞬間、懸けん命めいに唇を動かした。

「かみなり、で、傷つけたら、だめだよ……」

「わかってる。リシュリーと約束した」

　ファウストの気配が寝台から離はなれ、大窓のほうへ移る。そのとき、バンッ、と大きな音がして、部屋の扉とびらが開かれた。

　部屋に入ってきた誰かが怒ど鳴なっている。大窓がガタガタと揺ゆれる。しかし眠りの淵ふちに落ちたリシュリーには、なにが起こっているのかわからなかった。




　　　　[image: †]




　リシュリーは昏こん々こんと眠る。

　夢はなにも見ない。小さな魔物も──五歳のファウストも夢にあらわれてくれなかった。

　衝しよう撃げきと絶望、激しい情動と不ふ穏おん。立てつづけにリシュリーを混乱させる出来事から無意識に逃にげているのだろう、夢の中は闇やみの一色だった。

　真っ暗闇でも、少しも恐ろしくない。なにも考えずに済むから居い心地ごこちがよかった。このまま闇の底に、いつまでも横たわっていたいとさえ思う。

　しかし、どこかで聞いた甘ったるくて優やさしい声に、闇の底から無理やり引き上げられた。

「リシュリーちゃん、そろそろ起きて。もう一時を過ぎたよ？」

「う、……」

　カーテンの開く音が聞こえて、眩まばゆい陽光にまぶたを撫なでられる。目を覚ましたリシュリーの瞳に映ったのは、色いろ褪あせた天てん蓋がいではなかった。

　驚いて弾はずむように身を起こす。下半身にこれまで経験したことのない違和感を覚え、そして深夜の出来事を思い出し、顔が一気に熱くなった。

　絨毯に情事の跡が残ってはいないだろうか。焦あせってそこを凝ぎよう視ししていると、細身をテール・コートで包んだバトラーが近づいてくる。アプリコットオレンジの髪かみを耳にかけながら言った。

「気分はどう？　少し顔が赤いけど、熱がまた出てる？」

「……い、いや、熱はない。大丈夫だ」

「そう。昨夜のサリバンの涙、よく効いたみたいだね。ボスたちが帰ってくるまでに、お風ふ呂ろと食事を終わらせないと。その前に今から簡単な診しん察さつをするね」

「診察、とは……？」

「あら、リシュリーちゃん寝ぼけてる？　それとも僕のこと憶おぼえてない？　ジュストだよ。魔物専門の医師兼けんバトラーだって言ったでしょう」

「憶えている。魔物専門の……、──魔物、か」

　自分で言葉にすると落らく胆たんが一層強くなってしまった。でも、昨日のようなぶざまな狼ろう狽ばいは見せたくなくて、混乱しそうになるのを抑おさえ込む。「頭痛や眩暈めまいはない？」「ない」「どこか、いつもと違ちがうところが増えたとかは？」「ない」と、ジュストの質問に機械的な返事をした。

　診察を終え、バスタオルを手渡してくるジュストが、ほんの少し眉まゆをひそめて笑う。

「気持ちはよくわかるよ。誰だって好き好んで魔物に生まれるわけないよね。特にリシュリーちゃんは二十年以上も人間してきたのに、今日から魔物ですよ、なんて言われてハイわかりましたって言えるはずない」

「………」

「でも、つらいだろうけど、混乱もするけど、変えようのない事実なんだよね。おおげさに言えば、避さけられない宿命、かな？　リシュリーちゃんは一角獣ユニコーンの血を持ってる。浄じよう化か作用のある美しい角も。だから受け入れなきゃ。今すぐは無理でも、毎日、少しずつ。ね？」

　ジュストの声は変わらず甘ったるくて優しいが、今だけはわずかな憂うれいを帯びているように感じた。瞳の色が異なる彼も、避けられないものを抱かかえているのだろうか。

　自分が魔物であることを受け入れる未来が、リシュリーには想像できない。

　身体からだに魔物の特徴があらわれるほどに脳がそれを拒きよ絶ぜつする。頭痛がしてきそうで眉をひそめると、ジュストの指が眉み間けんに触ふれてきて、とんとん、と押された。

「険しい顔だねえ。せっかくの美人が台なし。お風呂、一人で入れる？　身体のすみずみまで洗ってあげよっか？　僕、すっごく上手だよ。暗い気持ちなんて飛んじゃうくらい、うんと気持ちよくしてあげる。どう？」

「け、けっこうだっ……！」

　混乱するリシュリーを気遣ってくれると思いきや、いきなり妖あやしげなことを言うのでびっくりする。あははと軽快に笑うジュストの声を背に受けて、大おお股またで風呂場へ向かった。

　真新しい下着と、バトラーが着用するシャツとスラックスを借り、温かなスープで胃を満たす。そうして陽ひも傾かたむきかけた午後三時半に、筆頭バトラーの執しつ務む室へ通された。

　立派な応接セットのソファには、オーキッドという名の、とても魔物とは思えない愛らしい風竜が座っていた。その隣となりに腰こしかけるサリバンから大型のトランクをふたつ渡される。

「バトラーっぽい格好のおじさんから預かったよ。リシュリーの服だって。自分で届けにきたらいいのにね。ご近所さんなんだしさあ」

「す、すまない……ありがとう、サリバン」

「ったく、どいつもこいつも口やかましい。厄やつ介かい事ごとばっか押しつけてきやがって」

　ソファにどかっと腰をおろし、パイプに火をつける筆頭バトラーは機き嫌げんが悪い。昨日と同様に多くの軍人がいたため、リーゼはアルカナ大たい帝ていと二人で話すことができなかったという。

「さっそく本題に入りましょう。本日の謁えつ見けんで陛下より我が社に下された命令は、黒い竜りゆうの捕ほ獲かく、第四王子の警護、そして第四王子の諸事について穿せん鑿さくおよび他言の厳禁、以上です」

　早々に気持ちが乱れそうになる。最後の「諸事」とは、リシュリーが魔物の血を持っていることや、激変した外見的特とく徴ちようをさしていた。

「いずれも背そむく場合、ギルドは解散となります。陛下のお許しが出るまで、殿でん下かは宮殿群にお戻もどりになれません。我々が黒い竜を捕獲しなければ、陛下は許可を出さない」

　くるくるの巻き毛が可愛かわいらしいオーキッドが、花びらみたいな唇くちびるを尖とがらせる。

「王さまってば、都合よすぎない？　さんざん魔ま物もの狩がりしてきたくせに、自分の息子が魔物になった途と端たんギルドに守らせるなんて。しかもギルド解散って、どういうこと？」

「『黒い竜を捕獲できなければギルドは解散』を陛下に進言したのはバンベックの野郎だ。それを元げん帥すいの爺じいさんが推おし、陛下が発令した。元帥ども、その黒い竜とやらを利用してうちを潰つぶそうとしてる。魂こん胆たんが見え見えだ」

「くだらないことばっかり考えるよねえ。さっさと捕つかまえて帝国軍を黙だまらせちゃおう」

　リシュリーはショックを受ける。ギルドが黒い竜を追うのなら、いよいよ誰だれにもなにも相談できなくなる。ファウストの立場は危あやうくなる一方だった。またバンベックの名が出たことも気にかかる。リシュリーの動どう揺ようなど知る由よしもないサリバンが気だるそうに言った。

「でもあの様子じゃあ、黒い竜ってのを捕まえても、大帝はリシュリーを宮殿に戻さないんじゃない？」

「どうして？」

「さぁね。魔物を狩りながら魔物とセックスして、できた子供を疎うとんで──人間って滅め茶ちや苦く茶ちやするよねえ。ほんと大きらい」

「おい、言いすぎだ」

「リーゼくんだって昨夜ベッドの中で文句言ってたじゃない」

「黙れ。俺は王家に魔物の血が入った理由を知りたい、って言ったんだ」

　リーゼはそう言うが、実子であるとは言いきれない。リシュリー自身がそう感じられなかった。首を絞しめられた感触が蘇よみがえる。

　想像もつかない理由で魔物と知りながら育てた可能性も残っている。しかし黒い竜の件が決着するまでアルカナ大帝の真意は聞けない。それはひどく歯痒かった。

「もう……陛下の実子かどうかも定さだかではなくなった……」

「いや、殿下はまちがいなく陛下の御み子こでしょう。他人と魔物のあいだに生まれた子を育てるなど絶対にあり得ない。とうに狩ってるはずだ。ただ、本当に経けい緯いがさっぱりわかりません。こればかりは陛下にうかがうしかありません。──外見に明らかな違いが出てしまった殿下を、ギルドにゆだねた陛下の御判断は理解するが、黒い竜の捕獲とギルド解散まで言げん及きゆうされるのは敵かないませんな」

　リシュリーが言葉にしたくなかったそれをあっさりと覆くつがえしたが、リーゼはかなり苛いら立だっていた。猫ねこのような瞳ひとみをぐっと細め、睨ねめつけてくる。

「それで。昨夜の件ですが。あれは何者です？　俺は殿下の滞在は許しても、ほかの者の侵入は許してない。それがたとえ魔物であっても」

　必ず問い詰められると思っていたので、ある程度の答えを考えてはいたが、いざ訊たずねられると動揺が表情や声に出そうになった。

「私も眠っていたから、よくわからなかった。誰かが立っているとは感じたが、夢と混同していて……」

「そいつが、殿下を攫さらった黒い竜とやらに関連があると？」

「……すまない。わからない」

「殿下を攫った魔物は、どんなものでしたか？」

　リーゼの矢や継つぎ早の質問に翻ほん弄ろうされて、口を滑すべらせてしまいそうになる。でも二人だけの秘密と約束した。リシュリー自身もファウストの正体がなんなのか、まだわからない。

　しかしドラゴンギルドに対して噓うそをつく必要もない。それは不誠実だと思う。思考のはざまで揺れたリシュリーの返事は、ひどく曖あい昧まいなものになってしまった。

「竜によく似ていると言われたら、そう見える。雷かみなりを操あやつっているようだった」

「雷ね……」

　その日の夜、リシュリーは遠えん雷らいを聞いた。

　ファウストは来ない。わかってはいるけれど、ひどく心配になる。

　どうかファウストが捕らえられませんように、人を殺あやめていませんように──降りはじめた粉雪を見つめながら、リシュリーは静かにそう願った。
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　翌日からも身体の変調はつづき、リシュリーは三日のあいだ、食事と風ふ呂ろ以外の時間を寝しん台だいで過ごすことになる。

　やはり悩なやまされたのは発熱と前頭部の疼とう痛つうだった。幸か不幸か、血脈が騒さわぎ立つことには慣れてくる。魔物専門の医師をしているジュストは、本業であるバトラーの仕事が忙いそがしいだろうに、その合間に部屋を訪おとずれて細やかな世話をしてくれた。

「けっこう熱が出てるなあ。角の生え際ぎわの腫はれはましだけど……関節はどう？　痛い？」

「痛い……。眼球も痛む……」

「うんうん、やっぱり各部位にあらわれるね。つらいだろうけど、自然なことだよ。人間から一角獣に変わるんだもの。でも、あと三、四日で治まるはず。変わりきったら楽になるから、それまで頑がん張ばろうね」

　砂糖菓が子しを思わせるような甘い声でそう言われて、安心しない者はいないとリシュリーは思う。自分が魔物であることのショックは色いろ濃こく残っているけれど、身体からだの変異を一人で抱かかえていたときの押し潰されそうな不安はもうなかった。

　これは自然なことで、数日も経たてば治まるもの──不要の混乱を避さけるために、ジュストの言葉を繰くり返し自分に言い聞かせる。

「午後には竜が帰ってくるよ、また涙なみだを落としてもらおう。あまり効かないかもしれないけど、痛み止めを打っておくね」

「ありがとう。すまない……」

「リシュリーちゃん、かわいいから、うんとサービスしちゃう。元気になったらお返しちょうだいね。カラダで返してくれてもいいよ？」

「えっ」

　ジュストはくすくすと笑って注射を打つ。リシュリーは言葉の真意をつかめず戸と惑まどっていて、注射針を刺さされても痛みを感じなかった。痛みから気を逸そらすのが彼の狙ねらいだったのだろうか、美び貌ぼうの医師は手際よく医い療りよう器具をまとめて部屋を出て行った。

　リシュリーが使っている部屋はドラゴンギルドで働く竜のために用意されたもので、〝巣〟と呼ぶらしい。竜の巨きよ軀くに合わせて作られた寝台や風呂や応接セットは、いずれもかなり大きかった。そして上質のものばかりで、手入れも行き届いている。

　この部屋は三十年前にギルドが設立されたときからの空き部屋と聞いたが、とてもそうは思えない。調度品や窓ガラスは綺き麗れいに磨みがかれていて、リシュリーがいつもの癖くせで見上げた天てん蓋がいは、新調したてのように煌きらびやかだった。

　リシュリーが寝ね込こんだ三日間はジュスト以外のバトラーたちも交代で様子を見にきてくれた。アナベルは金きん髪ぱつ碧へき眼がんが美しく、メルヴィネも青みがかった翡ひ翠すい色いろという、珍めずらしくて綺麗な瞳をしている。不思議なことに、二人からは人間の臭においがしない。同どう年ねん輩ぱいと思われる彼らはひたむきに働く。その日の新聞を用意したり、氷ひよう囊のうを換かえたり、水や紅茶を入れ直してくれた。

　午後からは竜が来る。彼らは「リシュリーの巣に行って涙を落としてこいと、リーゼの指示があった」と言っていた。筆頭バトラーの配はい慮りよを嬉うれしく思ったが、やはり世界最強の魔ま物ものは恐おそろしくて、サロメやバーチェスのことを警けい戒かいしてしまう。

　しかしその中でも、頰ほおを林りん檎ごのように赤くしてにこにこと笑うシーモアだけは、警戒のしようがないほど優やさしかった。

「これね、僕のとっておきのおやつ。リシュリーに早く元気になってほしいから、あげる」

　シーモアはそう言って、丸々とした手で大きいビスケットみたいなものをサイドテーブルに並べていく。最初は美味おいしそうに見えたそれが土でできていると知り、リシュリーは物もの凄すごくびっくりしてしまった。

　土が「とっておきのおやつ」になるのはなぜだろう。土竜ゲノムスは土も食べるのだろうか。

「あ……ありがとう。とても嬉しいよ。大事にいただく」

　かなり動揺してしまったけれど、シーモアの思いやりが嬉しかったのできちんと礼を伝える。シーモアは丸くて甘いホットケーキのような笑えみを浮うかべて照れていた。リシュリーは彼の優しさをきっかけにして、竜りゆうに対する警戒を少しずつ解いていく。

　竜たちに頼たのむと、美しい紺こん碧ぺきの涙や琥こ珀はく色いろの涙を落としてくれた。熱や痛みが引くと同時に抗あらがえない眠ねむ気けがやってきて、リシュリーは夕食もとらずに昏こん々こんと眠る。

　深夜になると目が冴さえ、血が一層騒いで眠れなかったが、それでかまわなかった。

　リシュリーは口元までを毛布で覆おおい、カーテンがおろされた大窓を見つめる。そこにファウストの影かげを想像した。

　ファウストは『また会いにくる』と言っていたが、ドラゴンギルドには絶対に来てはならない。そう考えているのに、大窓から目が離はなせなかった。

「あっ、雷……」

　カーテンに白い閃せん光こうが走る。リシュリーは耳をそばだてた。

　稲いな光びかりのあとに聞こえた雷鳴は、遥はるか遠くのものだった。

　ファウストは今夜、帝てい都とから離れた土地で雷を操っているのだろうか。でも彼はリシュリーとの約束を守ってくれているはずだ。バトラーたちが持ってくる新聞には、落雷による火災や怪け我が人を伝える記事はあっても、死者は記き載さいされていない。

　しかし雷鳴は響ひびきつづける。ファウストの言う「男」が、また彼に命令したのだろう。

　ファウストはなにも感じることなく機械的に雷を落としているのだろうか。

　もしかしたら、男の命令とリシュリーとの約束のはざまで、どうしたらいいかわからなくなり、また苛いら立だっているかもしれない。

　どちらも嫌いやだった。ファウストが兵器のように扱あつかわれるのが許せない。感情の制せい御ぎよを知らない彼を苦く悩のうさせたり苛立たせたりしたくなかった。

「ファウスト……」

　リシュリーは、欠片かけらが入った白銀のロケットを握にぎり、遠雷を聞きながら考える。

　角が生え、耳じ殻かくが尖とがり、瞳ひとみの色が淡たん緑りよく色しよくに変わってしまったからといって、思し惟いや性格まで魔物に侵しん蝕しよくされるわけではない。今も心は大きく揺さぶられているが、リシュリーはリシュリーのままだ。そうあるべきだと思う。身体や生活環かん境きようがこれ以上ないほど激変してしまった今だからこそ、自分の在りかただけは維い持じしたかった。

　リシュリーが頼たよりにできるのは、自身が七年間ずっと行ってきた〝視察〟だけだ。

　魔物になっても、ドラゴンギルドに隔かく離りされても、関係ない。これからも変わらず視察をつづけていく。それが己おのれを見失わないための、唯ゆい一いつの手立てだと思った。

　そして、視察の再開と同時にキマイラのことやファウストの出自について調べる。

　ドラゴンギルドに閉じ籠こもってなどいられない。

　──もう一度、視察を始めよう。自分とファウストのために。

　心を決めると、アルカナ大帝に首を絞しめられた悲痛や、自身が魔物であったことの激しい落らく胆たんが、ほんの少し薄うすくなったような気がした。

　リシュリーはロケットの蓋ふたを開け、欠片を丁てい寧ねいに取り出す。

　黒い半はん透とう明めいの欠片には、綺麗な金の砂が含ふくまれている。窓の外が白く光るたび、欠片にも金色の稲いな妻ずまが走った。遠く離れていてもファウストとつながっているように感じられる。

　鳴りやむまで、聞いていよう──リシュリーは煌きらめく欠片を見つめながら、ファウストが生む遠えん雷らいに耳を傾かたむけつづけた。










　翌朝、身体がふっと軽くなり、リシュリーは目を覚ます。

　その軽快さに驚おどろいて上体を起こした。汗あせの引いた肌はだが、冬の朝の冷気を正確に感知する。

「寒い。……けど、どこも痛くない」

　これまでの発熱や疼痛が噓うそのように消えていた。血が騒ぐ感覚もない。ジュストは『変わりきったら楽になる』と言っていたが、今の状態のことだろうか。

　どこにも異状がない身体は一年ぶりだった。とても具合がいい。角が生えたこと自体が幻まぼろしだったのではないかと、都合のいいことを考えてしまうほどだった。

　リシュリーは寝台をおりて洗面台へ駆かけていく。一いち縷るの望みを抱いだいて鏡をのぞき込む。

「………」

　白金髪プラチナブロンドから出ている角は、半透明ではなくなっていた。なにか、金や銀に煌めくものが混ざっている。金の砂が入っているファウストの欠片は綺麗なのに、角はそう思えない。

　やはりどうしても違い和わ感かんがある。この異様に鮮あざやかな緑色の瞳も。

「大だい丈じよう夫ぶだ。角と耳は帽ぼう子しで隠かくせる。目は……陛下にお会いするときは、伏ふせるしか……」

　いつ会えるのか、ふたたび会えるのかも定さだかではないのに考えてしまう。しかし今はそれを気に病やんでいるときではない。頭を振ふって風ふ呂ろ場ばへ向かった。

　熱い湯をさっと浴び、大型のトランクから衣服を引っ張り出す。白いシャツと細めのパンツを身につけ、長ちよう靴かを履はいた。角と尖った耳殻を隠すため、オーストリッチの羽根が付いた白い帽子をかぶる。白のケープを纏まとい、毛皮の襟えり巻まきと白い手て袋ぶくろをつけた。

　リシュリーは、昨夜に決めたことを実行する。視察の再開──しかし、勝手をしてはならない。筆頭バトラーを説得する必要があった。

　時間を確かく認にんして部屋を出る。壁かべ掛かけ時計は午前七時四十五分をさしていた。

　リーゼはどこにいるのだろう。彼に会う前に、今朝の新聞を確認したい。リシュリーは、すん、と鼻を鳴らし、ドラゴンギルドの中で最も竜の匂においが濃のう厚こうな部屋へ向かう。

　長い廊ろう下かを進み、飴あめ色いろの大階段をおり、エントランスホールを歩いた。

「広いな……」

　これまで混乱してばかりで目に映っていなかったが、今あらためて見るドラゴンギルドは壮そう麗れいだった。竜の体たい軀くに合わせて廊下を広く取り、天てん井じようを高くしているだけではない。そこに施ほどこされた彫ちよう刻こくなどの装そう飾しよくは細密で、大階段の踊おどり場に設しつらえられたフロマン社の振り子ホール時計クロツクや、鈴すず蘭らん型のシェードはいずれも骨こつ董とう品だとわかる。

　少し、アルカナ大帝の宮きゆう殿でん群に似ている。ドラゴンギルドは非常に豪ごう奢しやな結社だった。

　エントランスホールの隣となりにはゆったりとくつろげそうなラウンジがある。反対側はまた長い廊下になっていた。つきあたりに、ひときわ大きな扉とびらが見える。竜たちの濃こい匂いはそこからあふれていた。

　扉をノックすると、ほんの少しの間を置いて開き、中から男たちの声が聞こえてくる。扉を開けてくれたのはメルヴィネだった。

「リシュリーさま……!?　お、おはようございます。体調はいかがですか？」

「おはよう、メルヴィネ。身体からだは回復したよ。三日間、世話になった、ありがとう」

　メルヴィネは大部屋の中へ入るよう促うながしてきたが、なぜか少し動どう揺ようしていた。

　室内の様子に驚く。バトラーたちが忙しそうに動きまわり、信じられないことに竜は全ぜん裸らでうろうろしていた。思えばファウストも平然と裸体を見せてきた。魔物というものには羞しゆう恥ちの心がないのだろうか。

　バトラーたちは竜の裸はだかに慣れきっているようで、誰だれも気にしていない。その中にリーゼの姿は見あたらなかった。

「ここにリーゼはいるかな？　あと、新聞を読みたいんだ。今日から自分で取りに行くので置き場を教えてくれないか」

「えっ！　……し、新聞、ですか」

　メルヴィネは、リーゼの居場所を言い忘れるくらい「新聞」に反応し、泣きそうな表情をする。どうしたのだろう。彼を困らせるつもりはなかったリシュリーは焦あせってしまった。

「あ、買ってこないとだめだったか」

「いえ、ち、ちがいます……新聞は、食堂にもこの部屋にもあります、が……その」

「メル。隠す必要はありませんよ。こういうことは早く知っておくほうがいいのです」

　そのときメルヴィネのうしろに裸の竜が立った。泣きそうになっていた小こ柄がらのバトラーは振り返って竜を見上げ、「サロメ……」と安あん堵どの声を出す。サロメが長ちよう軀くを屈かがませると、清らかな水の香かおりのする銀ぎん髪ぱつが、ヴェールのようになってメルヴィネの肩かたに流れ落ちた。

「リシュリー王子。少し驚くでしょうが、混乱はなさいませんよう」

　サロメがリシュリーに向かって腕うでを伸のばしてくる。水色の鱗うろこが浮かぶ手には新聞があった。

「ありがとう……」

　礼を言って受け取ったが、メルヴィネの動揺とサロメの言葉から、よくない記事が載のっていると知れた。ファウストのことだろうか。それともリシュリーの拉ら致ち事件の続報か──わからないまま新聞を広げる。

　第一面には、いつも通り黒い竜に関する記事があった。【死者・零ゼロ】という一文を探し出して安堵する。

「中を見てください。第三面の噂話ゴシツプではありますが、相当大きく取り上げています」

　サロメの声に従って新聞を広げる。第三面を見たその瞬しゆん間かんに、全身の血が一気に引いた。

【驚きよう異い！　角の発生!?　第四王子に魔ま物ものの嫌けん疑ぎあり】

【魔物の侵しん入にゆうを許したアルカナ王家、終しゆう焉えんの危機か!?】

「──!!」

　大々的に掲けい載さいされた見出しに、心臓を鷲わしづかみにされたようになる。新聞を持つ手が震ふるえだす。この数日で必死に落ち着かせた心と身体が、いとも容易たやすく搔かき乱された。

「なぜだっ、なんでこんなものが載る!?」

「あくまでゴシップです。内容も、怪かい異い嗜し好こう者の心理を煽あおるだけの軽けい薄はくなもの。この新聞は帝てい都とと周辺の都市を中心に配布されるものであり、噂うわさが帝国全土へ行き渡わたるとは考えられません。ただ、新聞社は大きく掲載できるほどの確かな情報を得ているということです。何者かが新聞社へ情報を流した可能性が高い」

　サロメの言う通りだった。彼の落ち着いた声は非常にありがたい。しかし混乱は抑おさえようがなかった。リシュリーは自分が魔物であることを受け入れられていない。触ふれられたくない事実が簡単に暴あばかれることに強い憤いきどおりを感じた。

　いったい、誰だれだ──考えられるのは、リシュリーが倒たおれたときに居合わせた軍人か政府の高官だ。しかし、彼らは本当に角を見たのだろうか。

　生えたばかりの角は今よりも小さくて半透明で、髪かみに隠れていたと思われる。そしてアルカナ大帝によってすぐにマントをかぶせられた。あの状じよう況きようでリシュリーに角が生えたと確実に知るのは難しいのではないだろうか。

　不確かな情報を、どのようにして事実と確定させたのだろう。大帝にマントをかぶせられ、そのままドラゴンギルドに隔かく離りされたリシュリーの姿を見る方法は──。

　──ファウストに……確認させた？

　そのような思いが過よぎる。ドラゴンギルドに侵入し、リシュリーのもとを訪おとずれたファウストは、角の有う無むを確かめる命令を受けていた。軍人または政府の高官が、リシュリーの前頭部に異物を発見し、それをファウストに確認させ、角と判明した時点で新聞社に情報を流す──。

「……っ」

　混乱した頭では上手うまく思し惟いできない。軍人と高官の人数は憶おぼえていても、顔が思い出せない者や、最初から名がわからない者が半数近くいる。

　リシュリーは新聞をくしゃりと畳たたんだ。サロメがメルヴィネの代わりに、筆頭バトラーの居場所を伝えてくる。

「ギルドでは毎朝七時より、竜りゆうとバトラー全員で打ち合わせをします。ですが今日、リーゼは朝の打ち合わせに来ませんでした。これは非常に珍めずらしいことです。おそらくリーゼは新聞記事の件でアルカナ大帝に召しよう致ちされています。すでに宮殿群へ向かっているかもしれません」

「そんな……いくらなんでも早すぎる！」

【魔物の侵入を許したアルカナ王家、終焉の危機か!?】──王家を揶や揄ゆしたともとれる、この心ないゴシップ記事を大帝が読んだというのか。

　大帝は激げき怒どしているに違ちがいない。リシュリーを実子として認めたことを後こう悔かいしているだろう。本当にもう宮殿群へ戻もどれないかもしれない。またアルカナ大帝が遠のいていく。

　そして呼び出されたリーゼは、大帝の怒いかりを一身に受けることになってしまう。

「リーゼと話がしたいっ」

「いるなら執しつ務む室です。場所は知っていますか？」

「サロメ、ぼく案内してくるから、ちょっと待ってて」

「大丈夫だ、執務室はわかる。サロメ、メルヴィネ、ありがとう。仕事の邪じや魔まをしてすまなかった。新聞を借りていく」

　リシュリーは新聞を握にぎりしめて扉を開けた。廊下に飛び出したとき、大部屋に入ろうとしていたバトラーとぶつかりそうになる。顔も見ずに「すまない」と謝った。

「あれっ。リシュリーちゃん、ここにいたんだ？　巣にいないからびっくりしたよ」

「ジュスト……」

「身体が変化しきったみたいだね。でも、しばらく様子を見なきゃ。医務室行こっか」

「……ありがとう。そなたのおかげで早く回復できた。本当に、助かった」

　最初に彼に礼を伝えるべきだったのに、自分のことばかり考えて疎おろそかにしてしまった。

　今もそうだ。ジュストは気き遣づかってくれているのに、リシュリーの頭の中はアルカナ大帝とゴシップ記事のことでいっぱいになっている。

　ジュストが、眼鏡めがねの奥にある紫むらさきと桃もも色いろの瞳ひとみをすっと細める。艶つややかなアプリコットオレンジの髪を耳にかけながら言った。

「リシュリーちゃんって本当に王子さまなんだね。羽根付きの帽ぼう子しかわいい。白くてきらきらの服も似合ってるよ。でもどうして泣きそうな顔してるの？　──新聞、読んじゃった？」

「………。リーゼのところに行かなければ。でも、そのあとすぐに医務室へ行く」

「うんうん、そうしよう。急がなきゃボスが出かけちゃうね」

「ジュスト？」

　美び貌ぼうの医師兼けんバトラーはにっこり笑うと、執務室へ足早に向かう。同行してくれるのだろうか。駆かけ足で追いつく。逼ひつ迫ぱくした状況なのに、ジュストはどこか楽しそうだった。

「アナベルもメルヴィネも、リシュリーちゃんも……うちには危なっかしくてカワイコちゃんの魔物ばっかり来るねえ。ボスが呼び寄せてるとしか思えない」

「えっ……？　それはどういう──」

　詳くわしいことを訊たずねるより早く、ジュストが執務室の扉をトントンッと軽快にノックする。

　室内から聞こえてきた「入れ」という声は、驚おどろくほど低かった。

「おはようございます。──あら、珍しい。ボスが刻み煙草シガレツト吸ってる」

「しかたねえだろ、あと五分しかない。ったく、朝っぱらから呼び出しやがって」

「忙しいところすまないが、少しだけ話をしてもいいだろうか」

　そう頼たのんでも、リーゼは見向きもしない。彼は誰に呼び出されたかを言わなかったが、リシュリーは新聞を差し出して訊ねた。

「召致の理由はやはりこの記事だろうか？　陛下のお怒りは計り知れない。私のことなのに、リーゼが糾きゆう弾だんされてしまう。どうにか避さけられないものだろうか……」

　一度もリシュリーたちのほうを見ずに準備をしていた筆頭バトラーが、ようやく視線を向けてくる。その秀しゆう麗れいな顔には苛いら立だちや怒りを通り越こして、あきれが浮うかんでいた。

「掲載されるおそれはあると見ていたが、こうも早く出るとは思ってなかった。うちを潰つぶしたい奴やつが張り切って新聞社に掲載させたんだろう。誰がやったかは、心当たりが多すぎてわからん。複数人の可能性もある。その記事は殿でん下かやアルカナ王家を陥おとしいれるためのものではない。……が、陛下に御ご理り解かいいただくのは難しいだろう。腹立たしいがちょっと怒おこられてくる」

　リシュリーは、アルカナ大帝がドラゴンギルドへ下した命令を思い出す。

　そのうちのひとつは『第四王子の諸事について穿せん鑿さくおよび他言の厳禁』だった。

　背そむいた場合、ギルドは解散となる。これらの事情を知っている者が、漏ろう洩えいの罪をギルドに着せ、解散へ追いやろうとしているということだ。

　そのためにリシュリーの知られたくない事実を暴き、大帝を愚ぐ弄ろうするような真似まねをしたというのか。強い怒りが湧わいても、ぶつける相手が定められない。

「それなら私が陛下へ手紙を書く。ドラゴンギルドはいっさいの他言をしていないと証書を書くから、持って行ってくれないか」

「ありがたいがそれは別の機会にとっておくとしよう」

「な、なぜ？　そうでもしなければドラゴンギルドは解散させられてしまう……」

「悪いが今の陛下の心情を察するに、リシュリー殿下の書状が功を奏するとは思えない。解散なんぞするかよ。ギルドがなくなって困るのは俺たちじゃなくて人間だ。大規模な自然災害や事故の処理におけるギルドへの依い存そん度がどれほど高いか、それは陛下だってよくわかってると思うがな。──ま、今日はサージェント法務将校が取り仕切る。あいつはギルド擁よう護ご派の筆頭だ、悪いようにはならん」

　リーゼの淀よどみない早口を聞いていると、なぜか逼迫した思いが薄うすくなっていく。書状が役に立たないと言われても、少し落らく胆たんはしたが腹立たしくはなかった。説得力のある言葉のせいだろうか。同どう年ねん輩ぱいに見えるのに、リシュリーのように混乱したり狼狽うろたえたりしない。彼には不思議な強さを感じた。

　ジュストが筆頭バトラーのテール・コートを準備し、うしろに立つ。それに腕うでを通しながらリーゼが訊ねてくる。

「──で？　なんで殿下はそんな格好してるんだ？　巣でじっとしてろって言うつもりだったんだが、完全にうちを出て行くなら止めはしない。その旨むねを陛下に伝えておくが」

「あっ……ち、違う、これは」

　リシュリーはにわかに焦あせる。部屋でじっとしてろなどと言われたら終わりだ。ファウストを捜さがすことはできなくなり、彼の出自やキマイラのことを調べる機会もなくなってしまう。

　心ないゴシップ記事を目まの当たりにして怯ひるんでしまったが、だからといって昨夜の決意をなかったものにはしたくない。自分とファウストのために、絶対に視察を再開する。

　リシュリーは、リーゼの瞳をまっすぐとらえて言った。

「ギルドを去るのではなくて、外出を認めてもらいたい……私は、視察をしたいんだ。主な視察先は、人口の少ない村や地方の小規模な都市などで──」

「視察だぁ？　もうちょっと危機感を持てよ、今誰だれかに知られたら俺だって庇かばいきれねえぜ」

「し、しかし、ずっと隠かくれていては、それこそゴシップを認めたことになる」

「あー、ほんとだ。言われてみればそうだよねえ。堂々としてたほうがいいかも。今まで通りにしてたら、みんな『ああ、やっぱりただの噂うわさかぁ』って思うよね。ゴシップ記事なんかすぐ忘れちゃうでしょ」

　ジュストが援えん護ごしてくれる。シガレットを嚙かむリーゼに猫ねこのような瞳で睨にらみつけられても、彼はしれっと綺き麗れいな笑え顔がおを返す。リシュリーはありがたい援護に重ねて言った。

「幸いこの季節は帽子をかぶるから角も耳も隠せる。視察は十四のときから七年間、ずっとつづけてきたことなんだ。この新聞は地方までは届かないと聞いた。私は遠方の視察を重点的に行いたい」

「ほう」

　筆頭バトラーが、ぴんとつり上がった猫の瞳で睨ねめつけてくる。

「アルカナ王家のお飾かざり人形かと思いきや──、そうでもないのか……？」

　値ね踏ぶみをするように猫の瞳をぐっと細める。リシュリーも見つめ返す。絶対に逸そらさない。

　やがてリーゼは片眼鏡をカチャリと鳴らし、淀みない早口で言った。

「いいだろう、試行してやる。──任務へ向かう竜りゆうに乗れ。任務地における殿下の行動は竜に一任する。あいつらには『第四王子の警護』をすでに命じた。行動可能な範はん囲いと時間は竜の指示を受けること。二、三時間は確保できるはずだ、視察とやらをするといい。竜の任務が完かん了りようすれば速すみやかに帰き還かん──これを数回、試行する。ひとつでも厄やつ介かい事ごとを起こしたら試行は即そく座ざに終了、巣に放ほうり込むからそのつもりで」

「あ……ありがとう！　絶対に迷めい惑わくはかけない、約束する」

「ジュスト、面めん倒どう見てやれ。血・ウィルス・オーバーホールの説明必ひつ須す。帰還後は殿下を風ふ呂ろへ直行させろ。過失は報告しろよ。別べつ嬪ぴんだからって甘やかすな」

「イエス・サー。全部まかせてー。行ってらっしゃい。陛下や軍人さんたちの前であんまりぷんぷんしないであげてね」

　ジュストが甘ったるい声で言うと、リーゼはくわえていたシガレットをジュストの唇くちびるに突つっ込み、コートを持って執務室を出て行った。

「………」

　ふいに、静せい寂じやくが訪おとずれた。甘くて苦いシガレットの薫かおりに一いつ瞬しゆんの眩暈めまいを覚える。

　目覚めてからの一時間が目まぐるしく過ぎ、感情もせわしなく揺ゆれ動いた。まるでこの先も波乱があると暗示しているかのような──。

　思わず大きな溜ため息をつくと、煙草たばこを喫のむジュストがくすくすと笑う。

「ボスが呼び出しを受けててラッキーだったね。急いでたからリシュリーちゃんの視察の件にひとまず許可を出した感じ。ボスの時間に余よ裕ゆうがあったら、説得しきれてなかったかも。呼び出してくれた陛下に感謝しなくっちゃね」

「えっ。……ということは、あとから撤てつ回かいされはしないだろうか？」

「大丈夫、許可した以上はボスだって責任持つから。リシュリーちゃんは今まで通りの視察をしていいんだよ。さあ、脱だつ衣い室に行こう。──あっ、これ、魔ま物ものしか吸わない高級紙巻き煙草なんだけど、吸ってみる？　すっごく美味おいしいよ。人間が吸ったら一発で気絶しちゃうけど」

「い、いい……。遠えん慮りよしておく……」

　この美人のバトラーには、よくも悪くも調子を狂わされる。彼の細い指に挟はさまれたシガレットに目をやった。魔物しか吸わない煙草──ということは、リーゼもジュストも魔物ということになるのではないだろうか。

　なぜかジュストが密着してきて、腰こしに腕をまわしてくる。魔物かどうかを訊ねる機会もないまま執しつ務む室を出た。腰を撫なでてくる手の動きが少々妖あやしいが、ジュストはどこかへ向かって歩きながら話しだす。

「血・ウィルス・オーバーホールについて言っとかなきゃ。でもその前にドラゴンギルドがどんなことをしてるか説明しないとね。あっ、でもリシュリーちゃんは王子さまだからギルドのこと知ってるかな？　リシュリーちゃんから見たギルドって、どんな感じ？」

「ドラゴンギルドは……竜とバトラーによる組織。組織形態は結社だが帝国軍に属する。帝国軍では処理しきれない大規模な天災や人災の対応にあたっている印象がある」

「さすがだね、その通り。天災からの人命の守護に加えて、鉱毒・煙えん毒どくの回収や浄じよう化か、超大型物資の輸送あたりが主な任務だよ。ドラゴンギルドに所属する竜たちは『一匹ぴき』じゃなくて『一機』と数えられるようになって、任務遂すい行こうの代だい償しように各自〝巣〟が与えられるの。リシュリーちゃんが使ってる部屋のことね。ほかにも趣しゆ味み嗜し好こう・遊ゆう戯ぎ・地位・名めい誉よ・議会での発言権・高額な賃金のすべてが保障されるんだよ」

「興味深い……。それらを決めたのは、伝説の魔女と言われる、ジゼルだろうか？　ドラゴンギルドがここまで規模が大きく豪ごう奢しやな結社だとは思っていなかった」

「そう。うちが派手なのも、ジゼルお祖母ばあちゃまの趣味だね」

　リシュリーは高い天井を見上げる。十四歳のときに視察を希望し、アルカナ大帝から接近することを厳しく禁じられたドラゴンギルド。帝国で最も有名で、かつ謎なぞに満ちた、世界最強の魔物の組織を、今ようやく視察しているような心持ちになった。

　飴あめ色いろの大階段をおりるジュストは、丁てい寧ねいな説明をつづけてくれる。

「リシュリーちゃんも知ってる通り、竜の血は猛もう毒どく。触ふれた場合、人間は即死、魔物は悶もん死しする。あの仔こたち、とても大きな身体からだをしてるでしょう？　だから小さな傷から出血しても気づけないの。出動時は問題ないけど、任務を終えた竜に乗るときはよく確認してね。傷を見つけても絶対に触れないこと。出血が多いときは近づかないで。ほかの竜を迎えに行かせるからね。小さな怪け我がを見つけたときは、帰還したらすぐ僕たちバトラーに教えてほしい。竜の血に関しては神経質なくらいがちょうどいいんだ。くれぐれも気をつけてね」

「即死……か。恐おそろしいな。わかった、注意する。傷を見つけたらすぐに報告もする」

「うん、でも触れなければ大丈夫だから。あとは、ごくたまに毒やウィルスを持った虫が鱗うろこに挟まる場合があるの。そういった虫や小さな怪我を見つけるために、バトラーが帰還後の竜をチェックするんだよ。これがオーバーホールね。念のためリシュリーちゃんも帰ったらすぐお風ふ呂ろに入ろう。──はい、ここが脱衣室。ドラゴンギルドの中ちゆう枢すう部ぶだよ」

　説明を聞きながら連れてこられた部屋は、全ぜん裸らの竜がうろうろしていた、あの大部屋だった。

　ジュストが脱衣室の扉とびらを開いたすぐそこに、また裸はだかの竜が立っていて驚おどろく。

「おはよう、ナインヘルくん。中に入りたいからちょっとだけ退どいてもらっていいかな」

「あ？　──なんだ、そのちびは」

　リシュリーのことをちびと呼んだ彼は、長ちよう軀くばかりの竜の中でもひときわ背が高く、威い圧あつ感かんも凄すさまじかった。高いところから金色の鋭するどい瞳ひとみで見おろされて、リシュリーは思わず身体の右半分をジュストの背に隠かくしてしまう。

「ちびじゃないよ、リシュリー王子。あっ、もしかしてナインヘルくん以外みんな出動しちゃった？　きみはちょっとねえ……、初心者向けじゃないんだよね……」

「こいつがリーゼの言ってた第四王子ってのか？　ふーん……」

　ナインヘルと呼ばれた竜の身体には鮮あざやかな赤い鱗が浮うかんでいる。ということは火竜だろうか。巨軀を屈かがめてリシュリーをじっと見たあと、すんすんと頻しきりに匂においを嗅かいでくる。情けないが、恐ろしくて身をぶるっと震ふるわせてしまった。

「一角獣の匂いか？　なんだ、おまえ雄おすか。雌めすかと思った。だいぶきらきらしてるけど、アナベルのほうが──」

「うんうん、アナベルのほうがきらきらしてるよ。さ、出動準備に入って、ナインヘルくん」

　ジュストは慣れた様子で竜の肩かたを撫でる。リシュリーは焦あせって自分の腕うでを鼻先にあてた。

　そんなに一角獣の匂いがしてしまっているのだろうか。腕の匂いを嗅いでもわからなかった。

「ナイン！　早く来て、もう出動だよ！」

　部屋の奥のほうからアナベルの声が聞こえ、ナインヘルが立ち去ると、室内が見渡せるようになった。先ほどより人数は少なくなっていて、新聞をくれたサロメやメルヴィネの姿もない。

「アナベルの立っているところ、あるでしょう？　あそこが発着ゲートとつながっててね、みんな裸んぼになって、ゲートに向かうあいだに竜になって飛んで行くんだよ。帰還したらゲートで洗浄とオーバーホールを受けて、脱衣室に入るまでに人型になるの。そのあとここで髪かみや服装を整えるわけ」

　脱衣室はひときわ広くて豪奢な造りをしていた。ドラゴンギルドの中枢部というのもうなずける。

　床ゆかには色鮮やかなモザイクタイルが輝かがやき、壁かべや柱は焦こげ茶ちや色いろのウォールナット材で統一されていた。等とう間かん隔かくに設しつらえられた陶とう器き製の洗面台と真しん鍮ちゆうの蛇じや口ぐち。その手前に並ぶ優美な猫ねこ脚あしの肘ひじ掛かけ椅い子す。大棚には大小さまざまのタオル、香こう油ゆや香水の瓶びん、櫛くしや歯ブラシが収められていた。

　この部屋にもフロマン社の振り子時計があり、そのほかにも大型の鏡、軍服を吊つったラック、アイロン台、給茶のための小さなかまどまで設置されている。

　そして、部屋の端はしにあるゴブラン織りのソファに一匹の──否いな、一機の竜りゆうが長い脚を組んで座り、分厚い本を読んでいた。

「よかった、フォンティーンがいた。彼、とっても優秀なの。視察の試行に適任だと思うよ」










　フォンティーンは物静かで非常に紳しん士しな水竜だった。

　彼は視察の手順を理解し、リシュリーを背に乗せてくれた。湖と森が広がる土地へ着陸すると、任務を開始するために湖へ入っていく。リシュリーは水みず際ぎわに立ち、フォンティーンが湖面に浮く油やごみを回収する様子をしばらく眺めて声をかけた。

「どこまでなら行ってもいいかな。だめならここにいる」

「いや。森の入り口ならかまわない。奥へは行くな。あと四十分ほどで作業は完かん了りようする」

「わかった。ありがとう。できるだけ早く戻もどるようにするよ」

　今日は本格的な視察は行わず、竜とのやりとりに慣れることを優先すると決めた。

　散策を始めた森に人影はなく、木々や草花の香かおりと静寂だけが漂ただよっている。遠出をするのは何日ぶりだろう。リシュリーは清冷な空気を胸いっぱいに吸い込んだ。

　柔やわらかな陽ひがこぼれ落ちてきて、冬の緑葉が美しく輝く。とても心地ここちがいい。ここでなら人目を気にせず、落ち着いて考えごとができそうだった。

　しかし、緑と光のあふれる風景の中に、突とつ如じよ、全身を黒で覆おおった長軀の男があらわれた。

「──！　ファウスト……」

　どくんと胸が激しく高鳴った。ファウストは黒い軍服のようなものを着て、黒のロングコートを纏まとっている。黒くろ革かわの長ちよう靴かと手て袋ぶくろ。軍ぐん帽ぼうはかぶっていない。

　帝てい国こく軍における軍服の色は、陸軍がカーキ、海軍は紺こん、法務将校は深緑、元げん帥すいと大将は白、大帝は緋ひ色いろ、そしてドラゴンギルドは銀ぎん灰かい色しよくと決まっていた。黒を着用する軍隊はいない。

　黒い軍服に似た服は、帝国軍でありながらどこにも属さないという印象があった。

　──やはりファウストは、帝国軍に操あやつられているのだろうか……。

　檻おりで運ばれていたこともそうだ。ファウストのまわりには、政府ではなく帝国軍の影かげがちらつく。そのようなことを考えている一いつ瞬しゆんのあいだに距きよ離りを縮められていた。

「なにをする……放してくれっ」

　両手で腰をつかまれて持ち上げられる。同じ高さで視線がからみ合うと力任せに抱だきしめられた。

「ファウス、トっ……、あ、んぅ……！」

　嚙かみつくように唇くちびるを塞ふさがれる。長い舌が奥まで入ってきて、息ができないほどに中を激しく搔かきまわされた。本当に苦しくなり、胸むな板いたを叩たたいてようやく解放される。

「はっ……はぁっ」

「俺だけのものになると言っただろうっ。なにが足りてないのか言え」

　ファウストは約束を守っている。今朝も黒い竜に関する新聞記事に【死者・零ゼロ】という一文を見た。リシュリーのほうが約束を果たさないから、ひどく苛いら立だっている。

　会えて嬉うれしいはずなのに身体が震えるのは、苛立ちと焦しよう燥そうに駆かられるファウストが、リシュリーをどこかへ攫さらうつもりでいるとわかったからだった。

「やめてくれっ。私を攫うような真似まねはしないでくれ、そんなことをしたらファウストは今度こそ捕つかまってしまう」

「人間が来るのか？　何人でも追い払はらう」

「違ちがう。人間じゃない、もっと強力な──ドラゴンギルドがそなたを捕とらえるために動きだしているんだ。ファウストは、私まで追われる身になってもいいと？」

　懸けん命めいに伝えるとファウストは一瞬だけ長軀を揺ゆらし、リシュリーをおろした。今度はリシュリーが高い位置にある彼の腰こしに両手を添そえて、背伸びをしながら見上げる。

「会いたいときに会える日が必ず来る。そのために、私は動くから──」

「俺もする。俺たちが自由に会うためには、なにをしたらいい」

　薄うすい唇からこぼれてきた〝自由〟という言葉に、胸が高鳴った。

　本人は気づいていないようだけれどリシュリーにはわかる。機械みたいだったファウストが自分の意思を持ちはじめていた。

　リシュリーはどうしてもファウストの自由を得てほしい。そのために、彼に訊たずねたいことが多くある。でも四十分という時間は瞬またたく間に過ぎて、飛ひ翔しようするフォンティーンが見えた。

「あの竜はドラゴンギルドの命令を受けて私を護衛しているんだ。今すぐ戻らなければ。ファウスト、どうか彼らだけには見つからないように、気をつけてほしい……」

「俺は捕まらないしおまえを絶対に逃にがさない。リシュリーの行くところに必ず行く」

　感情を制せい御ぎよできないファウストが少し怖こわくなってしまったけれど、目を逸そらさなかった。

「……わかった。私は逃げたりなどしないよ。約束する。これを持っていてくれ」

　急いで耳みみ飾かざりを外し、それをファウストに手渡した。それは白銀の台にオパールを嵌はめたもので、光の角度によって白金に輝いたり虹にじ色いろに煌きらめいたりする。耳飾りを手にしたファウストはまだ苛立ちながらも、静かな声を出した。

「リシュリーの髪の色に似ている。綺き麗れいだ」

「うん……。このピアスを見たら、私を思い出してほしい。離はなれているあいだ、も……」

　苛立つファウストを宥なだめるために言い繕つくろったのではない。心からの言葉だった。離れているあいだもリシュリーはファウストを想おもう。同じように想ってくれたらとても嬉しい。

　リシュリーは小さな声で伝えると、ファウストが耳飾りに見入っている隙すきに駆けだした。

「あっ……」

　駆けだしたつもりが、腕を取られる。強い力で振ふり向かされた。

　それは一瞬の出来事だった。ファウストが己おのれのうなじから黒い鱗うろこを抜ぬき取る。鱗の形を瞬時に変え、ピアスを外したリシュリーの耳じ朶だに触ふれさせてくる。

　耳朶に、ほんの少しの痛みが走った。

「──っ」

「俺はリシュリーを思い出す。おまえも、この耳飾りを感じるたび俺を思い出せ」

　なにも答えないまま、リシュリーは今度こそ走りだす。

　胸が熱い。耳朶も熱い。自分では見えないけれど、きっと赤く染まっているのだろう。

　黒と金に輝くピアスは氷のように冷たかった。

　緑色に煌めく森の中を走っていく。走りつづけて息が切れはじめた。ファウストも去っただろう。そう思って振り返る。

「……っ」

　ただでさえ早はや鐘がねを打つ心臓が、大きく跳はねる。

　ファウストは耳飾りを握にぎりしめたままリシュリーだけを見ていた。

　怖いと思ったばかりなのに、今すぐファウストのところへ駆け戻りたくなる。衝しよう動どうを抑おさえるのがたまらなくつらかった。ここで立ち止まったら戻ってしまう。リシュリーはもう振り返らずに懸けん命めいに脚あしを動かした。

　ファウストに振りたかった手を、近づいてくるフォンティーンへ向けて振る。大きく振りながら考えた。

　ファウストの自由を取り戻すために、できることのすべてを行う。

　今のリシュリーにも完全な自由はなく、行動は制限される。でもこれまでつづけてきた〝視察〟が、リシュリーの武器になってくれるはずだ。視察として与あたえられる時間と自由を、ファウストのためだけに使う。

　自分には魔ま物ものの血が流れていた。その噂話ゴシツプも出た。だが、アルカナ・グランデ帝国の第四王子であることに変わりはない。まだ、放ほう棄きしていない。王子の立場さえ利用してみせる。ファウストのためなら──。

　そして、この先に恐おそろしくて悲しい真実があったとしても、すべて受け止める。そう決めた。
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　ファウストの出自の謎なぞと彼を操る存在、己の身に流れる一角獣ユニコーンの血、アルカナ大帝との隔へだたり、ドラゴンギルドに課せられた黒い竜りゆうの捕ほ獲かく──不ふ穏おんと混乱ばかりの中で、ファウストのための視察が軌き道どうに乗りはじめる。それだけが、リシュリーの唯ゆい一いつの救いとなった。

　任務地では必ず竜たちの許可を得てから別行動を始め、彼らの仕事の妨さまたげにならないよう細心の注意を払う。帰き還かん後は竜の洗せん浄じようを手伝うことで、連れて行ってもらった礼を尽つくした。

　それを知ったリーゼに「視察先は自由に決めていい」と伝えられ、リシュリーはついていく竜を選べるようになった。

　それはファウストにわずかでも関かかわりがありそうな場所を選び、調べられるということだ。

　本当にありがたいと思った。しかし竜たちは「俺についてくるだろ？」「今日の任務地は珍しい場所だ、早く乗れ」などと言って、強ごう引いんに誘さそってくる。

　これまで厭いとわれてばかりで、そのような接しかたをされたことがなかった。嬉しさよりも困こん惑わくが先行してしまって、思わず一歩うしろへ下がってしまう。

　リシュリーの思いなど知る由よしもない竜たちは、ついてこないとわかった途と端たんに機き嫌げんを悪くしたり拗すねたりした。ぷいっと顔を背そむけ、長い尾おをバタンバタンと打つ竜と、宥めかたがわからずに焦あせるリシュリー。それを見たジュストが涙なみだを浮かべて大笑いする。でも彼は丁てい寧ねいに教えてくれた。

「こういうときはねー、『今度、絶対つれてってね。約束だよ』って言いながら、頰ほっぺたの鱗をかりかり搔かいてあげるといいよ。『約束』をつけるのがポイント。そしたらちゃんと納なつ得とくするから。約束は守ってあげてね。あと、うんと可愛かわいくね。リシュリーちゃんに可愛く言われたら、あの仔こたち拗ねてることなんかころっと忘れてデレデレになるよ」

「か、可愛く、とは……？」

　非常に難易度の高い助言アドバイスだった。でもリシュリーは警けい戒かいしたい気持ちを少しずつ抑えて、ジュストの言う通りにするよう努めていく。

　竜たちは機嫌を直してくれるようになったけれど、「その代わり帰還したら遊ぶぞ」と言って聞かない。約束は守るようにとジュストに教わったので、ラウンジでチェスやトランプの相手をする。

「リシュリーの角、きらきらしてるね。触さわらないから、もっと近くで見てもいい？」

　ゲームの相手をしていると、時折、土竜のシャハトや水竜のキュレネーにそう言われた。

　角に関しては強い抵てい抗こう感かんがまだ残っているが、比ひ較かく的てき穏おだやかな竜である彼らに頼たのまれると断りにくい。身体からだが物もの凄すごく大きいシャハトと長ちよう軀くのキュレネーに挟はさまれる。逃げたくなるのを堪こらえていると、頭上から楽しそうな声が降ってくる。

「小さくて綺き麗れいだなあ」

「ねぇねぇシャハト、ここ見て。星ほし屑くずが入ってるみたい」

「わー、ほんとだね」

　仲よく観察する彼らの瞳ひとみのほうが、リシュリーの角よりずっときらきらとして美しかった。

　しかし、無理難題を吹ふきかけられることも多くある。なぜかバーチェスに膝ひざ枕まくらを要求され、風竜のガーディアンに至っては「ここに座れ」と股また座ぐらに乗せられそうになった。さすがに疑問に思い、それらはぴしゃりと断る。

　翌日、談話室でエドワードとジュストとアフタヌーン・ティーをした。エドワード老は最年長の竜であり、じつに三百年の時を生きているという。大きくて丸い身体と豊かな髭ひげを蓄たくわえた、いかにも優やさしそうな土竜と、最も世話になっている医師兼けんバトラーを前に、気がゆるんだリシュリーは思わず嘆なげいてしまった。

「竜とは物凄く難しい。なぜああも構ってくるのだろう。きらきらとは……なんだ？」

　リシュリーは真しん剣けんに悩なやんでいるのだが、パイプをふかす老ろう齢れいの竜と、シガレットをくわえる美び貌ぼうのバトラーは楽しそうに笑う。

「あはは、──竜って、大きくて強いでしょう？　だから自分たちとは真逆の、リシュリーちゃんみたいな小さくて可か憐れんなものに憧あこがれがあるんだよ。守りたい構いたいーって、本能がうずうずしちゃうの。きらきらしてるものも大好きで、集める習性があるよ」

「構うのは本能……？　輝かがやくものに反応するのは竜の習性だったのか。とても興味深い」

「あの仔たちに興味を持ってくれたの？　嬉しい」

　アフタヌーン・ティーと言っても、彼らが手にしているのは繊せん細さいな彫ちよう刻こくが施ほどこされたグラスであり、その中には琥こ珀はく色いろの酒が揺ゆれる。エドワード老の嗜たしなみにジュストが付き合っているようだった。

「竜はね、みんな独りぼっちで寂さびしがり屋なんだ」

　細く艶なまめかしい指でシガレットを挟み、酒の入ったグラスをゆっくりとまわしながらジュストは言う。

「あの仔たちは巨きよ体たいにおさまりきらないほどの孤こ独どくを抱かかえて、長い時を生きる。世界最強の魔物だからこそ課せられたものだよ。でも、あの仔たちが耐たえうるとは限らない。だから竜は、ままならない孤独をぶつけられる相手を見つけたら、異様に執しゆう着ちやくする。その者を束そく縛ばくして所有物にする。どんな手を使ってでもね」

「………」

　軽かろやかな口調で語られる内容の重たさに衝しよう撃げきを受ける。それはリシュリーが抱いだく竜の印象を根底から覆くつがえすものだった。

　否いな、人間は誰だれもが竜のことを巨大で恐ろしい魔物だと思っている。魔物たちの統とう率そつ者たる竜から、孤独という寂しい言葉を連想する者はいない。

　世界最強の魔物さえ抱えきれない、途と方ほうもない孤独。それによって生じる執着や束縛は、どれほど凄すさまじいものだろう。

　どんな手を使ってでも──ジュストの言葉にリシュリーは身を震ふるわせる。

「竜ってね、リシュリーちゃんみたいにきらきらした子が落ち込んで弱くなってるのを見ると、思いきり構って、腕の中に閉じ込めておきたくなるの。守護欲と支配欲に駆り立てられて、自分のものにしたくなっちゃうんだよ。『王子さまだから、おまえたちのものにはならないよ』って、しっかり言い聞かせておいたけど、油断しないで。僕たちバトラーのいないところで鱗うろこをつけられても責任は持てない。竜に惑まどわされないようにね」

「鱗をつける、とは？」

「あの仔たちは本能に従って、所有すると決めた者に鱗をつけるんだ。鱗は竜しか外せない。竜はつけた鱗を通して、その者がどこでなにをしているのか、すべて視みるんだよ。体内に射精もする。だって自分だけのものだから。そんなふうに肉体を支配して精神を束縛するわけ。──竜って厄やつ介かいでしょう？　でもまあ、そこがたまらなく可愛いんだけどねえ。世界で最も強くて純じゆん粋すいな、寂しがり屋さんたち……」

　吐と息いきをつきながら話すジュストの貌かおには恍こう惚こつが浮うかぶ。しかし、なぜか憂うれいみたいなものも見えた。それを隠かくすように、形の良い眼鏡めがねのフレームが光る。美貌のバトラーは紫むらさきと桃もも色いろの瞳を細めてシガレットを吸い、喉のどが灼やけそうに甘い紫し煙えんを吐はいた。

　リシュリーは首に下げている白銀のロケットを衣服越ごしに握にぎりしめる。耳につけられた黒と金のピアスが、一層冷たく感じられた。これはリシュリーが渡わたしたピアスの代わりにファウストがくれたものだ。その瞬しゆん間かんに、果たして彼の所有の本能は働いていたのだろうか。

　そこまで考えて、ふたたびぞくりとする。なんの証拠もないというのに、ファウストを竜だと決めてしまっている。でも、まだないだけだ。おそらくこの先、ファウストの出自につながるなにかが見つかる。否、見つけてみせる。恐ろしいなどと思っている暇ひまはない。

　表情を硬かたくするリシュリーに、エドワードが微笑ほほえんで話してくれた。

「ジュストの言うことは正確なんだが、話しかたが妖あやしい。リシュリーはちょっと怖こわいよな？　──若くて強きよう[image: 靭]じんな竜ほど、身のうちに潜ひそむ孤独も強大なものになる。でもね、わしみたいに三百年くらい生きると、孤独も友人になるよ。孤独以外の古い友人は皆みないなくなってしまった」

「エドワード老……」

　心がきゅっと痛くなる。彼のもとを去った友人というのは、魔物狩がりが起こる以前の、争いを知らない魔物や人間たちだろうか。孤独を抱えながら長い時を生きてきた竜の言葉は、たまらなく優しくて寂しい。深みのある琥珀色の鱗が、夢のように美しく煌きらめく。

　ジュストはエドワードのグラスにブランデーを注ぎながら軽快に言った。

「うそだぁ。エドお爺じいちゃんは今だって魔ま物ものにも人間にもモテモテじゃない。昔はもっとすごかったって。いっぱいいた竜の一族の中でも飛び抜ぬけて美び丈じよう夫ふで、雄おすも雌めすも男子も女子も、来る者拒こばまず去る者追わず、追わないのは去る者がいないから──、って聞いたよ。僕も二百年前のエドお爺ちゃんと出会いたかった。あっ、でもそれだったらまずいね、僕たちイケナイ関係になってたかも」

　冗じよう談だんを言うジュストはくすくすと笑って、リシュリーのティーカップにも温かな紅茶を足してくれた。エドワードも軍服に包まれた丸い腹をゆっくりと揺らして笑い、ジュストの冗談に付き合う。　>>>♥

「おや、おまえさんと？　二百年前に会いたかったなあ……なんとも口くち惜おしい。噂うわさ通りの美丈夫であればどれほどよかったことか」

「僕はボスに教えてもらって、ボスはジゼルお祖母ばあちゃまから聞いたんだよ。噂じゃなくて確かな情報だよね。……ふふ、よくわかるよ、だってエドお爺ちゃんは今でもすっごくセクシーだから。ねえ、リシュリーちゃんもそう思うでしょう？」

「……はい。とても」

　笑え顔がおを向けてそう答えると、エドワード老は目を糸のように細くして、パイプから真ん丸の煙けむりをぷかぷかと浮うかばせた。

　帰き還かん後の遊び相手をすることに抵抗も疑問もあったが、竜りゆうたちが抱える孤独を知ってからは、その思いは少しずつ薄うすくなっていった。バトラーたちも「本当に、とても助かります！」と言ってくれるので、リシュリーは鱗をつけられないよう警戒しながら竜の相手をつづけていく。

　しかし、悠ゆう長ちようにはしていられない。

　黒い竜が放つ遠えん雷らいは夜ごと帝てい都とに届いていた。ファウストは「人間を殺さない」という、リシュリーとの約束を守ってくれている。しかし変わらず「男」に命令されているのだろう。新聞に掲けい載さいされる死者は零ゼロになっても、落雷による怪け我が人は続出し火災も起こっていた。

　リーゼは黒い竜の捕ほ獲かくへ向けて動いている。下手へたをすれば、ファウストは人間に狩かられてしまうかもしれない。リシュリーは一刻も早くファウストの出自の謎なぞを解き、彼を操あやつる存在を突つき止めなければならなかった。

　その取りかかりのために、どうしても国立図書館へ行きたい。一度だけとリーゼに頼たのむと、書しよ籍せきに興味を持つフォンティーンが護衛についてくれた。

　帽ぼう子しをかぶったまま特別閲えつ覧らん室の前に立つ。高等司書官たちに瞳の色を見られないよう、まぶたを限界まで伏ふせた。限られた時間の中で、過去に帝国軍の施し設せつがあった土地を調べる。

　その付近で任務を行う竜についていき、施設跡あとを重点的に視察すると決めた。

　ファウストのために行動しているときだけは、アルカナ大帝に突き放された絶望感や、自分が魔物であるという受け入れがたい事実を忘れることができる。リシュリーは精力的に調べものをし、施設跡を地図に書き込んでいく。

　リシュリーの向かう場所に黒色の魔物が立つようになるのは、それからすぐのことだった。










「サロメ。今日、同行しても大だい丈じよう夫ぶだろうか」

「はい。大丈夫です。寒いですから、飛行中は私の鬣たてがみの中に入っていてください」

「ありがとう。仕事の邪じや魔まは絶対にしないよ。よろしく頼む」

　その日はサロメについていくと最初から決めていた。

　美しい銀の鬣でリシュリーを包み、サロメは北ほく端たんの地・フェンドールへ向かって飛ぶ。湖が凍こおって動けなくなった二隻せきの大型船を回収し、船底の修理に力を貸すという。

　フェンドール地方は記き憶おくに新しい。【雪崩なだれ発生。村が吞のまれ数十名が死亡。帝国軍、ドラゴンギルドともに間に合わず】──異い端たんと罪の塔とうで読んだ新聞の見出しを思い出す。ずっと様子を見に行きたいと思っていたが、己おのれの身に起きた出来事のせいで実現できていなかった。

　どうにか視察再開を果たしたこのときに、竜の任務地としてフェンドール地方が挙がるのは偶ぐう然ぜんだろうか。リシュリーは導かれるように北端の地へ向かった。

　現地に着き、サロメと二時間後に合流する約束をして別行動を取る。地図と小型の羅針盤コンパスを持ち、雪崩の発生した場所へ歩いていく。

　一人になって五分も経たたないうちに、長ちよう軀くを黒一色で包んだ男が目の前に立った。

「ファウスト」

　軍服に似た黒い衣服、黒のロングコート、黒くろ革かわの手て袋ぶくろと長ちよう靴か──耳みみ飾かざりを渡して別れた五日前と同じ姿をしているファウストは、純白の雪に覆おおわれたこの地で一層際きわ立だって見えた。

　会えて嬉うれしい。ドラゴンギルドに捕獲されず、魔物狩がりにも遭あっていないとわかって、心から安あん堵どできた。それなのに、一瞬で間近に迫せまられて身体が強張る。鼻先が触ふれるほど近くに立つファウストを見上げ、わずかに震える声で訊たずねた。

「なぜ、ここにいるんだ？」

「おまえの行くところに必ず行くと言っただろう。絶対に逃にがさないとも」

「う、ん……でも、どうして私がフェンドールに来るとわかった？　竜についてきたのか？」

「違う。リシュリーがどこにいるか視みえるようになった。おまえのことを考えていたら、ここに向かっている風景が勝手に浮かんできた」

「視える……!?」

　ドラゴンギルドの竜に近づきすぎると気づかれて、すぐに捕つかまってしまう。それだけが心配で訊ねたが、思いもよらない言葉が返ってきた。

「霧きりがかかったみたいにぼうっとしているが、リシュリーだとわかる」

「まさか、鱗を通して──、あっ、ファウスト」

　竜のように鱗を通して視ているかもしれない。それを確かく認にんしたかったが叶かなわなかった。

「ん……、あ……ぅ」

　また抱き上げられて唇くちびるを塞ふさがれる。でも荒あら々あらしいものではなく、ゆっくりとからんでくる舌の動きには甘さすらあった。顔の角度を変えてまた深く口づけ、クチュ……と音を鳴らして唇が離れる。魔物の金色の瞳ひとみは欲情に光っていた。

「服を脱ぬげ。交こう尾びする」

「なっ、なにを言うっ。そんなことするはずがないだろう……！」

　直ちよく截せつな言いかたに声を荒らげてしまう。ファウストは本気で行こう為いに及およぶつもりだが、この前のような乱暴はしてこない。黒い鱗を耳朶につけたことや、リシュリーが視えるようになったこと、今こうして二人で会えていることが抑おさえになっているみたいだった。

　即そく物ぶつ的てきな言動は、覚えたばかりの発情によるものだと理解できる。

「ファウスト、聞いてくれ。あれは、屋外では絶対にしないことだ」

「なぜだ。寒いからか？　俺はここで裸はだかになれる」

「ちがう……」

　ファウストにはまた変化が見られた。これまではわからないことがあるとひどく苛いら立だつだけだったが、今は訊ねるようになっている。丁てい寧ねいに説明すればきっと聞いてくれる。

「ほかの誰だれかに見られてはだめなんだ。それくらい大切なことなんだよ。ファウストと私のことは誰にも言わない約束だろう？　こ、交尾、も、二人だけの秘密にしよう。それに私は寒いよ。ファウストは、私が凍こごえてしまってもいいのか……？」

「よくない。絶対だめだ」

「うん。だから──」

「だが俺はリシュリーと交尾する。おまえの中に射精する」

「──っ」

　その言いかたに、ジュストの言葉が頭を過よぎった。

『体内に射精もする。だって自分だけのものだから』──やはり竜の本能に似たものが、ファウストの身のうちにも存在するのではないだろうか。

　ファウストが流してくれた金色の涙なみだ、輝かがやく黒色の鱗うろこ、リシュリーが視えるようになったこと、孤独、所有の本能──エドワードとジュストから聞いた話のすべてにファウストが当て嵌はまるように思えてならなかった。

「交尾は、今は無理だ。また今度……約束。それより私はファウストに大事な頼みがあるよ」

　ジュストに教わった竜の宥なだめかたをファウストにもやってみる。リシュリーは白い手袋を外した。竜の頰ほおの鱗をかりかりと搔かく代わりに、ファウストの眦に浮かぶ鱗を撫なでる。

「雪崩が起きた場所が近くにあってね、どうしても様子を見たいんだ。私が自由に歩けるのは二時間しかないけど、時間ぎりぎりまでファウストと一いつ緒しよに現場を視察したい。だめかな」

　頼みごとをわざと長めに話し、交尾から気を逸そらせる。『約束』という言葉が効いたのか、ファウストは納なつ得とくしたようだった。ざくざくと雪を踏んで歩きだす。抱き上げられたままのリシュリーは、ふと昔のことを思い出した。

「子供のときと逆になってしまったね。ファウストは私でも抱けるくらい小さかったのに、今は立派になった。あのときのことを憶おぼえてる？」

「憶えている。リシュリーはきらきらしていて綺き麗れいだった。今はもっと美しい」

　なぜあのとき宮きゆう殿でん群にいたのか訊ねたかったけれど、早々に諦あきらめた。立ち止まって見つめてくる金色の瞳に、治めたばかりの欲情がまた浮かびかける。

「先を急ごう、か……。雪崩が起きた場所はわかるか？　すぐ近くだけど、地図があるよ」

「わかる。いっとき、雪崩のところに住んでいた」

「えっ！　それはどういうことだ!?」

　ファウストは答えずに歩いていく。黒のロングコートと白いケープが北風に揺ゆれる。

　村に流れ込んできた雪は取り除かれているが、山の麓ふもとの一部分だけは大量の雪が残されていた。別段おかしくもない風景なのに、どうしてか違い和わ感かんを覚える。リシュリーだけでは麓のほうへ行けなかっただろう。そこへファウストが入ってくれる。

「ここだ。地下にある建物に住んでいた」

　かつての棲すみ処かが雪崩に吞み込まれたというのに、淡たん々たんと話すファウストに驚おどろきを隠かくせなかった。おろしてもらい、手をつないで視察する。

　日光と風によって、雪は氷のように固まっていた。黒い斑はん点てんが多くある。

　よく見れば、鉄てつ屑くずや木もく片へんが焦こげたものだ。なぜ自然現象である雪崩の中に、夥おびただしい数の焦げた鉄てつ片ぺんが交ざっているのだろう。

「まさか……爆ばく破は、を……」

　自分の言葉にぞっとする。でもまちがいない、雪崩は自然に起こったものではなく、人じん為い的てきに引き起こされたものだった。帝てい国こく軍のことがすぐに頭に浮うかぶ。政府がさせた可能性も残っているが、雪崩を起こすほどの爆薬を手配し、秘ひ密みつ裏りに設置できるのは帝国軍しかいない。

　地図にも、国立図書館の記録書にも載のっていない、幻まぼろしの施設。

　閉へい鎖さでは済まず、破は壊かいされた。そうまでして秘ひ匿とくしたい機密とは、なんだ？　機密事じ項こうのために人命が奪うばわれるという構図がリシュリーは少しも理解できない。

　──命を、なんだと思ってる。

　身勝手極きわまりない行為によって、多くの村人が犠ぎ牲せいになったことに激しい憤いきどおりを覚える。

　彼らは人為的な雪崩に殺害された。それなのに誰にも知られないまま、帝国に多く発生する自然災害の中に埋まい没ぼつし、忘れられていくなんて。

　いつだってそうだ。北端の地に、豊かな国力の恩おん恵けいは届かない。理り不ふ尽じんなことだけが溜たまっていく。

「………」

　身体からだが震ふるえるのは寒さからではない、怒いかりと恐きよう怖ふのせいだった。

　仕組まれた雪崩、謎なぞの地下施し設せつ、そこで暮らしていたファウスト──想像を遥はるかに超こえた事実が怖こわかった。しかしリシュリーはすべて受け止めると決めている。逃げるつもりはない。黒くろ革かわの手袋に包まれた大きな手を強く握にぎる。

　ファウストに訊ねたいことが多くあるが、きっと答えられないことばかりだろう。彼の感情を無む闇やみに乱したくないので、今はなにも訊きかないでおく。

　それに、ファウストは話せることを自分から口にしてくれるようになった。先ほどの「いっとき、雪崩のところに住んでいた」というように。短い言葉でも充じゆう分ぶんに嬉しかった。

　雪の下にまだなにかが残っているかもしれないが、さすがに危険なので諦あきらめる。

　時間も少なくなっていた。サロメのいる湖へ向かって歩いていく。

「短いあいだとはいえ、住んでいた場所が破壊されるのはとても悲しいな……」

「建物の中はどこも同じだ。白い壁かべと灰色の床ゆか。水色の巨きよ大だいな柱」

　その言葉から、類るい似じした施設が複数あることを知る。ファウストはそれらを転々としているのだろうか。

「ファウストが寒さに強いのは、ここで暮らしていたからかな。いい土地だよね」

「俺はずっと地下の部屋にいたから、ここのことは知らない」

　リシュリー以外に執しゆう着ちやくするものはないのだろうか。その答えは雪よりも冷たくて淡々としている。

「そうか……。私はこのフェンドール地方が好きだよ。静かで、美しくて。なぜかはわからないけど、昔から北ほく端たんの地に惹ひかれている。ファウストが住んでいたからかもしれないね」

「違う。リシュリーが一角獣ユニコーンだからだ」

「どういう、ことだろう……？」

「リシュリーが一角獣だと知ったから、調べた。フェンドールはユニコーンの棲せい息そく地。一角獣は季節に合わせて旅をする。冬は南へ行き、夏になるとフェンドールに帰ってくる。短い夏のあいだに湖の近くで交尾と出産をする。夏が終わればまた子供を連れて南へ行く」

　リシュリーは驚愕する。幼少のころから北端の地が気になっていた。異い端たんと罪の塔とうに上ったら必ず最初に北の連れん峰ぽうを見た。一角獣の血がそうさせていたというのだろうか。

「季節に合わせて旅をする……。渡り鳥みたいだ」

「フェンドールの夏は短いが美しく、子供を産みやすい。一角獣にとって楽園だという」

「楽園か……私は冬にしかフェンドールへ来たことがないんだ。夏も、……来てみたい」

「夏にまた一緒に来る。俺たちはきっと一角獣に会う」

　リーゼやジュストから聞かされたときはつらいだけだった一角獣の話。知りたいと思っていなかったのに、なぜだろう。ファウストの口から語られることは自然と受け入れられた。

　サロメが仕事をしている湖が見えてくる。あの湖の畔ほとりで、一角獣たちは短い夏を過ごすのだろうか。リシュリーと血のつながった一角獣も、ここに帰ってくるのだろうか……。

　ファウストと別れるのがたまらなく寂さびしくなって、彼の腰こしに腕うでをまわし、背伸びをして見上げた。褐かつ色しよくの長い指が白金髪を梳すいてくる。

「またすぐ会いにくる」

「きっとだよ。……約束」










　約束は果たされて、翌々日には岩山の陰かげで抱だき合えた。黒ずくめのファウストと、羽根の付いた白い帽ぼう子しとケープを纏まとうリシュリー。ふたつの色が溶とけ合うほどの長く甘い口づけをした。

　黒のロングコートに包まれる。ファウストの手が腰こしから尻しりを伝い、脚あしのあいだへ入ってくる。

「あ、っ……よせ、ファウストっ、手を離はなしてくれ」

「リシュリーが拒こばむ理由はなんだ」

　機械みたいだったファウストは、本当に変わった。苛いら立だちながらも、理解できない感情や事象をリシュリーに訊たずねてくる。きちんと伝えればそれを聞き入れてもくれる。

「拒んで、ないよ……」

「なら、なぜ手を離せと言う？　俺との交こう尾びをどう考えているか言え」

「──っ。どう、とは」

「俺の生せい殖しよく器きをリシュリーの体内に挿そう入にゆうすることについてだ。拒んでないなら、どう思っている？　言え」

　変わってくれたファウストに精せい一いつ杯ぱい応こたえたい。そう強く思っているのに、物もの凄すごく返答しにくいことを問い詰つめられる。冗じよう談だんも揶や揄ゆもいっさいない。真剣そのものだから、ごまかしたり突っ撥ぱねたりできなかった。

「た、大切なことと思ってる。……私は、大切な者としかできない行こう為いだと思ってるよ」

「わかりやすく言え。俺と交尾したいか、したくないか」

「ええっ……な、なぜ、私ばかり……」

　苛立つファウストは、真っ赤になったリシュリーに額をごりっと重ねてくる。羞しゆう恥ちで泣きそうになる日が来るとは思ってもいなかった。でも答えなければずっとこの体勢から解放されない。視察もできないまま竜りゆうのところへ戻もどる時間になってしまう。

「早く言え」

「し……した、いよ……、──あ！　ファウスト、待て……、っ」

「今すぐ入れる。寒いなら服は脱ぬがなくていい」

「だめだっ、絶対だめ！　ここでしてはいけない。私が話したこと、ファウストは憶おぼえてくれてるだろう？　私も約束を忘れてないよ。ちゃんと守るから……守りたいと思ってる」

　ファウストは牙きばをぎりぎりと鳴らして耐たえる。爬は虫ちゆう類るいのような金色の瞳ひとみが間近に迫せまっても恐おそろしいとは思わない。それどころか切なさが募つのってくる。またひとつ『約束』を重ね、二人で視察を行った。

　その二日後にも、森の奥深くで落ち合った。

　手をつないで森を歩きながら施設跡あとを探す。朽くちた葉で覆おおわれ、枯かれた樹木が折り重なるその下に扉とびらを見つけた。施設はフェンドールと同じように、地下に存在していた。

「これは……、中に入るのは諦めるしかなさそうだね。せっかく見つけられたのに……」

「少し離れてろ」

　ファウストが樹木をすべて取り除き、錆さびた扉を開けてくれる。中に入ることに躊ちゆう躇ちよはない。扉を開け放ってくれたおかげで光が差し込んだし、手をつないでいるから少しも恐ろしくなかった。

　黴かびの臭においが鼻び腔こうをつく。この施設はかなり古い。蔦つたが這はう壁は白く、苔こけが点在する床は灰色だった。ファウストが言っていた建物と似ている。しかし水色の巨大な柱はない。

　広い屋内はがらんとしていた。唯ゆい一いつ残された大きな棚たなには、数十個のフラスコが転がっている。すべてにひびが入り、割れているものもあった。

　そこに近づいたリシュリーの足元で、パキ、とガラスの割れる音がする。

　フラスコ以外はなにもない。棚におさまっていた書しよ籍せきや書類はすべて運び出され、一部が焼しよう却きやくされたようだった。

　燃え殻がらに手を伸のばす。わずかに残った茶色の紙し片へん。そこに走り書きされた、謎の計算式。

「なにかの研究機関みたいだ……」

　そのような言葉が、おのずと出てくる。忘れ去られたこの場所は、リシュリーが視察したことのある軍事施設とはまったく違うものだった。

「白い壁と灰色の床。似たようなところで過ごした。水色の柱があれば、今の建物とまったく同じだ。ガラスの瓶びんも多くある」

　ファウストは頑かたくなだった態度を消した。逢おう瀬せを重ねるたび、自分から話す回数を増やしてくれる。リシュリーは一言も聞き逃のがさないよう努め、ファウストが答えられることだけを選んで訊ねるよう心がけた。

「ここに来たことはある？　ないかな……この建物は私たちが生まれるより前に閉へい鎖さしたように見えるね」

「たぶん、ない。移動するときは檻おりに入る。檻には布がかかるから景色は見えない。俺がキマイラの姿で空を飛び、自分で移動するようになったのは冬の初めからだ。それまではずっと建物の中で過ごしていた」

　あの夜、檻に入れられたファウストが暴れなかったのは、彼にとってはそれが当然だったからだと知る。そして落らく雷らいによる被ひ害がいは冬の到とう来らいとともに始まった。ファウストの言う「男」が、機が熟したと判断し、アルカナ・グランデ帝国にキマイラを放ったように思われた。

　長いあいだ自由がないことに心が痛む。救いがあるとするならひとつだけだ。リシュリーは扉に向かって歩きながら言った。

「そしたら、子供のときの私たちが会ったのは奇き跡せきだね。会えて本当によかった」

「リシュリーと会ったあのときは、腰にとてつもなく熱いものを当てられて、驚おどろいて建物から出た。注射針は今も毎日刺さすが、あれは一度だけだった」

　──烙らく印いん……どうにか消せないだろうか。

　ファウストが注射によって毎日なにかを投とう与よされていることもひどく気にかかる。

　烙印も、檻に入るという習慣も──正体不明の相手に憎にくしみや憤りが募るばかりだった。

　扉への階段を上りかけていたファウストが、急にしゃがむ。なにかを拾い、それを手て渡わたしてくる。リシュリーの掌てのひらに、大小ふたつの欠片かけらが載のせられた。

「なんだろう？　卵の、殻から……？」

　不ふ穏おんを感じて、わずかな動どう悸きがする。埃ほこりが付着したそれらは色と模様からして鶏けい卵らんでないことは明らかだった。

　なぜ魔物の卵の殻が帝てい国こく軍の施設跡に落ちているのか──。

「魔物の卵……私は初めて見たよ。どの種の卵だろう。この大きさでは判別できないかな」

　ファウストはしゃがんだままリシュリーの手を取り、卵の殻の匂においをすんすんと嗅かぐ。

「薄うす緑みどりの小さいほうは、わからない。まだら模様の大きいほうは、グリフィンだと思う」

「グリフィン？　それって、頭が鷲わしで身体からだがライオンの魔物？」

「そうだ。グリフィンは卵らん生せいだから見た目は魔ま獣じゆうでも魔鳥に分類される。卵は非常に大きく、灰色でまだら模様がある」

「ファウストは魔物に詳くわしいな。この前も私にユニコーンのことを教えてくれた」

「気になったときがあって、調べた」

「ファウストは気になったことを調べたり学んだりするのが得意だね。私も好きだよ」

　黒くて巨きよ大だいで恐ろしいキマイラという魔物。その正体は、真ま面じ目めで勤勉な、リシュリーと同じ若者だった。感情の理解と制せい御ぎよがちょっと苦手の──それがほんの少し可愛かわいらしく感じられて、リシュリーは微笑ほほえんで言った。

「殻を見つけてくれてありがとう。私も、これを持ち帰って調べてみる」

　竜とともにドラゴンギルドへ帰き還かんし、その足でフォンティーンのところへ行く。

　書籍を多く所持する彼に「魔物や生き物について調べたいのだけど……」と相談すると、魔物と動物の図ず鑑かんを大量に貸してくれた。

　リシュリーは夜が深くなったことも気にせずに、分厚い図鑑のページをめくっていく。

　夥しい種類の魔物が載っているのに、キマイラという言葉は出てこない。それはキマイラが「稀少な魔物」ではなく、「特殊な条件下で生まれた魔物」だからではないだろうか。

　調べていくうちに、薄緑の小さい殻は大だい蛇じやの卵に近いことがわかった。

　グリフィンのページを見つける。鷲の頭と翼、獅子の胴を持つ魔物は、有翼種の中では竜の次に大きい。成体と雛ひな鳥どり、そして卵の絵図がある。

　まだら模様が入った、灰色の大きな卵。持ち帰った欠片を絵図のすぐ横に置き、見比べる。まったく同じだった。この殻は、ファウストの言う通りグリフィンのものだ。

「どう考えてもおかしい。なぜ帝国軍の施設跡に魔物の卵の殻がある……？」

　卵を採取する理由はなんだろう。時期は？　いったい幾いくつ捕獲したのだろうか、そして、卵の中にいた魔物たちは──？

　真冬の夜気とは異なる、薄うすら寒いものを感じながら、グリフィンの説明文に視線を落とす。

【分類：魔鳥／主食：雷かみなり／稀まれに稲いな妻ずまを操あやつる】

「雷……──獅子の胴を持つ、魔物……」

　広い部屋を漂ただよう暗くら闇やみに、己おのれの声が溶とけ込んでいく。

　積み上げた図鑑をほのかに照らすオイルランプの、その芯しんがチリチリと音を立てる。

　雪に埋まい没ぼつした施し設せつ、そこで暮らしていたファウスト。

　研究機関のような帝国軍の施設跡と、落ちていた魔物の卵の殻。

　ファウストは変わっていく。日を追うごとに顕けん著ちよになるそれは、竜りゆうの特とく徴ちように酷こく似じしている。

　そして、雷を主食とし、時に操ることもあるというグリフィン。

　散らばっていたジグソーパズルの小片ピースが集まってくるようだった。

　それらをすべて当て嵌はめたら、キマイラという魔物ができあがるのではないだろうか──。










　ドラゴンギルドの竜たちが向かう任務地と、リシュリーが視察を望む施設跡。そのふたつが重ならない日も当然ながら存在する。帝国軍の施設跡を調べられないのなら、ファウストと会う必要はなかった。

　それでいいのかもしれない。ファウストと毎日のように会えるのは嬉うれしいが、上手うまくいきすぎて不安にもなっている。竜たちにいつ気づかれるかという心配も拭ぬぐいきれなかった。

　だから会わない日も必要だと己に言い聞かせる。リシュリーが一人のときは、長年つづけてきた通常の視察を行うか、竜たちの間近にいて彼らの任務を見届けるか──そうすべきだと頭では考えているのに、でも、どうしても人のいない場所を選んでしまう。

　ファウストに会いたかった。ともに過ごせる時間はいつも限られている。そのひとときが短く危あやうくなるほどに、互いを求める想おもいも強くなっていく。

　リシュリーが知らないうちに竜たちに察知されていたら、彼らはリーゼに報告するだろう。そうなれば、ファウストは確実に捕とらえられてしまう。

　だから無闇に会ってはいけない。ちゃんと考えている、わかっている。それでもやめられなかった。頭の中に響ひびく警けい鐘しようは聞こえないふりをして、リシュリーはファウストとの逢瀬を重ねていく。

　その日は人々から忘れ去られた礼拝堂で落ち合った。

　整然と並ぶ長なが椅い子すはどれも朽くちている。それらの中央に延びる色いろ褪あせた絨じゆう毯たんを、ファウストとリシュリーは手をつないで歩いた。屋根の一部が崩ほう落らくし、古びた祭さい壇だんに雪が音もなく舞まい落ちる。その向こうのステンドグラスには、魔ま物ものの姿があった。

「見て、竜がいる……」

　紅こう炎えんを吐はく火竜サラマンダー、緑風を起こす風竜シルフイード、清らかな水を纏まとう水竜オンデイーヌ、輝かがやく金剛石ダイヤモンドを持つ土竜ゲノムス。

　その美しく荘そう厳ごんな装そう飾しよくに刻まれた、畏い敬けいと崇すう拝はい。

　かつて人間は、不思議な力を持つ魔物たちを大切にしていた。世界を守護する竜は、神に近い存在だった。いつから進む道をまちがってしまったのだろう。

「昔みたいに、人間と魔物が共存することは叶かなわないのだろうか……」

　誰だれにも言ったことのないそれをファウストだけに打ち明けると、金色の瞳ひとみに見つめられた。

「叶う。リシュリーが証あかしだ」

「証……、私が……？」

「そうだ。生せい殖しよく行こう為いとは、大切な者としかできない行為。リシュリーが俺に教えたことだ。リシュリーの父親と母親は、魔物と人間。しかし彼らは大切な行為を分かち合った。リシュリーはそうして生まれた。だから魔物と人間の共存は叶う」

　いつもと変わらない淡たん々たんとした言葉に、リシュリーの胸はこれ以上ないほど熱くなる。

「今は異なる立場でも、昔は共存していた。それならこの先でまた共存すればいい」

「うん。ファウスト。気づかせてくれてありがとう。私は、魔物と人間がともに生きられる場所を作りたい。いや、作ってみせるよ。ここで誓ちかう」

「わかった。俺はリシュリーを守り、持てる力のすべてをおまえに捧ささげることを誓う」

　ファウストとリシュリーは厳おごそかに誓いを交かわし、そしてリシュリーは今、ようやく自分が一角獣の血を持つ魔物であることを受け入れる。

　朽ち果てた礼拝堂がとても美しく見えた。それなのに、竜たちのステンドグラスと真逆の位置に、ひびの入った不吉なステンドグラスを見つけてしまう。

　長い髭ひげを蓄たくわえた科学者。眼がん窩かは窪くぼみ、頰ほおはこけている。骨と皮だけのようになった細い指。大きなフラスコと、燃え盛る炎ほのお。それは幼いころに一度だけ読み、恐おそろしくて二度と開けなかった絵本に出てくる男だ。魔物と契約を交わし、忌まわしい術を手に入れる。

「錬れん金きん術じゆつ、──」

　ひび割れたステンドグラスは錬金術師を描えがいていた。ファウストもそれを見上げる。

「男たちは俺を見て『至上の錬金術』と言う」

「今、なん、て……」

　にわかに身体からだが震ふるえだした。揺ゆれる淡緑色の瞳に、強きよう[image: 靭]じんで美しい魔物の姿を映す。

「至上の、錬金術？　男たちが……、ファウストに向かって、言った？」

「そうだ。これまでに四度ほど言っていた。錬金術とは、あの絵のことだろう」

　ファウストが祭壇に近づこうとする。つないでいる手を引っ張り、必死で止めた。

「だっ、だめだ、これ以上は近づかないでくれ」

「なぜだ？　リシュリーはあの絵が恐ろしいのか」

　恐ろしくはない。色いろ濃こい不ふ吉きつを帯びるその絵にファウストを絶対に近づけたくなかった。

　男たちはファウストを見て『至上の錬金術』と言う。錬金術には、個体同士の合成が含ふくまれる──。震えがつないでいる手を伝っていく。ファウストが長ちよう軀くを屈かがめてのぞき込んでくる。

「リシュリー。怖こわいか」

　もう祭壇すら見てほしくない。怖くはないがリシュリーはうなずき、屈んだままのファウストに口づけた。衝しよう動どうに駆かられた魔物に搔かき抱いだかれ、唇くちびるを吸われて身体が一気に熱を帯びる。

　リシュリーを抱だき上げたファウストは礼拝堂の片かた隅すみにある告解室へ向かう。中の台座に座ったファウストに「脚あしを開け」と言われ、彼の腿ももを跨またぐように座らされた。

　凄すさまじい背徳感がある。でも早くつながってしまいたいという焦しよう燥そう感かんにも駆られる。ロングコートもケープも脱ぬがない、手て袋ぶくろも外さない。互たがいに下衣だけをゆるめ、すぐに挿そう入にゆうした。　>>>♥

「あぁっ……、ん、──ぁ、ファウスト、っ……」

　腰こしをつかまれ、リシュリーは縋すがるように逞たくましい肩かたに手を置いた。もう片方の手をからませ合う。耐たえに耐えたファウストの突つき上げはひどく淫みだらで激しい。

「片時もおまえを放したくない。この感情をなんと呼ぶ？　教えろ、リシュリー」

「あっ、あっ」

　激しい行為に帽ぼう子しが落ちる。ユニコーンの角があらわになり、白金髪が揺ゆれた。

　ぐちゅぐちゅと音がする。厚い衣服と手袋で隔へだてられていることが、より一層、結合部の熱さや生々しさを鮮せん明めいにした。

「俺だけのものだ。おまえだけを守る。優やさしくもする。リシュリー、この感情の名を言え」

「あっ、ぁ……、それ、は……、──愛いとしい、と……、言う……」

「そうか。俺はリシュリーが愛しい。おまえだけが、たまらなく愛しい」

「私、も……あぁ。ファウスト、──」

　激しく揺さぶられるリシュリーの中で、最後の小片が嵌まる。

　キマイラ・ファウスト。

　リシュリーの愛しい魔物の、真の姿。そして彼を生み出し、操あやつる存在。

　それらはもう、手を伸ばせば届くところにある。




　　　　[image: †]




　冬の盛りの早朝、時刻は午前五時三十分──。

　リシュリーはいつも通り身み支じ度たくを終え、大窓の外を眺ながめていた。

　この時季の夜明けは遅おそく、アルカナ・グランデ帝てい国こくはまだ薄うす闇やみに包まれている。雷らい鳴めいは聞こえない。殊こと更さらに寒くて、指先で触ふれた窓ガラスは氷のように冷たかった。

　リシュリーがドラゴンギルドに留とどまって三週間が経たとうとしている。

　それは衝しよう撃げきと絶望を伴ともなって始まった。

『隔かく離りせよ』というアルカナ大帝の無む慈じ悲ひな言葉。必死に縋っていた細い糸を千切られた気がした。尖とがった耳じ殻かく、淡緑色に変色した瞳、そして、白金髪からのぞく一本の角。不気味なそれらを直視できなかった。夢であってくれと、どれだけ願ったか知れない。

　断じて認めたくなかった。だが決して逃のがれられない魔物の証──窓ガラスに映る己の姿を、今は目を逸そらさずに見つめる。

　間近に存在する異世界であったドラゴンギルド。そのような場所へ隔離された現実に、取り乱してばかりだった。しかしリーゼは確固とした守護と守秘義務を貫つらぬいてくれる。それだけではない、リシュリーが視察をつづけることまで認めてくれた。

　竜たちは世界最強の魔物に相応ふさわしく、人型ですら大きくて恐ろしい。だが警けい戒かいするリシュリーをよそに、彼らは一角獣の匂においを持つ生き物に興きよう味み津しん々しんで接してくる。相手をしなければ拗すねられ、構われすぎて困こん惑わくするときもあったが、嫌いやな思いはしなかった。バトラーたちも、得体の知れない第四王子に本当によくしてくれる。

　ここで働く者たちは誰一人としてリシュリーを厭いとわない。持て囃はやすわけでもない。それがなによりの救いとなった。皆みなが自然体でいてくれるからこそ、リシュリーは己おのれが魔物であることを少しずつ受け入れ、同時に自分らしさを取り戻もどすことが叶う。

　リシュリーはドラゴンギルドに、言葉にできないほど深く感謝していた。

　ギルドはいつも、濃のう厚こうな竜の匂いで満ちている。竜のほかにもいろいろな魔物の匂いがして、それがいつしか心地ここちよく感じるようになった。

　でも、リシュリーが求めてやまない唯ゆい一いつの魔物の匂いは、ここに存在していなかった。

　──雷鳴がしてない……ファウストは、眠ねむっているのかな。

　硬かたく冷たい床ゆかに横たわってはいないだろうか。強[image: 靭]で美しい褐かつ色しよくの肌はだは、寒さや痛みをあまり感じないようだけれど、今この瞬しゆん間かんもファウストが一人で眠っているのかと思うと、リシュリーのほうが寂さびしくなって耐えられなくなる。

　なにものにもとらわれずに、温め合って眠れたらどれほど幸せだろう。繰くり返し願うそれをまた心に思い浮うかべながら、白銀のロケットを握にぎりしめる。

　己が魔物であるという起こり得ない事実に、アルカナ大帝とのつながりを完全に断たち切られた。大きな手で首を絞しめられて、消えてしまいたいと確かに思った。それでもこの世界に留まり、惑まどい悩なやみながらも生きていられるのは、ファウストとの再会が叶ったからだった。

　ファウストと逢おう瀬せを重ね、抱き合って長く深い口づけを交わす。ともに過ごせる短い時間は、どんどん甘く濃厚なものになっていった。ファウストはつないだ手をずっと放さない。大きくて力強い手が、リシュリーはとても好きだった。そうして一いつ緒しよにさまざまな場所を調べ、彼がぽつぽつと語る話に耳を傾かたむける。その時間がなによりも大切だった。

　でも、いつまでもつづくわけではない。つづけていてはならない。曖あい昧まいで中ちゆう途と半はん端ぱになっているすべてのことに決着をつけなくてはいけなかった。

　喜びと焦あせりが交こう錯さくする日々の中、リシュリーの抱いだく疑念は一層強くなっている。

　そして、二人で行った視察により、ひとつの憶おく説せつに辿たどり着いた。

「ファウスト」

　キマイラ・ファウスト──彼は、帝国軍によって改造された竜りゆうかもしれない。

　最初は恐ろしくて、脳が考えることを拒きよ否ひするほどだった。禁断の錬金術であるそれに触れたくなかった。でも、強大なものに囚とらわれているファウストを解放したい。その思いが日を追うごとに強くなっていく。

　そして、不吉極きわまりない憶説にリシュリーは今しっかりと向き合う。

　魔物のキマイラ化の研究は、この一、二年に始まったのではない。数十年にわたって進められてきたというのは、夥おびただしい蔦つたと苔こけに覆おおわれた施し設せつ跡あとから知ることができる。

　最も知りたいのに情報が皆かい無むなのは稼か働どうしている研究施設の場所だった。ファウストが暮らしていた、フェンドール地方にあった施設は比ひ較かく的てき新しいと思われる。しかしあれは地図にも国立図書館の記録書にも載のっていなかった。ほかの新しい地下施設が同様の場合、探し出すのは非常に困難になる。

　稼働している軍事基地に近づくことができれば、地下施設の発見につながるなにかが得られるかもしれない。リシュリーは今、使い捨てにされた施設跡を調べるよりも、軍事基地や駐ちゆう屯とん地ちを視察したいと思っている。しかしドラゴンギルドの竜たちの任務地に軍事施設が当て嵌はまることはほとんどなく、機会を見み出いだせずにいた。

　キマイラ化については考えるだけで胸がひどく痛む。

　卵の段階で、なんらかの手を加えるのだろう。ファウストは、雷かみなりを操あやつるグリフィンの血を入れられた可能性が高い。背にある『chimaira014』の烙らく印いんが、彼が十四番目のキマイラであることを示しているとすれば、少なくともほかに十三の個体が存在するということになる。彼らはどこにいるのだろう。それぞれ異なる施設に閉じ込められているのだろうか。

　閉じ込められているならまだいい。解放する機会を探さぐることができる。でもリシュリーは、信じたくないが、成長できたキマイラはファウストだけという予感がしてならなかった。

　きっと、グリフィンや大だい蛇じやや魔鳥、多くの卵が実験台にされたのだろう。その中で生き残ったのは、世界最強の魔物である竜の卵だけだったのではないだろうか。

　キマイラを生み出すために犠ぎ牲せいとなった卵や個体の数は計り知れない。そう思うと脚が震ふるえる。白銀のロケットを握る手におのずと力が入った。

「至上の錬れん金きん術じゆつ、などと……、よくも……」

　言葉にすると背筋が寒くなり、次に怒いかりが湧わいてくる。

　魔物のキマイラ化の研究は数十年ものあいだ一度も露ろ見けんせず、噂うわさすら上がらなかった。

　帝国軍の中でも極わずかの人間だけで進められ、かつ徹てつ底ていした箝かん口こう令れいが敷しかれているからに違ちがいない。だがそれ以前に、噂にもならないのは人々が考えにすら及およばないからだ。

　このような生命を冒ぼう瀆とくした悍おぞましい行こう為いがなされているなどと、リシュリーは一瞬でも想像したことがなかった。

　リシュリーの憶説が──帝国軍による竜の卵の改造が事実なら、二人だけの秘密にしていてはならない。リーゼに一刻も早く伝えるべきだ。

　しかし彼は黒い竜の捕ほ獲かくを命令されている。命令を果たさなければドラゴンギルドは解散へ追いやられる。だがファウストを捕つかまえられるわけにはいかない。ファウストには真の自由が必要だった。

　すべての真相が詳つまびらかになったとき、筆頭バトラーはどう動くのか。そしてリシュリーは──。

　──私は、ファウストの自由を取り戻しにいく。そのためなら、なんでもする。

　なにを失っても、なにを棄すててもかまわない。今この瞬間のリシュリーが求めてやまないのは、大切なファウストが自由に生きること、ただひとつだった。

「あっ……時間が」

　考え込んでいるうちに、窓の外が薄闇から藍あい色いろに移ろっていた。我に返って確かく認にんした時計が午前六時をまわっていることに驚おどろく。

「まずい、急がないと」

　ロケットを衣服の中にしまってカーテンを引く。白の帽子と手て袋ぶくろと毛皮の襟えり巻まきをまとめて持ち、ケープを腕うでにかけて部屋を出た。

　食堂で朝食をとったあと、三社分の新聞にさっと目を通す。リシュリーに関する噂話ゴシツプが大々的に掲けい載さいされたのは一時的なものだった。今日も小さな記事が載っているが、表現を変えただけでその内容は昨日や一昨日おとといと変わらない。何者かの、リシュリーや帝都の人々に忘れさせまいという意図を感じてしまう。黒い竜についても変わらず毎日載っているが、死者数はずっと零ゼロであり、火災件数や怪け我が人の数も減っていた。

　リシュリーは新聞を畳たたんで医務室へ駆かけていく。毎朝ジュストが行ってくれる簡易の診しん察さつを受け、そのまま一緒に脱だつ衣い室へ向かった。

　竜とバトラーが朝の打ち合わせをするあいだ、リシュリーは一番うしろに座って【任務地一覧】を確認する。そうして視察を行いたい土地へ向かう竜に同行を頼たのむのが決まりごとのようになっていた。

　現場主任のテオが任務内容の確認と注意事じ項こうを伝える。

「今は積雪のピークだし路面凍とう結けつも多いから気をつけてくれよな。スリップ厳重注意。尻しりを打つのは自由だが絶対に人間を下した敷じきにするなよ。それと、巨きよ体たいをぶつけて崩くずした雪は責任持って固め直すこと。一件だけだがクレームが来てる。面めん倒どうだろうけど頼んだぜ」

　リシュリーはテオの話をしっかりと聞きながら頭の中に地図を描えがき、視察したい場所にピンを立て、一覧と照らし合わせていく。

　今日は上手うまく当て嵌まる場所がない。一か所だけ陸軍の駐屯地があるが、小規模であることと、竜の任務地から離はなれていることが気にかかる。

　どうしようかと悩みながら一覧の最後に視線を落としたとき、「あっ」と声を出しそうになった。口を押さえて書類を再度確認する。

【サリバン／トーアリム地方、シアン地区における風車の稼働補助】

【出動：午前七時三十分：第三ゲート／帰き還かん：午後三時予定：第二ゲート】

【議会：なし／担当バトラー：メルヴィネ】

　今日のサリバンの任務地となっているシアン地区には、帝てい国こく軍の主要施設がある。

　今まで軍事施設の付近はほとんど任務地に選ばれていなかったのに、なぜだろう。少し気にかかったが、この機会を見み逃のがすわけにはいかないという思いが遥はるかに勝まさった。

「──解散。各おの々おの現場で業務に入れ」

　リーゼが打ち合わせを終しゆう了りようする。彼は毎日「今日はどこへ行くんだ？」と訊きいてくるのに、なぜか今日はそのまま脱衣室を出て行った。リシュリーは小首を傾かしげつつ、出動時間が迫せまっているサリバンを見る。

　物もの凄すごく怠だるそうだった。突つっ立ったまま大あくびをしている。小こ柄がらのメルヴィネは爪つま先さき立だってサリバンの軍服をせっせと脱ぬがせていた。二人に近づき、声をかける。

「サリバン、メルヴィネ、おはよう」

「おはようございます！」

「あー……おはよ、リシュリー。なあに？　どうしたの」

「今日、同行させてもらえるだろうか。難しいかな……」

「えっ、ほんと？」

　リシュリーが頼むと、ぼうっとしていたサリバンは一いつ瞬しゆんで表情を明るくした。美び麗れいな貌かおいっぱいに笑えみを浮うかべる。

「やったぁー。今日の任務、すっごく退たい屈くつでさあ。気が滅め入いってたんだ。でもリシュリーが来てくれるなら頑がん張ばっちゃう。さっさと終わらせてデートしよ」

「デート、とは……？」

　そう訊たずねたが、うきうきするサリバンはまったく聞いていない。メルヴィネに「ねえ、トランクに軍服とブーツとコート詰つめて。リボンも忘れないでね」などと言っている。

　裸はだかになったサリバンが足取り軽くゲートへ向かうと、メルヴィネが申し訳なさそうにトランクを渡わたしてきた。

「あの、リシュリーさまにこんなお願いするのは気が引けるのですが……サリバンに軍服を着せてあげてほしいんです」

「えっ。私が？」

「はい……。サリバンって、いつも立ってるだけで、なにもしないんです。あと、髪かみを三つ編みにしないと拗すねます。ばらばらするのが嫌きらいみたいで……本当にすみません」

「そうなのか。わかった、気をつけるよ……」

　三つ編みできるだろうか、という若じやつ干かんの不安を抱いだきつつ、トランクを持ってサリバンの背に乗る。

　せっかくの好機だったが、あまり思うようにはいかなかった。

「どこにも行っちゃだめ。風車くるくるまわすだけだから、ぼくの鬣たてがみの中でいい子にしてて」

「えっ……」

　トーアリム地方のシアン地区に到とう着ちやくし、意気込んで視察を始めようとしたが、サリバンに止められてしまった。

　竜りゆうに連れてきてもらっている以上、彼らの許可なしで自由行動はできない。リシュリーのことが視みえているファウストは、適切な判断をしてくれるだろう。彼を稼か働どうしている軍事施し設せつに近づけたくなかったのでちょうどよかったのかもしれない。

　サリバンが任務を行うあいだ、リシュリーは鬣の中でトランクの番をする。

　──ファウストは……どこかにある施設に戻もどったかな。近くにはいないみたいだ。

　これまでも会わない日は普ふ通つうにあったのに、今日はやけに切なさが募つのった。いないとわかっていても、つい周囲の木こ陰かげや茂しげみの向こうにファウストの姿を探してしまう。そして、わずかに見えている軍事施設の建物が気にかかった。

　しかしあまり見すぎてはサリバンに不ふ審しんがられる。リシュリーはファウストに会えない寂さびしさを抑おさえ、軍事施設に視線を向けないよう注意しながら、風竜のおしゃべりに相あい槌づちを打ったり言葉を返したりした。

　午後一時──。任務を終えたサリバンは早々に人型に変容する。

　腰こしまで届く金色の髪はきらきらと煌きらめき、引き締しまったしなやかな長ちよう軀くには綺き麗れいな緑色の鱗うろこが浮かんでいた。そして、そこからとめどなく漏もれてくる濃のう厚こうな雄おすの色いろ香かに、リシュリーはひとしきり感心する。

　ドラゴンギルドに来たばかりのころ、竜たちが裸はだかでうろつくことに衝しよう撃げきを受けたが、最近はさすがに慣れてきた。腕や脚あしを上げさせて怪け我がや出血をしていないか確認する余よ裕ゆうまである。

　リシュリーが確認を終えても、サリバンは中央庭園にある美神像みたいに突っ立っていた。

　トランクを開けるくらいはしてやれる。すると美しい風竜はくしゃみをひとつして言った。

「人型になると急に寒くなるなあ。ねえリシュリー、早く着せて？」

「自分で着たほうが早いし、きちんと着られると思うよ」

「ぼく、自分でいっさいやらない主義なの」

「………」

　それとなく促うながしてみたが駄だ目めだった。あらかじめ教えてくれたメルヴィネに感謝する。なにも知らなかったら、リシュリーは全ぜん裸らの竜相手に説教していたかもしれない。

　サリバンはにっこりと笑うだけで頑がんとして動かなくなった。王家から隔かく離りされ、ドラゴンギルドに守護されている身とはいえ、自分がなぜ……という疑問が過よぎったが、しかたない。

　サリバンに軍服とコートを着せ、ロングブーツと手袋も着用させる。「痛いったぁい。もう、引っぱりすぎ」「あ、すまない」を何度か繰くり返して、どうにか三つ編みも完成させた。リボンが少々曲がってしまったが、きりがないのでそのままにしておく。

　髪を編むために屈かがんでいたサリバンは立ち上がり、長軀を伸のばしながら機き嫌げんよく言った。

「さて、どこ行く？　お買い物に連れてってあげようか。ハーシュホーン通りっていう商店街が帝都にあってね、珍めずらしいものや美味おいしいものがいっぱいでとっても楽しいよ」

「ハーシュホーン通り？　初めて聞く。帝都にそのような通りがあったかな？」

「帝都にあるけど人間は絶対に見つけられないんだ。魔ま物ものの血を持ってる者だけが歩ける高級商店街だよ。みんな〝魔物通り〟って呼んでる。リシュリーもお買い物できるんだよ。それって素す晴ばらしいことだよね。ぼくたちの初デートにぴったりと思わない？」

「は、初デート？　またそのようなことを……」

　ほんの少し苦く笑しようしながら、やんわりと窘たしなめる。美しく端たん麗れいな風竜はいつも飄ひよう々ひようとしていて、その言動は軽けい率そつに思われがちだ。でも、リシュリーはサリバンの言葉に温かさを感じた。

　魔物の血が覚かく醒せいしてひどく落ち込んでいたリシュリーのことを思いやってくれているとわかる。感謝の気持ちでいっぱいになり、笑顔で返事をした。

「ありがとう。すごく嬉うれしいよ。でも……すまないが視察をしてもいいだろうか。すぐ近くの建物なんだ。あそこ、もう見えている」

「えー、やだ、つまんない。それに、あれ帝国軍の建物でしょ？　危ないよ」

「大だい丈じよう夫ぶだ、駐ちゆう屯とん地ちは何度か視察したことがある。公式視察の書状がないから、あの建物の中には入れないけど、外の様子だけでも見ておきたいんだ。お願いだよ、サリバン」

　高い位置にある竜の腰に両手をあて、背伸びをしながらサリバンを見上げて言う。

　そのあとすぐに、はっとなる。匂においも体格も立派な角も似ているせいだろうか、ファウストといる気になって、リシュリーはいつも彼にしていることをサリバンにしてしまった。

「リシュリーってさ」

　サリバンは一瞬きょとんとしたあと、妙みように色気のある微び笑しようを浮かべた。金色の長いまつげが揺ゆれる。リシュリーの両手に大きな手を重ねてくる。

「まじめなくせしておねだり上手なんだね。それ、すっごくやらしいよ。ぞくぞくしちゃう」

「へ……？」

「いい感じに魔物の匂いもしてきてるしね。──でも」

　サリバンの手がリシュリーの腕うでをするすると伝ってくる。白金髪プラチナブロンドを搔かき分け、耳の下に入り込んできた。耳じ朶だを摘つままれて、ぞくっとする。

　黒と金の光を放つピアス。そこをいやらしい手つきで撫なでられた。

「でも、どうして短期間でこんなにも甘い匂いになったんだろうね？　わかんないなあ、不思議だなあ」

「……っ！」

　リシュリーは反射的に竜の腰から手を離はなし、一歩うしろに下がった。

　顔が熱くなるのがわかる。羞しゆう恥ちもあるがそれ以上に焦しよう燥そうが強かった。

　ファウストと会っていることに気づかれている？　気づいていないとしても、確実に訝いぶかしく思っている。どうしよう、ファウストとの逢おう瀬せがばれたら、彼が捕つかまってしまう──。

　狼ろう狽ばいするリシュリーをよそに、サリバンはわざとらしく眉まゆをひそめて、己おのれの股こ間かんをぎゅうっと握にぎるふりをした。

「今でも甘ったるいのに、発情したらどうなるの？　リシュリーの脚のあいだから漏れてくる一角獣のいやらしい匂い……ハァ、想像しただけで勃ぼつ起きしちゃいそう」

「サリバンっ！　いいかげんにしないかっ……」

　今度は恥はずかしさだけで耳まで熱くなる。あははと軽快に笑いながらロングコートを翻ひるがえし、サリバンは大おお股またでどんどん軍事施設へ近づいていく。

　単なる冗じよう談だんと受け止めていいだろうか。察知されていると思ったのは杞き憂ゆうで済むだろうか。動どう揺ようを抑えるために白銀のロケットを握り、走ってあとを追いかける。

　しかしサリバンが急に立ち止まったので、リシュリーは三つ編みが揺れる広い背に勢いよくぶつかり、「うっ」と声を漏らしてしまった。隣となりに移動して見上げたサリバンは、まぶたを半分閉じたあきれ顔をしている。

「ごめん、リシュリー。ぼく、これ以上近づけないや」

「どうして？」

「さあ。たぶん魔石でもあるんじゃない？」

「えっ……魔石？　やはりあれは実在しているのか？」

　魔石とは三十年ほど前に政府の人間が発はつ掘くつした、竜の力を封ふうじる鉱石のことを指す。

　政府は忌いまわしい錬れん金きん術じゆつではなく、莫ばく大だいな金をつぎ込んで科学者に鉱石を研究させ、その力を増強させた。「魔石」と名づけられたが科学力の粋すいを尽つくした産物であり、非常に高価なそれは政府の高官と帝てい国こく軍の上層部が独どく占せんしている。リシュリーを含ふくむほとんどの者が知っているだけで現物を見たことがなかった。

　サリバンと並んで茂みに身を潜ひそめ、帝国軍の主要施設を見上げる。八棟とうの巨きよ大だいな建物があるが、すべての窓に鎧よろい戸どが嵌はめられていた。二重の高い塀へいにも邪じや魔まされて、中の様子を知ることはできない。

「魔石は竜たちに具体的にどんな影えい響きようを及およぼす？　ここから見える？　たとえば、塀の一部に使われているとか……」

「あれはすごくいやなものだよ。水色で綺麗に見えるけど、ぼくたちが触さわるとバチバチッて音を立てて、身体からだを痺しびれさせる黒い光を出すんだ。魔力も奪うばわれるし意識も飛んじゃうしさ、ほんと最低だよ。大きらい。ここからは魔石は見えないよ。建物の中なんじゃない？」

　建物までは距きよ離りがあり、塀や壁かべにも隔へだてられているのに、サリバンは魔石の存在を克こく明めいに感じている。それだけ魔石の力が強いということではないだろうか。

「なぜ魔石がこの駐屯地にあるのだろう。竜がここに入ることはないから、魔石を置く必要なんてないはずなのに」

「そんなのどうだっていいよ。知りたくもないな」

　魔石の感覚が不快なサリバンは機嫌を悪くした。

　リシュリーは考える。魔石を置くのは、この施し設せつにドラゴンギルドに知られてはならないもの、彼らが近づくことすら容よう認にんできないなにかが存在するからではないだろうか。

　たとえば、魔物の卵といったようなもの──なんでもキマイラ化の研究につなげてしまうが、大おお幅はばにまちがっているとも思えなかった。

　仮に、キマイラ化の研究に関かかわる施設に魔石を置いているとする。それならここ以外にも同じ形態の施設が複数あるはずだ。ファウストの『建物の中はどこも同じだ』という言葉と、これまで見てきた施設跡あとの数から推測できた。

　しかし、魔石を保有する軍事施設の所在地を割り出すのは非常に難しい。だからこそ、目の前にあるシアン駐屯地の内部に入りたかった。それにはアルカナ王家の名を使って公式に視察の通達を出す必要がある。

　新聞に掲けい載さいされた噂話ゴシツプによって魔物の疑いがかかっている第四王子の立場は、決して有効ではないだろう。でも躊ちゆう躇ちよはしない。ファウストの真実と自由を取り戻もどすためなら、王子の立場も利用すると決めていた。

　──ギルドに戻り次し第だい、シアン駐屯地視察の書状を作ろう。

　この視察は短かったが収しゆう穫かくは充じゆう分ぶんにあった。サリバンにつらい思いをさせたくないので今すぐここから離れる。

　淡たん緑りよく色しよくの瞳ひとみで見たサリバンは、ほんの少し顔を蒼あおくしていた。

「吐はきそう。頭が痛くなってきた」

「ごめん、わがままを言って悪かった、すぐ離れよう」

「気持ち悪くなったのリシュリーのせいだからね、デートしないと治らないからね」

「わ、わかったよ、ひとまず早く──」

　そのとき背後でザザザッと草くさ叢むらの乱れる音がした。

　驚おどろいたリシュリーはサリバンと同時に立ち上がる。振り返るとすでに三十人ほどの兵士に囲まれていた。戦せん慄りつが走る。彼らは小しよう銃じゆうを持っていた。

「動くな!!　侵しん入にゆう者二名発見！　狙そ撃げき準備！」

　士官の号令に身体が強こわ張ばる。ジャキッと音がして銃口が向けられる。ここは軍事施設の敷しき地ち内ではないのに、リシュリーたちは侵入者にされてしまった。

「違ちがう、私たちは立ち入ってないっ」

「こいつらに言っても無駄だよ、おいでリシュリー」

　サリバンに腕をつかまれ、ぐっと引き寄せられる。広い背に隠かくされて兵士たちが見えなくなった。一いつ斉せいに発はつ砲ぽうされたらサリバンでも避よけきれない。自分が第四王子であることを伝えるしか回かい避ひ方法はないのに、竜りゆうの手の力が強すぎてまったく動けなかった。

「まだ撃うつな。狙撃体勢を維い持じせよ」

　ふいに、兵士たちの向こうから静かな号令が届く。

　聞き覚えのある声だった。やや悠ゆう長ちようなその声に、リシュリーは何度か警けい戒かい心しんを煽あおられたことがある。色の激変した瞳を見られたくない。サリバンの背に隠れたまま、彼の腰こしと腕のあいだにある隙すき間まから声の主を確かめる。

「また、だ……。なぜ……」

　バンベック中ちゆう将じよう──この男はいつも、妙な場面でリシュリーの前にあらわれる。

「侵入者ありと報告を受けたが、これは驚いた、リシュリー殿でん下かでしたか。……いや、しかし殿下はドラゴンギルドに隔かく離り中のはず。もしや偽にせ者ものか？　それとも隔離された身で、自由に行動させろと要求でもしたのか。じつにおこがましいことだ」

「うわ、いきなりものすごい厭いや味みだね。王子さまに向かってよく言えるなあ。リシュリーに個人的な恨うらみでもあるかな？　もしかして、振られちゃったとか？」

　サリバンは多くの銃口が向けられているとは思えないほどに、いつも通り飄ひよう々ひようと言った。

　兵士のあいだから静かなどよめきが起こる。身長が十五テナー（約二百センチ）ある風竜は、ここにいる男たちの中で一人だけ背が飛び出していた。竜に慣れていない兵士たちは、巨きよ軀くと強きよう[image: 靭]じんな魔ま物ものの雰ふん囲い気きに早々に吞のみ込まれる。

　バンベックの表情を見ることはできない。また都合よくあらわれた男にリシュリーは違い和わ感かんを拭ぬぐえなかった。

「そなた、なぜここにいる？　総司令部直属の将校だろう」

「おやおや、侵入者の分際でよくもそのようなことを……私はシアン駐ちゆう屯とん地ちの副司令官でもある。ここは軍事特別区。無断で接近する者は例外なく狙撃の対象とする。射殺されても文句は言えませんぞ？」

「この場所は敷地内ではなく、駐屯地の塀から一定の距離がある。私たちを侵入者扱あつかいするな。無礼にも程ほどがある」

「軍事特別区においては建造物の目視可能な場所に立つことが罪になります。たとえ敷地外であっても。あなた第四王子でしょう。そんなことも知らないのですか？　やはり偽者かな？」

　リシュリーは努めて冷静に返したつもりだったが、バンベックの悠長な声に遣やり込められてしまった。侵入者の立場は回避できない。銃口は向けられたままだった。

「ねえリシュリー、こいつ誰だれ？」

　そう訊たずねてくるサリバンはあからさまな苛いら立だちを見せる。リシュリーは小声で答えた。

「バンベック中将だ。私が倒たおれた日とその翌日と、サリバンは宮きゆう殿でんでこの男に会っている」

「ああー、そういえばごちゃごちゃ言ってる奴やつが何人かいたよね。そのうちの一人っぽい」

「おや？　殿下はずいぶん魔物と仲よくなられたようですな。とても黒い竜に襲おそわれた人間とは思えない。やはり新聞に載のっていたあの〝噂〟は真実のようだ」

　どくんと心臓が跳はねる。サリバンの背を覆おおう軍服と、白銀のロケットを同時に握る。

【驚きよう異い！　角の発生!?　第四王子に魔物の嫌けん疑ぎあり】

【魔物の侵入を許したアルカナ王家、終しゆう焉えんの危機か!?】

　初めて人の口から「噂」と聞かされて、心ないゴシップ記事が嫌いやでも蘇よみがえった。

　これまで噂に触ふれられずに済んでいたのは、北ほく端たんの地や人の少ない場所ばかりを視察してきたからだった。今ここでバンベックや兵士たちに真実だと知られたら、それは瞬またたく間に帝都に広がり、リシュリーはアルカナ大帝に二度と会えなくなってしまう。

　バンベックだけには知られたくない。でも現状をどう回避すればいいのかわからなかった。

　中将はわざとらしく柔やわらかな声を出す。

「魔物の巣そう窟くつに、我々人間の新聞は届きませんかな？　教えて差し上げましょう。頭に角が生えたリシュリー殿下は魔物ではないか？　という記事が掲載されたのです。新聞が出まわってからの数日間、帝都は大おお騒さわぎになりました。……ふふ、なんともくだらないゴシップだ。殿下もそう思われるでしょう？　しかし記事の内容は真実だと言う者も多い。御おん身みは非常に際きわどい立場にありますよ。ですから、これ以上の勝手な行動や穿せん鑿さくは──」

「あはは、ばっかみたい」

　聞きたくもないそれを遮さえぎってくれたのは、サリバンの軽快な笑い声だった。竜は高いところから男を見おろして言う。

「新聞社にリークした本人がよく言うよ。『なんともくだらないゴシップ』だって、笑っちゃう。芝しば居いを打つならもっと上手うまくやれ。見え見え過ぎてこっちが恥はずかしくなる」

「ほう。リークとはまた、穏おだやかではないな……」

　バンベックは悠長な態度を崩くずさない。しかしその声に、ほんのわずかの硬かたさが生じた。

　サリバンはなにを知っているのだろう。それとも鎌かまをかけているだけだろうか。飄々とした風竜は真意を読み取らせない。煌きらめく三つ編みを揺ゆらしながらなおも言い放つ。

「アルカナ大たい帝ていにも『王子の頭に角が見えた』とか吹ふき込んで、広めないことを条件に、ギルドが不利になる命令をするよう促うながしたんでしょ？　黒い竜を捕つかまえなきゃ解散とか、第四王子の秘密を漏もらしたら解散とかさ。そのあと新聞社に指示を出して、リシュリーに関する記事を掲載させたけど、結局ギルドは解散しなかったね。残念。それよりも、広めないと約束しといて新聞社にリークしたことが陛下に知れたらどうなるの？　殺されない？　大だい丈じよう夫ぶ？」

「黙だまれ、魔物……ありもしないことを」

　バンベックの声に動どう揺ようが滲にじむ。サリバンの淀よどみない話しかたはリーゼにそっくりだった。

　リシュリーも可能な限りの追い打ちをかける。

「中将、それはまことか？　陛下を陥おとしいれたも同然、断じて許しがたい。私は然しかるべき対応を取る。軍法会議に訴うつたえることも辞さない」

「言いがかりも甚はなはだしいですな。証しよう拠こはありますか？　訴えを起こすよりも先に、御身の疑ぎ惑わくを晴らすべきでは？」

　リシュリーこそ、この男への疑念が次々と浮うかんでくる。

　どこまでが事実かわからないが、サリバンの言葉を信じるなら、バンベックはリシュリーの角を目もく撃げきした。リシュリーが倒れたとき、かなり近くにいたのでそう考えるほうが自然かもしれない。

　ただ、見えたのは一いつ瞬しゆんだった。人間に角が生えることも信じがたい。しかしこれが本当なら、ドラゴンギルドを潰つぶすために大いに利用できる。

　だからバンベックは確かく認にんさせた。『角があるか確かめろ』と命令した。

　誰にも気づかれずドラゴンギルドに侵入し、リシュリーに近づける者に──。

「……っ」

　己おのれの思し惟いに頭を殴なぐられたようになる。冷たい北風が吹いているのに汗あせが出てくる。

　リシュリーが〝黒い竜〟に攫さらわれて、解放された朝、都合よくあらわれたのはバンベック中将だった。

『ああ、腕うでを折られましたかな？　──黒い竜に』

　リシュリーになんの確認もせず、流れるように出てきた中将の言葉。強い違和感を覚えた。これは、黒い竜に命令した本人しか言えないことだ。

　リシュリーの角を見た。だからその夜のうちに確かめさせた。

　──この男が、ファウストに、命令を……？

　浮かんできた言葉に、頭と身体からだがかっと熱くなる。

　ファウストが繰くり返し言っていた「男」が、バンベック中将──一度そう思ってしまったら、ほかになにも考えられなくなった。

　そしてバンベックが副司令官を務めるこのシアン駐屯地には、ドラゴンギルドを寄せつけないための、強力な魔石がある。

「………」

　角の存在を知られているのなら、瞳ひとみの色を隠かくしていても意味はない。

　リシュリーはサリバンの背の陰かげからゆっくりと出る。

「あら、リシュリー。いいの？」

「うん、大丈夫だ。ありがとう。でも、あと少し背を貸してくれ……」

　全身が戦慄わななくほどの怒いかりを、リシュリーはこれまで覚えたことがない。脚あしが殊こと更さらに震ふるえる。

　サリバンの背に手を添そえ、脚に力を入れた。淡たん緑りよく色しよくの瞳で、バンベック中将を睨にらみつける。

　ファウストを操あやつる、人間──絶対に許さない。

　まちがいなく、魔ま物もののキマイラ化にも関かかわっている。すべての証拠を集め、可能な限りの、ありとあらゆる措そ置ちを講じてみせる。

　色の変わり果てた瞳を見たバンベックは、一瞬、怯ひるんだようだった。リシュリーを見てくるその目は、人間を見る目ではない。引き攣つった笑えみを無理やり浮かべている。

「瞳の色が短期間でそのように変化するなどおかしい。リシュリー殿下。あなたはご自身が魔物ではないと神に誓ちかえますか？　私が本当に陛下を脅おどし、新聞社にリークしたと思うのであれば、その証あかしを提示してください。できないのなら、そこに立っている竜りゆうを軍法会議にかける」

「神には誓わない。今ここで提示できる証拠はなにもない。だがすぐに調べ、近日中に揃そろえる。誤って当施し設せつに接近したことを詫わびよう。我々は直ちにこの場を去る。今夜のうちにアルカナ王家公式の書状を準備し、明日には当施設の視察日時を通達する」

「これ以上の穿鑿は危険と言ったのが理解できないのですか？　それが御身のためだ」

　バンベックの悠ゆう長ちような態度が崩れていく。苛立ちがあらわになってくる。

　リシュリーは一歩も引かない。ふたたび脚に力を込めた。気を抜ぬいたら、怒りに任せてバンベックに殴りかかってしまいそうだった。

「あーぁ。もう、みんなこそこそしたりピリピリしたり。やんなっちゃう」

　緊きん迫ぱくした空間に、サリバンのあきれ声が通った。

　見上げた風竜は、心底うんざりした顔をする。

「リシュリーも帝国軍の奴らもこそこそ動いてばっかりだから、うちの責任者が怒おこってるよ？　ベッドの中でもいらいらピリピリされちゃってさあ。あれ、ほんと困るんだよねえ」

「なっ……サリバン？」

　その言葉に、びくっと肩かたが揺れた。にわかに焦あせりが生じる。

　リーゼに気づかれている。なにを、どこまで──？

　しかし訊ねる隙は与えられない。サリバンは嗤わらう。バンベックを睨みつける。

「軍事施設にあんな大きい魔石を置いてるなんて知らなかったな。相当隠したいものがあるんだねえ？　なんだろうな……。そう、たとえば、──至上の錬れん金きん術じゆつ、とか？」

「なんだと!?　きさま！　……なぜだっ」

「サリバン！」

　リシュリーは驚きよう愕がくし、バンベックも明らかな焦しよう燥そうを見せる。しかし中将は無理やり口を噤つぐんだ。信じられなかった。サリバンの口からあの言葉が出るなど起こり得ない。

　リシュリーは目を瞠みはる。触れている風竜の背、そこにある鱗うろこが逆立っていく。軍服越ごしでも克こく明めいに知れた。

　美び麗れいな貌かおを歪ゆがませて嗤うサリバン。世界最強の魔物は、激げき怒どしていた。

「おかしなこともあるもんだね。リシュリーと……、おまえからも。同じ竜の匂においがする」

「竜!?　サリバン、それは──、あっ？」

　驚愕が続々と襲ってくる。サリバンは一瞬でリシュリーを抱き上げ、言い放った。

「──新しい兄弟の匂いだ」

「侵しん入にゆう者を捕とらえろ！」

　そのとき、ごうっ、と暴風が吹いた。バンベックの怒号も兵士たちの叫び声も、放たれた弾丸までもが緑色の竜巻に吞のみ込まれていく。リシュリーはまぶたを閉じてサリバンにしがみついた。

「──っ！」

　飛ばされそうになった身体からだがふわりと浮ういて、柔やわらかなものに包まれる。暴風が過ぎ去ってすぐに目を開けると、間近に鬣たてがみと美しい緑の鱗、そして大きな翼つばさが見えた。竜の姿になったサリバンは豊かな鬣の中にリシュリーを入れて飛ひ翔しようする。バンベック中将たちが見えなくなり、巨大な軍事施設さえみるみる小さくなっていく。

　リシュリーは混乱から抜ぬけ出せない。しかしサリバンは早々に怒りを消し、つい今までの緊迫感が噓うそと思われるような軽い声で言った。

「あぁ、おろしたての軍服をぼろにしちゃったよ……バトラーに怒られる」

「サリバン！　そなた、なにを知ってる!?」

「あはは、リシュリーってほんとかわいいね。あっさりぼくについてくるんだもの。しっかりしてるのに無防備なとこ、たまんない」

「ど、どういうことだ？　──まさか、リーゼが？」

「やっと気づいた？　こんなところに任務なんかないよ。リーゼくんが作ってぼくを配置したに決まってるでしょう。リシュリーが軍事施設に近づきたそうにしてるからさ。でも、あんな大きな魔石があるなんて思わなかったよね。それと……さっきの中将と、錬金術と竜。リシュリーの秘密ってなんだろう？　帰ったら、リーゼくんとお話しようね」

「……!!」

　一いつ瞬しゆん、ぞくりと肌はだが粟あわ立だった。やはりリーゼはなにもかもを見み透すかしている。

　片かた眼鏡めがねをかけた、猫ねこのような紫むらさき色いろの瞳は、ファウストとリシュリーが二人だけで話した『至上の錬金術』までもとらえていた。

「なぜだっ、どうして錬金術のことを知っている!?」

「ごめん、今のぼくは上司の業務命令を遂すい行こうしてるだけなんだ。余計なことは話せないし、聞かないよ。全部リーゼくんを通さなきゃね」

「そ、そんな……頼たのむ、ひとつだけ教えてくれ、竜の匂いとは？　新しい兄弟とはなんだ!?」

　鬣を握にぎって叫ぶように訊たずねると、サリバンは長い首を曲げて金色の瞳を向けてくる。『余計なことは話せない』彼は、それでも感情に突つき動かされるように言った。

「そんなの、ぼくのほうが知りたいよ。いきなり視みえるようになったと思ったら、ぼんやりとしか視えないし、こっちから話しかけることはできても、あの仔こは聞こえてないみたいだしさ。なにをどうしたらああなるわけ？　なんで黒い鱗してんの？　まさか人間にされたとでもいうの？　ぼく、弟をいじめる人間は絶対に許さないよ。殺すって決めてるから」

「サリバン──、う……っ」

　いつも飄ひよう々ひようとしているサリバンが、ぞっとするほど低い声を出す。しかしそれきりなにも話さなくなった。前へ向き直ったシルフィードは冬の風をとらえ、超高速で飛行する。息ができない。リシュリーは顔と身体を鬣の奥へ埋うずめて、懸けん命めいに空気を確保した。

　あっという間に帝都が近づく。巨大な時計塔とうが見えてくる。

　サリバンはアルカナ大帝の宮きゆう殿でん群を越え、岩山を旋せん回かいして降下を始めた。

「うわあ……。リーゼくん、おっかない顔して待ってるよ」

　ドラゴンギルドの発着ゲート、そこにあるバルコニーに、筆頭バトラーが腕を組んで立っている。淡緑色の目には、彼のこめかみに浮かぶ血管まで見えた。　>>>♥

「リシュリーに付いててあげたいけど、ぼく、オーバーホール受けなきゃ。リーゼくん、本当に怖こわいから気をつけて。見た目はリシュリーと変わらないけど、おじさんだから。切れたら思いきり怒ど鳴なりつけてくるよ。泣かないようにね」

「……!?　なんだそれは？　サリバン、どういう──」

「着陸するよ、バルコニーに飛び移って。ぼくもオーバーホール終わったらすぐに行くから、それまで頑がん張ばってね」

　サリバンの言葉の真意をつかめないまま、彼が差し出してきた前脚を借りてバルコニーにおりる。両足が床ゆかにつくよりも早く、無言のリーゼに指だけでついてくるよう示された。

　脱だつ衣い室を出てエントランスホールを抜け、飴あめ色いろの大階段を上る。筆頭バトラーの踵かかとが廊ろう下かをコツコツと叩たたく。その音を聞きながらリシュリーは覚悟を決めた。

　執しつ務む室に入り、向かい合ってソファに座る。リーゼは荒あら々あらしく脚を組んだ。

「そろそろ話していただけますかね」

「………。話すのはいいが条件がある」

「ほう。俺と交こう渉しようするおつもりか」

　リーゼは魔物みたいな紫色の瞳を限界まで細くする。鋭するどく睨ねめつけ、腹に響ひびく声を出す。

「殿下を預かることで我が社は不利を強いられた。その中で、どれだけ好きにさせてやったと思ってる？　こそこそと帝てい国こく軍のまわりをうろついてるからバンベックなんかに見つかったんだろうが！　帝国軍相手に、殿下一人でどうやって決着つけるんだ？」

「……っ」

「探たん偵ていごっこはもう終しまいだ。さっさと話せ。黒い竜のことも、錬金術のことも」

　凄すさまじい気き魄はくに、不覚にも脚が震ふるえだす。リーゼはもう同どう年ねん輩ぱいの若者には見えなかった。

　恐おそろしいが引くわけにはいかない。筆頭バトラーの瞳から目を逸そらさずに言う。

「全部、話す。──黒い竜を捕とらえないと約束してくれるのなら」

「なんだと」

　リーゼは一瞬だけ驚おどろいて、ふたたびこめかみに血管を浮かばせる。どれほど怒鳴られても、これだけは絶対に譲ゆずれなかった。

　睨にらみ合ったそのとき、ドゴォン───、という巨大な落らく雷らいとともにドラゴンギルド全体が大きく揺ゆれた。間を置かず魔ま物ものの咆ほう哮こうと、バトラーたちの叫び声が聞こえてくる。

「な、なんだっ？　……雷かみなり！」

「中庭だ！」

　リーゼの判断は早い。立ち上がると壁かべにかけている緑色の鉞まさかりをつかみ、執務室を飛び出した。リシュリーもあとを追う。ひどく嫌いやな予感がした。廊下を駆かけるあいだにもまた雷鳴が轟とどろく。

　中庭に出たその瞬間に見えた光景を、信じたくなかった。

「あ、あ……そんな、──」

　崩ほう壊かいした建物と倒たおされた木々から黒こく煙えんが立ち、サイレンがけたたましく鳴り響く。

　土と、赤い粘ねん土どのようなものが散乱していた。雪の色に染まっていた美しい庭が、まるで戦場のようになる。その真ん中に、黒い翼を広げるファウストがいた。

「なんだあれ！　どうなってやがる！」

〝黒い竜〟と呼ばれる彼を初めて目まの当たりにしたリーゼは驚愕する。

　カッ、と空に稲いな妻ずまが走り、雷がまた落ちてくる。ファウストは破は壊かい行こう為いをやめない。サイレンの音に劣おとらない大声でテオが叫ぶ。

「避ひ難なんしろっ！　全バトラー、防護服着用！　オンディーヌを呼べ！」

　いつも温和なテオが発するその逼ひつ迫ぱくした怒号はいっそ恐ろしい。防護服姿のテオは血だまりに座り込み、気を失った人型のガーディアンを抱だいていた。黒い竜の鉤かぎ爪づめによって深く抉えぐられたガーディアンの胸部を懸命に押さえている。

　まぶたを閉じる竜が血を吐はいたとき、堪こらえられなくなったリーゼが駆け寄っていく。

「ガーディアン！」

「リーゼさんっ!?　だめだ、来るなっ、来ちゃだめです！　血液大量飛散！　そこも危険だっ、中庭から出てくれ！」

　サイレンは鳴りやまない。リシュリーは足元を見る。

　清冷な白雪を侵おかす、赤い粘土みたいなもの。散乱するそれらは、砂金のような粒つぶと猛毒を含ふくむ竜の血液だった。血を踏ふまないよう庭を大きくまわり、雷を落とすファウストへ向かって駆けていく。黒い獣じゆう毛もうを纏まとう後あと脚あしにしがみついて叫んだ。

「やめろ！　ファウストっ。なぜこのようなことを！」

「ここは危険だ、リシュリーが傷つくのはだめだから遠くへ逃にげろ」

　リシュリーを思って言ってくれる言葉が、ひどく悲しかった。ファウストはこの行為が誰だれかを傷つけるものだと理解できているのに、やめようとしない。

　ばっ、と風を切る音が聞こえて、四機の竜が同時に飛ひ翔しようした。フォンティーンとキュレネーがテオとガーディアンに大量の水をかけていく。サリバンが風を喚よび、ナインヘルが炎ほのおを吐いた。ファウストも雷を落としつづける。このままでは巨大な魔物同士がぶつかり、ドラゴンギルドは壊かい滅めつしてしまう。

「私を連れて行っていい！　洞どう窟くつでもどこでも、とにかくここから離はなれてくれっ」

　大声をあげると、ようやく雷が止やんだ。ファウストは前脚でリシュリーを包み、高速で飛ぶ。リーゼがなにかを叫んでいた。懸命に聞き取ろうとしたけれど、わからないままドラゴンギルドがあっという間に遠ざかる。

　ファウストは巨体も容易に隠かくせるくらいの鬱うつ蒼そうとした森に入った。リシュリーは草くさ叢むらに足がつくなり、黒い鱗うろこの並ぶ頰ほおに縋すがりつく。込み上げてきた悔くやしさをすべてぶつけてしまった。

「どうしてだっ。なぜあんなことをした？　ファウストは誰も傷つけていなかった。今までずっと約束を守ってくれていただろうっ？」

「リシュリーとの逢おう瀬せが知られた。人間を雷で打ってないこともばれた。ドラゴンギルドを破壊し竜を殺せと命令された。そうしなければ薬を打たない、と──」

「誰に!?」

「………」

　薬が切れかけているのだろうか、ファウストは落ち着きを失なくし、松の葉みたいなまつげを揺らして頻しきりにまばたきをする。黒い獣毛に包まれた腹が大きく上下していた。

「お願いだ。ファウスト、どうか教えてほしい。……そなたに命令する男というのは、バンベックという名ではないか？」

　問い詰つめても以前のように苛いら立だちはしなかった。わずかに逡しゆん巡じゆんしたあと、「男」の正体をみずからの意志で伝えてくれる。

「名は知らない。帝国軍の施し設せつにいるから軍人だと思う」

「その施設はどこにある？　シアン駐ちゆう屯とん地ちか？」

「違ちがう。そこには前に、いた。……今は、宮殿が多い、子供のリシュリーと、会った──」

「宮殿!?　その中のどこに……、──まさか」

　頭に浮うかんできたのは、国立図書館の特別閲えつ覧らん室で見た建築史の書しよ籍せきだった。

　そこにあった【植樹林】の文字。人工の雑木林──。

「ファウストっ」

　四し肢しを曲げてファウストが草叢に横たわる。深くまで裂さけた口から舌を出し、短い呼吸を繰くり返した。リシュリーは鱗と獣毛に覆おおわれた身体からだを懸けん命めいに撫なでる。

「大だい丈じよう夫ぶかっ、薬が切れたのか？」

「施設に、戻もどる……。薬を打ったら、迎えに、くる……から、ここに」

「私も行く。頼たのむ、連れて行ってくれ」

　施設に戻っても、命令を果たしていないファウストは薬を得られないだろう。

　いつもこの「薬」が邪じや魔まをしてくる。初めは病気を抑よく制せいするものと思っていたが、今、目の前で苦しむ彼は禁断症状に苛さいなまれているようにしか見えない。

　その薬は、ファウストの病気や怪け我がを抑おさえるためではなく、軍人がキマイラという魔物を常に捕らえ、意のままに操あやつるために打っているのではないだろうか。

　薬のことを訊たずねようとしたが叶かなわなかった。黒い鉤爪が身体にまわってくる。

「奴やつらがここに来る」

「奴らって帝国軍か？　──う、っ……」

　そのとき突とつ風ぷうが吹き、木々が音を立てて揺れた。風の激しさに思わずまぶたを閉じ、ファウストの前脚に縋る。

　ドスン、ドスン、と巨大なものが落下してくる。まぶたを開くと、サリバンやバーチェスたち五機の竜りゆうに囲まれていた。

「なぜっ……どうしてわかったんだ!?」

　鬱蒼と茂しげった森は魔物の巨体を完全に隠してくれていて、上空からでも見えないというのに。

　このままではファウストが捕つかまってしまう──リシュリーは前脚から抜ぬけ出し、彼の前に立って両りよう腕うでを広げた。サリバンの背からおりたリーゼがゆっくりと近づいてくる。

「竜の兄弟は、精神を集中させることで互たがいの居場所を察知し、遠く離れていても会話を可能にする」

　その声に、ギルドで話していたときの怒いかりや苛立ちはない。リーゼは、リシュリーのうしろで苦しんでいるファウストを見つめて言った。

「──竜たちはその魔物を兄弟と感じ取り、居場所を確定させた」

　リシュリーは驚きよう愕がくしない。リーゼの言葉に、これまでの視察によって立てた憶おく説せつがまちがっていなかったことを確信する。

　竜たちは一様に困こん惑わくしていて、誰もファウストを捕らえようとしなかった。顔を強こわ張ばらせるリーゼの視線は、黒色の鱗が輝かがやく上半身と、そして黒い獣毛に覆われた下半身に注がれている。

「おまえは……、──竜なのか」

　呼吸を荒あらくするファウストは答えなかった。

　そんな目で見ないでほしい。彼は竜だ、どれほど姿形が異なっていようとも、ここにいるサリバンたちと同じ竜──そう叫びたくなる。リシュリーは振り返ってしゃがみ込み、禁断症状に苦しむ巨体を撫でようとした。しかしそのとき、ファウストが唸うなりながら翼つばさを広げる。

「リシュリーはここに残れ。安全なところにいろ」

「どうして、連れて行ってくれと言っただろうっ」

「施設は、安全なところではないと思う。だからリシュリーは連れて行かない。薬を打ったら、またすぐおまえのところに戻ってくる。約束する」

「いやだ、もう離れたくないんだっ。頼む、ファウスト……！」

　必死で追いかけても、翼を持つ魔ま物ものはどんどん上空へ行ってしまう。脚が縺もつれて、その場に座り込んだ。よろめきながら飛んで行く姿を見ていられない。震ふるえる肩かたに、リーゼが手を添そえてくる。

「なんであいつ、あんな苦しそうなんだ。どこへ向かった？　殿でん下か、話を聞かせてくれ」

「ぅ……、ファウスト……」

　囚とらわれている場所へ、一人で帰してしまった。本来ならここにいる竜たちのように、連なって飛行しているはずなのに。この期ごに及およんで、まだファウストを独りにしてしまう自分がどうしようもなく腹立たしかった。

　ドラゴンギルドに力を借りたい。リシュリーは帝てい国こく軍から黒い竜を奪うばう。

　でも、竜たちにも兄弟を──ファウストを連れ戻してほしかった。

「リーゼ。竜の皆みな。どうか力を貸してほしい」

　筆頭バトラーと、五機の竜。ここにいる全員がリシュリーの言葉を待ってくれていた。

　リシュリーは確信を持って話しだす。

「彼の名はキマイラ・ファウスト。帝国軍に改造された竜だ」










　帝国軍が行った魔物の卵の改造。それを『至上の錬れん金きん術じゆつ』と呼ぶ──悪夢のような話を伝え終えるころには、誰もが激しい怒りを覚えて言葉を発しなくなった。

　皆で帰き還かんしたドラゴンギルドは宵よい闇やみと静せい寂じやくに包まれている。竜の血や倒たおれた木々が回収された中庭は殊こと更さらに静かで、先ほどの騒そう動どうが幻まぼろしのように思われた。大怪我を負ったガーディアンは竜の涙なみだとジュストたちの看護によって回復し、今は眠ねむっているという。

「自分が兄弟を助けに行く」と意気込む竜たちに胸が熱くなった。しかし、やはりどうしても目立ってしまう。『三人が先行する。土竜は地中待機、火竜・風竜・水竜は結社警けい固ご』──筆頭バトラーの計画通り、リシュリーとサリバンとリーゼはアルカナ大帝の宮殿群を目指した。

　ファウストがどこへ向かったのか見当はついている。

「総司令部の近くにある雑木林だ」

「うん。木が茂ってるあたりにあの仔この気配をうっすら感じる……でも、あんなとこに林なんかあった？　ぼくが憶おぼえてないだけ？　どうなってるんだろう。ごめん、近づかないとわからない」

　広大な宮殿群の、わずか一部分に存在する、不自然な樹木の群がり──帝国軍の敷しき地ちに隣りん接せつした人工の林へ、サリバンは迷うことなく駆かける。リシュリーとリーゼは足の速い風竜に懸命についていった。

　リーゼは口をきかない。魔物のキマイラ化を知った彼は激怒を通り越し、殺意に似たものを抱いだいている。テール・コートの内側に拳けん銃じゆうを忍しのばせていることをリシュリーは知っていた。

「あの仔、雑木林なんかでなにしてるの？　気配が薄うすいのも不思議なんだよね……」

「おそらく、地下に施設がある。これまでも同じような形態の施設を幾いくつか見た」

「そっか、気配が薄いのは地下にいるせいかもしれないね」

　サリバンはいつも通り飄ひよう々ひようと話すが、顔を蒼あおくしている。シアン駐屯地に近づいたときと同じだった。雑木林の地下に施設があるなら、きっと魔石もある。その影えい響きようを受けはじめているのだろうか。

「あっ……！」

　雑木林に入ってすぐ、警けい邏ら中の四人の兵士と遭そう遇ぐうしてしまった。しかし彼らに銃口を向けさせる隙すきすら与あたえず、サリバンが全員を同時に気絶させる。

「ああ、もう、気分が悪い……地面の下に、最低で最悪なものがある」

　兵士たちを簡かん単たんに気絶させたのに、サリバンは息を上げていた。奥へ進むにつれ呼吸が荒くなっていく。

　雑木林の中央でリシュリーは立ち止まり、息を吞のんだ。夜目の利きく淡たん緑りよく色しよくの瞳ひとみが、低木の下で鈍にび色いろに光る鋼鉄の扉とびらをとらえる。

「あった……」

　地下への扉は、ファウストと一いつ緒しよに調べた施設跡あとの扉と形状がよく似ていた。施せ錠じようされているうえ扉そのものに相当な重量があり、容易に開けない。リーゼがようやく低い声を出す。

「サリバン、開けろ」

「うん。でも……リーゼくんたち、ここで待ってなよ。ぼく、見てくるから、さ……」

　サリバンの様子が確実におかしい。汗あせをかく姿など初めて見る。扉の下に強力な魔石があるのは明らかだった。ひどくつらそうなのに自分だけ地下施設へ行こうとするのはなぜだろう。リーゼは最初からサリバンの異変を知っていたようだが、彼をギルドに戻そうとしない。

「リーゼ。サリバンを帰したほうが──」

「開けろ」

「もう、……」

　リーゼは短い言葉を放つだけだった。

　リシュリーは気づく。魔石があるとわかったのに、リーゼがサリバンを避ひ難なんさせないのは、彼が絶対に引かないとわかっているからだ。『弟をいじめる人間は絶対に許さないよ』──確かにそう言っていた。だからサリバンはファウストのために魔石のある場所へと近づく。この先にどれほど激しい苦痛が待っていたとしても。

　呼吸を乱して汗を滴したたらせる風竜は、それでも鋼鉄でできた錠を一いち撃げきで破は壊かいする。

　重い扉が開かれると、底の見えない暗くら闇やみへ向かって階段が延びていた。サリバンが入り、リーゼがつづく。ファウストはこんなに暗いところを出入りしていたのだろうか。リシュリーは懸けん命めいに階段を駆けおりていく。

「……っ！」

「こっちだ」

　長い階段をおりきった途と端たんにサイレンが響ひびきだす。廊ろう下かは三方に分かれていたが、リーゼは突つきあたりが明るくなっている廊下を駆けた。速く走ることすらできなくなったサリバンが、先を行く筆頭バトラーへ腕を伸ばす。

「リーゼくん、待って……、危ないから、ぼくが、行くから──」

　リーゼの肩にかかるはずだった大きな手が空を搔かく。明るいところへ出た瞬しゆん間かん、リシュリーの眼前で金の三つ編みが激しく揺ゆれた。

「サリバン！」

　ごつっ、という鈍にぶい音がして、受け身すら叶かなわないままサリバンが床ゆかに倒れ込む。すぐさま二人がかりで竜りゆうの長ちよう軀くを支え、サイレンが鳴り響く部屋を見渡した。

「なんだあのばかでかい魔石は！」

　リーゼが叫び、リシュリーは目を瞠みはる。白い壁かべと灰色の床。ここはファウストが言っていた施し設せつそのままだった。部屋の中央に存在する水色の太い柱は、まるで大樹のように天てん井じようへと伸のびている。美しい水色の石柱が黒の光を纏まとうさまは歪いびつで禍まが々まがしい。魔石がバチバチと音を立てるたび、サリバンが牙きばを剝むき出しにして唸る。

「早く……、早くファウストを見つけて脱だつ出しゆつしなくては」

　しかしサイレンが鳴るばかりの施設に人ひと影かげはない。やはりここが極わずかの人間だけが知る研究施設だからだろう。ファウストを捜すために別の扉へ向かおうとした、そのときだった。

「待て。──なんだよ、あれ」

「だめ、ぼくの、腕うでから……出ないで、リーゼ──」

　サリバンの制止を振り切ったリーゼが、壁に埋うめ込まれた巨大な棚へ駆けていく。

「あ、あ……そんな……、なんという、数……」

「なんだよこれ……！　なんで、こんな、孵ふ化かする前のばっかり──」

　ガラスの棚に、孵化に失敗した魔物たちの卵や、孵化したがすぐに死んだキマイラのはく製が並んでいる。その数は、すぐには認にん識しきできないほど夥おびただしいものだった。

「くそ！　ちくしょう！　出て来やがれっ、全員ぶっ殺してやる！」

　怒りを剝き出しにしたリーゼがガラスの棚を滅め茶ちや苦く茶ちやに殴なぐりつける。バリンッ、と音を立てて大きなびびが入った。リシュリーはサリバンを床に寝ねかせてリーゼのところへ駆けていく。

「穿せん鑿さくするなと言っただろう。安易に軍の深部を覗のぞく愚ぐ者しやは消してやる」

　ふいに、聞き覚えのある声がして振り返ると、扉が開いたそこに、複数の軍人と白衣を着た研究員、そしてバンベック中将が立っていた。抑えようのない憤りが一気に沸き起こる。

「愚おろか者はどちらか！　バンベック、断じて許さぬ、必ずすべてを詳つまびらかに──」

　そのとき撃げき鉄てつを起こす音がした。リーゼの銃口はバンベックではなく研究員に向いている。

「よせっ、撃うつな！　殺せばリーゼが罪に問われる！」

「それがどうしたっ！　ここで冒ぼう瀆とくされた魔ま物ものたちを思えば罪など易やすい！」

「その思い、痛いほどよくわかる！　でもだめだ、撃つなっ、よしてくれ──」

　リシュリーは必死でその細身にしがみつく。しかし制止は届かない。リーゼは一瞬の躊ちゆう躇ちよもなく引き金を引いた。

　ダンッ、ダンッ、と発はつ砲ぽう音が響く。リシュリーにまで激しい振動が伝わってくる。

　しかし弾たまは飛ばずに、近くの床に落下した。

「……サリバン！」

　リーゼが叫びながらサリバンのそばに座り込み、長軀を搔き抱く。風竜は完全に意識を失っているのに、それでもリーゼを守るように抱だきしめた。

「俺の魔弾は……すべてサリバンの鱗うろこでできてる。サリバンの魔力がないと飛ばない」

　唇を嚙みしめるリーゼに軍人たちが銃口を向けてくる。リシュリーはまだファウストを奪うばっていない。こんなところで死ぬわけにはいかなかった。声を限りにその名を叫ぶ。

「ファウスト！　どこにいる!?　ファウストっ」

　声に応じるように扉が破壊される。そこからあらわれたファウストは夥しい汗をかき、荒い呼吸を繰くり返していた。リシュリーを見ずにバンベックや研究員たちのほうを向く。

「早く……薬を、よこせ」

「命令に背そむく者に与えるわけがない。今すぐ侵入者たちを殺せ。そうすれば打ってやる」

「リシュリー！　逃にげろっ、こっちに来い！」

　近づいてくるファウストは、ただでさえ大きな身体からだがさらに膨ぼう張ちようして見えた。背を曲げ、首を突き出すさまは、人間の手によって造られた怪かい物ぶつのようだった。でも恐おそろしくない。どれほど異形になっても、愛いとしい魔物に変わりはない。リシュリーはファウストを抱きしめる。

「薬などに翻ほん弄ろうされるな、なくても生きていける！　そんなものはないほうがいいんだよ。ファウストは、私の言うことが信じられない？」

「俺はリシュリーを、信じる……でも今、苦しい。リシュリーを守るために、薬がいる」

　リシュリーは、汗の粒つぶが浮かぶ褐かつ色しよくの肌はだを懸命に撫なでた。その肩かた越ごしに見えた、巨大な魔石の柱。それがバチバチと音を立てるたび、ファウストが唸うなり声をあげる。

　苦しいのは薬のせいだが、ファウストは魔石の影えい響きようも受けているのではないだろうか。

「ファウスト、あの水色の柱を──魔石の柱を壊こわしてくれないかっ？　苦しいのに、すまない……あれを壊せるのはファウストだけなんだよ」

「キマイラ・ファウスト！　侵入者を殺せ！　薬が欲しいのだろうっ」

「ぐ、ぅ」

　もうこれ以上苦く悩のうなどさせたくない。リシュリーは力の限りにファウストを抱きしめる。

「つらいね。許してくれ。でも、お願いだ。私のファウスト……」

「なぜ謝る？　リシュリーがいるなら、俺はなにもつらくない」

　ファウストが、ユニコーンの角に口づけてくる。何度も口づける。

　口づけながら黒の魔物に姿を変え、ファウストは魔石の柱に牙と鉤かぎ爪づめを立てた。

　その衝撃が、地下にある施設が歪んだと感じるほどすさまじい。怒りをあらわにするバンベックが怒号を放った。

「ふざけた真似を……！　──狙撃準備！　キマイラの後脚を撃て！」

　発砲するよりも早く、ファウストが軍人たちを長い尾で薙ぎ払う。幾つものひびが走ったそこに巨体を繰り返しぶつけると、魔石の柱が粉々になった。

　その瞬間に、リーゼの腕の中にいたサリバンが身を起こし、シルフィードに変容する。

「ああ、もうっ、リーゼくんにかっこ悪いとこ見せちゃったじゃない！　許さないよ！」

　美しい緑の竜が息を吹けば、地に落ちていた二発の銀の魔弾が動きだす。まるで魔物たちの仇かたきを取るかのように、二名の研究員の身体を貫つらぬいた。

「おのれ！　竜一匹ぴきなどどうとでもなる。殺せっ」

「ほざけ下げ種すが。──土竜ゲノムス！　突入しろ！」

　体勢を立て直した軍人たちがサリバンに銃じゆう口こうを向ける。そのときリーゼの号令に応じて部屋が激しく揺れ、床に巨大な亀き裂れつが走った。土の中を伝って、四機の土竜があらわれる。

「あっ……バーチェス、シャハトっ、シーモア！　エドワード老も！」

「オラァッ！　やっと入れたぜ！」

　バーチェスの豪ごう快かいな雄お叫たけびが、重苦しい空気を一いつ掃そうしてくれるようだった。しかしバンベックはなおもファウストを支配しようとする。

「キマイラ・ファウスト！　竜を殺せ！」

「……俺はもう、おまえたちの言うことは聞かない」

「育てた恩を忘れたか！　キマイラという最上の肉体を誰だれが作ってやったと思っている!?　竜を殺しドラゴンギルドを壊かい滅めつせよ！　できないのであればきさまは用なしだ、狩かってやる!!」

「そんなことのために……おまえはどれほどの命と尊厳を奪ってきたんだっ！」

　これ以上の激しい怒りを、リシュリーは生しよう涯がい経験することはないだろう。

　至上の錬れん金きん術じゆつなど誰も望まない。この世界にキマイラは必要ない。

　リシュリーは声を限りに叫ぶ。

「ファウストはキマイラではない！　私だけの竜だ！」　>>>♥

　そのとき、キンッ───という澄すんだ音が耳に届いた。

　リシュリーの言葉に呼応するように、ファウストが長い首を揺らし、天を仰あおぐ。

　黒い翼つばさを限界まで広げ、グオォォ────……と咆ほう哮こうをあげた。

「ファウスト！」

　バリバリバリッと大きな音を立てて、半はん端ぱだった身体のすべてが黒く美しい鱗で覆おおわれていき、黒い竜に生まれ変わったファウストが金色の稲いな妻ずまを纏ってひとたび咆哮する。

　その胸を熱くさせる風景は緊迫した空気すら吹き飛ばし、リーゼが感かん嘆たんの声を漏もらした。

「素す晴ばらしい。竜の生まれる瞬しゆん間かんが見られるとは」

「美しいな……。キマイラではない。私の、黒い竜──」

　己の身に流れる魔物の血が激しく沸き立ち、涙があふれそうだった。潤む淡緑色の瞳にファウストを映しながら、リシュリーは、悩なやみや惑まどい、足あ搔がきや未練をすべて手放す。アルカナ王家の地位も、王位継けい承しよう権も要いらない。一角獣の血を持った魔物として黒い竜と生きていく。

「リーゼ！」

　心に強く決めて名を呼ぶと、リーゼは不適な笑みを浮かばせる。リシュリーは、ドラゴンギルドの筆頭バトラーに向かって叫んだ。

「リシュリー・エイグリース・オル・アルカナの名において、当施し設せつの破は壊かいを許可する！」

「承知した！　六機の竜に告ぐ！　地下施設を壊滅せよ！　一いつ片ぺんも残さず土に還かえせ！」

「イエス・サー！　人間ってほんとにばかだよねえ。……絶対に許さない」

「一人残らず地じ獄ごくの底へ連れていってやる！」

　世界最強の魔物たちが咆哮する。ファウストは雷かみなりを、サリバンは竜たつ巻まきを喚ぶ。バーチェスとシャハトは施設を破壊し、太い鋼鉄の柱を飴あめのようにぐにゃりと曲げた。

　エドワードとシーモアは亡なき骸がらを運び出す。リーゼとリシュリーはそれを手伝った。

「エドおじいちゃん！　僕まだ抱っこできるよ！」

「うむ、頼たのんだよシーモア。……しかし、なんとも、人間たちの憐あわれなことよ」

「エドワード老……」

　彼の言う通りだった。物言わぬ小さな亡骸たちは悲しく痛ましいけれど、暗く冷たい地下施設にあっても諦あきらめずに、ドラゴンギルドの竜たちが来るのを待っていてくれたと信じたい。

　本当に醜みにくくて憐れなのは、ひとつの命の重さに気づけない人間たちだ。でもその無知と傲ごう慢まんは、いずれ報むくいとなって返るとリシュリーは思う。

　地下の研究室は崩ほう壊かいが進んでいて、立っているのがやっとだった。長く喋しやべる余よ裕ゆうがないリシュリーは、深みのある琥こ珀はく色いろの鱗に手を添そえてエドワードを見上げる。

「そんな顔をしなさんな。おまえさんが弟を導いてくれたのだろう？　この仔こらも、おまえさんが見つけてくれたから、やっと自由になれる。本当に悪いことをした。わしらがこんなに近くにいたのに、長いあいだ気づいてやれなくて」

　老ろう齢れいの竜は優やさしく笑ってくれたけれど、リシュリーには泣いているように見えた。

　魔物と人間が共存していた時代を生きてきた彼に、このような怒いかりと悲しみを経験させたくなかった。リシュリーはこの悔かい恨こんを生涯忘れない。そして、共存の道を模も索さくしつづけることを、一角獣の血を持つ魔物として今一度誓ちかう。

「私にも、亡骸を持たせてもらえますか。絶対に落としません」

「うん、ぜひ頼むよ。わしも手て一いつ杯ぱいになったから、とても助かる」

　ガタガタと揺れる棚たなから大きな瓶びんを持ち上げ、そっと抱だく。リシュリーの知識がないばかりに、瓶の中の魔物がなんなのか判別できないのがもどかしい。

　でも、愛らしいと思った。瓶に付着した砂すな埃ぼこりを払はらう。亡骸が安心した表情をしてくれたように感じるのは、少し勝手すぎるだろうか。

「う、っ……」

　腹に響く轟ごう音おんを立てて、ファウストがまたひとつ巨きよ大だいな雷を落とす。それが人間を弾はじき、床ゆかに深い穴を開けた。

「エドワード老！　これ以上は危険だっ、脱だつ出しゆつする！　リシュリーを乗せて速すみやかに飛べ！」

　化石のようになった卵を抱くリーゼが、シーモアの背に足をかけながら指示を出す。

　エドワードはすぐさま「イエス・サー」と返事をする。リーゼを乗せ、たくさんの亡骸を大事に抱かかえたシーモアは素晴らしい速さで飛ひ翔しようした。

「よぉし、これで全部だ。わしらも出よう。リシュリー、早く乗りなさい。──おや？」

「う、わぁっ……ファウスト！」

　うしろから鉤爪がまわってきて、リシュリーは黒い竜の背に乗せられた。

「俺はリシュリーだけの竜になった。だから俺が乗せる」

「うんうん、そうだったね。じゃあ皆みなで一いつ斉せいに飛ぼうな」

「わかった」

　エドワード老はいつでもどんなときでも優しくて、ファウストも素す直なおに言うことを聞いていた。施設を踏ふみ潰つぶしていたシャハトとバーチェスが飛び、エドワードがそれにつづく。

　ファウストとサリバンも飛翔した。ファウストは巨大な雷を落とし、サリバンは竜巻を起こす。それはさながら神々の怒りのようだった。

　オォォ───……という不気味な地鳴りがする。大地が陥かん没ぼつし、地獄への大門が開く。

　巨大な穴はファウストが落とした雷によって一いつ瞬しゆんで炎ほのおの海と化す。まるで魔ま王おうが口を開いているようだった。

「ぐあぁ……！　熱い……あつ、い──」

「ひ、ぃ──、た……助け、……」

　魔王の真っ赤な口の中へ、バンベック中ちゆう将じようが落下する。軍人が埋うもれ、研究員たちが細い悲鳴をあげて消え、割れた魔石や鋼鉄さえ熔とけ落ちていく。

　その光景を見たリシュリーは身を震ふるわせる。だが決して目を逸そらさなかった。

　禁断の錬金術に手を伸のばし、魔物の生命を冒ぼう瀆とくした人間たちの末路を、一角獣の瞳ひとみにしっかりと映す。同じことは二度とさせない。そう強く心に誓いながら。

　怒りをあらわにする大地に吞のみ込まれた彼らが、姿を見せることは二度となかった。
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　その歴史的大事変は、真冬のアルカナ・グランデ帝てい国こくを震しん撼かんさせた。

【黒い竜の正体判明！　帝国軍が改造した〝キマイラ・ドラゴン〟であった！】

【四十年にわたって繰くり返された禁断の錬金術！　軍法会議が調査団の派は遣けんを決定】

【地下施設で〝製造〟された魔物たち──ドラゴンギルド筆頭バトラー、生命の尊厳を問う】

　長く秘ひ匿とくされていた衝しよう撃げき的てきな事実が次々と明らかになり、それらを一刻も早く帝国全土へ伝えるため、新聞各社は連日連夜、輪転印刷機をまわしつづけた。

　リーゼの判断と行動は素晴らしく早い。

　陸軍が操あやつっていた魔物による結社の破壊・竜の負傷・錬金術の濫らん用よう・錬金術による生命の冒瀆・陸軍元げん帥すいの管理責任・名めい誉よ棄き損そん、そして「従業員になるはずだった竜りゆうの拉ら致ち・監かん禁きん・身体改造」──これらを含ふくむ合計十一の訴そ訟しようを同時に起こす。

　さらにギルド擁よう護ご派の諸しよ侯こうへ呼びかけた。リーゼの呼びかけに応じた彼らは、都民・国民の代表として、落らく雷らいとそれに伴ともなう火災によって発生した損害の補ほ償しようを帝国軍へ要求した。

　世論は完全にドラゴンギルドおよび諸侯につく。国民もまた、帝国軍が操っていた魔物に家族や住居や田畑を奪うばわれているのだから、それは至し極ごく当然のことだった。

　アルカナ大帝は事態を静観する。リシュリーにはその理由がよくわかった。一連の訴訟騒そう動どうに民間人が巻き込まれていないからだ。おそらく、大帝は民たみの一人が損害を被こうむった時点で介かい入にゆうしてくる。リーゼはそれをよく理解して動いていた。諸侯らを民の代表に立てたのがその証しよう拠こだった。

　政府も静観を徹てつ底ていすることで、ドラゴンギルドと諸侯の行動を容よう認にんしている。「あいつらが黙だまって見てるのは自分たちが巻き込まれたくないからだろ」とリーゼが言い、リシュリーはそれに深くうなずいて同意を示した。

　筆頭バトラーと懇こん意いにしているサージェント法務将校たちも動く。多くの調査や検証が控ひかえているため、軍事裁判の長期化は避さけられない。しかし彼らの水面下の働きによって、判決前にもかかわらずドラゴンギルドの完全勝利が見込まれ、多額の賠ばい償しよう金の回収を決定づけた。

〝サタン・オブ・ギルド〟──リーゼの壮そう大だいかつ猛もう然ぜんたる仇あだ討うちは止とどまる所を知らず、高等軍法会議に訴うつたえ、ついに陸軍元帥・ベルグマンをその座から引きずりおろす。

　ドラゴンギルドの快かい進しん撃げきに都民は色めき立ち、普ふ段だんは魔物に関心を持たない者たちまでもが新聞を読み漁あさった。やがて彼らの視線は、帝国軍が行った錬れん金きん術じゆつによって冒瀆され、失われていった命へと向けられる。

「大事なのは、魔物も人間も変わらないひとつの命だということを、大衆の頭に叩たたき込むことだ。あと、金だな。元帥の爺じじいがどうなろうが知るか。奴やつがしこたま稼かせいだ金はすべて賠償金となってギルドに入る。腹の足しにもならん昔の勲章メダルだけ持ってとっととくたばれ」

　筆頭バトラーは片かた眼鏡めがねをカチャリと鳴らし、猫ねこの瞳をすっと細めて嗤わらう。そのとき隣となりにいたメルヴィネが、リシュリーにしか聞こえない小声で「あ、悪魔だ……」とつぶやいた。

　事件発生から一週間が経たっても熱ねつ狂きようは冷めやらず、新聞各社は競きそって歴史的大事変の続報を掲けい載さいする。その片かた隅すみに、誰だれもが見落とすほどの小さな記事が載のせられた。

【第四王子、王位継けい承しよう権を放ほう棄き。最さい北ほく端たんの公こう爵しやく領へ──】










　春の盛りを思わせるような、透とう明めい度の高い青空だった。

　季節外れの眩まばゆい陽光に目を細めながら、リシュリーはアルカナ大帝の宮きゆう殿でん群へつづく道を歩いていく。

　リシュリー・エイグリース・オル・アルカナ──その名を王家へ還かえすために。

　帝国軍の地下施し設せつの破は壊かいを命じたのはリシュリーだった。複数の人命が失われた事実が変わることはない。王位継承権を放棄することで、その責任を負う。

　難色を示したリーゼに、いずれは追放される身であることを伝えると、彼はそれ以上なにも言わなかった。常に多た忙ぼうなうえ、ほとんどの時間を訴訟に取られているのに、リシュリーの諸手続きに力を貸してくれる。

　誕生の儀ぎ、婚こん礼れい、戴たい冠かん式しき──いつの時代も、それらは謁えつ見けんの大広間で華か麗れいに盛大に執とり行われてきた。長い歴史の中でも廃はい嫡ちやくは極きわめて稀まれであり、廃する者のための儀式は存在しない。

　廃嫡は、書状一枚で済まされるものだった。

　それでもリシュリーはこうして宮殿群へ向かうことができている。

『最後に一度だけ謁見を賜たまわりたいのです』──アルカナ大帝へ宛あてた手紙をリーゼが預かってくれた。それはサージェント法務将校の協力を得て、大帝のもとへ届けられた。

　謁見は叶かなわないかもしれない。返ってきた封ふう書しよの中身が廃嫡の書状だったら、リシュリーはアルカナ大帝に挨あい拶さつすらできないまま、定められた土地へ向かうことになる。

　不安を抑えながら返事を待つ数日間が果てしなく長く感じられた。そうして届いた書状には、日時と、『謁見の大広間にて』という一文があった。

　リーゼとサージェント法務将校に、感謝してもしきれない。リシュリー一人ではどうしたらいいかわからず、先へ進むことができていなかった。

　宮殿群へ近づくほどに工事の音が大きくなる。

　先日の雑木林の大陥没事故を受けて、宮殿群では早急の修復工事が行われていた。

　青空に響く、カ──ン……、カ──ン……、という工事の音が、不思議と大聖堂の厳おごそかな鐘かねの音のように聞こえてくる。

　リシュリーは大正門をくぐり、アルカナ大帝の宮殿群を歩いていく。

　どこにも居場所がないと、ずっと感じてきた。でも、いざ去るとなると、離れがたい思いが込み上げてくる。

〝異い端たんと罪〟の塔とうが見えた。ひとつだけ寂さびれた尖せん塔とうは、リシュリーに多くの安らぎと勇気を与あたえてくれた。天てつ辺ぺんへ二度と上れないのはひどく寂しい。あの夜に置いてきてしまった新聞は、誰にも知られないまま朽くちていくのだろうか。

　大だい回かい廊ろうを進み、中央庭園を眺ながめる。

　緻ち密みつな浮き彫りレリーフが施ほどこされた噴ふん水すいは、今日も豊かな水を湛たたえていた。

　立ち並ぶ歴代の英えい雄ゆう像と、肇ちよう国こくの三美神像が陽光を受けて煌きらめく。彼女たちのまわりを紫むらさきや黄色、白の花びらが舞まう。幻げん想そうの世界へ迷い込んでしまいそうなその庭は、まさに世界に誇ほこれる〝神と英雄の庭〟だった。

　リシュリーは宮殿の中へ入る。長い廊下を歩き、大おお扉とびらを開いた。

「………」

　三百人が集つどえる大広間にリシュリーだけが立つ。帽子を脱ぬぎ、天を仰あおいだ。

　高い天てん井じようは、アルカナ神話の神々を色しき彩さい豊かに描えがいたフレスコ画で埋うめ尽つくされている。

　壁かべ一面に描かれた英雄の物語。眩いばかりの黄金の装そう飾しよく。等とう間かん隔かくに並ぶ縦長の窓から光の帯が落ちてくる。美しく磨みがかれた大理石の床ゆかが、それらを鮮せん明めいに反映する。

　リシュリーは玉座へ向かって歩いていった。コツ……、コツ……、と足音が響ひびく。

　玉座につづく階段の前で立ち止まり、アルカナ大帝を待った。

　冷静でいようと努めても、緊きん張ちようは拭ぬぐいきれない。わずかに足が竦すくむ。掌てのひらに汗あせを握にぎった。

『リシュリーをドラゴンギルドに隔かく離りせよ』

　冷れい淡たんを極めた大帝の声が蘇よみがえる。首にかかってきた大きな手の感かん触しよくを思い出す。

　絶望の底に叩き落とされた瞬しゆん間かんだった。このような形で再会を果たすとは想像もできなかった。ただ恐おそれ、嘆なげくことしかできなかった己おのれをリシュリーは笑う。離はなれていた一か月のあいだに、どれほど多くの出来事が起こっただろう──。

　そのとき、重じゆう厚こうな音を立てて大扉が開いた。

　リシュリーは腹に力を込め、背筋を伸ばして深く一礼する。

　大理石の床を叩く足音が玉座の前で止まった。リシュリーは顔を上げ、息を吞む。

　──陛下。

　サファイアのように輝かがやく碧へき眼がんと、鮮あざやかな赤茶の髪かみ。他者を寄せつけない、冷淡と威い風ふうを纏まとう体たい軀く。緋ひ色いろの軍服に身を包むアルカナ大たい帝ていは、サーベルを佩はい帯たいし、王家の紋もん章しようが施された毛皮のマントを翻ひるがえす。それは、儀式のための正装だった。

「廃嫡の儀を行う」

　声にいっさいの迷いはない。大帝は、前頭部から生えた角や尖とがった耳じ殻かく、緑色の瞳ひとみを不気味と思わないのだろうか。リシュリーのほうが怯ひるんでしまうほどに、変わり果てた姿をまっすぐとらえてくる。

　一枚の書状を送りつけたらそれで片づくことだった。でもアルカナ大帝は、大規模な式典にしか使用しない大広間を準備し、正装で臨のぞんでくれた。

　リシュリーのために──そう信じたい。

　アルカナ大帝は持っていた書状を読み上げる。リシュリーは謹つつしんで聞いた。

「王位継承権第四位の放棄を認め、リシュリー・エイグリース・オル・アルカナをここに廃嫡とする」

　最後まで慣れることができなかった王家の名との別べつ離りは、ひどくあっけないものだった。

　身軽さを感じるわけでもない。でも、それでよかった。人間から魔ま物ものに変わっても、名が変わっても、自分は自分のまま、どこででも生きていけると感じられた。

「つづいて爵位と領地を付ふ与よする。爵位は公爵。領地はフェンドール公爵領。今これよりフェンドール公爵・リシュリーを名乗れ」

「謹んで承うけたまわります」

　アルカナ大帝は粛しゆく々しゆくと書状を読み終え、手を下げる。その言動は血の通わない機械のように冷淡だった。でもリシュリーの胸は激しく高鳴る。熱いものが込み上げてくる。

　夢のようだけれど、決して聞きまちがっていない。

　リシュリーが目指すのは、最北端の地フェンドールだった。

　そこはファウストがかつて住んでいた場所。一角獣ユニコーンの棲せい息そく地。幼いころから不思議と惹ひかれつづけていた、雪と氷に覆おおわれた土地。

　叶うなら北端の地へ行きたいと、ずっと思ってきた。誰にも伝えたことのないそれを、アルカナの神々が聞き入れてくれたのだろうか。それとも──。

「………」

　玉座からおりてきたアルカナ大帝が書状を差し出してくる。

　リシュリーが受け取れば儀式は終しゆう了りようし、それが別れのときとなる。

　早く受け取らないといけない。大帝に書状を差し出したままでいさせるのは失礼だった。

　わかっているのに、腕うでが上がらない。親子なのか他人なのかわからない二人の時間は、あまりにも短かった。

　逡しゆん巡じゆんしていると、大帝が受け取るよう促うながしてくる。

「フェンドールは殊こと更さらに寒い土地。帝国の力も及およびにくい。民たみの言葉によく耳を傾かたむけ、よく務め、よく守れ。尽じん力りよくを怠おこたるな」

「──はい。命を賭として務めます」

　誰だれも寄せつけない冷淡なアルカナ大帝は、帝国に生きる人々のことを誰よりも考えてくれている。その強い言葉に後押しされて、ようやく腕を上げられた。

　震ふるえる手で書状を受け取る。大帝はリシュリーに文句や言いたいことはないのだろうか、毛皮のマントを翻し、大扉へ向かって歩きだす。

「陛下……」

　充じゆう分ぶんすぎるほどの計らいをもらった。これ以上なにも望んではいけない。

　でも、足あ搔がいてしまう。知りたいことはなにひとつ訊きけていなかった。

　大帝があの大扉の向こうに消えたら、もう二度と会うことは叶わない。

「お待ちください陛下っ」

　情けないとか惨みじめだとか、気にしていられなかった。リシュリーはその広い背に向かって叫さけぶ。アルカナ大帝がゆっくりと振ふり返る。

　かつてない絶望と混乱、嘆き、怒いかり、ファウストへの戸と惑まどい、恋れん情じよう、喜び、希望──ドラゴンギルドで過ごした一か月のあいだに、リシュリーの心はさまざまに移ろった。

　でも、感情の揺ゆれや心の移ろいがあっても、アルカナ大帝への憧どう憬けいだけは変わらなかった。

　大帝は人間で、リシュリーは魔物。だから関係ない、もうどうでもいい。そう思えたら、どれほど楽だろう。

「申し訳ございません、あと数分ばかり……どうか」

　なぜ魔物であるリシュリーがアルカナ大帝の子として育てられたのか。本当に血がつながっているのは誰だれなのか──。

　たとえその答えが望んでいるものと異なっていても、かまわない。アルカナ大帝から真実を聞くことだけが、中ちゆう途と半はん端ぱに揺れる己の心を解放できる唯ゆい一いつの手立てだった。

　黙だまってリシュリーを見てくるアルカナ大帝の瞳は、今日の空よりも美しくて碧あおい。リシュリーは祈いのるように、その瞳を見つめて訊たずねた。

「どうか最後に……両親のことを教えていただけませんか。どのようなことでもかまいません。私の母は、一角獣の血を持っていましたか？　父、は……？　首を絞しめるほど憎にくんでいる私を、陛下はなぜ引き取られたのでしょうか。私の母は、陛下を脅おどして地位や金品を要求するような女性だったのでしょうか。私はそう思いません」

「今さらそれを知ってなんになる。おまえが魔物である事実が変わることはない」

「自分が魔物であることに恐れや悲しみはもうありません。ただ、真実を知っておきたいのです。中途半端な心を持ってフェンドールへ行くわけにはいかないのです」

　自分でも驚おどろくくらいの強い言葉が出る。アルカナ大帝はリシュリーの言葉よりも、色の変わった瞳に気を取られているようだった。しかし、リシュリーを見ていないようにも感じる。

　淡たん緑りよく色しよくの瞳に、ほかの誰かを見み出いだしているような──。

「真実か。それを知る者は、帝国では今や余だけとなった」

　このまま墓まで持っていくつもりだったものを──アルカナ大帝は苦い表情でつぶやく。

　そのような顔は初めて見た。普ふ段だんは鉄面みたいに表情を変えないのに、大帝の動どう揺ようはリシュリーに伝わってくるほど強い。

「……余が二十二の歳としのことだ。夏の盛りにフェンドールへ視察に行った」

　なにも言わずに大広間を去ってもおかしくはなかった。しかしアルカナ大帝はこの場にとどまり、語りだしてくれる。リシュリーは一言一句を憶おぼえるつもりで懸けん命めいに耳を傾かたむけた。

「フェンドールの森で従者たちとはぐれた余は、単身で馬を駆かっていた。一人になりたかったので都合がよくてな。森の奥へ入っていき、地図に載のっていない小さな湖を見つけた。対岸に魔物が横たわっている。湖を半周して確かく認にんしたそれは、深手を負った一角獣だった」

　王家の者および政府の関係者には、発見した魔物はその場で狩かるという定めがあり、それが困難な場合は帝国軍へ報告する義務がある。魔物を逃のがしてはならない。たとえ負傷していたとしても。リシュリーには到とう底ていできないことだった。アルカナ大帝は粛々と魔物狩りを行ったのだろうか。

「狩る前に水くらい飲ませてやろうという、くだらない情け心を持ったのがまちがいだった。一角獣は、『水ではなく血が欲しい』と言う。美び麗れいだが魔物であることに変わりはないのだと、あきれながら血を与あたえた。余の血を飲んだ一角獣は回復し、同時に人間の女に変容した。雪のように白い裸ら体たいと、額から生えた角。美しい女だった。──彼女は発情していた」

「………」

　アルカナ大帝が魔物を狩らず、血まで与えたことにリシュリーは驚く。

『短い夏のあいだに湖の近くで交こう尾びと出産をする』──ファウストが教えてくれた一角獣の生態を思い出せば、生き物の血液で回復を図はかった彼女が身体からだを昂たかぶらせたのは自然なことのように感じられた。

　若い大帝と同じ状じよう況きようになったとしたら、熱を持て余す一角獣を前に、リシュリーは戸惑うばかりになってしまうだろう。

「余は発情した一角獣の身体を慰なぐさめ、施ほどこしを与えた。行こう為いののち彼女は魔物の姿に戻もどり、森の奥へ姿を消す。ただの戯たわむれだった。余は一角獣のことをすぐに忘れた。しかし半年後の深夜、女の姿をした一角獣が宮きゆう殿でん群に忍しのび込み、余の私室に来た。片目を失い、乳児を抱だいていた」

「乳児を、抱いて……宮殿群に？　どうして片目を失っていたのですか？」

　リシュリーは驚きよう愕がくを隠かくせない。大帝が、狩るべき魔物と情交を結んでいた。話の核かく心しんへ近づくほどに胸のざわめきは強くなる。

　語るアルカナ大帝と、聞き入るリシュリー。両者のあいだには拭ぬぐいきれない動揺とぎこちなさが存在する。過去、こんなにも多くの言葉を交かわしたことはなかった。

　アルカナ大たい帝ていは動揺を抑おさえ込むように拳こぶしを握にぎりしめる。

「余が与えた施しにより一角獣は子を宿していた。生まれた子は非常に身体が弱く、魔ま力りよくが皆かい無むだった。乳児が死にかけたとき、彼女は己おのれの瞳ひとみを食べさせて命をつないだという。一角獣は南へ移動しなくてはならない。乳児はそれが叶かなわず、このままではどちらも死ぬ。途と方ほうに暮れた末、彼女は余のもとに来た。もし息絶えそうなことになれば食べさせてほしいと、もう片方の瞳と、そして乳児を──リシュリーを余に託たくし、一角獣は宮殿群を去った。南へ向かったかは余の知るところではない」

「そんな……！」

　大帝の言葉のひとつひとつを憶えていたいのに、それがままならなくなる。

　リシュリーはアルカナ大帝と一角獣のあいだに生まれた子だった。まちがいなく、血のつながった父子おやこ──ずっと強く望んできた真実には喜びがある。しかし、想像したこともなかった真実には、かつてない衝しよう撃げきと、喜びを遥はるかに凌りよう駕がする深い悲しみがあった。

「両目を失って駆けられるはずがないっ……」

　リシュリーを産んだ一角獣は──母親は、南の地には辿たどり着けなかっただろう。失明した魔物を生かすほど自然は寛かん容ようではない。

　暗くら闇やみの中で、一人で逝いってしまったのだろうか。今すぐ母親を捜さがしに行きたくなる。リシュリーのために光を失った彼女を滅め茶ちや苦く茶ちやに抱きしめたかった。でも、亡なき骸がらを抱くことすら叶わない。二十年も経たっていれば肉も骨も朽くち、とうに大地へ還かえっている。

　大帝の言葉通り、美しい一角獣だったのだろう。母親は確かにリシュリーを抱いてくれていたのに、憶えていない己おのれを恨うらむ。彼女を想おもうとたまらなく悲しくて涙なみだがあふれそうになる。

　それを堪こらえて見たアルカナ大帝は、リシュリーと同じような表情をしていた。

　真実を知ることができたのだから、これ以上訊ねてはいけないのかもしれない。でも訊かずにはいられなかった。

「母上の……瞳は、今はどこに……？」

「おまえに食べさせた。高熱に侵おかされて危ないときがあったからな。今のおまえの瞳は、おまえの母と同じ色をしている。一角獣の瞳を食べさせたとき、幼いリシュリーはそれを白しろ葡ぶ萄どうと言っていた」

「あ、ぁ……。あの、白葡萄、が──」

　大帝の衝撃的な言葉に頽くずおれそうになる。リシュリーは脚あしに力を込めて懸命に耐たえた。

　高熱が出るたび見ていた夢。夢の中でアルカナ大帝はリシュリーに白葡萄を食べさせてくれる。大帝が黄金の箱から取り出すそれは、橄欖石ペリドツトよりも美しいものだった。ゆっくり嚙かむと、ひんやりとした蜂はち蜜みつみたいなものが口いっぱいに広がって、渇かわききった喉のどが潤うるおっていく。

　淡緑色できらきらと煌きらめく白葡萄は、幼いリシュリーを高熱の苦痛から解放し、暗闇と死の恐きよう怖ふを追いやってくれた。

　あれが、母親の瞳だったなんて。

　なにもかも夢ではなかった。冷たくて甘い白葡萄も、大きくて温かな大帝の手も。

『ひとつの命と引き替かえに得た命だ。意地でも生き抜ぬけ。──人間として』

　そのアルカナ大帝の言葉もすべて、現実に起こったことだった。

「……、っ」

　訊ねたいことはまだあるのに、喜びと悲しみと母親への想いまでもが綯ない交ぜになって、上手うまく言葉が出せない。大帝は揺ゆれる感情を隠そうとしなくなった。

「おまえを第四王子に据すえるため、執しつ事じの爺じいの遠とお縁えんにあたる者に私物のローブと乳児を託し、芝しば居いを打たせた。その者は現在、異国で生きている。執事の爺は死去した。真実を知っている者は、帝国では余だけだ。この先も、余だけであるべきだった」

　語りながらサーベルの柄つかをつかむ。ジャキッと音がする。リシュリーは縋すがるように白銀のロケットを握りしめて、アルカナ大帝の言葉に一心に耳を傾けた。

「余はおまえを引き取る際、一角獣に『乳児が魔物になれば即そく座ざに狩る』と言った。彼女は『生しよう涯がい、魔物になることはない』と約束して去った。このまま何者にも知られずに過ごせるはずだった……リシュリー、おまえが魔物になりさえしなけれ、ば……」

　声を荒あららげるその姿を、リシュリーは初めて見る。

　でも恐おそろしくなかった。アルカナ大帝の声に、約束を違たがえた一角獣への恨みはいっさいなく、魔物になったリシュリーへの憎しみもない。

　大帝の言葉には、口くち惜おしさだけが宿っていた。

　アルカナ大帝にとって魔物の子を育てるということは、脅きよう威い以外のなにものでもない。

　真実が知れ渡ることになればアルカナ王家の権けん威いは失しつ墜ついし、最悪の場合、終しゆう焉えんを迎える。

　成長していく魔物の子を、大帝はどのような思いで見ていたのだろうか。心に平へい穏おんはなかったはずだ。略式の間で倒たおれたリシュリーの前頭部に角を見たときは、恐怖すらあっただろう。

　リシュリーは首を絞しめられて当然だった。『魔物になれば即座に狩る』と、大帝は決めていたのだから。

　思い止とどまってくれたことに、恩おん情じようを感じずにはいられない。そしてリシュリーはようやく気づく。『ドラゴンギルドに隔かく離りせよ』という言葉に絶望を覚える必要はなかった。あれは混乱と緊きん迫ぱくの最中にあったアルカナ大帝が、それでも瞬しゆん時じに導き出してくれた、リシュリーを生かすための唯ゆい一いつの手立てだった。

「どうして……私を生かしてくださるのですか。芝居を打たせてまで私を引き取ってくださったのはなぜですか……？」

「おまえを生かそうとしたのは余ではなく一角獣だ。己の命を擲なげうった。彼女の思いに報むくいるくらいはしてやるべきだろう」

　それは誰だれもが成し得ることではない。リシュリーはきっとできない。これほどの強い意志と力を持った皇帝が、かつていただろうか。

　本来ならとうに消えている命だった。否いな、深手を負った一角獣を見つけたのがアルカナ大帝ではなかったら、リシュリーはこの世界に存在すらできていない。

　幼いリシュリーを守ってくれた、甘く冷たい淡たん緑りよく色しよくの瞳。

　脅威と背中合わせの道を選んでくれた帝国の王。

　母親の命と父親の思いに、リシュリーは生かされている。

　また涙の気配がする。それを懸けん命めいに抑え込んで訊たずねた。

「どうかお教えください。一角獣の……母上の名は──」

「知らぬ。施しを与えるのに名は必要ない」

　大広間に響ひびいた声は、冷たいものになっていた。鉄面のように動かない表情。いつもの冷れい淡たんなアルカナ大帝に戻っていく。最初で最後の父子の会話が終わったことを知らされる。

　大帝の答えは潔いさぎよくて、でもたまらなく寂さびしい。立ち尽つくすリシュリーに静かな声が届く。

「おまえの洞どう察さつ力りよくや調査能力が高いことは書類を読んでいればわかる。その力を使えば、いずれ母の名に辿り着くことができると、おまえは考えないのか」

「陛下……」

　ふいに、胸が高鳴る。どれほど難色を示されても、諦あきらめずに提出しつづけてきた二百に及およぶ書類。読まずに処分されていると思っていたそれらに、大帝は目を通してくれていた。

　己の存在意義が見み出いだせずに思い悩なやんできた日々の、すべてが報われるように感じられた。

「はい。どれほど時間がかかっても諦めません。母上の名を捜しつづけます」

　そしてきっと、アルカナ大帝も一角獣の名を求めている。そう信じたい。大帝の言葉に導かれて、リシュリーはいつか必ず母親の名に辿り着いてみせる。

「ありがとうございます。……もう、充じゆう分ぶんです」

「ならば去れ。余の前に姿を見せるな。次は狩かる」

　望む以上のものを多く与あたえてもらった。リシュリーは書状を胸に抱だいて深く頭こうべを垂れる。

　離はなれがたい、しかしもういてはならない。顔を上げ、無理やり脚を動かし、駆かけていく。

「リシュリー」

　びくりと肩を震ふるわせ、立ち止まって振り向いた。名を呼んでもらえるのは最後だろう。

　リシュリーは、アルカナ大帝の冷淡な瞳の奥に寂しさを見る。ままならないことへの憤いきどおりも。きっと安あん堵どもある。息子むすこがいつ魔物になるか気に病やむ日々から解放されたからだろうか。

　さまざまな思いを宿す鮮あざやかな碧へき眼がんが、リシュリーをとらえてくる。

「ひとつの命と引き替えに得た命だ。意地でも生き抜け。──魔物として」

　夢で聞くたび幻まぼろしだと思っていた。それを今、大帝がはっきりと伝えてくれる。言葉の最後だけを変えて──。

　リシュリーは深くうなずいた。魔物狩りなどに屈くつしない。ファウストと手を取り、魔物を守り、北ほく端たんに暮らす人々を守って、なにがなんでも生き抜いてみせる。

　そしてリシュリーは、二度とアルカナ大たい帝ていの前に姿をあらわさないと決心した。

　彼は発見した魔ま物ものを狩らなくてはならない。たとえ血を分けた息子であっても。

　それは不孝だ。これ以上の不孝など、きっと存在しない。

　大帝に息子を狩らせてはならない。そのために、リシュリーは姿を消す。

　リシュリーは、父親の青い瞳ひとみをまっすぐ見つめて言った。

「生涯、片時も、陛下から賜たまわった御ご恩おんを忘れることはありません。私は魔物として生き抜き、フェンドールを守り、豊かにすることを誓ちかいます。帝都から見守っていてください。アルカナ王家に……アルカナ大帝陛下に、永久とわの栄光が、ありますよう──」

　もしふたたび呼び止められたとしても、立ち止まらない。そう決めて、リシュリーは謁えつ見けんの大広間を思いきり駆けていく。

　廊ろう下かを走り、大回廊へ出る。もう中央庭園も見ずに滅め茶ちや苦く茶ちやに駆けつづけた。

　大正門が見えたところで、ようやく立ち止まる。息を切らしながら、アルカナ大帝の宮きゆう殿でん群を仰あおぎ見た。

　眩まばゆい青空へ向かって伸のびる三十二の尖せん塔とう。その天てつ辺ぺんで翼つばさを広げる神々。

　聖せい剣けんをかざす軍神、旗や杖つえを掲かかげる神、聖せい杯はいや帝てい冠かんを抱いだく女め神がみたちが、リシュリーに別れを告げてくる。

「宮殿群……。美しいな……」

　追放ではない、自分で選んだ別べつ離りだった。宮殿群を去るのではなく、憧あこがれていた新天地への出立であった。ちゃんとわかっている。それでも涙なみだが滲にじんでくる。

「母上」

　長いあいだ、顔も名も知らぬ女性へ呼びかけてきた。リシュリーは心の中に一角獣を思い描えがき、初めて彼女へ呼びかける。そうして見上げた青空に、若いアルカナ大帝と綺き麗れいな一角獣がおのずと浮うかんできた。

　寄り添そう二人の幻げん影えいを、リシュリーはまばたきもせず見つめる。心に湧わき起こってきたのは、抑おさえようのない激しい後こう悔かいだった。

　訊きいてはいけないことだったかもしれない──アルカナ大帝は、魔物と交わった真実をなかったものにしたいのではなく、自分と一角獣だけの秘密にしておきたかったのではないだろうか。ファウストとリシュリーがそうしていたように。そのことに、今いま更さらながら気づく。

　きっとそうだ。大帝が寂しそうな表情をしたのは、もう二人だけの秘密ではなくなってしまったから。ままならないことに憤っていたのは、きっと、帝国の王である自分と、魔物である一角獣のあいだに果てのない隔へだたりを感じているからだと思う。

　リシュリーの淡緑色の瞳に、名も知らぬ一角獣を見出していた。脅威を背負ってまでリシュリーを育て、魔物になってもなお生かすのは、光を失って亡なくなった彼女のためだ。

「あぁ……」

　リシュリーは、真実が知りたいという己おのれの心ばかりに囚とらわれて、アルカナ大帝が秘密にしておきたかった大切なことを暴あばいてしまった。

「父、上……許して、くださ──」

　そうしてようやく理解する。父親がフェンドール公こう爵しやく領を選んだのはリシュリーのためではない。情交を結び、我が子を産んだ一角獣の故郷を、リシュリーに守らせるため──。

「ぅ、……」

　喜びと後悔と切なさが綯い交ぜになり、心が激しく震えた。

　絶対に涙を落としたくない。これ以上ないほど素す晴ばらしい真実と将来を与えてくれたアルカナ大帝に、申し訳が立たなくなる。守護し、力を貸してくれたリーゼたちにも。

　愛する者とともに生きていけるのに、泣く必要がどこにある。そう己を叱しつ咤たしても、また涙が滲んで、白金色のまつげが濡ぬれてくる。

　悔くやしい。ここにファウストがいてくれたら、絶対泣かずにいられるのに──。

　まつげから雫しずくが落ちないよう顔を上げる。そのとき、潤うるむ淡緑色の瞳に人ひと影かげが映った。

「あ、っ……」

　リシュリーは懸命にまばたきをして涙を追いやる。

　大正門へまっすぐ延びる白い道。鮮やかな青い空。そのふたつが重なったところに、人の姿をした竜が立っていた。

　軍服は黒ではない。彼が初めて着る、銀ぎん灰かい色しよくだった。　>>>♥

　その胸にはドラゴンギルドの紋章エンブレムが輝かがやく。

　腰こしからサーベルを下げていた。ドラゴンギルドに所属する竜だけに支給されるものだ。

　距きよ離りがあっても、一角獣の瞳にはちゃんと見える。鞘さやに刻まれた〝Faust〟の文字。

「ファウスト！」

　リシュリーはようやく涙を抑えることができた。笑え顔がおになって駆けていく。

　加減ができなくて力いっぱい抱だきついてしまっても、強きよう[image: 靭]じんな長ちよう軀くはびくともしない。長い両りよう腕うでで強く抱き返してくれる。

「迎むかえにきた。王との別れは済んだのか？」

「ありがとう！　うん、御ご挨あい拶さつを済ませてきたよ」

「泣いていないか？　別れとは悲しく、涙を伴ともなうものだと聞いた。だから心配だった」

「心配してくれたのか……ファウストは優やさしいな。ありがとう。本当はね、少しだけ悲しかった。涙も出そうになって困ってたけど、ファウストのおかげですっかり消えたよ。今は嬉うれしい気持ちでいっぱいだ」

「リシュリーは嬉しいのか。なぜ嬉しい？」

　ファウストにとって感情は難解なものなのだが、彼は積極的に理解しようとする。

　リシュリーはそれに協力することをいつも心がけていた。自分がなぜ嬉しいと感じているのかを丁てい寧ねいに伝える。

「──父上に、ちゃんと御挨拶できた。ファウストが迎えにきてくれて嬉しい。ドラゴンギルドの軍服が似合っていて、本当に嬉しいよ」

「そうか。それならいい」

　本当はファウストが格好よすぎて胸がどきどきしているけれど、照れくさいので黙だまっておいた。ファウストが、白い手て袋ぶくろを嵌はめた手を伸ばしてくる。リシュリーはしっかりと手をつなぐ。

「ドラゴンギルドへ帰る。リーゼが執しつ務む室に来いと言っていた」

「うん。わかった。……ねえ、ファウスト、聞いてくれないか。私の瞳の色は、一角獣の母上とまったく同じ色だと教えてもらってね──」

　ドラゴンギルドへ帰るまでのあいだ、リシュリーは自分がどのようにして生まれ、生かされているのかをファウストに伝える。彼には知っていてほしかった。夢中になって話すそれに、ファウストも繰くり返しうなずきながら耳を傾かたむけてくれた。










　扉とびらをノックして執務室に入ると、リーゼは黒くろ革かわの椅い子すに座り、机に積まれた大量の書類を捌さばいていた。リシュリーは小走りで机まで行き、深く頭を下げる。

「リーゼたちのおかげで陛下に御挨拶が叶かなった。本当にありがとう」

　筆頭バトラーは唇くちびるの片かた端はしを軽く上げて笑った。応接セットのソファに向かい合って座り、ファウストも隣となりに腰こしかける。

「どうだ？　王家に魔物の血が入った理由は、納なつ得とくのいくものだったか」

「うん……」

　リシュリーの出自の真実を、リーゼは知るべきだ。彼の協力がなかったら、リシュリーは今も真実を知らないままだろう。ファウストと一緒にいることも叶っていないかもしれない。

　でも、知ってほしいけれど、アルカナ大帝の心を思うと伝えづらかった。

　逡しゆん巡じゆんするリシュリーを見たリーゼが、パイプに火をつけながら言う。

「ひとつだけ確認しておこう。──そこに情愛はあったか？」

　そう訊たずねてくる筆頭バトラーの表情に、これまでにない穏おだやかさが浮かぶ。

　なにもかもを見み抜ぬく猫ねこのような美しい紫むらさき色いろの瞳には、まるで魔力が宿っているように感じられた。リシュリーは深くうなずき、力強く答える。

「確かにあった。今もある。……これから先も」

「そうか。ならばそれでいい」

　リーゼは微笑ほほえんでパイプを吸い、手を差し出してくる。ずっと先になるけれど、彼には必ず真実を伝えよう──そう心に決めて、リシュリーは手に持っていた書状を渡した。

「ほう。陛下も粋いきなことをしてくれる」

　書状に視線を落とし、そこに記された地名を確認した筆頭バトラーは片かた眼鏡めがねをカチャリと鳴らす。会心の笑みを浮かべる理由はわからない。不思議に思っていると、リーゼはファウストとリシュリーを見み据すえて言った。

「フェンドール公爵領にドラゴンギルドの支社を設立する」

「えっ……？」

「どういうことだ」

　思いもよらない言葉にファウストも驚おどろき、二人で同時に声を出した。リシュリーは思わず前のめりになってリーゼの話に聞き入る。

「北方での支社設立は十年ほど前から構想していた。だが託たくせる者が見つからなくてな。長く保留にしていたんだ。おまえたちになら任せられるんだが、どうだ？」

　夢のような構想にリシュリーの胸は高鳴った。

　ファウストはリシュリーと一緒にフェンドールへ移り住むことしか頭にないが、銀灰色の軍服を纏まとう彼はドラゴンギルドの従業員であり、勝手な行動はできない。だからリーゼを説得しなければならないと思っていたのに。

　もしかするとファウストのために支社の設立を考えてくれたのだろうか。そのような思いが過よぎったが、違ちがっていた。リーゼは本当に長いあいだ構想を持っていたようだ。いつもの淀よどみない早口で説明をする。

「執務室や発着ゲートの設置、依い頼らいの収集方法と捌きかた、住民との打ち合わせ──正式に支社を設立し軌き道どうに乗せるまでには数年を要するだろう。リシュリーはフェンドール公爵としての公務を優先しろ。ファウストには出発の前日まで研修を受けさせる。──今回の、おまえたちに関わる案件は非常に難なん儀ぎした。俺もどうしたものかと大いに悩なやまされたが……ま、おおげさに言えば、最終的に僥ぎよう倖こうというやつになったな」

　そう言って若い筆頭バトラーは笑う。彼がふかすパイプから紫し煙えんが軽やかに立ち、甘くて苦い不思議な薫かおりが漂ただよってくる。ファウストは「研修」という言葉に反応し、長軀を少しだけそわそわとさせた。表情には出ないが、興味津しん々しんのようだ。

「出発までにどれくらいの余よ裕ゆうがある？」

「本来なら今日明日のうちに発たたなくては駄だ目めなんだ。でも延ばす。ファウストにしっかりと研修を受けてほしいから。しかし延ばせても一週間が限界かもしれない」

「充分だ、七日間の研修でファウストにギルドの知識と作法のすべてを叩たたき込む。今日の午後から開始しろ。ああ、その前に竜種を決めないとな。名はリシュリーが決めるといい」

「竜種を決めるとは……？」

　火竜サラマンダー、水竜オンデイーヌ、土竜ゲノムス、風竜シルフイード──よっつある竜種のいずれにも当て嵌まらないファウストのために、新しい竜りゆう種しゆを命名するという。そのような大事なことは決められないと首を横に振ると、なぜかリーゼではなくファウストが詰つめ寄ってきた。

「俺はリシュリーの竜だから、リシュリーが決めるのが自然だと思う」

「早く決めろよ」

「ええっ。そう言われても……こ、困る」

「こういうのはぐだぐだ考えたって無駄だぜ。インスピレーションだ。あとセンスな」

　リーゼはますます決めづらくなることを言ってくる。ファウストの金色の瞳ひとみには大きな期待が宿っているように見えた。その熱い視線を浴びながら悩んだ末、ひとつ提案する。

「では……雷竜〝ヴォルト〟は、どうかな……？　ヴォルトというのは、古い時代は〝稲いな妻ずま〟をあらわしていたと思う。書しよ籍せきで読んだ記き憶おくがあるんだ」

「ほう、格好いいじゃねえか。よし、それに決めよう。よかったなファウスト」

　ファウストよりも嬉しそうにするリーゼは、確かに結社の責任者であり竜を厳しく統制する筆頭バトラーなのだが、それ以前に、ただの竜好きに思えてきた。リシュリーと同じ若者なのに、ファウストを見る目が父親のようである。

　──そういえば、サリバンはリーゼのことを『おじさん』と言っていたような……？

　思案するリシュリーを放ほうって、ファウストはリーゼに向かって深くうなずく。

　そうして軍服のポケットから手帳とペンを出すと、そこにメモをとった。

【俺の名：雷竜ヴオルト。リシュリーが決めた】

「おまえ、それ支給したばっかりの手帳だろ？　なんでもう半分近く使ってんだ？　なにを書いたらそうなる」

　手帳をのぞき込むリーゼが楽しそうに笑って言う。ファウストは、これまでの生活でしたことがなかった、メモをとることに喜びを見み出いだしたようだった。もとより勤勉であるためその記き載さい量はかなりのものである。アナベルとメルヴィネが手配してくれた手帳とペンをとても気に入っていた。それをそっとリーゼに伝えると、彼はまた嬉しそうにする。

「まじめで勤勉な竜か。いいな。おまえの兄弟はわがままで気まぐれな奴やつばっかりなんだ。勤勉な竜だって一機くらいいねえとな」

「………」

　やはりただの竜好きに見えてきた。今のリーゼなら、ファウストが無む茶ちやを言っても「おうおう、わがままが言えるようになったのか」なんて誉ほめるかもしれないとリシュリーは思った。










　ファウストは完全な竜になったその夜からドラゴンギルドで過ごしている。

　リシュリーが借りている部屋をファウストの巣にしてもらい、助け出した亡なき骸がらたちは、柔やわらかな布を敷しいたローテーブルに二人で丁てい寧ねいに並べた。ファウストは一いつ睡すいもせずに夜明けを迎える。そのままガーディアンのところへ行き、大おお怪け我がを負わせてしまったことを謝った。

　ガーディアンは端たん整せいな顔に笑えみを浮うかべ、ファウストの肩かたに、ぽん、と手を乗せる。

「うちには優秀な医師も魔ま女じよもいるのでな。すっかり元通りだ。気にするな、兄弟」

　彼がごく自然に言ってくれた『兄弟』という言葉に、ファウストもリシュリーもどれほど救われたか知れない。ガーディアンは酒を飲むのが好きなようで、研修を終えたファウストをパブへ連れて行ってくれたりもした。ファウストが竜の一族に馴な染じむためにはかなりの時間が必要と思っていたが、それは杞き憂ゆうに終わり、リシュリーは心から安あん堵どする。

　そして、ファウストの背にある『chimaira014』の烙らく印いんは、竜の兄弟たち全員が涙なみだを落として消してくれた。

　ナインヘルは最後まで「火竜は泣かねえんだよ」と嫌いやがっていたが、アナベルが泣きそうになりながら「お願いだよ、ナイン……」と言うと、「うっ」と狼狽うろたえ、そのあと紅こう玉ぎよくよりも赤くて綺き麗れいな涙をこぼす。サラマンダーの涙を見るのはリーゼも竜たちもほぼ初めてのようで、「すげぇ」「真っ赤だぁ」と騒さわいでいた。

　赤い雫しずくが落ちると烙印は完全に消えてなくなり、美しい褐かつ色しよくの肌はだが蘇よみがえる。リシュリーは喜びの涙を滲にじませながら竜の兄弟たち一機ずつに礼を伝えた。

　しかし、烙印は消せたが、十九年にわたって蓄ちく積せきされた薬品は抜ぬけない。ファウストは時折禁断症状に苛さいなまれた。

　皆みなが寝ね静しずまる深夜に、大量の汗あせをかき、痙けい攣れんを起こしたり牙きばを剝むき出しにして唸うなったりする。リシュリーはひどく狼狽えて、医師を呼ぶことしかできなかった。

「ジュスト、どうしよう、こんなにも苦しんで、どうすればいい？」

「大だい丈じよう夫ぶだよ、落ち着いて。一角獣の角にはいろいろなものを浄じよう化かする魔力があるって言ったでしょう？　粉末状の角を綺麗な水に溶とかして飲ませたら、すぐ楽になるよ。リシュリーちゃんの角、少し削けずってもいい？　怖こわくないかな？」

「うん、早く、幾いくらでも削ってくれ」

　必死で言うと、ジュストは「ちょっとでいいよ」と微笑ほほえむ。ファウスト以外の者に角に触ふれられるのは、本当は恐おそろしい。でもジュストの手つきはとても丁寧で、少しも嫌ではなかった。リシュリーは、自分が心から彼を信しん頼らいしていることに気づく。

「ファウストくんは本当に強い仔こだね。身体からだにいろんなことされても、全部撥はね除のけて立派な竜になったんだもの。えらいね。だから人間に打たれてた薬にも絶対に勝てるよ。リシュリーちゃんの綺麗な角が手伝ってくれるからね」

　ジュストの声は砂糖菓が子しのように甘く、その言葉はとても優やさしい。苦しそうにするファウストが、それでも安心しているのがよくわかった。リシュリーもつられて安堵する。

　角を溶かした水を飲むと、ファウストは落ち着きを取り戻もどす。そうして朝まで眠ねむることができるようになった。










　ファウストは七日のあいだ、精力的に研修を受ける。

　フェンドール公爵領への出発が明日に迫せまっても、アナベルとメルヴィネのあいだに座って熱心にメモをとっていた。

　小こ柄がらのバトラーに挟はさまれて、広い肩をきゅっと竦すくませながらメモをとる雷竜の姿は、たまらなく微笑ましい。その一言に尽つきる。穏おだやかな風景を見つめていると、声をかけられた。

「なにニヤニヤしてるの……恋こい人びとより、子供を見守るお父さんみたいな顔してるよ？」

「ち、ちがう……」

　ジュストが毎日つづけてくれた診察も今日で最終となる。二人で医務室へ行き、いつも通り角や瞳の状態を確認し、採血を行った。

「そうそう、血と言えば、ファウストくんの血液検査、興味深い結果が出たよ。先に見る？」

「うん」

　試験管に入ったファウストの血液には砂金みたいなものが交ざっている。そして試験官の扱いは厳重で、二重にした透とう明めいの袋に入れられていた。検査結果の書類を二人でのぞき込む。

「良くも悪くもある結果なんだけど、血は猛もう毒どくになってたよ。ファウストくんが完全な竜になった証しよう拠こだね。でもそれだけリシュリーちゃんが危険になるってことだから、くれぐれも気をつけてね。ファウストくんを洗浄するときは防護服を着用すること」

「わかった。徹てつ底ていする」

　完全な竜になったため、キマイラであったときの血液の成分もわかりにくくなっていた。なんとか判別がついたのは、グリフィン・ユニコーン・魔鳥・ライオン・大だい蛇じやだという。

「ユニコーン？　ファウストにも一角獣の血が入っている……？」

「そう。正しくは、入ってた、ね。二人は一角獣の血に惹ひかれ合ったのかもしれない。ねえ、それってすごく運命的だと思わない？」

　ファウストに一角獣の血が入っているということは、帝てい国こく軍に捕とらわれた魔物たちの中に一角獣もいたということだ。それはひどく悲しくて痛ましい。でも、ジュストの言う通り、一角獣の血がファウストとリシュリーを巡めぐり合わせてくれたと思うと、自分の身に流れる魔物の血にも、猛毒になったファウストの血にさえ、より一層愛いとおしさが募つのる。

「血が完全な猛毒になってるってことは、精液もとろとろの濃のう厚こうになってるね。リシュリーちゃん、おしりの中にうんとたくさん出してもらうといいよ。それだけ寿じゆ命みようが延びるから」

「──!!　ジュストっ、そなたはどうしていつもいつも……！」

　この男はぞっとするくらいの美しい貌かおでとんでもないことをさらっと言う。しかし、寿命が延びるというのは、どういうことだろう。

「まさか……精液は永遠の若さの源？　あれは単なる噂うわさだろう」

「え？　噂じゃないよ。ボスを見ればわかるでしょう？」

「リーゼ……？　どういうことだ？」

「ボスはもう五十近くの親父だよ。毎晩サリバンの精液を浴びてるから、三十年ものあいだ、ひとつも歳としを取ってないの」

「えーっ!!　う、噓うそだ、そんなことが本当に……!?」

　あまりにも驚おどろきすぎて椅い子すから落ちそうになる。信じられなかった。しかしリーゼの不敵な立ち振る舞まいや、決して揺ゆらがない不思議な強さは、二十歳過ぎの若者のものではない。なにより、十年前に見たリーゼと今の彼がまったく同じ姿であることが、竜の精液が若さの源だということを証明している。

　政府や帝国軍が実証したくて、でも永遠に成し得ない、竜の最大の謎なぞ。

　それがドラゴンギルドでは当然のことと認にん識しきされている。納なつ得とくはできたけれど、少しぽかんとしてしまった。そんなリシュリーを放ほうって、ジュストは採ったばかりの血液を確認する。

「リシュリーちゃんは血も綺麗だし、角も生えきったから大丈夫だけど、問題はファウストくんだね。治ち療りようと浄化が別物だってことは説明したよね？」

「……ああ、ジュストが教えてくれた。発熱や怪我など一時的なものは竜りゆうの涙で治療できるが、長年蓄積された薬品には効果が薄うすい。浄化するならユニコーンの角が最も効果的だと」

「そう。リシュリーちゃんが一角獣で本当によかったよね。薬が抜けきるまで必ず毎日飲ませてあげてね。フェンドールに行ったらさ、ファウストくんに削ってもらうといいよ。すっごく気持ちいいだろうから」

「へ……？　気持ちいいとは、どういう……」

　ジュストは意味深げにくすくす笑う。またとんでもないことを言うつもりなのだろうか。リシュリーが身構えると、異なる色の瞳ひとみが妖あやしく輝かがやいた。

「リシュリーちゃんのコレ、性感帯でもあるんだよね」

「えー!!　な、なんだそれっ？　聞いたことないぞ、それにジュストは毎日私の角を削るけど、わ、私は……その、なにも」

「当たり前じゃない。医師としてやってるんだから。僕がその気になったらリシュリーちゃんなんて一発でいっちゃうよ？　やってみよっか。角でいったことないでしょ？　サイコーに気持ちいいらしいよ。いいなあ。僕もヤラシイ角ほしい」

「な、なんなんだ。そなたは」

　この美人は優秀な医師なのかスケベなバトラーなのか、本気でわからなくなる。

　また甘ったるい声でささやきながら近づいてくる。リシュリーは必死で角を隠かくした。

「ばっ、ばか、やめろ！　……うあ、いやだ──」

　そのとき、バンッ！　とドアが乱暴に開いてファウストが入ってきた。ずんずんと大おお股またで近寄ってきて、ジュストとリシュリーのあいだに立ちはだかる。

「ジュストに血のことを聞きにきた」

「待ってたよファウストくん、はい、ここ座って」

　ジュストはしれっと自分のそばに椅子を引っ張ってきた。変な汗をかきながら安あん堵どするリシュリーを放って、二人は肩かたをくっつけ合い、「ほら、ここの詳しよう細さいを書き写しておくといいんじゃない？」「わかった」などと話しだす。

　熱心にメモをとる竜の広い背を見ていると、同じようにファウストを見守るジュストが小さな溜ため息をついた。

「明日、フェンドールへ向けて出発かあ……」

「うん……ジュストにはたくさん世話になった。本当にありがとう」

「やだ、なにそれ、さみしい」

「──や。だから、その……。これからも、よろしく頼たのむ」

　こういうことは言い慣れていなくて照れくさい。でも、伝えられる相手がいることにリシュリーは感謝する。だからちゃんと伝えておきたかった。

　ジュストは珍めずらしく頰ほおを赤くする。両手で自分の口を覆おおう仕草をして言った。

「リシュリーちゃんたらすっごく可愛かわいい……。どう？　今夜一緒のベッドで寝ねない？」

「はは、またそのような──、うわぁっ」

「だめだ。リシュリーが一緒に寝るのは俺とだけだ。ジュストでも許さない」

　ファウストに、ばっと勢いよく抱だき上げられる。ジュストは心から楽しそうに笑う。

　リシュリーからは、ファウストが書いたばかりのメモが見えた。

【血でつながっている仲間：グリフィン・ユニコーン・魔鳥・ライオン・大蛇など】

【ジュストは魔物専門の医師で凄すごく優やさしい。◎】

【リシュリーはジュストに懐なつきすぎている。×】










　その夜、ファウストは起きたままだった。

　リシュリーの角を溶かした水も飲んだので、禁断症状に苛まれているわけでもない。

　まどろみから浮ふ上じようしたリシュリーが確認した時計は、午前五時五十分をさしていた。

「……眠れない？」

　リシュリーの問いに、ファウストは黙だまって小さくうなずく。

「なにか、心配なことがある？　フェンドール公こう爵しやく領へ行くのが不安なら、あと少しだけ出発を延ばすこともできるよ」

「違う。リシュリー、これを見てくれ」

　ファウストは身を起こして寝しん台だいに胡坐あぐらをかく。リシュリーを毛布で包つつみ、胡坐の上に座らせると、サイドテーブルに置いているノートに手を伸のばした。

　細かな文字の並ぶページをぱらぱらとめくり、長い指で【Mount Etna】の項こう目もくをなぞる。

「これだ。ナインヘルが教えてくれた」

「エトナ火山？　一万年ものあいだ火山活動をつづけていると言われる山だね。──とても不思議なんだけど、産業革命以降、人間はあの山に近づけなくなったんだ。調査隊がエトナ火山に入ると突とつ然ぜん噴ふん火かするようになって、これまでに何十人という人間が吞のみ込まれている。だから彼らは〝魔ま王おうの山〟と呼んでいるよ」

「あれは魔物にとって特別な山らしい。ナインヘルが帝てい国こく軍に狩かられずに済んだのは、魔女がエトナ火山に隠してくれたからだと言っていた」

　ファウストは、最も歳としの近い兄竜りゆうに教えてもらったこともすべてノートに書いている。彼の指さす部分をリシュリーは声に出して読んだ。

「死んだ魔物は、エトナ火山のマグマに灼やかれて自然に還かえることを望む。どんな無念も凌りよう辱じよくも燃やし尽くし、浄じよう化かしてくれるため──。……ファウスト、これって」

　ノートから目を離はなしてファウストを見る。金色の瞳は、ローテーブルに並べている大おお瓶びんや卵へ向けられていた。

「俺は、仲間の亡なき骸がらをエトナ火山に還したい」

「行こう、ファウスト。今すぐエトナ火山へ向かおう」

　リシュリーは迷わず言うと同時に立ち上がり、大きな手を引く。

　ファウストがリシュリー以外のことで強い願望や意志を示すのはこれが初めてだった。

〝仲間〟のために──そのファウストの思いと言葉をなにより大切にしたかった。

　でも、勝手をしてはいけない。リシュリーは棚たなへ駆かけていき、そこに置いている伝声管をサリバンの巣へつなげて声をかける。

「リーゼ、夜明け前にすまない。起きているか……？」

『どうした』

「今からエトナ火山へ行ってもいいだろうか？　ファウストが亡骸をそこへ還したいと言ってる。エトナ火山へ行く許可が欲しい。──できるなら、リーゼとサリバンも来てほしい」

『………。わかった。三十分後、脱だつ衣い室に集合』

「ありがとう……！」

　リシュリーは急いで着き替がえ、ファウストと一いつ緒しよに亡骸たちを大きな布地で包み、脱衣室へ向かう。始業前の脱衣室と発着ゲートを開けてくれたのは、寝ぼけまなこのテオと、出勤の準備をきちんと終えたアナベルだった。

　竜の姿になったファウストとサリバンはゲートから出発し、エトナ火山を目指して飛行する。

　やがて東の空が白んでくる。朝あさ陽ひを受けた竜の鱗うろこが美しく煌きらめいていた。

　エトナ火山に到とう着ちやくすると、サリバンとリーゼとリシュリーは火口から離れたところに立った。大きな包みを持つファウストだけが火口の内側へ入る。

「エトナ火山は、魔物に慈じ愛あいと厳げん酷こくの両方を与あたえる山だ。時として牙きばを剝むく。マグマには絶対に触ふれるな。火竜のナインヘルですら不治の火傷やけどになる。サラマンダー以外は、鉤かぎ爪づめにかかっただけでも脚あしごと灼やけ落ちるぞ」

「ファウスト、気をつけて……」

「わかった。マグマには触れない」

　ファウストが火口に入っても、エトナ火山は静かなままだった。

　もしかしたら彼が来るのを待ってくれていたのではないだろうか……。そのような勝手なことを思ってしまう。

　ファウストは怒いかりもせず落らく胆たんもせず、ただ丁寧に、亡骸のひとつひとつを火口へ落としていく。その強く潔いさぎよいさまにリシュリーは泣いた。アルカナ大帝との別れのときすら堪えられた涙なみだを、今はどうしても止めることができない。

　雷竜ヴオルトの黒い鉤爪から離れた亡骸が、音もなくマグマの中に消え、浄化されていく。リシュリーは流れる涙を拭ぬぐわずに、ファウストが行う弔とむらいを見守った。

　一歩前で、同じように見守るリーゼが、地に両りよう膝ひざをつく。

　高く束ねた髪かみを揺ゆらし、頭こうべを垂れた。熱を含ふくむ火山の土を両手で握にぎりしめる。

「許してくれ……」

　それは魔物の守護者たる彼の、凄せい絶ぜつな悔かい悟ごだった。

　リーゼの表情は見えない。でもその頰を伝う涙が、次々と熱い土に染しみ込んでいく。

「次こそ守ってみせる。だから……どうかまた、魔物に……生まれ変わって──」

　言葉の最後は聞こえなかった。リーゼは肩かたを震ふるわせる。

　ギルドの悪魔と呼ばれ、帝国軍にも政府にも恐おそれられる彼が、人目も憚はばからず慟どう哭こくしたのはこのとき一度きりだった。

　リシュリーは一角獣の涙を滂ぼう沱だと落とす。強い風が吹ふく。それはサリバンが起こす、怒りと決意を孕はらむ緑色の風だった。シルフィードは長い鉤爪でリーゼを抱き、まばたきもせずに火口を睨にらみつけていた。

　すべての亡骸を自然に還し、言葉少なに帰路につく。リシュリーはファウストにもリーゼにも上手うまく声がかけられずにいた。

　しかしそのとき、リーゼの強い想おもいに応こたえるような素す晴ばらしい奇き跡せきが起こる。

　サリバンと並んで飛行していたファウストが、急に方向転てん換かんした。幾いくつかの岩と樹木が密集しているところがあり、竜はそこを目がけて降下する。

「ファウスト、どうした……？　うわっ」

　リシュリーを雪の上におろすと、ファウストは猛もう然ぜんと地面を掘ほりはじめた。

　尻しり餅もちをついてしまったリシュリーは立ち上がって雪を払はらう。そのうしろにサリバンが着陸した。リーゼの声が降ってくる。

「二機だからって勝手な行動させるなよ。安易に隊列を崩くずすなって教えてねえのか」

「研修でちゃんと学んだはずなんだが……どうしたんだろう」

　あんなにも粛しゆく々しゆくと亡骸を弔っていたのに、今はがむしゃらに土を掘る。ファウストがここまで躍やつ起きになることはほとんどない。驚おどろきながら見ていると、背後から「チッ」という舌打ちが聞こえた。

「おい、リシュリー。おまえがコントロールしなくてどうすんだ」

「えっ」

　物もの凄すごく低い声で言われて、びくっとする。恐る恐る振ふり返った。

　猫ねこのような瞳ひとみをぎらぎらさせて睨んでくるその形相はまさに悪魔である。先ほどの泣き崩れていた筆頭バトラーは幻まぼろしであったかもしれない。そう思ってしまうほどの迫はく力りよくだった。

　リーゼは甘さと優やさしさ、そして揺るぎない厳しさを以もつて世界最強の魔物たちを巧たくみに導く。今のリシュリーには到とう底てい真似まねできない。慌あわててファウストに駆け寄り、こちらに向けている大きな尻しりをぺしっと叩たたいて言った。

「ファウストっ、頼たのむから一度、顔を出してくれ。ちゃんと理由を……」

「まあまあ、そう言わないでさ、掘らしてあげてよ。──ふふ、すっごく楽しみだなあ」

　怒おこるリーゼと焦あせるリシュリーを宥なだめてくるサリバンは、弟竜の謎なぞの行動を理解しているみたいだった。

　やがて滅め茶ちや苦く茶ちやに土を掘っていたファウストがぴたりと止まる。もぞもぞと動いて、ようやく穴から顔を出した。土だらけの口で、大きくて丸いものをくわえている。淡あわい緑色に煌めくそれはエメラルドの原石みたいに見えた。

「わ、大きいな。ファウストは鉱石にも興味があるんだね。こんなに立派なものはほとんど見つかってないよ。なんの鉱石だろうね。帰ったら一緒に調べよう」

「違う！　これは──」

　にわかにリーゼが声をあげた。ファウストが原石のようなものを自分の前まえ脚あしにそっと載のせる。それがなんなのか確かく認にんしたリーゼとリシュリーは同時に「うわーっ！」と叫さけんでしまった。

「まっ、魔ま物ものの卵！　なんの卵？　もしかして、竜!?」

「そうだ、竜の卵だっ！　緑色！　シルフィードの卵だ！」

「すごいっ、ファウスト、どうしてわかったんだ？　本当にすばらしいよ！」

　自分がこんな大声を出せるなんて知らなかった。それほどに、ファウストが竜の卵を発見したことにはかつてない歓かん喜きと高こう揚ようがあった。魔物の血がぞくぞくする。本当に誇ほこらしくて、リシュリーはファウストの土まみれの顔に抱だきついた。リーゼも興奮を隠かくさない。

「でかした、ファウスト！　よく見つけてくれたな、ありがとう！」

　二人がかりで竜の顔に付いた土を拭った。ファウストはぎゅっと目を閉じながらつぶやく。

「こいつに呼ばれた。こいつ、土から出てきて寒いと言ってる」

「寒いのか、そりゃだめだ。よしっ、すぐ温めてやるからな」

　リーゼとリシュリーは同時にコートを脱ぬぎ、それを使って大きな卵を包んだ。

　エメラルドよりも美しい若葉色の卵は、ほんの少し透すけている。コートに包まれ、リーゼに抱かれて安心したのだろう。卵の中の幼生体は目を糸のように細くして、口をモニョモニョと動かした。小さな前脚で持つ欠片かけらが虹にじ色いろに輝かがやく。

「あっ、笑った！　なんて可愛かわいいんだろう……」

　そのたまらなく愛らしい仕草に、リシュリーは思わずまた大きな声を出してしまった。

　するとサリバンが「えー、ずるい、ぼくも笑うとこ見たい」と言って、リーゼを前脚で挟はさみ、真上から卵に近づく。

「やったあ、ぼくと同じ風竜。ありがとうね、ファウスト。──おちびちゃん、ティアマトーさまの鱗をしっかり持ってる。えらいねー」

「ティアマトーさまの鱗とは？　この仔こが持っている虹色の美しいもののことだろうか？」

「うん。ティアマトーさまはね、産んだ卵に必ず自分の鱗を入れてくれるんだよ」

「そうなのか。それは……とても神秘的な絆きずなだね」

　巨きよ体たいに収まりきらないほどの孤こ独どくを抱かかえ、長い時を生きる竜りゆうたち。夢のように綺き麗れいな虹色の鱗うろこは、彼らだけにしかわからない寂さびしくも純じゆん粋すいな絆の証あかしだ。

　でも、それが掛かけ替がえのないものであるほどに、リシュリーの心は沈しずむ。

「ファウストは大切な虹色の鱗を持ってない。きっとあの地下施し設せつに保管されていた。……もっとよく確かめたらよかった。ごめん……」

「なぜリシュリーが謝る？　俺は耳みみ飾かざりがあるからそれでいい。あれはリシュリーの髪みたいに美しいし、光にかざすときらきらして七色に輝くんだ。リシュリーの熱も宿っている」

　ファウストは虹色の鱗がなくても大だい丈じよう夫ぶである理由を伝えてくれただけなのだが、それを聞いたリシュリーは顔を赤くしてしまった。

　大きな金色の瞳でじっと見つめられ、妙みようにまごついてしまって「そ、そうか。よかった、安心した。ありがとう」とぎこちない返事をする。

「ねえねえリーゼくん、この子たち、なんかやらしい話してるよ」

　サリバンは楽しそうに言ったが、リーゼはまったく聞いていない。手慣れた様子で卵を抱き、頰ほおずりをする勢いで話しかける。

「まちがいない、おまえは別べつ嬪ぴんになるぜ。俺たちが世界一の風竜に育ててやる」

　竜と魔物を愛してやまないリーゼは、さっそく親おや馬ば鹿かぶりを発揮した。

　皆みな、興奮冷めやらぬまま帰路を急いだ。片方の前脚だけで充じゆう分ぶんに持てるけれど、ファウストは両方の前脚を使い、卵を包むようにして大事に運ぶ。ファウストの黒くて柔やわらかな鬣たてがみに埋うもれるリシュリーは、飛行する彼の顔をそっとのぞき込んだ。

「あ……」

　黒い竜の、深くまで裂さけた口の端はしが、ほんの少しだけ上がっている。

　ファウストは無意識に微笑ほほえんでいた。リシュリーもたまらなく嬉うれしくなる。

　これから先も、ファウストの心が動き、感情が豊かになる素晴らしい出来事がたくさんありますように。否いな、必ずある。リシュリーが齎もたらしてみせる。

　喜び、楽しみ、驚き、不思議なこと、美しい風景。そのすべてをともに経験して、分かち合っていこう──。

　ファウストは出発の時間になっても脱だつ衣い室で胡坐あぐらをかき、竜の卵を抱いていた。両りよう隣どなりに座るアナベルとメルヴィネが心配するほど、卵を放す気配がない。弟竜が生まれる瞬しゆん間かんを見たくてしかたないのだろう。リシュリーはその旨むねをリーゼに伝えて頼み込んだ。

　筆頭バトラーはずいぶんと楽しげに笑う。そうしてファウストに言ってくれた。

「孵ふ化かに合わせて本社に来い。リシュリーを乗せてな」

　若葉色に煌きらめく卵をドラゴンギルドに託たくして、ファウストとリシュリーは北ほく端たんの公こう爵しやく領・フェンドールへ向かった。




　　　　[image: †]




　今夜も雷らい鳴めいが聞こえる。

　あの雷かみなりはまた、雪と氷に覆おおわれたこの土地に安あん寧ねいを齎してくれるだろう。

　そしてリシュリーは気づいた。雷竜ヴオルトが放つそれは、そう遠くない日に春雷となり、春を喚よぶ。

「あっ。急がなければ」

　縦長の窓から見える夜空に稲いな妻ずまが走る。意思を持ってぴかぴかと光るそれは、「帰き還かんする」というファウストからの合図だった。リシュリーは整理していた書類を机に置き、防護服に身を包む。ブーツに履はき替かえ、マスクとゴーグルを首にかけると執しつ務む室を出た。ゴム手て袋ぶくろを嵌はめながら廊ろう下かを駆かけていく。

　執務室と言っても部屋は小さい。フェンドールに移り住んで一か月にもなっていないが、リシュリーが持ってきた書しよ籍せきに加え、筆頭バトラーからまわってくる大量の書類と資料で小部屋はすでに満まん杯ぱいになってしまった。

　ドラゴンギルド・フェンドール支社は仮稼か働どう中である。

　本社とは比べものにならないほど小規模だが、形態はまったく同じだった。

　フェンドール公爵となったリシュリーに与あたえられた、ささやかな居城。それを丸ごと岩山の絶ぜつ壁ぺきに埋め込んでくれたのは土竜ゲノムスたちだった。

「よかった、間に合った」

　仮設の発着ゲートに着いたリシュリーはマスクとゴーグルを装着し、青銅製の扉とびらを開いて外に出る。アーク灯と誘ゆう導どう灯とうをつけてデッキブラシを持つと、壁かべに嵌め込まれている赤いスイッチを押した。ヴォン……と機器の唸うなる音がする。これで大量の湯が一度に沸わく。

　支社は発着ゲートを含ふくめ、至るところが仮設状態だった。日々の業務に追われて、ファウストとリシュリーだけではなかなか設置作業が進まない。

　しかし竜の兄弟が交代で手伝いに来てくれる。リーゼが期間限定で「フェンドール支社の設置支し援えん」を任務に組み込んでくれていた。

　土竜は土と鉱石を自在に操あやつるので、シャハトやバーチェスが来てくれた日は作業が格段に進む。フォンティーンは大型の機材を背に載のせて来た。それは精密な機械に詳くわしい彼が手ずから作ったもので、『魔力を溜ためる備び蓄ちく器だ』と説明してくれた。ファウストが放つ雷やナインヘルが吐はく炎ほのおを蓄たくわえ、好きなときに電力や火力に変へん換かんできる機械だという。

『ファウストは寒さに強いが、やはり水で洗せん浄じようすれば鱗が凍こおってしまうからな。これで大量の湯を沸かすといい。溜めた魔力は灯あかりや暖だん房ぼうなどにも使える』

　いつも物静かなフォンティーンは、とてつもなく凄すごいことを涼すずしい顔でさらりと言った。

　機械の仕組みがあまりにも精せい巧こうすぎて、工学が好きなリシュリーですらよくわからない。

　フォンティーンはこれを設計図なしで作ったと言うのだから、リシュリーは驚おどろいてばかりになった。そしてファウストはまた熱心にノートをとる。フォンティーンは勤勉な弟竜を気に入っているようで、物静かな竜の兄弟は備蓄器の前で長いあいだ話し込んだり、工具を取り出して機械をいじったりしていた。

　あとでノートを見せてもらったとき、リシュリーは『わぁ、綺麗だな』と声を弾はずませた。

　細密に描えがかれた備蓄器の断面図と、その周囲を埋め尽つくす小さな文字は、美しいアラベスク模様のようだった。世紀の大発明ともいえるフォンティーンの機械は世界に一台しかなく、今日も北の最果てで静かに正確に稼働している。

　寒さが大の苦手なナインヘルはなかなか来ない。でも、アナベルが『一いつ緒しよに支社へ行きたいな』と言えば、彼を背に乗せて飛んでくる。そうして強い魔力の宿る炎を吐き、備蓄器を満たしてくれた。

『寒さみぃ。よくこんなところで暮らしてられるな。今すぐ帰るぞ、おれは』

　ナインヘルはそう文句を言いながらも必ずアナベルとともに一いつ泊ぱくし、柔らかな獣毛を敷いた寝台を堪能して帰っていく。

　サリバンやガーディアンは『用事はないけど遊びにきたよー』と言って、頻ひん繁ぱんに訪おとずれてくれた。リシュリーにちょっかいを出してくるのは少し困るけれど、末まつ弟ていであるファウストを可愛かわいがってくれるのは本当に嬉しい。

　三機の竜りゆうは応接の間でアフタヌーン・ティーをしながら楽しくおしゃべりをする。それを見守るのが、リシュリーの胸が最も弾むときだった。

　しかしファウストは大いに盛り上がっていてもノートをとる。彼が書き記したものを兄たちに見せると、ガーディアンは『ばっちりだな。今夜してやれよ』と笑い、サリバンも『これ最高じゃない？』などと言って弟を褒ほめちぎる。

　奇き妙みようなことになるのはその夜だった。ファウストが、言葉にはできないほどいやらしいことをしてくる。絶対にシルフィードたちが純じゆん朴ぼくな弟竜になにかを吹ふき込んでいるのだ。

　ファウストのノートは、いつ見てもいい決まりになっている。だからリシュリーはノートを調べたのだが、怪あやしいことに該がい当とうページだけファウストの魔力がかかっていて開けなかった──。

「ファウスト！　おかえり！」

　仮設の発着ゲートにファウストが着陸する。同時に湯を降らせると、あたりはたちまち湯気だらけになった。雷竜の上に飛び乗ったリシュリーは、黒くて美しい鱗をデッキブラシで磨みがいていく。洗浄が終わるとファウストは人型に変容し、リシュリーを抱だいて寝しん台だいへ向かった。

「あっ。いけないよ、先に業務報告を──」

「報告はあとでする。今日は任務をみっつもした。……ちょっと苦しい」

　リシュリーは知っている。強きよう[image: 靭]じんな体たい軀くを苛さいなんできた薬品は、ほとんど抜ぬけているということを。でもファウストは「ちょっと苦しい」と言ってリシュリーの角を舐なめたがる。

　彼がつく小さな噓うそすら愛いとしくて、リシュリーは抗あらがえない。二人で裸はだかになり、柔らかな獣じゆう毛もうに包まれる。フェンドールが雪と氷に閉ざされていても、この寝台はいつも温かだった。

　角を舐められて口づけられると、リシュリーはあっという間に達してしまう。くったりとする身体からだを横おう臥がさせ、片かた脚あしを上げさせて、ファウストがうしろから陰いん茎けいを挿そう入にゆうしてくる。

「あっ、ぁっ……」

「俺の、リシュリー。ずっと、俺だけのものだ……」

　ファウストは腰こしを大きく揺ゆらしながら首筋や背に無数の口づけを落とした。柔らかな寝台と熱い褐かつ色しよくの肌はだ、甘い吐と息いきに包まれて、リシュリーは幸福に満ちた楽園にまどろんでいく。







　フェンドール公こう爵しやく・リシュリーは長い時間をかけ、人間と魔物、どちらとも真しん摯しに対話を重ねた。それはやがて住人の心を動かし、魔物と人間は少しずつ寄り合い、いつしかともに生きるようになる。

　魔物狩がりの消えた土地、美しく短い夏、雪と氷に包まれてもなお温かく心豊かな住人たち──のちに訪れた詩人や音楽家は、北ほく端たんの公爵領を〝白銀の楽園フェンドール〟と謳うたう。

　一角獣ユニコーンが棲すむ楽園は黒い竜に守護されて、永く静かに栄えつづけた。







　あとがき




　こんにちは。鴇とき六む連つらです。このたびは『一角獣ユニコーンは楽園にまどろむ～ドラゴンギルド～』をお手に取っていただき、ありがとうございます。今作は『紅こう炎えん竜りゆうと密約の執しつ事じ』、『黒くろ猫ねこは蜜みつ月げつに啼なく』、『人魚セイレーンは愛を謳うたう』につづくドラゴンギルドシリーズ第四弾だんとなります。（それぞれのお話は独立していますので、どちらから読んでいただいても大だい丈じよう夫ぶです。）

　今作はどうしても舞ぶ台たいを冬にしたかったのです。沖おき麻ま実み也や先生が描えがいてくださるギルドの世界とキャラクターたちの「冬」が見たいという邪よこしまな気持ち満々で書きました。たまらなく格好いいファウストと美しいリシュリーを本当にありがとうございます！

　担当Ｉさまにはこれまでにない多大なるご迷めい惑わくをおかけしました……申し訳ございません。

　Ｉさまのご尽じん力りよくがなければ今作は刊行できていません。ありがとうございます！

　そして皆みなさまへ。ここまで読んでくださり本当にありがとうございます。皆さまのお力ちから添ぞえをいただき、シリーズ四冊目まで辿たどり着くことができました。厚く御お礼れい申し上げます。

　御礼とお詫わびだけであとがきが終わってしまいました……！　シリーズ初登場のファウストとリシュリーがどのようにして主役に決まったのか、など、アルカナ大たい帝ていのことも含ふくめて、ブログでお伝えしたく思います。どうぞお立ち寄りください。お待ちしております！


二〇一七年　一月　　　鴇　六連　


















『一角獣は楽園にまどろむ　～ドラゴンギルド～』
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黒い竜の新たな覚醒









「晩飯が、ない？」

　褐色の端整な顔は相変わらず感情をあまり出さないが、リシュリーはもう読み取れる。

　任務を終えて帰還したファウストに夕食がなにもないことを伝えると、彼は世界の終わりが来たような悲痛な表情をした。

「ごめん。ファウストは空腹なのに……」

　二人でフェンドールに移り住んで約一か月。公爵とは思えない簡素な暮らしがリシュリーは気に入っている。しかし、よく働いてくれる竜に食事が用意できないという、最も危惧していたことがとうとう現実になってしまった。

　人を雇うくらいの金銭的な余裕はあるけれど、公爵の居城に住み込みの執事や使用人はいない。執事を置かない理由は、第四王子だったころとは違うため、できることは自分でしようと考えたのが半分、そしてファウストがひどく嫌がったのが半分だった。

　広い城内の掃除は進んで行っている。衣服に関しては村に一軒だけある洗濯クリーニング屋を頼り、食事は近くに住む村人たちに力を借りていた。彼女らは、家族が仕事や学校へ行く昼間に城へ来て夕食と翌日の朝食を作る。一度にかなりの量を作ってもらうため、リシュリーは時間と労力に対して賃金を支払う。

　五、六人の奥方が交代で来るが、もちろん家族や自宅のことが優先であり、無理はさせられない。やはりコックを雇うべきかと悩みながらも、公務と支社の業務に追われて疎かにしてしまっていた。そして昨夜降りつづいた雪によって城への道が閉ざされ、誰も来ることができなくなったのである。出動前のファウストに雪搔きをしてもらえばよかったと後悔しても遅い。

「飯が、ない」

　雷竜ヴオルトの静かな声には絶望すら含まれているようだった。無理もない、帰還したファウストは腹を満たしたあと、リシュリーの腿をクッション代わりにしてうとうとしたり、読書をするリシュリーを抱いて一緒に読んだり、リシュリーの体内に入ることを至福とする。

　鍛えられた腹が、ぐう、と鳴った。

　竜はいざとなれば数日食べなくても平気だが、それにもかかわらず食べることが大好きで、一度の食事で物凄い量を摂取する。ドラゴンギルドの本社の厨房は早朝から夜まで休みなく稼働し、いつも賑やかだった。食堂のカウンターにずらりと並べられた大盛の料理が、ファウストやナインヘルやシーモアたちによって食べ尽くされる風景をリシュリーは思い出す。

「ひとまず調理場へ行ってみよう。料理はないけど、探せば食べものが見つかると思うよ。二人でしてた視察みたいだね……」

　笑って励ましたけれど、駄目だった。やや落胆しているファウストは黙ったままリシュリーと手をつなぎ、調理場へ向かう。

　やけに広いそこを二人で探索すると、保存箱みたいなものを幾つか発見した。

「わ、タラの燻製があるよ。美味しそうだ」

「獣の肉が食いたい」

　そう言われ、焦って別の箱を開くと大量のラム肉が詰められていた。マフィンや野菜、チーズまであって、なにか作れそうに思えてくる。しかしファウストもリシュリーも料理をしたことがなく、帝都から持ち運んできた夥しい書籍の中に調理法の本は一冊もない。

「料理本を買っておけばよかったな」

　豊かな食材を目の前に溜め息をつく。すると長軀をうずうずさせながらラム肉をじっと見つめるファウストがつぶやいた。

「何日か前の夜、リシュリーが読んでいた本に、魚の料理を作る場面があった」

「本当だ、よく憶えてたね。参考にできそうだから小説を取ってくる。──私がいないあいだに、ラム肉を生で食べてはいけないよ」

「………。わかった」

　注意していなかったら、ファウストは生肉を食べていたかもしれない。リシュリーは大急ぎで寝室へ駆けていき、サイドテーブルに置いている小説を持って調理場へ戻った。そのあいだにファウストは新たな食材を見つけていて、テーブルの上には肉や魚のほか、ピクルスとハーブ、小麦粉やミルクの大瓶が載せられている。

「これだけ材料があれば、小説に出てくる〝フィッシュパイ〟が作れそうだよ」

　空腹に苛まれているファウストをよそに、楽しくなってきたリシュリーは張り切って該当のページを開く。

「まずは、じゃがいもの皮を剝いて、鍋で茹でて、そのあと潰すらしい」

「わかった。調理器具も揃っている」

　そうして二人で皮を剝きはじめたのだが、思いのほか難しかった。ざっくり切れた野菜と一緒に指まで切りそうになり、「危ない」と言うファウストにナイフを没収されてしまう。

　褐色の指先は意外にも器用で、ファウストはじゃがいもの皮をするすると剝き、細かく切って鍋へ放り込んだ。リシュリーはフライパンを火にかけ、そこにタラの燻製を並べていく。

「ん？　くっついて取れなくなった」

「先に、そのフライパンという調理器具に食用油をかけるのではないか？」

「あっ……そうか。ごめん、油を忘れてしまった。どうしよう」

「………」

　このままでは焦げついてしまう。慌てながらフォークで燻製をいじっていると、フライ返しを持つファウストがフライパンの柄を取った。

「俺がやるから、リシュリーは小説を読んで指示を出せ」

「えっ、なんで？　私も料理したいよ」

「たぶん、向き不向きがある。リシュリーは指示を出すほうが向いていると思う」

「そう？　小説には細かな分量まで書かれてないんだけど……大丈夫だろうか」

「かまわない。いつなにを入れるのか、工程がわかればいい」

　ファウストがそう言うのでリシュリーは小説を朗読したのだが、彼がそれを聞いていたのは最初だけだった。内容を思い出したのだろうか、てきぱきとホワイトソースを作りだす。

　深めの皿にタラとハーブを並べ、ソースをかけてマッシュポテトで蓋をし、それをオーブンに入れた。焼き目をつけるあいだに小さなフライパンを取り出すと、オリーブオイルを引いて卵を落とし、その上にチーズを載せる。さらに大きなフライパンで大量のラム肉を焼いた。

　広い調理場が香ばしい匂いで満ちていく。ファウストが手際よく料理をするあいだにリシュリーができたのは、ハーブを洗って千切ることだけだった。

　少しがっかりしていると、ファウストがうしろに立って長い腕を伸ばしてくる。手には大皿を持っていて、オーブンで温めたマフィンがたくさん載っていた。

「これにリシュリーが好きなものを挟んで食え」

「マフィンのサンド？　いいね、私はピクルスが好きだよ」

「ピクルスとは、酸っぱい液に漬かった野菜のことか」

「うん、ワインにも合うんだ」

　マフィンの上にファウストが焼いてくれた卵とチーズ、そしてピクルスを置いた。ファウストがマフィンで蓋をして、大きな手で軽く押せば、チーズがとろりとはみ出てくる。二人でサンドを作るのがとても楽しい。

「美味しそうだ。でも作りすぎたかな？」

「いいや。ちょうどいいくらいだ」

　そうしてできあがった料理はフィッシュパイ、大皿に盛りつけたマフィンのサンド、大量のラム肉のソテー、ハーブサラダ──きっと、リシュリーが五人いたら完食できる。

　それらをダイニングルームへ運ぶと、ファウストはさっそくラム肉を頰張った。竜の食べっぷりは見ていて気持ちいいほど豪快である。

「ガーディアンが持ってきてくれた上物の白ワインを開けよう」

「リシュリーはアルコールが好きだな」

「嗜む程度だよ。酔うまでは飲まない」

　ふたつのグラスに白ワインをなみなみと注ぐ。ファウストが作ってくれた料理はどれもとびきり美味しい。普段は食の細いリシュリーだが、パイと肉と、サンドをふたつも食べた。

　でも、日々の業務で疲れていたのだろうか。ファウストが五人分の料理を平らげるころ、リシュリーはしたたかに酔ってしまっていた。行儀が悪いと思いながらも、眠気に抗えなくてテーブルに伏せてしまう。遠くでカチャカチャと食器を片づける音が聞こえる。

「すごく美味しかったよ、ありがと……」

　夢うつつに伝えたら優しく抱き上げられた。両腕を逞しい肩にまわすと、ファウストは寝室へつづく廊下をゆっくりと歩いてくれる。その揺れがたまらなく心地よくて、リシュリーは褐色の肌に頰をすり寄せた。

　柔らかな獣毛を敷いた寝台で裸に剝かれ、身体じゅうに唇と舌の愛撫を受ければ、後孔があっという間にほころんでいく。

「あ……、ぁ……」

　唾液が滴りそうなほど濡らされたそこに、硬くて長い陰茎が挿入される。ファウストは腰をいやらしくまわしながら熱い息を漏らした。

「次からは俺だけで飯を作る」

「どう、して？　一緒にするのが楽しいのに……」

「リシュリーは綺麗で繊細に見えるが、けっこう大雑把だ。でも、それも愛しい」

「んん……？　今、なんて……、──あ、っぁ、ファウスト……」

　聞き捨てならないことを言われたような気がしたけれど、最奥まで入ってきたファウストが幸せそうに笑っているから、なんでもよくなってしまった。リシュリーは笑顔を返すと、楽園をふわふわと揺蕩いはじめる。

　この夜をきっかけにしてファウストは食事を作ることに興味を持ち、任務を終えたあと村へ行って奥方たちに料理を習うようになった。

　勤勉な雷竜ヴオルトのノートが数々のレシピで埋まっていく。「リシュリーの好きなものだから」と言って、素晴らしく美味しいピクルスも大量に作ってくれた。

　黒い竜は新たに覚醒する。多くの任務をこなし、コック顔負けの料理や菓子を作り、洗濯クリーニングまで覚えて、寝台の中でリシュリーをとろけさせる──ファウストが、非の打ち所がない伴侶に変貌を遂げるのは、それからすぐのことであった。
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